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プロ ジェク トとしての 「イメー ジとしての 〈日本〉」

伊藤公雄

はじめに

本 報告書 は、 大阪大 学21世 紀COEプ ロ グラム 「イ ンター フェイス の人文 学」にお ける プ

ロジ ェク ト 「イメ ー ジ としての く日本〉」班 の活動 を(主 に2006年 度 のCOE授 業 「イン ター

フェ イス社 会 学」を通 じて)ま とめ た もの で あ る(本 プロ ジェ ク トの 全体 像 につ い ては、

巻 末の資料 を参照 してい ただ きたい)。

本研 究 プロ ジェ ク トは、 これ まで人文 学の 主要 な対 象 であ った 「文化 」を軸 に、そ れ を

媒介 して構 成 され る対 外 的 ・対 内 的 な 「日本 」のナ シ ョナル ・イ メー ジを、動 的 な視座 か

ら研 究 しよう と企画 され た。初年 度 は、主 にハ イカルチ ャー として の 日本 の古典 文学 の海

外 受容 を軸 に研 究が展 開 され、 それ以後 は、 近年注 目を集めつ つ ある 日本 のポ ピュラー カ

ルチ ャーの海外 で の受 容 を通 した 日本 イ メー ジの形 成 に光 をあて る形で展 開 された。

この プ ロジェ ク トの最 終年 にあた り、 ここで は本 プロ ジェ ク トの め ざ した もの(研 究モ

デル として の特 徴)を 簡単 に整 理 した上 で、本 プロ ジ ェク トの なか で 議論 され たポ ピュ

ラー カルチ ャー研 究 の方法 と意義 、 また、本研 究 プ ロジ ェク トが模索 した若手研 究者 を含

め た共 同研 究 のあ り方 につ いて述 べ てみた い。

「イメー ジとしての 〈日本〉」プロジェク トの目指 した もの

本研 究 プ ロジェ ク トの特徴 は、 以下 の ような もので ある と考 え られ る。

第一 に、従 来、 ほ とん ど交渉 のな かった、 大阪大 学 にお ける文学研 究科 ・日本 学 ・国文

学 ・日本語 学 を始 め とす る人 文学 的 「知 」と、人 間科 学研 究科 に おけ る ソフ トな社 会科 学

であ る社 会学 や メディ ア研 究 な どの知 見 とを、意 識的 に架橋す るなか で今 回の プ ロジ ェク

慈 イか ジと鵬1継 〉 OO7
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トが 進め られ た点 であ る。 両者 の 「出会 い」は、相 互 の刺激 の なか で、 これ まで にな い新

た な発 見 を生 み 出す こ とに成功 した と考 え られ る。

第二 に、「文化 」の枠 を、従来 のハ イ カルチ ャーのみ な らず、マ ンガや アニ メな どポ ピュ

ラー カル チ ャー に まで拡 大 した点 をあ げる必要 が ある。従 来 の文学研 究や 芸術学 などの知

見 を、 ポ ピュ ラー カル チ ャー分 析 に活 用 す る工 夫 や、 ポ ピュ ラー カル チ ャー の もつ人 間

の 「生」「生活 」に対 す る 「影響 力」を考察 す るこ とで 、人文 学の新 たな対象 としてのポ ピュ

ラー カルチ ャー の位 置づ け をす るこ とが 可能 に なった と判 断 してい る。

第三:に、 「イ メー ジ」とい う不 定形 で あ りなが ら、 現代 人 に とって重要 な問題 につ いて、

積 極的 に アプ ロー チ した点 も、本 プ ロジェ ク トの重要 なポイ ン トの ひ とつ であ る。従 来の

人文 ・社 会科 学が対 象 に して きた一 定の 首尾一 貫性 を持 った 「理 念 」や 「イデ オロギ ー」だ

けで な く、 よ り把 握が 困難 な対 象 であ りなが ら、現代 人 の 「判 断」や 「評価 」の基 盤 として

は よ り重 要性 を増 しつ つ あ る 「イメー ジ」を と りあ げ、そ れ をナ シ ョナル ・イ メー ジ とい

う、現 代 の 国際 関係 ・国内 政治 に とって きわ め て重要 な課題 と結 び付 け て考察 した作 業

は、今 後、参 照 され るべ き多 くの 問題提起 を可 能 に した と考 え る(こ の こ とにつ いて は伊

藤 、2005a参 照)。

第四 に、本 プ ロジ ェク トの特 徴 として 、国 内外 の若 手研 究者 を招待 して 開催 された 国内

お よび 国外 で の ワー クシ ョップの 実施 をあ げる こ とが で きる。 ワー クシ ョップ におい て

は、報告 者 は、作成 途上 にあ る原論 文で あ るデ ィス カ ッシ ョン ・ペ ーパー をあ らか じめ準

備 し、参 加者 はそ れ を熟 読 した上で 参加す る形 をとった。 こうす るこ とで、 討論 の内容 を

深 め るこ とが 可能 に なったば か りで な く、 報告 者 は、 討論 の成果 を、 よ り精 緻 な形 で論 文

と して完 成す る こ とがで きた。 この 方法 は、若 手研究 者の 育成 とい う点で多 くの成 果 を生

み 出 した もの と自負 して い る。

最 後 に、 ワー クシ ョ ップ において も見 られた ように、本 プ ロジ ェク トにおいて は、つ ね

にオー プ ンエ ン ドの形 での共 同発表 、共 同研 究 を実施 す る ことで、異 な る世 代 間の相互 刺

激 を意識 的 に生み 出す形 を追求 した ことをあ げてお きた い。何 よ り も研 究 の プロセス を重

視 し、研 究過程 で生 じる齟 齬 や対立 を大切 にす る こ とで、 世代 を超 えた ダイナ ミックな共

同研 究 の 形 を生 み 出 した こ と もま た、 本 プ ロジ ェ ク トの もつ モ デル研 究 と して の特 色 で

あ った と考 え られ る。
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なぜ 日本のポ ピュラーカルチ ャーだったのか

以上、 本研 究 プロ ジェク トの特徴 を述べ て きたが、 ここか らは、そ のなか で も重 要 な課

題 で あった ポ ピュラー カルチ ャー研 究 につ いて ふれ てみた い と思 う。

私 た ちが ポ ピュ ラー カルチ ャー に注 目 したの は、海 外 に お ける 日本 の ナ シ ョナ ル ・イ

メー ジが(さ らにい えば、 その イ メー ジ を介 した 日本側 の それ もまた)、 日本 産 の ポ ップ

カルチ ャー を軸 に形 成 されつつ あ る と感 じたか らで ある。

実 際、 われ わ れ の調査 に よって も、若 手 の 欧米 の 日本研 究 者 の多 くが、 日本 の ポ ピュ

ラー カルチ ャー に注 目してい る ことは明 らかで あ る。 また、 海外 の大学 にお ける アジァ系

講 座 の受講 におけ る一定 の 日本離 れ状 況(つ ま り中国 ブー ム)に あ って も、 日本 語 や 日本

文化 に興 味 を もって これ らの講座 を選 択す る学生 がか な り存在 してお り、 しか も、 その多

くが、 日本の ポ ップ カル チ ャー をきっか けに 日本 語 ・日本文化 を専 攻 してい るこ と もは っ

き りした事実 であ る と考 え られ る(報 告書 『イメー ジ としての 〈日本>05』 参照)。

なぜ 日本の ポ ップ カル チ ャー が、 これ ほ どまでに海外 で受 容 される に至 っ たか につ いて

は、 さ まざ まな議論 が ある。 しか し、少 な くと もそ の 「文 化」と して の水 準 が、相 対 的 に

「魅 力 的」な ものだ った のは明 らか だろ う と思 う。

その 背 景 には、 戦 前 か ら続 い て きた 日本 の 「子 ど も文 化 」(それ が 日本 の ポ ップ カル

チ ャーの源流 を構 成 して いた こ とは 明 らか だ ろ う)の もつ独 特 の性 質が あるの で はない か

と思 う。つ ま り、 欧米 のそ れ と異 な り、 日本の商 業 的子 ど も文化 は(学 校 的 な子 ど も文化

とは異 な り)、「子 ど もを子 ども扱 い しな い」とで もいえ る傾 向 を もって いたの で はないか

と思 われ るか らだ(伊 藤 、1985,2005aな ど)。 この傾 向 は、戦 後子 ど も文 化 の なか に も受

け継 が れた。 そ の結 果 で もあ る アニメ やマ ンガにお け るス トー リー性 の複 雑 さや 豊富 さ

(単純 なス トー リーの 多 い アメ リカ ンコ ミ ックス や ヨー ロ ッパ の コ ミ ックス と比 べ て も、

際 立 ってい る と思 う)は 、 その ひ とつ の証拠 に なるだ ろ う。

そ して たぶ ん、 もう ひ とつ の社 会 的背 景 に、1970年 前後 の 日本 型消 費社会 の成 立 とい

う問題 が あ る と思 う。 つ ま り、1960年 代 か ら70年 代 の カウ ンター カル チ ャーや サ ブカル

チ ャー の時代 に続 く時代状 況の なか で、 日本 の メデ ィア産業 が、 ここで生 み 出され た若 い

世代 の多 様 な アイデ アやエ ネル ギー を、厂脱 政治化 」しつつ巧 み に 「商 品化」した と考 え ら

れ るので あ る。
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政治 か ら 「自由」な(つ ま り政 治か ら疎外 され た)若 者文化 は、 あ る意 味 で、 きわめ て爛

熟 した様相 を80年 代 以後 みせ 始 め る。「純粋 に楽 しみ のた めだ けの 生産物 」と日本 マ ンガ

を位置 づ けた フラ ンスの研 究者が い る(Bouissou,2006)が 、1980年 代以 後、 日本 のポ ップ

カルチ ャーあ るい はサ ブカ ルチ ャー は、全体 と して、明 らか に無 臭 の(脱 政 治 的 な)豊 穣

さ を もっ て展 開 した ことは、 あ の時代 を振 り返 っ てみ れば直 ち に理解 で きるこ とだろ う。

その背 景 には、 この時代 の 「文 化」の徹底 した 「商 品化 」「消 費化」とい う日本社 会 の動 きが

控 え てい たはず だ(つ ま り、サ ブ カルチ ャー を支 える経済 的資 源が 強力 に作動 した とい う

こ とだ)。 そ して、 経済 的 な資 源 に裏 打 ち され た高度 に 「複雑 な」性 質 を もった文化 的無 臭

性(脱 政 治性)は 、 明 らか に 日本 の ポ ップカル チ ャーの海 外受 容 をス ムー ズ に展 開 させ た

とい えるだ ろ う(こ の課 題 につ い ては、現 在、新 た に調査研 究 を進め つつ ある)。

ポピュラーカルチ ャー研究 の新たな方法の模索

それ で は、 この新 た な学問 的対象 と しての ポ ピュラー カルチ ャー(当 初、 ここでい うポ

ピュ ラー カルチ ャーにつ いて 、マ スカル チ ャーやサ ブ カルチ ャーのみ な らず 、民衆 文化 も

含 む幅広 い 意味 で位置 づ けて きた こ とはお さえてお きた い)を 、私 た ちは どの ように研 究

す れ ばいい のか。 これ もまた、 本 プロ ジェク トが 継続 して議 論 して きた ことであ る。

その 前 に、 も う一 度 「なぜ ポ ップ カルチ ャー研 究 か」とい う問 に答 えて お く必 要 があ る

だろ う(伊 藤、2004,2005b)。

人文 学 の主要 な対 象 が広 い意 味で の 「文化 」で あっ た ことは 明 らかだ ろ う。 また、 なぜ

「文化 」を研 究 す るか といえ ば、「文化 を通 じて、私 た ちの 『生』を よ り豊 か に、 生 き生 き

と した もの にす るため に」とい う当然 の答 えが返 っ て くるのだ ろ うと思 う。

そ れ な ら、 こ こで い う 「文 化 」とは何 か。 かつ て人文 学 の対 象 とす る 「文化 」は圧 倒 的

にハ イ カルチ ャー で あ った。 しか し、今 、多 くの 人 々が気 づ い て い る よ うに、ハ イ カル

チ ャー とポ ップ カルチ ャーの境界 が流 動化 し始 めて いる。 ポ ピュラー カル チ ャー と呼 ばれ

る ものの な か に も、深 い 知識 や 難解 な解 釈 を要 請す る ものが多 数 存在 して い る とい うだ

けで はない。 そ もそ も、私 た ちの 「生 」の経 験 に とって、 ポ ピュラー カルチ ャー は、今 や、

日常 的に も多 くの深 い影 響 を与 えて い るのだ。 この新 たな 「文化 」を どう扱 うか とい う課

題 は、今 後 の人文学 、社会 科学 に とって重 要 な問題提起 をなげ かけて い るはずだ。
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そ れな ら、 いかに してポ ピュ ラー カルチ ャー は研 究 され る必要 があ るのか 。

私 たち は、今 回の プロ ジェ ク トでの共 同作業 を通 じて、 この ポ ピュラー カルチ ャー研 究

を進 める ための、 い くつ か の視 点 を提 示す るこ とが で きる と思 う。

まず、 当然 の作 業 と して、 ポ ップカルチ ャーの 生産 、流 通 、消 費 をめ ぐる研 究が あ げ

られ るだ ろう。 ここで は文化産 業論 、 メデ ィア論、受 容者 論(利 用 と満足 研究)を は じめ、

さまざ まな視 座が すで に存 在 して いる。 ポ ップ カルチ ャー の社会 的機 能 をめ ぐる研 究 も ま

た、 この分野 に含 まれ る ことだろ う。

ポピ ュラー カルチ ャー を 「作 品」と して考 察す る とい う作 業 をあ げる こ と もで きる。 こ

こ には、従来 の文学 理論 や美学 理論 の成果 が適用 可能 であ る はず だ。 さ らに、 この研 究 ス

タイルは、学 際的 な研 究 の交錯 の なかで新 た な視座 を生み 出す可 能性 を秘 め てい る と思 う。

また、ポ ップ カルチ ャー に映 し出 され た社 会 や人 間性 の分析 とい う切 り口 もまた、柔 ら

かい社 会科学 で ある社会 学や 人類学 に とって は、す でに な じみ の深 い もの だろ う。 これ も

また、今 回、 私 たちの研 究の なか には しば しば見 出 された方 法だ った。

これ と深 い関連性 を もつ課題 であ り、私 た ちの研究 プ ロジ ェク トの なかで新 た に浮上 し

たテ ーマ と して、 「学術 資料 と しての ポ ップ カルチ ャー」とい う視 点が あ る。今 後、現 代

社 会 ・文化 を考察す るため に不 可欠 な もの として、 こ うした資料 を収集 し、 蓄積す る方法

(アー カイ ブ等 も含 め て)も また問 われ ざる をえない。

さ らに、ポ ップカルチ ャー を利 用 した教 材 開発や 授業 で の利用 法 をめ ぐる研 究 もまた、

今 後 、 さ らに深 めていか ざるを えない課題 と して、 プ ロジェ ク トを通 じて認識 される よ う

に なった。

最後 に、 ポ ップカ ルチ ャーの創造/制 作 論 とい うテーマ も考 える必要 があ る。 テ クノロ

ジー の発達 は、 「文化創 造」を身近 なもの に しつつ あ るか らだ。文化 の 「創作 」「創造 」を研

究す る とい うことは、文化 産業 の発 達 と結 びつ くとい う意 味で、 産学協 同的 な側面 をもつ

こと も多 い。 しか し、 それ だけで はな いはず だ。創造 す る作 業 は、そ の こと 自体が 個 々の

「生」の豊 か さを保 証す るか らだ。 もっ とい えば、 「創 造 」へ の参与 は、 学 び手 を、単 な る

「受 け手 」だ けの立 場 か ら、 「創 り手 」の視 点 を所 有 させ る こ とを可 能 に させ る。 そ れ は、

メデ ィア リテ ラシ ーの経 験 が示 してい る よ うに、「文 化」の解 釈 や分析 を大衆 的 に深化 さ

せ るこ ととつ なが って い くはず だ。

曝 伊 シと鵬 嫌1 OU



「過程」「媒介」としての共同研究

す で にふれ た ことだが、 ポ ピュ ラー カルチ ャー を対象 にす る とい う今 回の プ ロジェ ク ト

は、共 同研 究 のス タイ ル とい う点 で も多 くの新 しい成 果 を もた らした と思 う。

とい うの も、 今 回の プロ ジェ ク トにおい て は、基本 的 に研 究の 「過程 」を大切 にす る と

い う方向性 を とった か らだ。 ワ ーク シ ョ ップ等 にお いて も、そ の場 で 直接 的 な 「成 果物 」

をめ ざす ことは しなか った。 む しろ、 「成 果」につ い て は、原則 として オー プ ンエ ン ドに

し、 何 よ りも共 同作 業 の プロセ ス を重視 した。 デ ィス カ ッシ ョンペ ーパ ー とい う方 式 の

採用 も、明 らか に、 こ う した研究 「過程 」重 視 のた め に行 な われ た もの であ る(も ち ろん、

共 同研究 を通 じて、 多 くの成果物 が個 人 の名前 の もとで発表 、公刊 されて いる こ とは言 う

まで もない)。

また、若 手育 成 とい う視 座 か ら、年 上の教 員 は基本 的 に 「媒 介者 」の立場 を とる とい う

選択 を した(ど こ まで意 識 的で あ った か は と もか く、 結果 と して、上 の世 代 の 「媒介 者 」

としての役 割遂 行 は、 それ な りの効果 を もた らした と思 う)。 また、 こ う した対 応 の なか

で年 長世代 は若 い世代 か ら新 たな知 的刺激 を受 けた の も事実 で ある。

もち ろん 「論文 」とい う成 果 は個 人 に所 属 す る。 しか し、 本 プ ロジ ェク トにお い て は、

そ の成果へ 至 るプ ロセス を、で きるだけ 「共 同化」させ る こ とで、 参加者 の 「経 験」を 自発

的 に掘 り起 こさせ 、相 互 に刺 激 を与 えあ うなかで生 じる もの を大切 に し ようと努め た とい

えるだ ろ う。

それ が どこ まで う ま く機 能 した か には疑 問 も残 る。 しか し、 そ う した方 向 を、本 プロ

ジェ ク トが、選 択 しよ うと した のは 間違 い ない ところで ある(ポ ピュ ラー カルチ ャー研究

と共 同研 究 につ い て は、 『イ メー ジ と して の 〈日本>05』 に掲 載 され てい るパ ネルデ ィス

カ ッシ ョンの記録 な ども参 照 されたい)。

おわ りに

今 回 の報 告書 をも って、COEの プロ ジェ ク トとしての 「イ メー ジ としての く日本〉」は終 、

了す る。 しか し、今 回の プロ ジェ ク トにお いて形成 された国 内的 ・国際 的 なネ ッ トワー ク
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と共 同研 究型 の ワー クシ ョップ は、今 後 も姿 を変 えて継続 して い く予定 であ る。

今後 と も、 新 たな参加 者 も含 め て、多 くの方 々の協 力 を心 よ り希 望 したい と思 う。

[いとうきみお ・京都大学大学院文学研究科教授]

[文 献コ

Bouissou,1-M,2006"ヌapanもGrowingCulturalPower:MangainFrance"inLBerndt&S.Richter(eds.),Rθ 扉4加g

M諺 η9猷Lo砺1αη6αobαZPθκ超μ歪oη5qん耽Pαηβ58Coη1'`∫,LeipzigerUniversitatsverlag・

伊 藤公 雄1985「 『開かれ た』イデオ ロギ ー装置 メ デ ィア と して の少 年軍 事愛 国小 説」、 京都 大学

新 聞社 編 『口笛 と軍靴』、社 会 評論社

2004「 イ ンター フ ェ イス の人 文 学 に向 け て一 ポ ピ ュ ラー カルチ ャー研 究 との かか わ りで」、

大阪 大学21世 紀COEプ ログ ラム 「イ ンター フェ イスの 人文 学」『岐路 に立つ 人文学 』

2005a「 戦 後 日本の ポ ピ ュラー カルチ ャーの 中の 『戦争 』と 『死 』」、阪 大 フ ォー ラム2004委 員

会編 『日本、 もうひ とつの顔』

2005b「 解 釈 と実 践 一 カルチ ュラ ルス タデ ィー ズ の射 程 」盛 山和 夫 ・土 場学 ・野宮 大 志 郎 ・

織 田輝哉編 『〈社 会〉へ の知/現 代 社会 学の 理論 と方 法(下)』 、 勁草 書房

2006「 は じめ に」大 阪 大学21世 紀COEプ ログ ラム 「イ ンター フェ イスの 人文学 」『イメ ージ と

しての 〈日本>05』(責 任編 集者 ・伊 藤公雄)
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イメージとしての〈日本 〉
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サ ブ ・カルチ ャー の異質性 とクール ・ジ ャパ ンの実態

前田雅司

1.日 本 の サ ブ ・カ ル チ ャ ー の 現 状 か ら

今 日、 日本 の サブ ・カル チ ャー、 特 にマ ンガや アニ メ、 テ レビ ・ゲー ム等 があ たか も日

本 を代 表 す るポ ピュ ラー ・カル チ ャーで あるか の ご と く、諸外 国に受 け入 れ られ てい る。

そ して、欧米 で は、そ う したサ ブ ・カルチ ャー等 を通 じて見 出され る 日本文化 なる もの を

厂クー ル ・ジ ャパ ン」と して評 価 が な されて いる。 ここで捉 え られ る 厂ク ール」とは、 「冷

たい」とい う意味 で はな く、 「知的 でか っ こい い」とい う意 味で あ り、 こ う したサ ブ ・カル

チ ャーの作 品性 、表現性 が グローバ ル な形 で高 く評価 され てい る とい え るだろ う。

この こ とは、 こ れ まで 日本 文化 に お い てあ る意 味 日陰者 扱 い され て きた サブ ・カル

チ ャー と しての マ ンガや アニメ、 テ レビ ・ゲームが世 界 的に流通 す る文化 的 コンテ ンッ と

して注 目され て きて い るこ と にな る。 近 年 の動 向 を見 て も、 士郎 正 宗原 作 ・押 井 守監 督

『GHOSTINTHESH肌L攻 殻機 動隊』が 『ビルボー ド誌 』(1996年8月24日 号)に お いて ホー

ム ビデオ部 門で 週間売 り上 げ第一位 と して取 り上 げ られ ただ けで な く、そ の世界観 、す な

わ ちコ ンピュー タ等のハ イ ・テ クノ ロジー と東 洋的 エキ ゾテ ィシズ ムが混交 した近 未来 イ

メ ー ジは、 テ クノ ・オ リエ ンタ リズ ム と して ウ ォシ ャウス キ ー兄弟 監 督 『マ トリッ クス』

シ リーズ等 に影響 を与 えて いる といわ れる程 であ る。 日本 を舞台 に した映画 『キ ル ・ビル』

を監督 したクエ ンテ ィ ン ・タ ランテ ィーノが、 日本 のマ ンガや アニ メ等 の フ ァンであ る こ

とは有名 であ り、映画 の一部 に用 い られた アニメ ・シー ンは、 タランテ ィー ノの た っての

希 望 で 日本 の アニ メ制作 会 社 、 プロ ダク シ ョ ン1.G(『 イ ノセ ンス』等 の制作 で 知 られ る)

が制作 を担 当 して い る。 また、宮 崎駿 原作 ・監督 『千 と千尋 の神 隠 し』が 、2002年 にベ ル

リン国際映 画祭 で金 熊賞 とアカデ ミー賞(最 優秀 長編 アニ メー シ ョン賞)を 受 賞 してい る。

テ レビ ・ゲー ム で は、ハ ー ドとソ フ トを通 じて 日本 が先 進 的 な地 域 と して 国際市 場 を牽
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引 して いる のが現 状 であ る。特 に任 天堂 が 出 した 『ポケ ッ トモ ンス ター』は、 ゲ ーム ・ソ

フ トと して だけで な く、 アニ メや キ ャラク ター ・グ ッズ等 メデ ィア ・ミックス展 開が行 わ

れ、 『ボ ケモ ン(Pokεmon)』 と して アメ リカ を始 め と して世界 的 にテ レビ放 映 され てい る

だけ で な く、 アニ メ映画 「劇場 版 ポ ケ ッ トモ ンス ター ミュ ウ ッーの逆 襲』は興 行 的 に成

功 を収 めて もい る。

この ことか ら窺 え る ように、 これ まで 国内 的に評価 されて きた とはい えないサ ブ ・カル

チ ャー が、バ ブ ル崩壊 後 の低迷 す る 日本経 済 の状 況 と相 反 す る形 で グローバ ル に評価 され

てい る ことは皮 肉な出来 事で ある といわ ざる を得 ない。そ れ以前 にお いて は、マ ンガや ア

ニメ等 は、 子供 の教 育上 悪影 響 を与 え る もの として批判 の対 象 とされて きた。最近 で は、

テ レビ ・ゲ ー ムが ゲ ー ム脳 とい う形 で ゲー ム のや りす ぎは脳 に悪 影響 を与 え る とい う不

当な評価 が まか り通 っていた 位で あ り、青 少年 に よる暴力 事件 の発生 の度毎 に そ こにテ レ

ビ ・ゲーム等 の暴力 表現 の影響 が あるか の ご とくマ ス コ ミを通 じて根拠 もな く報 道 されて

もい る。 こう した サブ ・カ ルチ ャーが若者 文化 と結 びつ いて広 がっ てい く一 方、 オ タク現

象 との絡 み の 中で位 置付 け られ る時、 そ こ にあ る種 の偏 見 ・偏 向一 そ こ にはM事 件 の

陰が大 き く関 わ って くる一 が伴 わ ざ るを得 ない 一面 があ っ たこ とは確 かで あ る。 だ が、

こ こ最 近の動 向 を見 る と、 日本 のサ ブ ・カルチ ャー は、 オ タク化 の流 れ と相 まって、若者

文化 との絡み の中 で裾 野 を拡 げ、多様 化 して きた こ とも確 かで ある。 それ は、マ イナ ーな

領域 で あるが 故 に見 過 ごされ、 メ イ ンの ポ ピュラー ・カ ルチ ャー とは異 な る形 で独 自の異

質性=異 文化性 を持 って きた ためで ある もとい え よう。 商 品=モ ノ を記 号 と して消 費す る

消 費社会 の進展 に伴 い、相 反す る形 で弱体化 す る伝統 的 な規 範 的文化 に対 して、 いかが わ

しさ故 にマ イナス ・イ メー ジで周 辺化 されて きたサ ブ ・カルチ ャーが マス ・カル チ ャー を

補完 す る意味 で市場 に取 り込 まれ る と共 に、 更 に今 日若 者 文化 との絡 みの 中で プラス ・イ

メー ジ に転換 し、マ ス ・カルチ ャー との共 犯 的 な関係 性 か ら逸 脱 す る形 で、 サ ブ ・カル

チ ャー の更 なるサ ブ ・カルチ ャー化 が進展 して きた のが現状 で ある といえ る。 そ れが、結

果 的 に皮 肉 な形 で グロー バ ルに評 価 され る事 態 とな って きてい るので あ る。

そ して、 現在 は 日本独 自の形 で発展 して きた文 化 的 コ ンテ ンッ としてマ ンガや アニ メ、

テ レビ ・ゲー ムが注 目され、重 要 な文化 資源 と して いか に世 界 に向 けて育成 し発信 してい

くかが 問わ れる よ うになって きて いる。 それ故 か、 キ ャラク ター ・グ ッズ等 で、 これ まで

こ う したサ ブ ・カルチ ャー分 野 をスポ ンサ ー と して支 えて きた玩 具 メー カー だけ でな く、

例 え ば総合 商社 等が フ ァン ドとい った形 でア ニメ制作 に関 わる よ うにな って きて いる し、
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また、 国 も経 済産業 省 を始 め と して、将 来性 を持 っ た ビジネス ・コンテ ンツ と して育 成 ・

支援 といった施 策 を行 っ てい こう と してい る。 確 かに、 ひ とつ の作 品が ヒ ッ トす れば、 メ

デ ィア ・ミックス による二次 的、 三次 的な形 での展 開が 図 られ 、そ れが ひ とつ のキ ャラ ク

ター ・コンテ ンツ と しての ビ ジネス ・モ デ ルが 現在確 立 してい る こ とは無視 で きない事 実

で ある。

しか し、 こ う した形 で ワー ル ド ・ワイ ドの形 で コ ンテ ンツ ・ビジネス と して位 置付 け ら

れ てい くこ とは、 本来 こう したサ ブ ・カルチ ャーが持 つ異 質性 、 ある意味 いかが わ しさ故

の周辺性 を縮 減 させ、誰 にで も受容 で き、消費 で きる平準化 された文化 資源 へ と変質、 変

容 してい くことにつ なが りか ね ないの では ないだ ろ うか。 これ まで は、マ イナ ーな周辺 文

化 故 に、 あ る文 化 的 コ ンテ クス トある い はメ デ ィア的 な約 束 事 さ え果 た して いれ ば、 あ

る程度 の 自由が享 受 で き、異 質 な才 能 を発 揮す る余地=余 剰 性 を留保 す る ことが で きて き

た とい えるだ ろう。そ の ことが 日本独 自のサ ブ ・カルチ ャーの魅 力 を醸成す るこ とにつ な

が って きた と もい える が、 それ が、 コ ンテ ンッ ・ビジネス と して組 み 込 まれて い くこ と

は、 そ う した余剰 としての異 質性、 それ に伴 ういか がわ しさを付 加価値 の ない リス ク とし

て排 除 してい く方 向 に進 め られて い くこ とは容 易 に想像 す る こ とがで きる。

2.海 外 における異質性=異 文化性の排除 と再評価

それで は、新 た な固有の文 化 コ ンテ ンツと して 日本 のサ ブ ・カ ルチ ャー は どの ように海

外 で見 なされ、受 容 されて いる のだ ろうか。

アメ リカ で は、 手 塚 治 虫 原 作 の 『鉄 腕 ア トム 』が1963年 『アス トロ ・ボ ー イ(Astro

Boy)』 として テ レビ放映 されて以 降、様 々 な 日本 製の アニ メが今 日に至 る まで テ レビ放 映

され てい る。そ の間、 ア メ リカで のテ レビ放映 にお いて 問題 にな った のが 日本製 アニ メの

暴 力表 現、性 表現 で ある こ とは い うまで もないが、 それ以 上 に 日本 とい う異 文化性=異 質

性 を排 除す る ことに よって アメ リカ的 な文脈 に即 した形式 や内容 に合 わせ よ うとす る意 図

が働 いて いた こ とで ある。す な わち、 日本製 の アニ メ は、暴 力 と性 の表現 の問題 を ク リア

す るだけ でな く、作 品内容の物 語性 を損 な って まで もアメ リカナイズ の洗礼 を受 ける こ と

な くしては アメ リカ市場 に受 け入 れ られ る こ とはなか つ た とい うこ とで あ る。そ れ故 に、

今 日で も日本 製 アニ メの オリジ ナ リテ ィを損 な う形 での再編 集や カッ トが 当 り前 の如 く行

奪 イ・覗 臨 蹴 〉 019



020

わ れてい る。 その背景 と して は、 日本 で はマ ンガや アニメが子 供 だけで な く、深 夜 アニ メ

の よ うに一般 成 人層 向けの マ ンガや アニ メが 制作 され、流 通 してい るの に対 して、 ア メリ

カで はアニ メー シ ョンは、先 ず子 供 向 けの もの として位 置付 け られ、 「カー トゥー ン」と

して括 られ て テ レビ放 送 され、受容 されてい る文化 的 な相 違が あ るため とい え よう。 その

た め、 日本 の よ うな一 部 の熱 狂的 な オ タク層 を対象 とす るの で はな く、一 般的 な アメ リカ

大衆 向けの 内容 であ る ことを前提 とせ ざ るを得 ない面が あ るこ とも、 そ の受容 の され 方の

相違 として 見て おか なけれ ばな らない。

こ うした状 況が 大 き く変化 して い くのは、 ア メ リカ製 の アニメー シ ョ ンとして見 て きた

作 品の 中 に、一 般 向 けに複 雑 な物 語性 を持 った 日本 製 の アニ メが多 く含 まれ て いる こ と

に気 づ いた世 代、1970年 代 か ら80年 代 に子 供 で あっ た世代 が成 長 し、 日本 製 アニ メを再

評 価す るよ うに なって きた た めで ある とい える。彼 らは、 日本製 アニメ の フ ァン層(Fan-

dom)と して、再 編集 の結 果、 アメ リカナ イズ され平均 化=平 準 化 され た内 容の もの で は

な く、本 来 の オ リジナ ルな 内容 の アニ メ作 品 を求 め る よ うに な って い く。 そ こに ビデオ

機 器 の普 及 が相 まって 、 日本製 アニ メが ビデオ ・ソフ トやOAVを 通 して流 通 ・市 販 され

る ように なる と共 に、 日本か らオ リジナル内容 の アニ メを入手 し、仲 間内 で ビデオ上 映会

を催す ような こ とが行 われ る よう になっ てい く。 更 に、 フ ァンサブ(Fansub)と い う形 で、

輸 入等 で手 に入れ たオ リジナ ルの 日本製 アニ メ作 品 に 自作 の英語 字幕 を入 れた り自前 で吹

き替 え を行 った り して、 愛好 者 の 問 に配 る こ とが 当 り前 の よ うに なっ てい く。 こう した

フ ァンサ ブ の行 為 は、著作 権侵 害 に もな るのだが 、 とはい え こう した ア ンダー グラウ ン ド

的 な現象 を通 じて フ ァ ン層 が拡 大 してい った こ とは確 かで あ り、 そ う した 日本製 アニ メの

再発 見 ・再評価 を通 じて、現 在 の 日本 のサ ブ ・カルチ ャー あるい はオ タク文化 へ の関心 が

高 まっ てい くことにな る。

では、 こ う した アメ リカの フ ァン層 は、 日本 のマ ンガや アニ メ等の どうい う面 に魅 力 を

感 じ、 評価 して い るの であ ろ うか 。 アメ リカ にお い て 日本 のア ニメ等 を研 究 対象 に して

い るス ーザ ン ・厂 ネ イ ピア は、 アメ リカの大 学生 を対 象 に した 調査 の 結果 か ら、そ の魅

力 と して 「異 質 性」「複雑 性 」「美的 な クオ リテ ィ」の 三点 を挙 げて い る 〔Napier2001=2002:

431-442〕 。

これ らの三点 は相 互 に絡 ま りなが ら日本 のア ニメ を構 成 してい る といえ るが、 そこ に見

なけれ ばな らない のは、 アメ リカ製 のア ニメー シ ョ ンが子供 向 けの カー トゥー ンであ るが

故 に、子供 か ら青年 、成人へ と裾 野が広 が って い くアメ リカの フ ァン層 に とって飽 き足 ら
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ない面 を感 じさせ る よ うにな って きてい た こ とで あ る。 そ れ に対 して、 日本 のア ニメ は、

多 様 な題材 に基づ きなが ら複雑 な物語 性=世 界観 あ るい はテーマ性 を表現 し、 更 に手 法的

にフ ル ・ア ニメー シ ョンでは な く、 テ レビ放 映 に合 わせ た量 産化可 能 な リミテ ッ ド ・アニ

メー シ ョンを採 用せ ざるを得 なか ったた めに、表現 上 の様 々な工夫 や手法 を考 案 しなけれ

ばな らなか った。 その こ とが、結 果 的 に 日本 製 アニ メ独 自の表現 や内容 を成立 させ る事態

に至 り、 それ がア メ リカ等 の アニメ ・フ ァ ンにとって迫真 的 かつ斬新 的 な表現 、異質 な ア

ニメ と して迎 え入 れ られ る こ とに なったの であ る。

ネイ ピア 自身 は、 日本 の アニ メの 魅力 を三 つ の視 点、 す な わ ち 「終 末(ア ポカ リプス)

モ ー ド」「祝 祭(フ ェステ ィバ ル)モ ー ド」「挽歌(エ レジー)モ ー ド」か ら分析 を行 い、 次の

よ うに述べ て いる。

「この魅力 は、 現代 社 会 にお いて ます ます重 要 にな りつつ あ る問題 た とえば テ ク

ノロジー の進歩、 ジェ ンダーア イデ ンテ ィテ ィ、男女 関係 、過去 の歴 史上 の問題 が現

代 的 な文化 で 取 り上 げ られ て い る点 と強 く関 わ って い る。/そ の理 由 は、 アニ

メ ーシ ョン映画全 般一 特 にア ニメー が、不 安定 な現代社 会 の希望 や悪夢 を表現 す

る ための理想 的 な芸術 的手段 だか らだ ろ う。 アニ メー シ ョンは、実写 映画 も及 ばない

ほ ど、 テ クノ ロジー とアー トが絶妙 に混 ざ りあ って お り、 その二 つ の要素 の連動 が内

容 的に も、ス タイル 的に も具 現化 され てい る。」〔Napier2001=2002128〕

そ こで見 出 され てい る 「終 末モ ー ド」とは、物 質 的 なカ タス トロフあ るい は精神 的 な内

奥 の崩 壊 を含 む葛 藤や 摩擦 を表 す物 語性 と され、 「祝 祭 モ ー ド」とは、価値 観 の転 倒 と逸

脱 にお け る死 と再生 に基 づ く変化 を表現 す る もの とされて い る。 また、 「挽 歌 モ ー ド」と

は、失 われ た もの に対 す る 日本独特 の叙 情 詩 的(リ リカ ル)な 哀悼、 あ るい は伝統 文化 の

衰 退 とその喪失 を暗示 す る表現 のモ ー ドと して見 な されて いる。 ネイ ピアは、 以上 の よう

な三点 にア メリカ等 のア ニメー シ ョンに見 られ ない 日本製 アニメの独 自性 を見 出 し、 更に

「商業 的か つ文 化 的 な勢 力 と して、 ま さに グローバ ル な特 殊形 態」〔Napier2001;2002:24〕

で あ り、「潜 在 的 な文化 抵抗 勢 力 と して聳 え立 って い るユニ ー ク な芸術 的 な産 物 であ り、

日本 に根 ざ したロー カル版 ポ ップ カルチ ャー の一形 態」〔Napier2001=2002:25〕 であ る と位

置付 け よ うとす る。

だが 、そ こで見 落 と して はな らな い のは、 そ う した 日本 製 アニ メの異 質性=独 自性 と

い った特徴 は、 ア メ リカ的 な るものの鏡像 と して の異質性=他 者 性 であ り、そ の限 りでの

東洋 的 なエ キ ゾテ ィシズ ムであ るか も しれ ない こ とであ る。そ れ はあ くまで も普 遍的 な西
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欧的 モデ ルか ら見 た異 質性 なの であ り、 日本 製 アニメ等 で問題 にされ る暴 力表現 や性 表現

も、普 遍 的モデ ルか ら逸脱 した 日本 の文化 的特 徴、 そ の異 質性=異 文化性 として読み解 か

れて いる面 を見逃 す訳 に はいか ないだ ろ う。 そ して、そ うした面が 日本特 有の オ タク現 象

と結 び付 け られ て捉 え られ る ことは避 け られ ない よ うに思 われ る。 その意 味で は、 日本 の

ア ニメ は、 日本 のサ ブ ・カルチ ャー とい う特殊性=特 異性一 そ こに は創 り手=送 り手 と

受 け手 との奇 妙 な共犯 的 な関係 性 が介在 し、 それ故 に重層 的 な読み込 みが 可能 ともなる過

剰 性 を内包 して もい る一 か ら生 じた もの で あ り、 アメ リカで は、 そ の異 質性 の 故 に排

除一 ア メ リカ的 な コ ンテ クス トに合 わせ た形 での カ ッ トや再編 集 を経 る ことな くして は

受容 され ない とい う意 味で され、逆 にその異質性 の故 に今 日再評 価 され る ようにな っ

た と もい えるの であ る。

3.ク ー ル ・ジ ャパ ン とサ ブ ・カ ル チ ャー

3-1.ク ー ル の 意 味 す る も の

以上 の よ うに 「クー ル ・ジ ャパ ン」とい う形 で現 在 日本 のサ ブ ・カル チ ャーが評 価 され

てい る として も、 ネ イピアが捉 える ように、そ こには グローバ ル化、 その普 遍的 モデ ル に

対 す る異 質性=特 殊 性へ の評価 とい う側面 があ る といわ ざる を得 ない 。そ れ を単純 に受 け

とめ、 コ ンテ ンッ ・ビジネス とい う形 で育 成 し、世界 市場 に発信 す る ことは、結 果的 に本

来 日本 的土壌 にお いてマ イナ ー な周 辺性 か ら生 じた特 異 なサ ブ ・カルチ ャー とい うあ り方

をグ ローバ ルな市場 へ と回収 させ、 普遍 的 なモ デルへ と平準 化 させ る ことに もつ なが りか

ね ない ので はない だろ うか。 そ こには、 もはや特 異 な異質性 をは らんだ 日本 のサ ブ ・カル

チ ャー とい ったオ ル タナ テ ィヴな 自由な場 等 はあ りえない ように思わ れる。

最近 のマ ンガや アニ メ、テ レビ ・ゲー ムの動 向 を見 て も、キ ャラク ター ・コ ンテ ンツ と

しての ビ ジネス ・モデ ルが確立 したため か、最 初 にキ ャラク ターあ りきの状 況の 中で作 品

が創 られ る傾 向 が強 ま り、 そ の結果 作 品そ の ものの形 骸化 や 空 洞化 が進 む一方 、過 剰 な

読 み込み を可 能にす る重層 的 な物語性;世 界 観 を持 った作 品が生 まれ に く くな る現 状 にあ

る。 また、 そ うした状況 が一部 の オ タク達 との馴 れ合 い を生み 出 し、 本来 あ った創 り手=

送 り手 と受 け手 との緊張 関係が 希薄 に な りつつ あ るこ とも、 日本 のサ ブ ・カルチ ャー とい
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う特 異性=異 質性 を矮小化 させ てい く要因 にな って きてい る。

で は、 こ うした現 状 にあ る 日本 独 自のサ ブ ・カル チ ャー と して マ ンガや アニメ、 テ レ

ビ ・ゲ ーム等 が 「知 的で かっ こい い クー ル な もの」と して どの ような文脈 の 下 に位 置付 け

られ て い るの で あろ うか。 アメ リカの雑 誌 『ForeignPolicy』(2002年5・6月 号)に 「lapa㎡s

GrossNationalCool」 とい う論文 を掲載 し、 日本 のサ ブ ・カルチ ャー をクール とい う視 点 か

ら捉 え、新 た な ソ フ ト ・パ ワー と して位 置付 け る先鞭 を付 けた ジャ ーナ リス ト、 ダグ ラ

ス ・マ ッグ レイは、 次の よ うな序 文か らそ の論文 を始 めてい る。

「日本 は、 また もや 、新 た な超 大 国 の地 位 を築 きつ つ あ る。 広 く報 じ られ て い る政

治、経 済上 の落 ち込み に も打 ちの め される こ とな く、 日本 の グローバ ル な文 化的勢 力

は静 か に力 を増 して きた。 ポ ピュ ラー ミュ ー ジ ックか ら家 庭用 電 子機 器、 建 築 か ら

フ ァッシ ョン、 アニ メー シ ョンか ら和 食 に いたる まで、今 日の 日本 は、経済 大国 だ っ

た1980年 代 と較べ て文化 大 国 と言 うのが 正 しい ようだ。 しか し、 はた して 日本 は メ

デ ィアの素 晴 ら しい力 をベ ース に、 同様 にパ ワ フルなナ シ ョナル ・メ ッセ ー ジをは っ

き りと発 信す るこ とが で きるのだ ろ うか?」 〔Mcgray2002:1;2003:132〕

マ ッグ レイ は、2001年 に3ヶ 月か けて 日本 に滞 在 し、 同人誌や フィギ ュア等の オ タク専

門 店 「まん だ らけ」へ の取材 や様 々な 日本 のア ーテ ィス ト、 映画 監督 、文 化系 の専 門家 等

にイ ンタ ビューを行 い、 日本 の サブ ・カル チ ャーが ソフ ト ・パ ワー として新 たな可能性 を

持 って立 ち現 れ て きて い る現 状 を分析 しよ う とす る。 しか し、 そ の過 程 で見 出 され たの

は、 イ ンタビ ューの対 象者 の多 くの、 日本文化 が 海外 で勢力 を持 って い るこ とへ の驚 き、

外 国の観客 へ の無関心 、外 国か らの イ ンス ピ レー シ ョンの強調 と、現 代 日本 に 日本的 な要

素 がほ とん どない とい う謙遜 で あっ た。 そ こに は、 取材 を受 けた上野 俊哉 が言 うように ポ

ス トモ ダ ン的 な折 衷 主義、 す なわち他 国の文化 的要 素 を融合 し、筋が 通 った ま とま りのあ

る文化 を創 り上 げて い く日本 の姿 で あった とい えるだ ろ う。マ ッグ レイ は、そ こ にジ ャパ

ニーズ ・クー ルの キー ・ポイ ン トを見 よう とす る。

更 にマ ッグ レイは、 こう した ソフ ト ・パ ワーの視 点 か ら、GNP(GrossNationalProducts

=国 民 総生 産)に 対 して 、GNC(GrossNationalCool=国 民文 化力)と い う指標 を提 示 し、

Cool(知 的な か っこ よさ)の 度合 い か ら 日本 文化 の底力 を再 評価 し、 世界 に影 響 を与 え る

文化 力 を備 え、 今 日発信 しつ つ あ る文 化大 国 と して 日本 を位 置付 け し直 そ う とす る。 だ

が、 その 一方、 日本 がマ ンガや アニ メ、 テ レ ビ ・ゲー ム等 のサ ブ ・カルチ ャー を通 じて ソ

フ ト ・パ ワー を蓄 えて きてい るの に反 して、 以 下 の よ うに、 海 外 に向 け て コ ミュニ ケー
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シ ョンの流 通経路 を十全 に使 い こな し、 人材 を育成 しなが ら自 ら培 って きた文化 資源 を ソ

フ ト ・パ ワー と して発信 し、 流通 させ てい くことが 今後大 きな課題 となって くる こと も指

摘 して もい る。

厂しか し、 恐 るべ きソフ トパ ワー を蓄 えて は きた もの の、 まだ 日本 に は栓 を抜 い てそ

れ を出す 手段 が ほ とん どない。 ナ シ ョナル ・クー ルが あ れば、 日本 の大 学、研 究 室、

企 業、 芸術 は、才 能 あ る外 国人 に満 ちて い るはず で あ る。 ところが、1990年 代 後 半

にア ジアで大 々的 に行 われた世 論調査 で わか った こ とは、 日本文 化や 日本製 品 をたた

える 回答 者 で も、 日本 に留 学 した り仕 事 を しに行 こう と考 え る人は ほ とん どい なかっ

た ことだ。 ま して や永住 希望者 な ど皆無 に近か った。 日本 の文化 は外 国か らの影響 に

オー プ ンで あるが、 日本へ の移 住や 移民 に対す るサ ポー ト体 制 は政治 的 に も社 会 的に

もない。」〔Mcgray2002:9=2003:140〕

「目を見張 る よ うな 日本 の復 活 の歴史 を物 語 るの は、 その変 容 の帰結 には、お そ らく

破 滅で は な く再生 が待 ってい るだ ろ うとい うこ とだ。 コ ミュニ ケー シ ョンの流通経 路

を握 る 日本 には、可 能性 に満 ちた ソ フ トパ ワー が大量 に蓄 え られてい る。 そ して 、超

大 国 と してふ さわ しい 地位 を築 いた 日本 が、 そ の文化 を広 め る時 、あ ふれ る ような

メデ ィ アが あ りなが らメ ッセ ー ジの ない状 態 に、 満足 しつ づ け る とは考 え に くい。」

〔Mcgray2002:9=2003:140〕

以 上 の よ うに、 マ ッグ レイは、 日本 のサ ブ ・カル チ ャー を彩 るマ ンガ や アニ メ、 テ レ

ビ ・ゲ ーム等 が世界 に流通 し、 受容 され てい る現状 を踏 まえて、 そ こに新 たな 日本独 自の

土壌 か ら培 わ れた文化 資源=ソ フ ト・パ ワー を捉 え る と共 に、新 たな指標 と して クール(知

的なか っ こ よさ)と い う要 因 を見 出 そ う とした とい え る。 だが 、 そ こで見 落 としては な ら

ないの は、 こ うした第三者 、す な わち西欧 の まな ざ しを通 じて始 めて、 日本 のサ ブ ・カル

チ ャーが クー ルな もの と して世 界的 に注 目され 、海外 で大 きな影響 力 を持 つ に至 ってい る

こ とが知 ら しめ られた とい うこ とで ある。 逆 に、いか に こ うした 日本 のサ ブ ・カルチ ャー

が 自国 の中で軽 視 され続 けて いたか の証左 とい え るので はないだ ろ うか。 そ して 、そ こで

捉 えて おか なけれ ばな らない のは、 ネイ ピアや マ ッグ レイ等 に見 られ る ように、外 部か ら

の視 点=欧 米 の まな ざしに よって再発 見 され る 日本 なる ものは、 西欧 を主体 に して構 築 さ

れ た視 点 が介在 した、あ くまで も西 欧の普 遍的 な文化 的モ デル を通 じて見 出され る異 質性

=異 邦 性 なの であ り、そ の限 りにお ける鏡像 と しての他 者=幻 想 としての 日本で ある こと

を見 逃す 訳 にはいか ない。 他方 、そ うした西欧 の まなざ しを内面化 した形で 受容 され る 日
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本独 自の サブ ・カ ルチ ャーな る もの、 その 「クール ・ジャパ ン」とい うイ メー ジは、二 重

に捩 れ た形で の鏡像 的な他 者 なるイ メー ジを安易 に受容 し、 あた か も最初 か ら価 値が あっ

た かの よ うに内面化 し再受 容 してい るだけ か も しれな いのだ。

自閉化 して い く 日本の 若者 を取 り巻 くサブ ・カ ルチ ャー現象 につ い て、 「オ タクや引 き

こ も りといっ た 「現象 」に も、 ←・・…)個 が 自分 な らび に他へ の 「愛 着 を失い無 関心 にな る

こ と」ひい て は個 が 「廃 され て しまう こ と」とい う現象 に通 じる もの があ るの か もしれ ま

せ ん」〔Stiegler2004=2006:2〕 とい う ある 面正 鵠 を射 た評 価 を行 う メデ ィ ア論 者ベ ルナ ー

ル ・ス テ ィグ レー ルが い る一 方、 「OTAKU」 や 「HENTAI」 とい う言 葉が あ る種 の偏 見 ・偏

向 を伴い なが ら世界 的に流 通 し、 また、例 えば、 日本 のサ ブ ・カルチ ャー/オ タク文化 に

詳 しい タ ランテ ィー ノで さえ映 画 『キル ・ビル』で 描 く日本 な る ものは、 日本 人か ら見 る

と違和 感 を覚 えざ るを得 ない位、 日本 のあ る一 面が 誇張 され、 歪め られ た形 で の どこに も

ない 日本 であ る とい え、 そ う した特 殊性=異 質性 が 介在 した形 での 「クー ル ・ジャパ ン」

とい う評価 が成 り立 って いる ことを押 さえてお く必要 が ある。

3-2.ク ー ル とパ ワ ー

ともか く、 オ タク現象 との絡 みの 中で、 これ までいか がわ しい周辺 的 な もの として見 な

され、 ある一面顧 み られ るこ とが なか った ともい えるマ イナ ーなサ ブ ・カルチ ャーが、 世

界 に流 通 す る 日本 発 の文 化資 源 で ある とい うこ.とを海外 、特 に欧米 とい う まな ざ しの指

摘 によ って認識 させ られ た こ とは、 バ ブル経 済崩 壊 後、厂失 われ た十年 」ともい われ る長

期 に渡 る経 済的低 迷 を余 儀 な くされて きた 日本 にとって、 あ る意味皮 肉 な出来事 であ る こ

とは間違 いな いだ ろ う。 む しろ、バ ブル崩壊後 、 リス トラ等 で流 動化 す る人 とモ ノの動 き

の 中で、 いかが わ し さ故 の周 辺性 がか えっ て 自由な場 として、様 々な能力 のあ る人材 を集

約 し得 る こ とを可 能 な ら しめ た結 果 で ある ともい え るか も しれ ない。 また、海外 へ の視

点 を欠落 させ なが ら、 国内 の限 られた キ ャラク ター市 場/オ タク市場 を対象 に して きた こ

と一 テ レビ ・ゲー ム業 界 も、 国内市場 の安定 が あって初 め て、 アメ リカ等 の海外 市場 へ

の進 出が可 能で あ った一 が、結果 的 に経済 的動 向に左右 される こ とな く、安定 したオル

タナテ ィヴな市場 基盤 を持 ったマ イナ ーな文化 として成 り立 ち得 てい た と もい え よう。 そ

う した国 内市 場 の文化基 盤iに安住 して きた状況 が、 海外 か らの評 価の 高 ま りと共 に、捩 れ

た形 で崩 れて きたのが サ ブ ・カルチ ャー を取 り巻 く現 状 とい うこ とにな る。
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そ の ため か、 「ク ール ・ジ ャパ ン」とい う形 で 評価 され るサ ブ ・カルチ ャー は、低 迷 す

る経済 の最 中にお いて 、新 たな 日本 経済 を牽 引す る市 場分 野 と して、 一般 的 に次 の よ うな

論 調 でデ ジ タル ・コンテ ンツ化 の流 れ と相 まって注 目される よ うになって きて いる。

「これ まで、新 聞、 出版 、放 送、 音楽 、映 画、 ゲ ーム な ど、 そ れぞ れが独 自に発展 し

て きた産業 は、今 、デ ジ タル化 によって融 合 しつつ ある。 通信 や放送 、家電 、 自動車

な どあ らゆ る産業 も横 に串刺 しして再 編 す る 「コ ンテ ンッ産 業」が 出現 しよう と して

い る。 従来 の 「メ イ ド ・イ ン ・ジャパ ン」を一新 させ る、 高 度 に文化 と技術 の融合 し

た新 産業 で ある。/こ の 産業 が、少子 高齢 化や 国家財 政の行 く末 に不安 を感 じてい る

現在 の 日本 を、新 しい次 元へ と牽引 す るこ とは間違 いない 。」〔杉 山2006:4-5〕

だが 、そ れは、 あ くまで も国際 的な競 争力 を持 ち、将 来性 を期待 で きる新た な市場 分野

としての側面 に留 まる限 りにおい て といわ ざる を得 ず、 マイ ナー な周 辺性=特 異 性 とい っ

たオ タ ク的 ないか がわ しさが 払拭 され た訳 で ない こ とはい うまで もない。 む しろ、そ うし

た側面 が更 に歪 んだ形 で強調 され、 興味本 位 に取 り上げ られ る風 潮 さえ見 られ るのが現 状

では ないだ ろ うか 。

しか も、 そ こには、マ ッグ レイが 指摘す るよ うに、マ イナー な周辺 文化 として追い や ら

れて きたが故 に、 マ ンガや アニメ等 にお ける人材 育成 や情 報発信 等 とい ったマ ーケ テ ィン

グに よる戦略 的 な視 点が これ まで欠 落 して きたこ とを見落 としては な らないだ ろ う。 その

ため、 海外 へ の供給 ・進 出 において 、 日本 のサ ブ ・カルチ ャー作 品が不 利 な契約 を結 ば ざ

るを得 ない ケース だけで な く、 ア メ リカ等 で は、マ ンガや アニ メ等 におけ る暴 力 表現、性

表現 が 問題 にされ、作 品性 を損 な う形 で の編 集 や カ ッ ト等 が今 日も当 り前 の如 く行 わ れて

い る のが現 状 なの で あ る。 「クー ル ・ジ ャパ ン」とい う文 化 イ メー ジだ けが 先行 してい る

現状 を顧 み る と、今後 海外 での流 通経路 、供 給 のあ り方 等 が大 きな課題 に なって くる こ と

は避 け られ ない事 態 であ る といえ よう。特 に、 ア メリカ ・ハ リウ ッ ドの映画 資本 やデ ィズ

ニー ・プロ ダク シ ョ ン等 の エ ンター テ イ ンメ ン ト産業 が 普 遍的 な文化 モ デ ル と して支 配

す る世界市 場 の中 で、 日本 のサ ブ ・カル チ ャー がそ の異 質性=独 自性 を損 なわれ る こ とな

く、そ の作 品性 が発揮 され る余地 があ り得 る のか どうかが 問わ れ るこ とに なる。 む しろ、

現状 を見 る と、そ う した 巨大 なア メ リカ資本 が支 配す る普遍化=平 準化 された文化 的 モデ

ルへ と回収 され る傾 向が 強 まって い る とい わ ざる を得 ない ので はな いだ ろ うか。例 え ば、

『リ ング』や 「バ イオハザ ー ド』、 『ドラゴ ンボー ル』とい った映 画や アニ メ、 テ レビ ・ゲ ー

ム等 日本 で話題 になっ た国産 の作 品 がア メ リカ等 で リメ イク された り、版権 が取得 された

軌艶醪鰐9髫 雛粉鋤 繕襁 鑓曾$鯤r磯 燕綜電i》i窒i郡谿燈趣2轗 δ



りす る ところに その傾 向 を読み取 るこ とが で きるだ ろ う。 だが、裏 返せ ば、 そ こには、 ア

メ リカ ・ハ リウ ッ ド等 に お け る企 画 力、 プ ロデ ュー スカ の低 下 とい う側 面、 あ るい はパ

ター ン化 され型 に嵌 った シナ リオ展 開、 そ の硬 直化 とい った もの も見 逃 す訳 に はい か な

い。 だか らこそ、外 部か ら新 たな文化 資源 を巧妙 に囲 い込 む ことに よって、 自 らの市 場基

盤 の活性化 を図 らざる を得 な いのが、肥 大化 した アメ リカの エ ンター テイ ンメ ン ト産業/

映 画資本 の現状 で ある と もえい え よ う。

ところで、 クー ル という視点 か ら 日本のサ ブ ・カル チ ャー を読み解 こ うと したマ ッグ レ

イは、 日本 のアー ト ・プロデ ューサ ー、 山口裕美 との対 談 におい て、対 談中 クー ル とい う

言葉 が ほ とん ど出て こず、 その代 わ りにパ ワーが多 く使 われ てい る ことを指摘 され、 更 に

「グ ローバ ル ・ナ シ ョナル ・クー ル」のクー ル とはパ ワーの ことを指す のか と尋 ね られて、

以下 の よ うに答 えて い る。

「全 くそ の通 りです。私 はク ール とい う言葉 をパ ワ ー、つ ま り力 とい う意味 で使 い ま

した 。文化=振 り向かせ る力 だ と思 っ てい ます 。人 々 を魅 了す る とい うこ とは、 人 々

を自分 の方へ 向 かせ る こ と。あ え てGNPに 模 してGNCと い う言 い方 を したの は、数

値的 に も人 を振 り向かせ るパ ワー があ る と考 えたか らです 。」〔山口2005149〕

この こ とか らも窺 える よ うに、「クー ル ・ジャパ ン」の クール とは、単 純 に知的 で か っ

こい い とい う意 味で 済 ま され得 な い面 を持 ち合 わ されて い る とい え、だ か らこそ、 マ ッ

グ レイは、 日本 で も話 題 にな った論 文 「lapa㎡sGrossNationalCool」 の 中で 、 クール と共 に

ソフ ト ・パ ワー とい う言葉 を併 用 して使 ってい る こ とを見 落 として はな らない。 む しろ、

パ ワー(人 々 を魅 了 し、引 き付 ける力)と して の側面 が裏表 の 関係 として始め て、 クー ル

(知的で かっ こいい)と い う側面 が意味 を持 って くる といえ るので ある。 だか らこそ 、人 々

の需要 を喚起 し、消 費へ結 び付 けて い くた め に、 いか に コ ミュニ ケー シ ョンの流通経 路 を

支 配 ・管 理 し、 メデ ィアの中 に露 出 させ て い くか が重要 になるの はい うまで もない。 そ し

て、そ こに絡 んで くるのが 文化 的ヘ ゲモニ ーの 問題 で あ るこ とを見 逃 しては な らないだ ろ

う。 そ う した文 化的 ヘゲモ ニー を巧妙 に隠蔽 しなが ら、 市場 の流通 を支配 し、 文化 的な囲

い込み を行 なって いるのが 、ハ リウ ッ ドに代 表 され るアメ リカのエ ンターテ イ ンメ ン ト産

業 であ る とい う ことに なる。

そ の意 味で は、 「ク ール ・ジャパ ン」とい う表 面 的な評 価 だ けで はな く、 日本 にお け る

サ ブ ・カルチ ャー も、 こう した ア メリカの文 化的 ヘゲモ ニー との 関係 の 中で、 どの よ うな

影響 を受 け て今 日に至 ってい るのか を捉 え直 す必 要が あ るの では ないだ ろ うか 。 この こと
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は、例 え ば、 ウォル ト ・デ ィズニ ーに対す る手塚 治 虫の憧憬 とコ ンプ レックス、 あ るいは

ア メ リカのフル ・ア ニメー シ ョンに対す る 日本 製 アニ メでの リミテ ッ ド ・アニ メー シ ョン

の採用 、そ の結果 と しての特異 な表 現形式 の発展 や物 語 内容 の複 雑化 、相対 化 とい った独

自の展 開が ア メ リカの文化 的ヘ ゲモニ ー との絡 み の中で どの よ うに生 じ得 たか を見 てお く

必要 があ る。そ れが、 目本 のサ ブ ・カルチ ャーの土壌 を培 い、今 日のオ タク現象 を醸成 す

る条件 となった こ とは見逃せ ない事 実で あ る。そ の上 で 、 日本発 のサ ブ ・カル チ ャーの独

自性=特 異性 をいか に活か し、人 々 を魅 了す る文化 資源 のあ り方 を模索 してい くかが 問わ

れな けれ ばな らない。

4.コ ン テ ン ツ ・ビ ジ ネ ス と国 の 施 策

以 上 の よう な 「クー ル ・ジ ャパ ン」とい う評 価 と共 に、 これ まで 顧 み られ るこ との な

かっ たマ ンガや アニ メ、 テ レビ ・ゲー ム等 が 日本 を代 表す る文化 資源 であ り、世界 市場 に

通用 し、今後 日本 の文化 を情報 発信 してい く上 で な くて はな らない コ ンテ ンッと して遅 ま

きなが ら現在 見直 しが行 われつ つ ある。 日本政府 も、 コ ンテ ンツ ・ビジ ネスの進展 を図る

上 で、 マ イナー な周 辺性 に追 いや られて いたサ ブ ・カルチ ャー に注 目 し、そ の育成 を進 め

てい く方針 を打 ち出 す と共 に、2003年 に 「知 的財 産戦 略本部 」を設置 し、 様 々な施 策が行

われ よ うとして いる。

次い で、 国の施策 等が どの よ うにマ ンガや アニ メ等 のサ ブ ・カルチ ャー を位 置付 け、 日

本独 自の コンテ ンッ ・ビジ ネス に組 み込 も うと してい るか を見て み るこ とにす る。

先 ず、 コンテ ンツそ の もの につ いて、経 済産業 省 に よるコ ンテ ンッ産 業国 際戦略研 究 会

は、2003年 にそ れ までの議論 を集約 した中 間 と りまとめの 中で 「コ ンテ ンツ とは、 人の精

神(心)に 充足 感 を与 える 「情報 」であ り、 経済 的取引 が可 能 な 「財 」で もあ る。」〔経 済産 業

省 コ ンテ ンツ産 業国 際戦略研 究 会2003:4〕 と定義 し、以 下の ように現状 を分析 して い る。

「しか しなが ら、 日本 コ ンテ ンツに は、他 国 には ないハ ンデ ィキ ャ ップ もあ る。/そ

れ は、多 くの 日本人 自身が 、 日本 コ ンテ ンッ産業 の価値 や国 際的競 争力 を信 じて こな

か った こ とであ る。残 念 なが ら、 「マ ンガ」や 「アニ メ」等 素晴 ら しい コ ンテ ンツを生

み 出す制作 者達 は決 して十 分 な経 済的 還元 を受 けてい ない。社 会 か らの認 知度 は決 し

て 高 い もの では なか っ た。(… …)政 府 にお いて も、 こ こ数年 を除 き、 コ ンテ ンツ産
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業の重 要性 を政府 の公式文 書 で謳 った こ とは なか った。/更 に何 よ りも コンテ ンツ産

業 自身 が 自 らの力 を過小評 価 してい たの では なか ろ うか?市 場 規模 や海賊 版 の氾濫等

多 くの要因が あ るにせ よ、全体 と して見 た場 合、 コンテ ンツ産 業 の国際展 開が積 極的

であ るこ とは困難 であ る。」〔経済 産業省 コ ンテ ンツ産業 国際戦 略研 究会2003:4〕

その上 で、研 究会 は、知 的財 産 を新 た な成長 の メカニズ ムの中核 に据 えた構 造変換 の 中

で、 コンテ ンツ産業 は、 日本 の リー デ ィ ング ・イ ンダス トリーへ と発展 す る可能 性 を有

し、そ の国際展 開 を促 進 す るこ とは急 務 な課題 であ る としてい る。 そ して、研 究会 の提言

の骨子 は次 の ようにな ってい る。

『コンテンツ産業国際戦略研究会中間とりまとめ』提言骨子

1.国際展開に向けた提言

①情報収集能力の向上 ・蓄積を図る国際展開拠点等の整備を図る。

②情報発信力強化とともに国際取引市場の創設を図る。

③積極的に「攻め」の海賊版対策強化を図る。

④人材育成、人材交流の促進により、信頼できるパー トナーづくりを図る。

⑤新しい海外流通モデルの確立を図る。

⑥国際展開を困難にしている制度的要因の解消を図る。

⑦国際展開に向けた官民共同による行動計画の策定と業界横断的な課題の解決に向け

た検討体制の継続を図る。

2。我が国コンテンツ創造力強化に向けた提言

⑧安全 ・安心なデジタルコンテンツ市場の確立を図る。

⑨生産部門を活性化し世界に通用するコンテンツ創造力の強化を図る。

上記 の ように、 コ ンテ ンツ産 業 国際戦略研 究会 の中 間 と りまとめの 内容 を見 ると、 コ ン

テ ンツを経済 的側面 か ら捉 えて い る とい え、その 上で、 情報収 集 と発 信 能力 の向上、 人材

の育成、 海外流 通 モデ ルの確立 等 に よるデ ジ タル ・コ ンテ ンツ創造 力の 強化 を図 るこ とが

提 言 の主要 の 内容 となっ てい る。 だが、 ここで 挙 げ られて い る こ とは、 す で に10年 以上

も前か らオ タク化 の流れ の中で 、サ ブ ・カルチ ャーが構 造的 に抱 え る問題 とされて きた こ

とであ る といわ ざるを得 ない。 また、提 言 の内容 自体 も、 こ うした施策 にあ りがち な内容

の域 を越 え る もの では ない とい え よ う。そ れが、何 ら解 決 される こ とな く、一 部で はアニ

鍮 ・・一泓 ・の離
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メ等 の制作 現場 での 空洞化一一 一制 作費 の低予 算化 、そ れに伴 う韓 国や中 国等人件 費 の安い

海外 に制作 の一 部 を依 存せ ざるを得 ない構造 上 の問題 が 進ん でい る ともいわれ 、そ れ

だ け、 これ まで こう したサ ブ ・カルチ ャー とい う分 野が コンテ ンッ=文 化 資源 としてなお

ざ りにされて きた こ との表 れで あ る ともい え よう。

次 い で、 国の施 策の 中核 となる知 的財産 戦略 本部 の 『知的財 産推 進計 画2006』 につ い て

見 てみ る と、総 論 におい て、情報 革新 に よって知 的財産 戦略 、す なわ ち価 値 あ る情 報の創

造、保 護、 活用 の循環(知 的創造 サ イクル)が 求 め られる知識社 会 が到来 した と位置付 け、

日本 にお いて も国際競 争力 を強化 す る上で 、知的 財産立 国 を 目標 とす る ことが 国家戦 略 と

して必要 とな ってい る と見 な して い る。そ のた め に も、 「知財 を有 効 に活用 して国富 を増

大 させ るため には、研 究開 発部 門や コ ンテ ンツの製作現 場 におい て質 の高い知 財 を生み 出

し、 それ を迅速 に権利 と して保護 し、 経済活 動 と して その実用 化 ・商品化 を行 うこ とが求

め られ る。」〔知 的財 産戦 略本 部2006;2〕 と してい る。 内容 的 にコ ンテ ンツにつ いて 関係 し

て くるの は、 「第4章 コ ンテ ンツをいか した文化創 造 国家づ く り」であ り、 その章 の序文

は以 下の よ うな認識 で まとめ られてい る。

「我 が 国 には、 映画 、音 楽、 ゲ ーム、 ア ニメ な どのエ ンターテ イ ンメ ン ト ・コ ンテ ン

ッだ けで な く、食 、地域 ブ ラ ン ド、 フ ァッシ ョン等 の知 的 ・文化 的 資源が 大 きな広が

りを持 って存在 して い る。/こ う した 知的 ・文化 的 資産 も含 め た コ ンテ ンツ は、 「知

的財 産立 国」の実 現 を 目指 して い る我 が 国 に とって 「国民 総文 化力 」ともい うべ き重

要 な資 産 であ り、 これ らの活 性 化 を図 る こ と によ り、新 しい ビジ ネスチ ャ ンス の創

出や 海外 市 場へ の展 開が 期待 で きる。 こ れ らの取 組 を通 じて、 コンテ ンツ産 業 の対

GDP比 を先進 国並 み に高 め てい くこ とを 目指 す。/ま た 、知 的 ・文 化 的 資産 も含 め

た コ ンテ ンツの活性 化 は、我 が国 の多様 で豊 かな文化 力 の向上 を促 す とと もに、 これ

らの海 外 に向 けた発 信 を通 じ、新 しい時代 にふ さわ しい 「日本 ブ ラ ン ド」の確 立 に も

貢献 してい る。 その よ うな コ ンテ ンツの活性化 に は、そ れ を創 造す る人、 楽 しむ人の

層 を厚 くす る ことが重要 であ る。子 どもの頃 か ら文化 芸術 に触 れる機 会 を充 実 させ る

こ とに よ り、創 造力 豊 かな人 材が 育 ち、文化 創造 国家 の 大 きな原動 力 となる。」〔知的

財 産戦 略本部2006:88〕

そ して、 そ う した文化 創造 国家 づ くりを 目指す上 での 施策 の方 向性 と して、 コンテ ンツ

の創 造 ・保 護 ・活用 が循 環 して い く新 しい コンテ ンッ循 環社 会 の広 が りにお い て、世 界

トップ ・ク ラス の コ ンテ ンツ大国 を実現 す る ことが中核 に据 え られ る こ とに なる。 そのた
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め に も、 日本 国 として なすべ きことは、多 くの国民 に とって コンテ ンツの創造 ・保護 ・活

用 が 身近 になる時代 を展望 して、新 しい保 護 ルールや流 通環境 を時代 に先ん じて整 える と

共 に、① 国民一人 一人 が満足 で きるユーザ ー大 国、② クリエ ー ターが最 大限 能力 を発 揮 で

きる ク リエ ー ター大 国、③ 国際 的競争 力 を有 した ビジネス大 国の実 現 に向 けて、世界 トッ

プ ・ク ラス の コンテ ンツ大 国 を、 ユ ーザ ー、 ク リエ ー ター、 ビジネ ス のす べ てがWin-

Winの 関係 にな るこ とに よって 目指す もの とされて いる 〔知 的財 産戦略本 部2006:89〕 。

以上 の ように、 国がそ の施策 として展 開す る場合 、 そ こには国家 全体 の枠組 みの 中で ど

の ように位置付 け られ るのかが 大 きな要 因 となって こ ざるを得ず 、当然 知的財 産立 国や文

化 創造 国家 とい った国家 戦略 、 ある いは 国際的 な視 点 に立 った経 済効 果や 文化 力 の向上、

コ ンテ ンツ ・ビジネス の育成 とい った面が 強調 され、前 面 に打 ち出 され る こ とに なる。そ

の場合 、 どう して もそ こに は、 マ イナー な周辺性 によって成 り立つ サ ブ ・カルチ ャーの あ

り方 と国家 に よる大 きな枠 組み としての戦 略 との問 に齟 齬 を きた さ ざるを得 な くなる こと

はい うまで もない。 サ ブ ・カルチ ャー なる ものは、マ イナ ーであ るか らこそ 、その特 異 な

価 値 があ る こ とを忘 れて は な らない。 そ れが、 現在 、「クール ・ジャパ ン」として評価 さ

れて いるの では ないだ ろうか。勿 論、提 言 な どの内容 を見れ ば、ユ ーザ ーが主役 で ある こ

と、 コ ンテ ンツ を創 り出す クリエー ターの重 視 とい った こ とが基本 姿勢 として打 ち出 され

てい る とはいえ。

む しろ、 マ ンガや アニメ とい った 日本 のサ ブ ・カルチ ャー は、創 り手=送 り手 と受 け手

とが、 同人誌 等 とい った二次創作 を含 め て、 ある種 の共犯 的な 関係 の下 に形成 して きた面

があ り、 ワール ド ・ワイ ドなコ ンテ ンッ ・ビジネス と して展 開 を図 ってい くこ とは、そ う

した相 互的 な作 用 が生 み出す交 感=共 生 とい う側 面 を損 な うことは 間違 い ないだ ろ う。世

界 的 に誰 にで も楽 しめ る コンテ ンツ としての 日本 のサ ブ ・カルチ ャー なる もの は、 もはや

サ ブ ・カル チ ャー とはいえず 、周辺性 、 その いかが わ しさ故 の過剰 性 とそれ に伴 う重 層 的

な物語性一 そ れが、一 部で暴 力表現 、性 表現 として表れ てい る ともい えるが一 等、 そ

れ ら を どこに も持 ち合 わせ て い ない サ ブ ・カルチ ャーな らざる もの に換 骨奪 胎 され、変

質 ・変容 されて しま って い るか も しれ ない。 そ して 、そ こに見 出 され る のは、 グ ローバ

ル ・ス タンダー ドな普遍 的モ デル に均 質化=平 準 化 され た予 定調和 的 な世界観 、単純 明快

な物 語性 に基 づ く無 味無臭 なカル チ ャー であ るか も しれ ない。

こう した 国の施策 の あ り方 につ いて、大 塚英志 は、 次 のよ うに批 判 を行い 、その 政財界

の熱狂が 日本経 済が 不況故 の一 時的 な もの で ある と見 な してい る。

瞭 研 ジとし糠 繍
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「ア メ リカが 「HENTAI」 と呼 び、政 府 は 「ジャパ ン ・クー ル」と呼ぼ う とす る このジ ャ

ンル に 国策 的 な期待 が 集 ま る こ と自体 が 、 いか に 日本 の経 済 が脆 弱化 し、か つ てナ

シ ョナル アイデ ンテ ィテ ィを担 っていた 文化領域 が流 動化 して いる こ との証 しであ っ

て、 それ はバ ブ ル崩壊後 、長 い不況 下 にあ った 日本経 済 の中で 、唯一 アニ メー シ ョン

や まんがだ けが、「海外 で通用 す る産業 ない しは文化 」と して ある ように見 えて しま っ

た こ とへ の政 治や 産業 の側 のい さ さか 困った誤 解 に基 づ いてい る、 とい え ます。 だか

ら身 も蓋 もない言 い方 を して しまうな ら、 この政財界 の ジ ャパ ニ メーシ ョン熱 は 日本

経 済が い さ さか長 か った不況 を脱す れ ば、あ っ さ りと忘 れ去 られる こ とになる と思い

ます。」〔大塚 大澤2005:9〕

更 に、大塚 は、 既存 の 経済 の外側 で 行 われ るオ ル タナ テ ィヴ な経 済活 動 で あるか らこそ、

サ ブ ・カルチ ャーの オ タク的な活 力の源 が ある と捉 え、 施策等 に よる国 の介入 とは相 容れ

ない もの と位 置付 け る。

「「ジ ャパ ニ メー シ ョン」の 中核 で あ る 「お た く」産 業 は、 コミケ とか、 ア キバ の マニ

アが 経営 す る店 が典 型 な よ うに、 「日経 」的 な既 存 の外 側 にあ ります。 だ か らこそ、

内側 に と り込 もう としてい るのか もしれ ませ んが、 市場外 経済 であ るが故 に活力 があ

るの であ って、 国 に 「認 可」された り 「庇護 」され た り、 そ れ以前 に 「認知 」され た時

点 で衰 退 します。/「 下心 」と して は もう一つ 、「ジ ャパ ニ メー シ ョン」とか 「ジャパ

ン ・クール」とい う言葉 に示 されて いる よ うに、 これ らの産業 を文化 ナ シ ョナ リズム

と結びつ け よ うとす る意志 が あか らさ まにみて とれ ます。」〔大塚 大澤2005:11〕

現 在 、情報収 集 と発信、 人材 の育成 等 は コ ンテ ンッ と しての 質を高 めて い く上 で必要 に

迫 られ てい る課題 であ るが、確 か に大 塚 のい う ように、 オ タク的な流 れ を強め るサ ブ ・カ

ルチ ャーの現状 に対 して、 国 の過度 の介入 は、 か えって既成 の規 範的文 化 の ヒエ ラル キー

的構 造 に回収 され 内包 されて しま うことにな りかね ない し、そ の場 合 国民 国家 の枠 組 みか

らはみ 出 して い く過 剰性 は認 め られ るべ くもない だ ろ う。 また、 日本 経済 が復 調す れ ば、

サブ ・カル チ ャー/オ タク現象 を取 り巻 く経済 的熱狂 は冷 め るだろ う とい う大塚 の主張 は

一 面正 しい ともい え る。 だが 、 コ ミケ におけ る企 業 ブー スの設置一 そ こには、著作 権へ

の対 応 とい う側 面 があ る・ だけ でな く、出版社 や ゲー ム ・ソフ ト会社 による独 自の キ ャ

ラ クター ・フェス バル等 の開催 、 ブロ ッコ リー や まんだ らけ等 に よって主導 され るオ タ ク

市場 の動 向 を見 る と、す で に既存 の市 場 内へ の回収 や取 り込 み が進みつ つ ある こ とも事 実

であ る。
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5.著 作権及び知的財産権 とサブ ・カルチ ャー

更 に、 イ ン ター ネ ッ トの普 及 に よる 高度情 報 社会 は、著作 権 や 知 的財 産権 が複 雑 に絡

み 、い か にコ ンテ ンツ=文 化資 源 を囲い込 み有効 に活用 で きるか が問 われ る ようになっ て

きてい る。 オ タク市 場の拡 大 と共 にメデ ィア ・ミックス化が 進み 、キ ャラ ク ター ・コ ンテ

ンツと しての ビジネス ・モデ ルが確 立 して い るサ ブ ・カルチ ャー は、 これ までマ イナー で

あ った が故 に、 逆 に コ ンテ ンツ=文 化 資源 が 豊富 に存 在 してい る。 また、 マ ンガや アニ

メ、テ レビ ・ゲー ム とい ったサ ブ ・カルチ ャー は、 ひ とた び人気 を得 れ ば巨大 な市場 を形

成 す る面 があ る こ とは、 例 え ばアニ メ 『新 世紀 エ ヴ ァンゲ リオ ン』に まつ わる騒 動 を見 れ

ば明 らかで あろ う。 反面、 そ う した ヒ ッ ト作 品 を生み 出す こ とが、 いか に困難 な ことで あ

り、ギ ャンブル的 な側面 があ る ことはい う まで もない が。そ れ故 に、外 部性 を内部 に回収

す るこ とで 自 らの市場 性 を活性 化 させ て い く資本 主義 システ ム にお いて、 ネ ッ トに流 通

で きるコ ンテ ンッが 多種多 様 に蓄積 されて い るサ ブ ・カルチ ャー は、周辺 的 な文 化領域 で

あ る とは い え、 企業 に とって魅力 ある文 化 資源 で ある こ とはい うまで もない。「クー ル ・

ジ ャパ ン」とい った評価 による熱狂 は、 一時 的 な もの であ るか も しれ ない が、著作 権 や知

的財 産権 との絡 み で捉 え られ る コンテ ンッ ・ビ ジネス とい う側 面 は、今 後 強 ま る こ とは

あ って も、弱 まるこ とはない と見 な さざる を得 ない。

この こ とは、例 えば、 『機動 戦士 ガ ンダム』等 で 知 られ る アニ メ制作 会社 、サ ンライズ

が玩具 メー カーのバ ンダイ(現 在 ナム コ と合併 ・経営 統合)に 買収 され 、子会 社化 され た

こ とか らも窺 える だろ う。 そ こには、 番組 のス ポ ンサ ーであ ったバ ンダイに とって、 ガ ン

プ ラ(ガ ンダム のプ ラモデ ル)等 の 関連 グ ッズが売 上 げ におい て大 きな比率 を占め、少 子

化 に よる市場 が縮小 す る中で、 キ ャラク ター ・コ ンテ ンツ と して無視 し得 な い背 景が あ っ

たため であ る。だが 、本 来ア ニメ等 の制作 プ ロダク シ ョンは、ス ポ ンサ ーや テ レビ放 送局

等 との 間 に一定 の距 離 を取 っ た独 立性 と緊張 関係一 キ ャラク ター展 開 にお ける玩具 メー

カー との軋轢 、低視 聴率 に よる番 組打 ち切 り等 を保 つ こ とが優 れた作 品 を生 み 出す基

盤 であ った はず なの であ るが、 その 関係 図式 が、今 日コ ンテ ンツ の囲い込 み よる ビジネス

化 の流 れの中 で、崩 れつつ あ る状 況 にあ る。 そ れが、結 果的 に、 スポ ンサー ・サ イ ドの意

向 に沿 った作 品が安易 に創 り出 され、初 め にキ ャラ クターあ りきの形 で粗 製濫造 され る こ

とにつ なが ってい くことにな る し、 また、 マ ンガや アニメ、 ライ トノベ ル、 テ レビ ・ゲー
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ム等 メデ ィア ・ミ ックスの展 開が し易 い作 品 が重 宝 され、流 通す る傾 向が 顕著 にな って

きて もい る。そ れ故 に、逆 に難 しいテ ーマ性 を持 った作 品は、 キ ャラ クターに よる メデ ィ

ア ・ミ ックス展 開 が しに くい た めか、 忌避 され る こ とに もな る。そ れ が、 今 日い わ れる

キ ャラ クター ・コ ンテ ンツ ・ビジネスの 実態 であ る とい わ ざるを得 ないだ ろ う。

以上 の よ うなコ ンテ ンッを取 り巻 く市 場動 向だ けで な く、今 日、 ネ ッ ト内 におけ る違 法

な コ ピーの横 行、 海外 にお ける海賊 版 の氾濫等 とい った著作 権 の侵害 は、知 的財 産権 との

関連 で大 きな問 題 に な りつ つ あ る。 低 予算 で創 られ るア ニメ作 品等 は、DVDソ フ トや 関

連 グ ッズ とい う二 次的 、三次 的 なコ ンテ ンッ ・ビジネス に よって利益 を補填 しなけれ ば成

り立 ち得 ない悪 循環 と もい える状 況 を鑑 み る と、 死活 問題 に もな りか ね ない事 態 で ある

とい え よう。 だが 、 こ うした関連 グ ッズに よる付帯 的 な利 益 を前 提 に し、 キ ャラ クターに

よるビ ジネス ・モ デ ルに依存 しなけれ ばな らない程 、制作 現場 の脆弱性 、 それ に伴 う悪 条

件 一 例 えば、 アニ メー ターの低収 入 と過酷 な労働 環境等 といった こそが 問題の根 源

なの であ るのだが 。

また、近 年 の著作 権、 知 的財 産権 の動 向 を見 る と、著 作権 の有 効期 間が延 長 され る等 、

そ の内容 や 対象 領域 が 拡 が る よ うにな って きて い る。 デ ィズニ ーが 生 み 出 した世 界 的な

キ ャラ クター、 ミ ッキ ーマ ウス も、本 来著作 権 の有 効期 間が 過 ぎて しまって い るの だが、

版 権 を持 つ デ ィズ ニー ・プロ ダク シ ョ ンの意 向 を反 映 した形 で期 間 の延 長 が図 られ る事

態 とな って い る。世 界 的 なキ ャラク ター と して投 資 し、 ビジネス を展 開 して きた デ ィズ

ニー ・プロ ダ クシ ョンに とっては、 ミッキーマ ウス以 降 の他 の キ ャラク ター も次 々 と版 権

を失い 、第三 者が利 用可 能 になる のだか ら、企 業の論 理 と して 自らの権 利 を守 らなけ れば

ビ ジネスが成 り立 たな い事 態 にな った と もい え よう。確 か に、著作 権 や知的 財産権 は、 ク

リエー ター の地位 を安定 的 に保 障す る上 で認 め られ るべ き権 利 ではあ る。 しか し、現状 を

見 る と、 こう した著 作権 や知 的財産権 といっ た形で の情報 や知識=知 の囲 い込み は、 ネ ッ

ト社会 を支 配す る一部 の企業等 を利 す るに過 ぎない とい わ ざるを得ず 、 アメ リカに よる文

化 的ヘ ゲモ ニー は、そ う した独 占的傾 向 を国家 戦略 として強め てい る とい えるだ ろ う。 本

来 、 ネ ッ ト社 会 は、 情報 や知識=知 を共有 し、新 た に創 造 す る とこ ろに こそその意 義が あ

る とい え るのだが 、現状 は違法 な コ ピー や海賊 版の横 行 に よ り、 む しろ著作権 や 知的財 産

権 を盾 に取 った形 での強化 ・拡 充の傾 向が 強 まって いる。 日本 のサ ブ ・カルチ ャー も、 否

応 な くこう した問題 にコ ンテ ンツ ・ビジネス絡 みで巻 き込 まれ ざる を得 ないだ ろ うし、 国

の施 策 も、 ク リエ ー ター の育 成 と待 遇 改善 や制 作 環境 の 向上 とい う面 だ けで な く、 こ う
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した著作権 、知 的財 産権 の 問題へ のバ ラ ンス を とった対応 と調整 が主 た る内容 にな ってい

か なけれ ばな らない。 そ う しなけれ ば、サ ブ ・カルチ ャー等 を対 象 に した健 全 な形 で の育

成 ・振興 はあ り得 ない こ とに な りかね ない。

6.送 り手 と受け手 とによるマイナー性の行方

だが、 そ こで見 落 として はな らない のは、 日本 のサ ブ ・カルチ ャーな る ものが 、送 り手

で あ る制作 者側 だけ で成 り立 って い る訳 で はない こ とで あ る。 コ ンテ ンツを実 際 に受 容

し、 消費す る受 け皿 として の市場基 盤 と受 け手 の存在 が あっ て初 め て成 り立 ってい る側 面

を忘 れて はな らない。す な わち、サ ブ ・カルチ ャーの受 け手 たるオ タク達 は、市場 か ら一

方 的 に与 え られた作 品 を もの=記 号 と して単 純 に消 費 して い る訳 で はな く、 同人誌 等 と

い った二次創 作 を通 じて、作 品 の複 雑 な世界観 を読 み取 り、 自 らの欲 望 に沿 った新 た な物

語 を創 造 して受容 してい るのであ る。 その ような二次 創作 を オタ ク仲 間 と共 有す る場 と し

て、 コ ミック ・マ ーケ ッ ト(コ ミケ)に 代表 され る同人誌 即売 会等 が補 完す る形で存 在 し

て いるの も、 日本 のサ ブ ・カルチ ャー を支 える基盤 ともなっ てい るとい え、 また、 受 け手

と しての オ タクの創作 とい う評価 を経 て、 日本 のサ ブ ・カルチ ャー は、重層 的 に読 み解 く

こ とがで きる世界 観、 その物 語性 の相対化 を醸 成す る こ とが で きた とい もい えよ う。

それ故 に、 こ うしたサ ブ ・カルチ ャー を補完 す るオ タク文化 との 関係 におい て、著作 権

の 問題が微 妙 に絡ん で くる とい わざ るを得 ない。過去 に、 美少女 ゲー ムの代 表作 として一

世 を風 靡 し、人気 を得 てい た恋愛 シ ュ ミレー シ ョン ・ゲ ームが 、余 りに も同人誌等 の表 現

が過 激す ぎる こ とか ら開発 した ソフ ト ・メ ーカーが クレーム を発 し、 著作権 侵害 で訴 える

こ とも辞 さな い態 度 を示 した途端、 急速 に人気 を失 った事例 が あ る。 この こ とか らも窺 え

る よ うに、 オ タク化 の流 れ の 中で、二 次創 作 とい う行為 は、無視 す る こ とはで きない程 、

サ ブ ・カルチ ャーの 中のサ ブ ・カルチ ャー と して定着 し、 サ ブ ・カルチ ャー を支 え る裾 野

を形 造 ってい るこ とにな る。 そ して、 そ う した底 辺 の受 け手 たるオ タク層 が活性化 させ る

余地=余 剰性 が あるか らこそ、サ ブ ・カルチ ャー はサ ブ ・カルチ ャー た り得 てい る と考 え

られ る。 そ れ故 に、 企業 の論理 だ けで 、著作 権 や 知 的財 産権 に よる囲 い込 みや 引 き締 め

は、 逆 にこ う した余剰性 を排 除す る こ とに もな りかね ない。

そ の意 味で は、 日本 の文化 的 土壌 で発展 して きた現状 のサ ブ ・カルチ ャー な る もの は、
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周 辺 的 なマ イナ ー性故 に、創 り手=送 り手 と受 け手 とが、 共存 共 栄 とい う奇 妙 な関係 性

の中 で培 い、 それ ぞれ の欲 望 を個 々の 「小 さ な物 語 」、 その 出来 事性 を通 じて積 み重 ね る

こ とで成 り立 つ 文化 領域 で あ り、既 存 の文 化 的枠 組 みか らはみ 出 し、零 れ 落 ちた オル タ

ナ テ ィヴ な場 だ か らこそ、 独 自の異 質性 を担 保す るこ とがで きた とい え よ う。 そ こに は、

ジ ャ ン=フ ラ ンソワ ・リオ ター ル が捉 える意 味 で、近 代 を構 成 して きた正 義 や平 等 等 と

いっ た人 々が信 じて疑 わな かっ た 「大 きな物 語 」が 資本 主義 シス テム の高度 化、 そ の高度

消 費社 会 に よるス ーパ ー ・フラ ッ トな表層 的記号 に よって その神話性 を失 い、解 体 して し

まった たこ とが前提 としてあ る とも考 え られ る。 そ して、 そこ にある のは、「大 きな物語」

とい う単 一的 な価値観=イ デ オロギ ーが失効 した結果 として露 わに なった個 々の欲 望 によ

る小 さな物 語 であ る とい え、 日本 の サブ ・カル チ ャーは、 オ タク化 の流 れの 中で、 それ を

先端 的 に具 現化 したマ イナー な文 化領域 で あ るとい うこ とにな る。

だか らこそ、個 々の テーマ性/作 者性 を表現 し得 る余地 をマ ンガや アニ メ等 が持 ち得 て

い たので あ り、そ の ような周 辺的 な余;地=余 剰性が 留保 されて いるか らこそ、既成 の規範 的

文化 か ら排 除 され 、その ヒエ ラル キー的構造 に収 ま りき らず 、はみ出 して しまった様 々 な異

能 な人材 が集 ま り、その 能力 を発揮 で きる自由性 を担保 す る こ とが で きた とい うこ とにな

る。 この こ とは、一 時期 の アニメが、視 聴率 や関連 グ ッズ等の条件 をク リァ し、美少女 とメ

カさえ主役 に据 えていれ ば、物 語の 内容 につ いて、比較 的 自由に 自 らの世界観 に基づ いて作

品 を創 り出す ことが で きた とい う岡田斗 司夫の証 言か らも裏付 け るこ とがで きよう[・1]。そ

の意味 では、日本のサ ブ ・カルチ ャー は、既成 の文化 か ら排 除 され、顧 み られる ことのない

ことの裏返 しとして、ある意味 マ イナーであ る ことの コンプ レックス をバ ネに、近代が培 っ

て きた物語 性 の相対 化 とそ れ に伴 う重層 的 な世界 観 の構 築、あ るい はそれ らを表 現す るた

めの様 々な手 法の工夫 を行 って きた こ とが今 日の土壌 を形成 して きた ともいえ るの であ る。

例 えば、アニ メやテ レビ ・ゲー ム業界 にお け る実写 映画/リ アル な ものへ の拭 い去 る こと

の で きない コ ンプ レ ックス や屈折 した負 い 目が あ るか らこそ[・2]、アニメで は、誇 張 された

ス ピー ド感や止 め絵等 、現実 には あ り得 な い構 図=ア ニ メ表現 が編 み出 されたの であ り、逆

に テ レビ ・ゲー ムで は、人 の動 きを トレースす るモ ー シ ョ ン ・キ ャ プチ ャー等 を使 う こと

に よっ て、よ りリアル さをCG(コ ンピュ ー タ ・グ ラフ ィ ック)に よって再 現 しよ うと した

ので ある一 但 し、CGに よる再現 も、真 の リアル なものに は及 ぶべ くもな く、それが、ゲー

ム の操 作性 の楽 しさを見失 っ た現 在 のゲ ーム業界 の混迷 を生 み 出 して いる のだが 。そ

れ らが 結果的 に、海外 の評価や 市場 の規 範的枠組 み に左 右 され るこ との ない周 辺性 の下 に、
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既 成 の文化 に は見 られな い特 異性;独 自性 を生 じさせ るこ と とな り、その いか がわ しさが

受 け手 に斬新 な表 現や 複雑 な物語 性=世 界 観 を感 じさせ る過剰性 とな って、既成 の文 化 に

飽 き足 らない と感 じる オタク達 に受 け入 れ られる よ うにな ってい く。そ こ には、マ ッグレ

イのい う意味でのパ ワー(人 々 を魅了 し、引 き付 け る力)が あ った とい うこ とになるだ ろう。

しか し、 そ うしたサ ブ ・カルチ ャー を取 り巻 く創 り手=送 り手 と受 け手=オ タク との共

存 によ る構 図 が、上述 の ような様 々 な要 因に よっ て崩 れ出 して きて い る。 「クール ・ジャ

パ ン」とい う海外 の評価 に伴 い、新 たな コ ンテ ンツ=文 化 資源 として市場へ の取 り込 みが

強化 されれ ば され る程、 本 来持 っ てい たマ イナ ー な周 辺性 は損 なわ れて い くこ とにな る

し、 キ ャ ラク ター ・コ ンテ ンツ と して の ビジネス化 が 進 め ば、誰 にで も受 け入 れ られ る

平 準化 され た普遍 的モデ ルへ と物語 内容 その ものの矮小 化1形 骸化 が進 む ことに なるだ ろ

う。 また、受 け手 たる オ タク達 も、 こ う した市場性 優先 の傾 向 に慣 れ親 しみ、 本来持 って

いた能動 的 な創 造性 や批評性 を喪失 した形 で、市場 か ら与 え られ る商 品;も の を萌 え要素

=記 号 として受身 的に消 費す るだ けの存 在 に堕 して きてい る。む しろ、 こ う した キャ ラク

ター ・ビジネスが提 供す る記号 消費 に 自閉 して いる ところ に こそ 、サ ブ ・カルチ ャーの抜

き差 しな らない空洞 化 を見な けれ ばな らない。

東浩紀 は、 自らの欲望 をキ ャラ ク ター ・コ ンテ ンツに重 ね合 わせ 、萌 え要素 の組 み合 わ

せ か らなる 「デー タベー ス的構 造」に よる表 層 的 な記 号 を消 費す る に しか過 ぎない、 こう

した オ タクの変 容 を捉 えて、 ア レクサ ン ドルrコ ジ ェー ヴに倣 い 「動 物化 」とい う視 点か

ら読み解 こう としてい る。正 に、消 費社 会 の 申 し子 と して、 自らの欲 望 のみ に患 実 に 自己

とい う小 さな世界 に 自閉 す る しか ないのが 、現在 のサ ブ ・カルチ ャーの受 け手 の実態 で あ

る とい わ ざる を得 ない。 更 に、 キ ャラ クター ・コ ンテ ンツ として の ビジネス ・モデ ルの浸

透 は、著 作権 や知 的財産権 等 を通 じてサ ブ ・カルチ ャー を支 えて いた ク リエ ー ター達 の創

造 性 を型 に嵌 め 、情 報 や知 識=知 の共 有 の 自由 な場 と しての マ イナー性 を メイ ン ・ス ト

リー ムの中 に回収す る よ うに なって い くこ とは避 け られな い ように思 われ る。 もはや そ こ

には、独 自な異 質性 を は らん だサ ブ ・カルチ ャーな る もの は どこに も存在 しないか もしれ

ない。 その意 味で は、市場 と して有望 視 され、世 評の 高いサ ブ ・カルチ ャーが 、凡庸 な文

化 領域へ と形骸 化 してい くのか 、挑発 的 ないかが わ しさ を保 った マイ ナー な周辺 的文 化 と

して存続 し得 るの か、大 きな岐 路 に差 し掛 か ってい るこ とは確 か であ ろ う。

[まえだまさじ・大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程]
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[注]

1

2

こう したことは、 アニメだけでな く、例 えば、 日活 ロマ ンポルノ等において、ある一定 の性 シーン(濡 れ場)

さえ表現 しておけば、無名の新人監督達が自由に映画内容を創作する余地が残 されていたことと相通 じる面が

あ り、そこのこ とが結果的に有能な人材 を生み出 し得た過剰性/余 剰性があったといえる ことか らも、サブ ・

カルチ ャーにお ける特異性が どこにあるのか を窺 うこ とがで きる。

この ことは、富野 由悠季等、実写映画の世界 を目指 しなが ら、そ こか らあぶれて しまった人材が、アニメ制作

の現場 に流入 し、実写映画に対抗す る形で独創的 な視点からアニ メ制作 に関わ って きた面を見てお く必要があ

る。

038 i醜 鍵 翻 な鰹 襲韈蟹 餐轟i覧鐙s聡 彰$@凋 登轟A儒i》 喜老蛤s2参 診轟一弐綴}愈



『あの 旗 を撃 て』(1944)と 『桃 太 郎 ・海 の神 兵』(1945)に

映 し出 され る イメ ー ジ と して の 〈日本 〉匚・1]

池田淑子

1は じめに

敵 のイ メー ジは、い まだ知 らぬ 自己 を映 し出す鏡 であ る。 も しフロイ トの言 うよ うに

夢 が無意 識に通 ず る王 道 である な らば、敵 のイメ ー ジー 国民 の夢 一 は集合 的無意 識 に

通ず る王道 で あろ う。 一 サ ム ・キー ンー

サ ム ・キー ンは、 『敵 の顔一 憎悪 と戦 争 の心 理学 』にお い て プロパ ガ ンダに描 か れ る

敵 の顔 に潜 む、敵意 の イマ ジネー シ ョンの作 用 を明 らかにす る。 その作用 は、 人間が 成長

の早期 の段階 で身 につ ける非難 の作用 に基 づ く、 防御 メ カニズム に よる もの であ る。 非難

す るこ とで人 は 自己を二分 し、 良い もの だけ を 自己 と して主張 し、 望 ま し くない もの をす

べ て切 り捨 てるわ けだが 、「非難 の習性 が強 けれ ば強 いほ ど、 意識 の上 の 『良 い』自己の イ

メー ジ と無 意識 下 の 『悪 い』自己 の感覚 の乖 離 は激 し くな り、 自 ら拒 絶 した 自己 とい う重

荷 を負 わせ るため に、 ます ます多 くの敵が 次々 と作 り出 され る」[*2ユとい う。

第二次 世界大 戦 中、映画 とい うメデ ィアを強力 な武器 と考 えて いた 日本 政府 は、戦 意高

揚 映画 を次 々 と作 り出 した。 しか しなが ら、 ジ ョン ・W・ ダワーが指 摘す るよ うに、 日本

映 画が 「敵 を映す こ とは稀 」[*3]であ る とい うの が今 日の定 説で あ る。 筆者 の知 る限 り敵が

描 かれ てい た作 品 は、 アニ メー シ ョン映 画で は 『スパ イ撃 滅』(1942)、 『ニ ッポ ン ・バ ンザ

イ』(1943)、 『マ ー坊の 落下傘 部隊』(1943)、 『闘球 肉弾戦 』(1943)、 お よび 『桃 太 郎の犬 鷲』

(1942)で あ るが 、 『桃 太郎 の犬 鷲』にはア メ リカ人が登 場す るが一 瞬で あ り、他 の作 品 も

全 て短編 であ るた め、描写 され てい る時 間は非常 に短 い。 また、 アニ メー シ ョン映画 以外

に は、 『阿片 戦争』(1943)、 『マ ライ の虎』(1943)、 『進 め独 立旗 』(1943)な どにイギ リス人

が描 か れるが、 日本 入俳優 が演 じた もので ある ため不 自然 に見 え、 いずれ も不評 であ る。
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本稿 は、 敵 を描 い た稀 な作 品 であ り、当時 及 び現 代 におい て も評価 の高 い、 陸軍省後 援

の劇 映画 『あの旗 を撃 て』(1944)[*4]と海 軍省後援 のアニ メー シ ョン映画 『桃 太郎 ・海の神 兵』

(1945)匚・5]を分析 す る。 『あの旗 を撃 て』はフ ィ リピ ン映画俳優 の花形 の フェル ナ ン ド ・ポ

ゥと 日本 の大河 内伝次 郎競演 の阿 部豊監 督作 品で あ る。2年 に近い年 月 をかけ て製作 され、

当時 の宣伝 に は、 日本 ・フ ィリピ ン共 同の 「一 大 国民 映画 」、 そ して 「東宝 映画 史上最 高の

巨編 」匚*6]と唱 え られ、1944年 に国 内で興 行収 入 ベス ト3位 に入 るほ ど ヒッ トし[・7]、1996

年 には 「日本 映画傑 作全 集 」の 一つ として ビデ オ化 され る。 『桃 太郎 ・海 の神 兵』は 『桃 太

郎 の犬鷲』(1942)が 大 ヒ ッ トし、海 軍 よ り依頼 を受 けた瀬 尾光世 が再 び脚 本 ・演 出 した作

品 であ る。瀬尾 自身 が実際 に一週 間落下 傘部 隊の訓 練 を取 材 し、製作 期 間1年2ヶ 月 をかけ、

製作 費27万 円(現 在 で は約4億 円)を か けた超 大作 で あ る。 封切 りが 終戦 直前 の空 襲 の最

中 のため観客 動員 数 も不 明 であ り、「4ヶ月後 には終戦 を迎 え、『神 兵』は幻 の作 品 となった」

[・8]が、1982年 にオ リジナ ルネ ガが発 見 され、1984年 に国立 フ ィルム セ ンターで再 上 映 さ

れ、 その後 ビデオ化 され る。 当時 高校 生 の手塚 治 虫が 感動 したこ とで広 く知 られ て お り、

現 在 で は日本の アニ メー シ ョンの源 流 と高 く評 価 されて い るもので あ る。 本稿 は、両 映画

に構築 され る敵 の表象 や南 方諸 島 の人 々の表象 をそ こに構 築 され る 日本 人 の表象 と比較 ・

対 照 し分析す るこ とに よって、 イメー ジ としての 〈日本〉を分析 す るこ とを 目的 とす る。

2先 行研究 と分析方法

2.1先 行研 究

分析 に入 る前 に、 両作 品 に 関す る先 行研 究 につ い て言 及 しよ う。 まず、 当時 の戦 意 高

揚 映画 は 自己 を描 くこ とに没 頭 してい た と論 じる ジ ョン ・w・ ダワー は、 『人種 偏見 』の

なか で、 『桃 太 郎 ・海 の神 兵』にお け る桃 太 郎 と家 来の服 を着 た動物/服 を着 てい ない 野

獣/鬼 が指示 す る、 日本 人/南 方 の諸民族/西 洋の敵 とい う象徴 構造 を抽 出 し、 日本 人 と

南 方諸 島の民 族の序 列 を衣服 の有無 に よって認 識す る。 また、上 野俊 哉 は、 『日米 映画戦 』

のなか で、桃 太郎/動 物/鬼 の象徴構 造 が、 日本人/支 配 地域 の人 々/敵 国人 に相 当す る

だ けで な く、 天皇/一 般 の 日本 人/敵 国 人 とい う カテ ゴ リー に も相 当 し、 「桃太 郎 と動物

たちの 関係 は、天皇 と 日本人 の関係 に移 して考 え るこ とが で きる」[*9]と論 じてい る。 さ ら
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に、 ピー ターB・ ハ ーイ は 「帝 国の銀 幕一 十五年 戦争 と 日本 映画』の なかで、 ダワー と同

様 に、敵 を巧 妙 に描 写 で きてい ない 日本映画 の特 徴 を指摘 し、 さ らにその例 外 と して 「あ

の旗 を撃 て』を取 り上 げ、鋭 い観 察 を行 ってい る。 『桃太郎 ・海 の神兵』に関 しては角 を生

や した鬼 の将軍 と桃 太 郎が 向 き合 う場面 が、 山下 中将 が英 国軍最 高司令 官 の一人 のパ ー シ

ヴ ァル将 軍 を睨みつ けた場面 の再現 であ る こと を 「マ レー戦記』(1942)の 場面 と対 照 させ

図解 す る。

しか しなが ら、いず れ もこれ らの他者 表象 を政治 的 ・社 会的機 能 とい う視 点か らのみ 分

析 し、 自己の 「投影 装 置」とは捉 えてい ない。 また当然 なが ら、 他者 表象 が持 つ、 自己の

ア イデ ンテ ィテ ィと関与す る文化 的 な機 能 とい うよ うな視 点か らは分析 してい ない。 した

が って他 者 表象 に潜 む 日本人 の 日本 人 自身 に対 す る考 えや心 情、 ま してや 自己の再構 築 の

作 用 につ いて は何 も言及 して い ない。例 え ば、 ハ ーイ は南 方 の アジア諸 国民 に対す る 「西

洋帝 国主義 の歴 史」が映画 の 中で挿入 された影絵 で示 され る場 面 につい ては、 日本 国内 の

観客 に とって、 「あ ま り現実 味の ない テーマ であ った」[・10]と批判 し、実 はそ の描写 の中 に

日本 人 に とって は忌 まわ しい過 去 の出来事 が投 影 されて お り、 日本人 自身の再 構築 に関与

してい るこ とには気 づ いて いない 。

本稿 は、他 者表象 が 単 に戦 争 を正 当化す る とい う政 治 的な要 因 に帰す ると考 えるので は

な く、 また あ るい は単 な る 自己 を投 射 す る心 理的 な作 用 の産 物 で ある と考 え るの で もな

く、 その ような要 因や作 用 を包含 しつつ 自己を再構 築 す る(広 い意味 で の)文 化 的機 能 を

もつ と考 える。 したが って両 映画 を戦争 とい う歴 史 的 ・政 治的要 因 だけで な く心理 的 ・文

化的 要因 も考慮 し、 それ らを全 て含 む統合 的 な体 系 の 中で分析 し[*11]、他 者 表象が 日本 人

の 自己イ メー ジを映 し出 し、 さ らに映画 を媒体 と してそ れを再構 築 して ゆ くプ ロセス を解

読 したい。

2.2分 析 方法 一一 ・「投 影 装 置 」か ら 「ア イ デ ンテ ィテ ィ構 築 の道 具 」へ

キー ンが論 じる ような敵 の 「自己 を映 し出す 鏡」とい う概 念 は、心理 学 の領域 で は早 く

か ら 「投影 」とい う概念 と して研 究 され てお り、 最近 で はマ イケル ・レノブが 、心理 学者

のサ ンダー ・ジルマ ンの ステ レオ タイプ化 のプ ロセス に言 及 し、 『日米 映 画戦 』の 中の論

文 「戦 争す る イメー ジ」の中 で、他 者の 「投 影装 置」として同様 の言及 を してい る。

奪 イ・磯 雛 砿 041



「投 影 」(投射)は 内 的 な状態 を外 化 され た対象 へ帰 属 させ るこ とを表す 心理 学 の用語

であ る。 ステ レオ タイプ化 された 「他 者 」に付 され た特徴 は自己 の心 の うちか ら生 じ

る といわ れて い る。 こう して 「他者 」は、 自分 の内 部 に生 じた 「善 」と 「悪」双 方の理

想化 を映 し出す 鏡 の ような もの となる… …ジ ルマ ンはステ レオ タイ プ化 のい くつか の

起 源 を子 供 の成 長過程 にまで さかの ぼ り、 自己が 「善」と 「悪 」の要 素 に分裂す ると論

じる。 「悪 い」自己 は、「悪 い」事物 の心 的 表象 と同一 視 され る よ うにな る。 この よ う

に我 々が 自分 の中 に知覚 した 「悪」は、外 的事物 の上へ投 影 され る[・12]。

ア メ リカの哲学 者 ケネス ・バ ー クの 「ス ケー プ ゴー ト(贖 罪 の山羊)」 とい う概念 は、 こ

の 「悪 い」自己の 「投 影装 置」とい う概 念 を 自己の アイデ ンテ ィテ ィを再構 築 す る機 能へ と

発 展 させ て考 え てい る。つ ま り 「悪 い 」自己 を他 者 へ 「投 射 」、 あ るい は 「移 す」作 用 を 自

己 を再構 築す る文 化 的 なプ ロセス の一段 階 と して見 な して い るの であ る。 「悪 い」自己 が

投 影 され る媒 体 が 「スケ ー プゴー ト」[・13]と呼 ばれ る。 ア イデ ンテ ィテ ィ を再 構築 す る に

は、「清 め」の プ ロセスが必 要 とな るが、この プロセス で は望 まれ ない 自己 はスケ ープ ゴー

トに移 され、 スケ ープ ゴー トは抹 殺 され る。そ う して古 い アイデ ンテ ィテ ィが浄化 され る

と、切 り捨 て られ た 自己が新 しい アイデ ンテ ィテ ィの新 た な 自己 に取 って代 わ られ 、新 し

いア イデ ンテ ィテ ィが誕生 す る。 スケ ー プゴー トは 「悪 い」自己 を区別 し、切 り離す 道具

と して用 い られ るの で ある。バ ー クのスケ ー プゴー トの概念 は他者 の表象 を単 な る 自己 の

「投 影 装置 」か らア イデ ンテ ィテ ィを再生 、再 構築 す る道 具 と して機 能す る とい う仮 説へ

導 く。 また、バ ー クの 「本 質の 逆説 」[*14]とい う概 念 は さ らに この仮 説 を支 え る。 彼 に よ

る と、私 達 は事 物 をその文 脈 に照 ら して、 そ して究極 的 にはその事 物が そ うでない もの に

照 らして定義す る。 この概 念 は他 者表象 の二 重構 造、複 雑 な象徴機 能の メ カニズ ムを解 明

す る鍵 とな る。 例 えば、 日本映 画の なかの ア メ リカ人 とい う他 者表 象 は、元 々その 文脈 で

ある 日本 入(の 特徴)に よって定義 され てい る。 こ うして定義 され たア メ リカ人 の表象(特

徴)が 今度 は逆 に映画 の中 で 日本 人(の 特徴)を 引 き立 たせ 、 日本 人 を定 義す る ことが 出

来 るので あ る。 つ ま り、 日本人 が アメ リカ人 の表象 に よって再 定義 され得 るのであ る。表

象 は二つ の方法 、対比 ・対 照 と投 射で この再 定義 を行 う。対比 ・対 照 とは他者 の表象 とこ

れ を創 り出す人 々の セル フ ・イメー ジ との対 比 ・対 照 であ る。 投射(投 影)と は 「善 い(望

ま しい)」 自己 と 「悪 い(望 ま し くな い)」自己の他者 に対 す る投 射(投 影)で あ る[・15]。

本 稿 は、 「投 影装 置 」とい う概 念 を発 展 させ て導 い た 「ア イデ ンテ ィテ ィの再 構 築 の道
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具 」と して の他者 表象 とい う仮説 をも とに、 両映 画 に描 か れ るアメ リカ人 や西洋 人の 表象

と、南方 諸 島の人 々の表象 、そ して 日本 人 の表象 を比較 ・対照 し、物 語 の筋の 中で詳細 に

分析 す るこ とに よっ て、両 映画 の 中で他 者 の表象 が 再構 築す るイメ ー ジ として の く日本〉

を探 求 し、 同時 にそ の再構築 にか かわ る文化 的 なコ ンテクス トを明 らか に した い。

3『 あの旗 を撃て』

まず、 当時 日中戦争 でゲ リラ戦 に苦 しむ 日本政府 が、 その反 省か ら占領 地 におい て宣伝

映画 を製作 ・上 映 し、 日本 軍の イメー ジ形成 ・再形 成 に非常 に力 を入 れ ていた ため、 この

作 品 も 日本 人 間は 日本 語が使 わ れ るが 、ほ とん どが英 語か タガ ログ語 で話 されて お り[・16]、

日本 人 だ けで な く、 フ ィ リピン人聴 衆 も対 象 に して いた こ とを指摘 してお く。そ れで は、

分析 に入 る前 に予め あ らす じを見 、そ れか ら映画 の中で ア メ リカ人 、 日本 人、 そ してフ ィ

リ ピン人 の描写 を分析 し、他 者表象 が どの よ うに 日本人 の イメー ジ を再構 築す るの に用 い

られてい るか を考察す る。

3.1物 語 の構 成(あ らす じ)

物 語 は フィ リピ ン戦線 で まず マニ ラ を占領 しつ いでバ タア ン半 島へ進 軍 し、 つい には コ

レ ヒ ドール 島 を攻 略す る大 日本 帝 国軍 の功績 を描 い た もので あ る。米比 極東 軍(以 降 「米

比 軍」と記 す)と 日本軍 が衝 突 す る部隊 の前 線 の話 と 日本兵 池 島(以 降 「池 島兵」と記 す」

とブ イ リピン人の子 供 トニ ー との 交流 の話 とい う2つ の物語 世界 か ら構 成 され る。 オー プ

ニ ング ・シー ンはフ ィ リピ ンを 中央 に置 く世 界 地 図 とア メ リカの星 条旗 の映像 シ ョッ ト

[映像1]で あ り、 そ の シ ョッ トと と もにア メ リカの世 界制 覇 の 野望 と 日本 が や む を得 ず

フ ィリピ ンを攻 める状 況 を説 明す るナ レー シ ョンが始 まる。次 に 「非武装 都市 宣 言」を し

たマ ニラ市 内が 映 され、 さらに米比 軍 に従 事す る息 子 た ち、 ゴメス大 尉(フ ェルナ ン ド ・

ポウ)と マ リア ノ ・ガル シ ャ(ア ンヘ ル ・エス メ ラル)を 持つ 親戚 同士 の フ ィ リピン人の

二 家族 が 集 ま る リビ ング ・ル ー ムへ と映像 が 変 り、 ここか ら物 語 は始 まる。二 人 の息 子

は家族 と別 れ、マ ニ ラを撤 退 し、前線 に向 か う。 米比軍 の前線 で はマ リアノや レイエ ス大

尉 を含 むフ ィ リピン人兵が 、 アメ リカ兵 に対 して 次第 に不 満 を募 らせ 、衝 突直前 の状 態 と
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なっ てゆ く。 ゴメス大尉 は途 中で 日本軍 の捕 虜 とな り、 日本 兵 と交 流 し、次第 に 日本 兵 に

好 意 を抱 くよ うになる。 一方、 彼 らの故郷 のマ ニ ラで は池 島兵 と足 が不 自由 なマ リア ノの

弟 の トニ ーが親 し くな り、交流 を通 じて トニー も彼 の母 も次 第 に 日本 人 に惹 か れて ゆ く。

バ タア ン戦 では、 ゴメス と トニ ーの母 が フ ィリピ ン兵 に投 降す るよ うに説 得す るが、 日本

軍 と戦 ったマ リア ノ も満杯 の防空 壕 に逃げ 込 もう として結局 アメ リカ兵 に殺 され る。 決戦

の コレビ ドール の爆 撃 で は山 田兵が 勇敢 に進 軍 し、暗 闇 の中爆 撃 の閃光 と爆 破音 が続 き、

やが て米比 軍 は全面 降伏す る。

[映 像1][*17] 匚映像2] [映 像3]

3.2ア メ リカ 人の 表 象

物語 に登 場す るア メリ カ兵 は、 横柄 な態 度で フィ リピ ン兵 を差 別 し、人 間以 下 に扱 う。

そ して利 己主義 で 自分 たち の 目的 の ため には彼 らを犠 牲 にす る こ とさえ何 とも思 わ ない、

卑劣 な人間 と して描 かれ てい る。 前線 で砦 を作 るため に穴 を掘 ってい るフ ィリ ピン兵 にア

メ リカ人将校 は、「早 くや れ、 ち ゃん とや れ。軍曹 、 何で 掘 って い るんだ?… … ス プー ン

か と思 った。 の ろの ろ働 きやが って」と命令 す る。 カメ ラは下 にい るフ ィ リピ ン兵の 視線

か ら、つ ま り下 か らア メ リカ兵 とアメ リカ人将校 を写 し、彼 らの横柄 で見 下 した態度 を浮

き彫 りにす る。 ア メ リカ人 将校 は フィ リピ ン人将校 を呼 びつ けて「予 定 よ り遅 れてい るぞ。

… …少尉 、急 いで やれ 、何 がな んで もやれ 。結 果 を出せ 」と詰 問す る[映 像2]。 塚 の上 で

詰 問 していた ア メリカ人将校 は、 フィ リピ ン人少尉 と話 し終 わる と見 下 げる ように下 にい

るフ ィ リピ ン兵 を見 下 ろ して、 「続 けろ」と捨 て 台詞 を残 して去 るの で あ る。 またス ミス

大尉 は、作 戦会 議 で フ ィリピ ン兵 がい る基地 へ 日本軍 が侵 入 した報 告 を聞 くと、 「敵 兵10

人殺す ため に フ ィリピ ン兵100人 を犠牲 に して も良 い」とい ってその基 地の砲 撃 を命 じる。
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カメ ラの視 線 が表 す、 アメ リカ兵 の フ ィ リピ ン兵 に対 す る侮 蔑 的 な態 度 は、 フ ィ リピ

ン兵 の台 詞 に も表 現 され る。 日本 の ビラを拾 い、「降伏 した ら犬 の ように扱 わ れる」と話

す フ ィリ ピン兵 に対 して別 の兵士 は 「今 で も俺 達 は動物 以下 だ」と訴 え る。 また、 ビ ラを

持 って いた 部下 を銃 殺 した アダ ムス大尉 に勇敢 に刃 向 か った フ ィ リピ ン人 レイエス 大尉

は、敵 を偵察 す る とい う嘘 の任務 を命 ぜ られ、 その途 中で銃 殺 され る。 さらにバ タア ンの

戦 い で 日本軍 に追 い詰 め られ フ ィ リピン兵 が防空 壕 に逃 げ込 もう とす る と、 そ こで安全 に

隠れ ていた ア ダムス大尉 は 「なぜ戻 る?外 に 出ろ。二 度 と来 るな。 … …追 い払 え、 ここは

満杯 だ(Shuto任yellowmonkeys!)・ … ・・役 立た ず ど もを入 れ る な。 撃 て、殺せ 」と叫 ぶの で

ある。

だ が横柄 で 身勝手 なア メ リカ兵 も負 け始 め る と 「神 様 、死 にた くない」と叫 び、戦 わず

降参す る、 意志 薄弱 の腰抜 け兵士 と して描 写 され る。 ウ ェ ンライ ト中佐 派 遣 の使 節 団 は、

白旗 と星条旗 を もって停 戦協 定 を結 ぶた めに 日本 軍 司令 官 に会見 を 申 し出 に来たが 、全面

降伏 を表 明 しない と応 じな い と言 わ れ る と、「しか し、 ウ ェ ンライ ト中佐 は数 日前 当軍 の

指揮 をマ ッカー サー に返還 して 、そ の権 限 を持 た ないの であ ります 」と苦 しい 言い訳 をす

る。「そ れで は 日本軍 が攻撃 を続行 す る」とい うと慌 て て白旗 を掲 げてや って くるの であ る。

この ようなア メ リカ人 の表象 は、 アメ リカ人が 卑怯 で卑劣 で 身勝 手で あ り、 フィ リピ ン

人 を抑 圧 し搾取 す る軽 蔑すべ き 「悪 い」支 配者 で あ るこ とを明示 し、 ア メ リカ人 に対 す る

敵意 や軽蔑 の 感情 を喚起 す る と もに、 以下 に述 べ る尊敬 すべ き 「善 い」日本兵 の描写 と対

照 をな し、 その尊敬 すべ き 「善 い」国民性 を強調 す る働 きをす る。

3.3日 本 人 の表 象

前線 で戦 う日本兵 は、 ア メ リカ兵 とは正 反対 に捕虜 の ゴメス大尉 を自分 た ち と同 じ東洋

民族 と して丁 重 にそ して対 等 に扱 う。 「一視 同仁 」の精 神 が捕虜 ゴメス大 尉 とのや り取 り

の中 で体 現 され る。 鷲尾大 尉 が通訳 を通 して ゴメス大尉 を尋 問す る場面 で は、 ゴメス大尉

が足 を負傷 して いるの を見 る と、彼 は椅子 に 「掛 け て もよい」と声 をか け る。 また、 兵力 、

編 成、 装備 な どの質 問 に対 して返答 しない ゴメス大尉 に対 して も 厂では なぜ応 え られぬ か

その理 由 を」と穏 や か に尋 ね る。 先 の アメ リカ兵 を写す カメ ラア ングル とは対 照的 に、今

度 は、カ メ ラはまず横 か ら 日本兵 とゴメス大尉 を写 し[映 像3]、 それか ら人物 よ りやや高

いア ングル か ら鷲尾 大尉へ と移 り、次 にゴメス大尉 へ 、そ して途 中で加 わ った連隊部 隊長
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へ と等 しいア ングルで水 平 に移動 し、 フ ィリピ人 に対 してア メ リカ人 とは異 な り、対等 な

扱 い をす る 日本軍 人の姿 勢 を視 覚化 す る。 さ らにそ うしたア メ リカ人 との違 い は台詞 にお

い て言語 化 され、 強調 される。 ゴメス大尉 に連隊 部隊 長 は、「アメ リカ に忠誠 を誓 って も

アメ リカはお前達 をアメ リカ人 として平等 に扱 っ てい ない じゃな いか」と諭す よ うに言 う

ので ある。 さらに 「いいか 、錯覚 を起 こ して はい けない 。お前 も私 も東 洋人 だ。太 陽が 西

か ら出る こ とは あって もフィ リピ ン人 はア メ リカ人 で はないの だ。 お前 は東 洋民族 の誇 り

を どこへ 忘 れ たのか。 … …東洋 は東 洋民族 の手 で 治め ればい いの だ」と続 け、 アメ リカ人

と区別 した上で 同 じアジ アのフ ィ リピ ン人 と 日本人 に よる 「大東 亜共 栄圏」を擁護 す る。

一方 、 フィ リピ ン人 の子供 た ちと親 しくなった池 島兵 は、勇敢 で あ り、心 温か く人情 味

があ る一人 の人 間 と して描か れ る。 池 島兵 と もう一 人の 日本兵 が泥棒 を捕 ま える場 面 を見

た子供 た ちは池 島兵 た ちの こ とを 自分 達 の ヒー ローの ように語 り合 う。 「日本 兵 は早か っ

た、勇 敢 だ った。」ア メ リカの撤 退 軍の 車 に轢 かれ て歩 け な くな った トニ ーが淋 しそ うに

遠 くか ら子供 た ちを見 てい る と、池 島兵 は近づ い て語 りかけ る。 池 島兵 が子 供 たち と話 す

場 面で は必ず優 しい音楽 が挿入 される。彼 は いつ も微 笑み優 しい心 の持 ち主 で あるが、 ま

た精神 主 義的 な強い 一面 も持 つ。 「一寸 法 師」の紙 芝居 を子供 た ち に した 後、彼 は次の よ

う に話 しかけ る。「ね、小 さいだ ろ。 …… で も どん な に体 が小 さ くて も勇気 とや る気 が あ

れば必 ず 成功 す る。」池 島 兵 は部隊 長 に頼 んで トニ ー を軍 医 に診せ 、手術 を勧 め る。 そ し

て手術 当 日、 自分 の 血 を トニー に輸 血す る。 その後 、 自分 の息 子 が米 比 軍 に所属 して お

り、 日本 軍の 池 島兵 にこの ように 親切 に され るの は心苦 しい と告 白す るガ ラシア婦 人 に

対 して も、 「こん な時は誰 で もこ う したで しょう。… …結局 私た ちは皆 同 じ人間 なんです 」

と、 ここで も 「一視 同仁 」の精神 が言 語化 され、体 現 され る。 トニー との別 れの場 面で は、

さ らに軍 人 と して の責任感 や忠 誠心、 そ して魂 の不滅 を信 じるいっそ う精神 主義 的な面 が

描 き出 され る。泣 いて すが る トニー に 「軍 人が果 たす べ き義務 なん だ。 ……私 が死 んで も

魂 は新 しい 国の発展 を祈 って生 き続 け る。 そ こで又会 える よ」と池 島兵 は言 う。 また、.前

線 で ゴメス大 尉 と仲 良 くな った 山田兵 も別 れ の場面 で 同様 に、 「フ ィ リピ ンの ため に頑張

れ よ」と男 らし く別れ を告 げ る。 山田兵 は、戦 闘場 面で も自分 の身 を味 方の盾 に して勇敢

に戦 い敵 軍 に向か って突 き進 んで い く。

この よ うにア メリカ兵 と日本 兵の描 写 を比 較 ・対照 して分 析 してみ る と、 ア メリ カ人 の

表象 が 日本 人の 「善 い」イメ ー ジを構築 す るの に用 い られて い るこ とが 明 らか に なって く

る。 そ してそ れがい か に意 図的 に行 われて い るか は、 以下 の フィ リピ ン人の描 写、物 語 の
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筋 に深 く関与 す るフ ィリピ ン人 の役割 を詳細 に分析 す る と明 らかで あ る。

3.4フ ィ リピ ン人 の 表象

フ ィ リピン人は、男 性 は立派 で男 らし く、 女性 は美 しく愛情 深 く、家族 愛 に満 ちた人 間

として 描か れる。 日本 人 と同 じカメ ラア ングルで写 され、映 画 の中で彼 ら自身 の視 点[・18]

を もつ 。 日本人 の 家族 意識(家 族 の連帯 感)の 強 さや ゴメス大 尉 の忠 誠心 は 日本 人 の 「善

い」自己 の投射 とも言 える。そ して ゴメス大尉 もガル シア夫人 も日本 兵 との交流 を通 して、

日本 人 に対す る見 解 を改 め、 日本人 を弁解 す る役 割 を担 う。 二 人 と もフ ィ リピ ン兵 に向

かって投 降す るよ うに説得す るので あ る。 ガ ルシア婦 人 は、録音 テ ープ を通 して アヴ ェ ・

マ リアの優 しい調 べ とと もに息子 や他 の フ ィリ ピン兵 に次の ように語 りか け る。 「アメ リ

カ側が宣伝 してい る 日本兵 の悪行 は事 実無根 です 。現在 マ ニラ には 日本兵 が沢 山い る。優

しい人 ばか りです。 あ なた方 は うそ の宣伝 にだ ま され てい ます 。… …息子 よ、無 意味 な戦

いは止 め て くだ さい ……今 す ぐ武器 を捨 て 母 の元へ 帰 って きて。」ゴメス 大尉 もフ ィ リピ

ン兵 に同様 に語 りかけ る。 厂私 は 日本軍 の捕虜 とな り、 日本軍 陣地 内 に居 る。 以 前 には知

らな か った こ とを学 ん だ。 彼 らは猫 なで声 で話 さな い(likeAmericans)。 しか し、 実 に人

情 味が あ り言 葉少 な く とも親切 と真心 が 良 く分 かる ……母 の胸 に居 るよ うに感 じる。 嘘や

作 り話 もな い。私 に流れ る東洋 の血 が私 を正 気 に引 き戻 した。 よ く考 えろ。尊 い命 を無駄

にす るな、戦 友 よ、頼 む、 も う騙 されな いで。」

3.5ア メ リカ人 と フ ィ リ ピ ン人 の表 象 ・ 〈善 い〉日本 人 の イ メ ー ジの 構 築

非情 で冷酷 かつ抑 圧 的で搾取 的、 そ してい ざ戦 う とな ると意思軟 弱 で腰 抜 けの アメ リカ

人の描 写 は、「悪 い」アメ リカ入 に対す る敵 意や精 神 的 に 「弱 い」彼 らに対 す る軽 蔑 を煽 る

と同 時 に、 その よう なア メ リカ人 とは正 反対 の 、温情 で親 身が あ り死 を恐 れ ず勇 敢 に戦

う立派 で 「善 い」か つ 「強い 」日本人 の イメー ジを強調す る。 さ らに改心 した フ ィリピ ン人

の プロ ッ トとと もに 日本 人 に対す る 「悪 い」イ メー ジ を払 拭す るの を助 け る。 こ う して ア

メ リカ人 とフ ィ リピ ン人 の他 者表 象 は 日本 人の イ メー ジ を再構 築す る よ う機 能す るので

ある。
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4『 桃太郎 ・海の神兵』

物 語 の 中で構 築 され る敵 や 南方 諸 島の 人 々の表 象 と 日本 人 の表象 は、 『あの旗 を撃 て』

と非常 に類似 し、「家 族主 義」、「大 東亜共 栄 圏」、「西洋 諸国 の抑圧 」そ して 厂精神 主義 」な ど、

同様 の テーマが描 か れる。 だが、 フ ィ リピ ン人 に 「悪い」ア メ リカのイ メー ジと 「善 い」日

本 の イメ ー ジを宣伝 しよ うと、 か な り意 図的 に分か りや す く直接 的 に描 い てい る 『あ の旗

を撃 て』とは異 な り、 『桃 太 郎 ・海 の神 兵』は当時 「少 国民」と呼 ば れた 日本 人の子 供 を対

象 に した アニ メー シ ョンで ある ため にフ ァ ンタジ ックにそ して間接 的 に描 かれ てい る。

4.1物 語 の構 成(あ らす じ)

この作 品は旧 日本 海軍 の落 下傘部 隊 の活 躍 を童話桃 太郎 の鬼退 治 を基 に描 い た もの であ

る。敵 は角 を生 や した白人 の鬼 たちで あ り、桃 太郎 は 日本 の天皇 で、 日本 人 はそ の家来 の

軍服 を着 た犬 ・雉 ・猿 ・熊 たちで あ り、そ して南方諸 島の 人 々は、服 を着 てい ない南方 の

動 物、象 や サ イ、 マ ン トヒヒた ちであ る。 まず 、犬 、猿、 雉、熊 の水 兵が村 に帰郷 し、 次

に彼 らは南 の島 で島民 たちの協 力の もとに飛行場 を建 設 し、軍事 訓練 を行 い、戦 闘準備 を

す る。鬼 が島 での戦 闘の前 に、 影絵 に よる白人 に 占領 され た南の 島 を救 うこ とを運 命付 け

られ ていた神兵 由来 のエ ピソー ドが挿 入 され る。 司令 官桃太 郎 の指図 の もと彼 らは鬼が 島

で勇敢 に戦 い、勝 利 を収 める とい う物 語 で あ る。 そ れ では、 まず、敵 と 日本 人 の対 比 に

よって強 調 され る 日本人 の 自己イ メー ジを抽出 し、次 に軍服 を着 た動物 と来 てい ない南方

諸 島の動 物 を分 析す る。 その後 、当 時の社 会的 ・文化 的 コ ンテ クス トに照 らし合 わせて両

映 画 の共 通 のテ ーマ の複雑 な諸 相 を考 察す る。

4.2西 洋人の敵(鬼)と 日本人(桃 太郎)の 表象の対比

登 場人 物 と して敵 軍が 画面 に出て くるの は74分 の物 語の終 わ る約5分 前か らで、桃 太郎

率 い る落 下傘 部隊 が鬼 ヶ島 を攻略 し、敵 の将 軍 と会見 す る約4分 の シー クエ ンスで あ る。

白人 の敵 は 『あ の旗 を撃 て』と同様 、怠惰 であ ま り戦 わず 簡単 に 降参す る腰 抜 けの兵 士 と

して描 かれて い る。桃 太郎 の急 襲 にあ った とき、 敵兵 は トラ ンプを してお り、た だ慌て ふ
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た め き敵 に後 ろを見せ て逃 げ るばか りであ る。そ して簡単 に武 器 を捨 て、 手 を上 げ、 白旗

を上げ て降参 す るのであ る。 こ うした敵の描 写 は桃 太郎 や部 下達 の休 まず 戦 闘準 備 をす る

勤勉 な態 度 や 「最 後 の一兵 にな るまで戦 う」とい う勇敢 で 強 固な精神 と対 照 を な し、 日本

人 の立派 な軍人像 を強調す る働 きを持 つ。そ の働 きは次 の会見 の場面 で は一層顕 著で あ る。

会 見 の場 面 は、 先述 した よ うに、 山下 中将 が パ ー ジヴ ァル将 軍 を威 嚇 した場 面 の再 現

[映像4]で あ るが、 敵 と桃 太郎 の対比 が連 続の切 り返 しシ ョッ トによっ て見 事 に行 われ て

い る。三 人の角 を生 や した 白人 の将 校が 登場 し、 その 三人組 は英 語で話 を し(こ の部分 は

日本 語 の字幕 がつ き)、 桃太 郎 は 日本 語 で話 す。 シー ンは両 者 を横 か ら写 した シ ョッ トか

ら始 ま り、 それか ら鬼 を写 し、 不安 そ う に両 手 を こす っ て鬼 の会話 が始 まる。 「只 今 申 し

上 げた よ うに私 は全 軍の 指揮者 で は ない 。 です か ら無条件 降伏 には応 じられない 」とい う

解答 の途 中、 カメ ラは切 り返 しシ ョッ トで今 度 は桃 太郎 を写 す。桃 太郎 は堂々 として 「で

は鬼 ヶ島の指揮 権 は誰 が持 つ のか」と尋 ね る。 また切 り替 え しシ ョッ トで 「オー エヤマ 総

督 です」と白人 の将 校 が答 え る。 再 び カメ ラは横 か ら両者 を写 し、桃 太郎 が 「で は貴官 を

全軍 の指揮 官 とみ るが ど うか」と問い詰 め る と、将校 は今 度 はび くび くと震 え身 もだ え し

なが ら、 「そ うい われ て も困 る」と返答 す る。 そ して 自分 の指揮 権 が限 られ て い る ことを

地 図を見せ なが ら長 々 と言 い訳 す る。 カメ ラは又、桃 太郎へ と移 り、桃 太郎 が きっ ぱ りと

「では貴 官 を相手 に して も仕 方 が ない。 日本 軍 は只今 か ら総 攻撃 を開始す る。 この上の 会

見 は無 駄 であ る」と言 って 、机 をた た く。す る と再 び切 り返 しシ ョ ッ トで鬼 た ちを写 す。

頭 を抱 え て[映 像5]、 汗 をふ き、 ひそ ひそ と3人 が相 談す る。「今 夜10時 まで に返事 をす

る」と答 え るが、 カ メラ は桃 太郎 に移 り、 桃太 郎 が 厂それ では全 面 降伏す る か、戦 闘 を続

け るか これ だ けだ」[映像6]と 威 嚇す る と、 また切 り返 しシ ョッ トで恐 れ慄 い た鬼 た ちを

写す 。結 局鬼 たち は懇 願す る ように して全 面 降伏 に応 じる こ とに なる。 連続 の切 り返 し

シ ョッ トに よる対 話が 、無責任 で口数多 く巧 み にいい逃 れ しよ うとす るが、威 嚇 され る と

怯 えて降参 す るだ ら しの ない敵の三 人組 と桃太 郎 をま ざまざ と対 比 させ 、 口数は少 ない が

軍人 らし く正 々堂々 とした立 派 な桃 太郎 の振 る舞 いを浮 き彫 りに して い る。
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[映 像4][*19] [映像5] 匚映像6]

4.3日 本 に住 む 軍服 を着 た動 物(犬 、猿 、雉 、熊)と 軍 服 を着 て い な い南 方 諸 島 の動 物

オー プニ ング シー ンは富士 山の ふ も との故郷 へ軍服 を着 た犬 、猿、 雉、 そ して熊が帰 っ

て ゆ くの どか な田舎 の風 景 か ら始 まる。全員 はまず神社 にお 参 りをす る[映 像7]。 彼 らは

海軍 の水兵 で、 それぞ れが家 族思 いの優 しい性 格の持 ち主 として描か れて いる。 猿は弟 の

三太 を抱 っこ し、 犬 は畑 を耕 す父母 に帰郷 の報 告 を し、雉 は雛 の兄弟 に食べ物 を与 え、熊

は弟 と人形 で遊ぶ 。三太 が川 で溺 れそ うにな る と猿 と犬が勇 敢 に川 に飛 び込 み、皆 で力 を

あわせ て綱 を引 っ張っ て助 ける。村 全体 は皆 が協 力 し合 う一つ の家 族 の ように描 かれ る。

次 の シー クエ ンスは彼 らの任 務地 、南方 諸島 であ る。 彼 らは列 を揃 えて行進 し[映 像8]、

荷 物 を きち ん と並べ 、汗 をか き なが ら も勤 勉 に よ く働 き、 桃太 郎 の下 した任 務 を忠 実 に

果 たす 。 この南 の島 に住 む動物 た ち、マ ン トヒ ヒ、 テ ングザ ル(尾 長 ザ ル)、 豹 、鹿 、象,

サ イ、 リス、 そ して カ ンガ ルー は服 を着 て い ない。 これ らの動物 た ち(主 に亜熱 帯や ジャ

ングル に住 む動物 た ちが殆 どで ある)は 南 方諸 島の人 々で あ る。 桃太 郎の 家来 の犬 たち に

よる指揮 の下 、力 をあわせ て飛行 場 を建 設す る。彼 らは陽気 で面 白い歌 を歌 う。 ヒヒや尾

長 ザル は最初 は懐 疑的 だが、 桃太 郎 を見 る と 「お やお や立派 な 人がで た… …お なかが すい

て は戦 がで きぬ、 バナ ナは どうで す、 メ ロ ンは ど うです 」と果物 を次 々 と差 し出 し、 親切

に も快 く桃 太郎 や家来 の動物 た ち を援助 してい るよ うに描 か れてい る。 ただ、列 をそ ろえ

て 行進 し、荷物 もきちん と並 べ る、勤勉 な軍服 を着 た犬 た ちとは少 し異 なる ように描写 さ

れ る。彼 らは犬 か ら 日本語 を習 う。戦時 中 日本軍が 施 した 日本語 教育 が こ こで描 かれ てい

る[映 像9]。 授 業 を聞い て も、 南方 の動物 た ちは うま く日本 語が 発声 で きない。 その ため

最初 は あま り面 白 くな く、 だれ た りお しゃべ りを した りで授業 を熱心 に は聞か ないの であ

る。 ところが 、熊 がハ ー モニ カ をふ き、 猿が 日本 語 の 「アイ ウエオ」に メ ロデ ィー をつ け

050



て歌 い だす と、 楽 しん で熱心 に聴 くよ うに な り、 次第 に南方 の動物 た ち も 『ア イウエ オの

歌』[・2ωを歌 い だす ので あ る。 これ は実 際 戦時 中使 われ た有 名 な歌 であ る。犬 も授 業 を受

けてい た動物 た ち も体 を リズ ム に乗 せ て歌 い、合 唱 し、一 つの ハ ーモ ニー をつ くりだ す。

この ミュ ー ジカルの要 素 をアニ メー シ ョンに取 り入れた技 法 は、佐野 明子 が指摘 す る よう

に[・21]、当時 のア ニメー シ ョン技 術 と して は非常 に画期 的 な もの で、 それが 大東亜 共 栄圏

とい うユ ー トピアを創 り出 して い る。 動物 たち の楽 しそ うな 「ア イウエ オの歌 」の 合 唱が

お花畑 の美 しい景 色 と ともに一つ の楽 園を創 り出 してい る と言 え るだろ う。 この楽園 が前

述 した ような世界 家族 的 なユ ー トピア であ るこ とはこの 日本語 の授業 に続 くシークエ ンス

か ら明 らか で あ る。 「ア イウエ オの 歌」を歌 い なが ら、南 方 の動 物 た ちが力 をあわせ て洗

濯や料 理 をす る場 面や軍服 を着た桃 太郎 の家来 た ちが武器 の手入 れ をす る場 面、 また 別の

南方 の動物達 が物 資の移 動 を手伝 う場 面 が続 き、そ して最後 にその物 資 を載せ た トラッ ク

が大 日本帝 国軍 の旭国旗 の下 に集結 す る。 この シー クエ ンス は、今度 は南方 諸 島全 体が桃

太郎 を中心 に協 力 し合 い団結 した一 つ の世界家族 を作 り出 して い く様子 を描 き、入 紘一 宇

の スロー ガ ンを具 現す る。

[映像7] 匚映像8] [映像9]

5両 映画に反映す る社会的 ・文化的 コンテクス ト

5.1異 民族の同化による世界家族国家

前述 した ミュー ジ カルの シー クエ ンス に表現 され る ように、 アジ アへ の進 出お よび戦争

を正 当化 す る両映 画の根底 に流 れ る議 論 は、異民 族 の同化 に よる世 界家 族 国家 の建 設で あ
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り、混 合民 族論 を取 り込 んだ当 時の 国体 論 に依 拠 す る。小 熊英 二(2002)は 、 当時 の 国体

論者 の代表者 と して亘理 章三 郎 を取 り上 げ、 その議 論 に潜 ん だ 日本人 の欧米 諸 国に対す る

コンプ レックス を鋭 く指摘 す る。被征 服者 を奴隷 とし、強制 的 に支配す る征 服 国家 で あ る

欧米諸 国 とは異 な り、 日本 は、万葉歌 人 に も渡 来人系 が多 い こ とか らわか る ように、古代

か ら異 民族 を一視 同仁 で混 合 して いる、と論 じる亘理 の議論 につ いて 、「混合 民族論 を無差

別の証 拠 にす りかえ、欧 米 に対 す る優越 感 に高 めて ゆ く論法 が、こ こで とられてい る」[・22]

と言及 す る。 映画 の議 論 も亘理 の議論 と同様 で ある。 『あ の旗 を撃 て』の池 島兵 の トニー

へ の 「輸血 」は、ハ ー イの論 じる よ うに 日本人 とフ ィ リピ ン人 の 「『共 通 の血』で結 ば れて

い る」こ とを象徴 す るが[*23]、それ は同 時に 日本人 とフ ィ リピ ン人の 血液 の混合 あ る いは

同化 を も示 唆す る と考 え られ る。 また、 『桃太 郎 ・海 の神 兵』の 「ア イウエ オの歌」の場面

に見 られ る 日本語 授業 も当時 の典 型 的 な同化 政策 の一 つ であ る。 「あ の旗 を撃 て』の 日本

兵 に具 現化 された 「一視 同仁 」の精神 や 「母 の胸へ 帰 って きて」と訴 える ガラ シア婦 人や 日

本 軍 の捕虜 とな って 「母 の元 に居 るよ うに感 じる」と唱 える ゴメス大尉 の言葉 は、 日本 が

国体 論 者の い う 「情 に よる家族 的結 合」[*24]を求 めて い るので あ って、「人 種差 別で 混血 を

忌 避 し」[・25]権力 に よっ て支配 す る欧米 諸 国 とは異 な り、 優 れて い る と示 そ う と して いる

と言 えるだ ろ う。

5.2欧 米諸国の抑圧からの解放

15.2.1「 進 んだ 日本」と 「遅 れた ア ジア」そ してそ の背後 にあ る 厂もっ と進 んだ 欧米」

しか しなが ら、 い くら表 面 的に被支 配者 を平等 もし くは家族 の ように扱 う と論 じてい て

も、 『桃太 郎 ・海の神 兵』に見 出 され る、人 間 と動 物、衣 服 を着 けてい る もの と着 けてい な

い もの とい う記号 か ら其 々の序 列 は いやお うな しに明 らか にな って くる。衣 服 をつ けず 、

陽気 に楽 し く日本語 の指導 を受 け る南 方諸 島の 人々 の表象 は、文 明の後 進性 を示 し、 当時

の 高 まる南進 論 の よって復 刻 され た竹 越興 三 郎 『南 国記』(1942)に 見 られ る よ うな、 あ る

意 味 では懐 か しさを感 じなが ら も 「土 人」と呼 んで見 下 し、我 々の教 育が必 要 であ る と主

張す る、 当時 の 日本 人が心 に抱 いて いた 「進 ん だ 日本」と 「遅 れ たア ジア」とい う図式 を映

し出す の で ある。 そ して さ らに杉 原達 が ロ本 人 のア ジア に対 す る 「時 差感 覚 的思 考」匸・26〕

の特 徴 と して論 じる ように、 その背後 に は 「もっ と進 んだ欧米 」が存 在 して いるの であ る。

そ れは欧 米の敵 が角 を生や した鬼 と して描 かれ はす るが 、軍服 を着 て人 間の姿 ・形 を して
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い る点、 桃太郎 の部 隊 よ りもず っ と近 代的 で重装備 な鬼 た ちの戦車 や戦 闘機 や軍 事施 設の

描 写、 そ して次 の 「神 兵 由来のエ ピソー ド」の分析 か ら も明 らかで ある。

15.2.2神 兵 由来 のエ ピ ソー ドー 忌 まわ しい過去 の記 憶

「神 兵 由来 のエ ピソー ド」の分 析 を行 う前 に、 指摘 した い点 が 一 つ あ る。 『あの 旗 を撃

て』の なか で アメ リカの撤 退 軍 の車 に足 を轢 か れ不 自由 に なっ た トニー につ い てで ある。

トニーの不 自由 さは表 向 きに はアメ リカ人 に よる抑圧 を意味す る。 そ して医者 に診せ 、歩

け る ように回復す る のを助 ける 日本 兵池 島の行 為 は、 日本 が南方 諸 国 をアメ リカの抑圧 か

ら解 放す る ことを意味 し、 間接 的 に大東 亜共栄 圏 とい うス ローガ ン下 の 日本 軍 の フィ リピ

ン進 攻 を正 当化 す るのを助 ける。 だが 、果 た して それ だけだ ろ うか。 『桃太 郎 ・海の神 兵』

の影絵 に よるエ ピ ソー ドを詳細 に分析 す る と、 トニーの足 の不 自由 さは 日本 人 自身の不 自

由 さ、つ ま り自 ら感 じてい るア メ リカに よる抑 圧 の投 射 とも考 え られ るの であ る。

その抑 圧 とい うのは、 日本 の過 去 の忌 まわ しい記憶 にあ り、 『桃 太郎 ・海 の神 兵』の エ

ピソー ドの中 に投影 されて い る。桃 太郎 が鬼退 治 に出 か ける前 に 『神 兵』のエ ピソー ドが

挿入 され る。 それ は ゴア とい う心 の優 しい王様 が 治 め る青 く美 しい南 の島 の王 国 が、 商

人 を装 った 「鼻 の とが った 白人」の海 賊 に騙 され、 そ の島 を奪 われ た とい う話 で あ る。 エ

ピソー ドの ラス ト ・シ ョッ トで は、 島の ジ ャ ングル奥深 くに立 つ、 「東 方 天子 の 国 よ り白

馬 に またが りて神 の兵 来 た りて必ず や民 族 を解 放 せ ん」と刻 まれ た古 い石 碑 が クロー ズ ・

ア ップ され る。 この石 碑 が フ ェイ ドァ ウ トす る と、月 の光 に照 らされ て桃 太郎 と家 来 が

現 れる ので あ る。勿 論 この南 の 島 は敵の 白人 が 占領 した鬼 ヶ島 を、 「白馬 に またが りて 来

る天 子」は天皇 の桃 太郎 を、 そ して神 兵 は彼 とそ の家 来 、つ ま り日本軍 を示 して い る。 し

か し注意深 く観 察す る と、実 はそ のエ ピ ソー ドには江 戸末 期 の 日本の 過去 の姿が投 射 され

て いるの であ る。 ナ レー ター は 「あ る 日この島 の港 に不 思議 な黒 い船 が現 れ た[映 像10コ 。

島 は上 を下 へ の大騒 ぎになっ た。大 臣 は慌 てふ た め き事 の次 第 を王 様 に言 上 した」と語 る

[映像11]。 この様子 はペ リーの 「黒 船」が来 航 し動揺 した江 戸 時代 の幕府 の様 子 と同 じで

あ る。「鼻 の とが った 白人」[映像12]が 、 「情 け深 い ゴアの王 様」と呼 び、 自分 た ちは 「は

る ばる遠 い 国か ら参 った 商人 」で 「ど うか兄 弟 の よ うに仲 良 く付 き合 って頂 きたい」と頭

を さげ て挨拶 す る。 そ して旅 の途 中 に 「休 憩 で きる(ほ ん の少 しの)土 地 をお譲 りくだ さ

い」と頼 み、 また船 に積 んで ある宝 物 「ペル シ ャの じ ゅうた ん、 エ ジプ トの タバ コ、 ペ ル

シャの首飾 り……北京 の砂 金」を王様 に御 覧 いた だ きた い と言 うの であ る。 日本 はペ リー
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の黒 船 の来 航 後 まず 「日米 和 親条 約 」を結 び、 それ か ら 「日米 通商 条約 」を結 び、 そ して

次 々 と他 の西 洋諸 国 とも同様 の条約 を結 ん だ。 これ らの 「不 平 等条 約」を結 び、 その 結果

治外 法権 で関税 自主権 が な く、そ れ以 降不平 等条約 に苦 しん だ忌 まわ しい過去 の記憶 があ

る。 そ して外 国船 来航 以来、 その 過去 の記憶 とと もに西 洋諸 国に対 してず っ と劣 等感 を持

ち続 け ていた ので ある。影絵 の 中で行 われ た この過 去 の 「投 射」をバ ー クの 「ス ケー プ ゴー

ト」あ るい は仮 説 の 「アイデ ンテ ィテ ィ構 築 の一段 階 」とい う視 点か ら分析 す る と、 日本

人 は この望 ま しくない過去 を南方 諸島 の人 々に投射 し、 自分 自身か ら切 り離す。 そ して王

国 は 白人に滅 ぼ され るの で切 り離 され た望 ま し くない 「悪 い」一面 は抹殺 され、 一応 ここ

で浄 化 され る。 しか しそれ だ けでは アイデ ンテ ィテ ィは再構築 されない。 再生 のた め には

古 い 自己(一 面)に 代 わ る新 しい 自己(一 面)が 創 り出 され なけれ ばな らな いか らで あ る。

そ う して 日本 人 はそ の 白人 と戦 って 南方 諸 島の 人 々 を解 放 す る こ とに よって 、「救 世 主」

的 な 自己(一 面)を 創 りだ し、 それ に よっ て新 しい アイデ ンテ ィテ ィ を構 築す るこ とがで

きるの であ る。つ ま り、影 絵 で説 明 され る 「神兵 由 来の エ ピソー ド」は、 日本 軍 が欧 米軍

と戦 い、必 要 な資源 のため に南方 諸島 を攻略 す るこ とを単 に正 当化 す るだけで は な く、実

は 日本 人が忌 まわ しい過去 を切 り捨 て再 生す る とい う 「自己救 済」とも呼べ る 自己 イメー

ジの再 構築 の プロセス で もあ るの であ る。 この よ うに考 え る と、『あの旗 を撃 て』で トニー

が アメ リカ軍 に受 けた負 傷 を手術 に よって しか も池島 兵の 輸血 を経 て 回復 して ゆ く話 も、

同様 の再 生 のた めの象 徴 的 プロセス(別 の言葉 で言 えば イマ ジネー シ ョンの作 用)と も考

え られ る。西 洋 に対 して憧 憬 の方 が 強か っ た明 治初 期 とは異 な り、 日清 戦 争 ・日露 戦 争

とい う二つ の大戦 を乗 り越 え、近代 化が急 速 に進み 、列 強 と肩 を並べ る よ うに なった 当時

の 日本 にとって、 戦意 高揚映 画 に見 られ る日本 人 に よる数々 の 「救済 」の フ ィクシ ョンが、

そ して大東亜 共栄 圏 とい うス ロー ガ ン自体 が 、実 は他 者 の表象 を通 してそ の忌 まわ しい過

去 を払 拭 し、劣等 感 を乗 り越 え、 自己 イメー ジ を再構 築 しよう とした象徴 的プ ロセス で も

あっ た と考 え られる。
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[映 像10] [映像11] [映 像12]

6両 映画 に反映 されていない社会的背景そ してテ クス トの内容外の事実

これ まで両映 画 と一 致す る当時 の社 会的 ・文化 的 コ ンテ クス トと照 ら し合 わせ て、 日本

人 と他者 の表象 を分析 して きた わけ だが、 こ こか らは両 映画 に不在 の、或 は意 図的 に隠蔽

されて いる社会 的背 景 とテクス トの 内容外 の事 実 を考察 す る。

6.1当 時 の戦 況 と映 画 の 内容 のず れ 、 そ して厳 しい検 閲

ア メ リカの東 ア ジア最後 の拠 点 コレ ビ ドー ル攻略 を描 い た 『あの旗 を撃 て』は1943年8

月 に、 落 下傘 部隊 の 活躍 や 時 局ニ ュ ース を 国民 にPRす る ため の 『桃 太 郎 ・海 の神 兵』は

1943年9月 に、 そ れぞ れ映 画 製作 に取 り掛 か る こ とにな った。 だ が、 日本の 戦況 は1942

年6月 の ミッ ドウェー 海戦 にお ける 日本連合 艦隊 の壊 滅的 な敗退 が転機 とな り、 以 降 日本

軍 は敗退 を続 け、両 映画 がそ れぞれ 上映 され る1944年3月 、1945年1月 には敗戦 は時間 の

問題で あ った。た とえニ ュー スや新 聞な ど全 メデ ィアが検 閲 され てい た とはいえ、敗 戦 の

気 配 はあ った はず で ある。事 実 この 映画 の カメ ラマ ンを務 めた宮 島義 男 は 「この頃 にな る

と 日本 の敗戦 も時 間の 問題 だ った。 だか らフ ィリ ピン人で 俳優 も含 め映 画製 作 に協 力 し

て くれ る人 々 を得 るの が難 しか っ た」[・27ユと述べ て い る。 しか しなが ら、敗 戦 の気 配や不

安 は両映 画 に は全 く現 れて は い ない。 その 理 由 は両映 画が そ れ ぞれ 陸軍 、海 軍後 援 とは

い え、 軍 の命 令 に よ り製作 された もの で あ り[・28]、特 に 「あの旗 を撃 て』は現 地 日本 軍 の

指 導 の下 に製 作 され た もので あ り[・29]、製 作後 厳 し く検 閲 を受 け規 制 され たか らで あ る。

『桃 太郎 ・海 の神 兵』も、 ア ニメー シ ョン研 究家 渡 辺泰 に よ る と、試 写段 階 で航 空機 や武

寒イ
塾

・、

055



器 の形 状 に 関す る部 分 や、偵 察 兵が 一 名戦 死 し、 その 葬儀 の シ ー ンやそ の兵 士 のか わ い

が って いた小 鳥が 悲 しむ場面 は、 カッ トされた とい う[・30]。つ ま り、 製作 者が 軍の上 層部

に厳 し く規 制 され てい るか らであ る。 だが、 そ れで は現 実 の戦 況 と映画 内容の 大 きなずれ

に もか か わ らず 、 『あ の旗 を撃 て』が1944年 に国内 でベ ス ト3位 に入 る ほ どヒ ッ トし、受

容 され たの は何 故 だろ うか。恐 ら くそれ は作 品 が もつ ア メリカ的 な特徴 で はない か と考 え

られ るのであ る。

6.2ア メ リ カの 映 像技 術 へ の依 存 とナ シ ョナ リズ ム

経 済 ・産業 、軍隊 、そ して映 画 におい て もアメ リカを乗 り越 えよ うと必 死 に もが いて き

た 当時 の 日本 であ るが、両 映画 の映像 の レ トリ ック に使 わ れた技術 は皮 肉 にも まさに アメ

リカの映像技 術 であ る。 日本 の映 画界 は、映 画 史始 まって以 来、 ヨー ロ ッパや ア メ リカの

映像 技術 を吸収 して発 展 して きたわ けだが 、阿 部豊監 督 は当 時の 日本 映画 の 「巨匠」の 中

で も最 もアメ リカ に影 響 を受 けた 監督 であ る。佐 藤忠 男 に よ る と、「少 年 時代 に アメ リカ

に渡 り、1910年 代 の半 ばか らハ リウ ッ ドの俳優 を して い たが、1925年 に帰 国す る とす ぐ、

日活 に監督 と して迎 え られ、 エ ル ンス ト ・ル ビッチば りのエ ロチ ック なコメデ ィを腕 に発

揮 して注 目の 的 となった」[*31]。彼 はア メ リカの洗 練 され た コメデ ィのセ ンス と 「ハ リウ ッ

ドば りの航 空 映画 の作 り手 として、少 年飛 行兵 を たた える 「燃 える大空』(1940)で も有 名

で あ る。 『燃 え る大空 』は 「アメ リカ製 の一 連 の 「航 空 映画 」の影 響 を強 く受 けた作 品」で

あ り、「40年 の東宝 興行 収 入 第3位 」[*32]となった。 事 実 『あの 旗 を撃 て』の負傷 した フ ィ

リピ ンの子供 の物 語 パ ター ンも1941年 アカ デ ミー 賞 を数賞 獲得 した ジ ョン ・フォー ド監

督 の 『わ が谷 は緑 な りき』の主 人公 の もの に酷 似 してい る。 アメ リカ帰 りの 阿部監 督 はア

メ リカ映画 を学 び、そ の映像技 術 を駆使 し、成 功 して きた監督 とも言 えるだろ う。

また一 方、 瀬尾 光世 監 督 も、 「桃 太 郎 ・海の 犬鷲 』の製作 中に、 海軍 省 か ら極 秘 で 日本

軍が シ ンガポ ール 占領 の際 に接 収 した アメ リ カ映 画 を見 せ られ たそ うだ。 その 中に は 『風

とと もに去 りぬ』(1939)や デ ィズニ ーの長編 ア ニメー シ ョ ン 『フ ァンタジ ア』(1940)も あ っ

た とい う。 瀬尾 監 督 は じめ アニメ 関係 者 は、 その技 術 の差 に大 変 シ ョック を受 けた とい

う[・33]。実 際、 『桃 太 郎 ・海 の神 兵』で は、 影絵 な どの 日本 あ るい は アジ ア独 特 の手 法 も

導入 されて は い るが、「ア イウエ オの歌 」の ミュー ジカル の場面 や 、登 場 入物 の手 の滑 ら

か な動 き、そ して桃 太郎 と白人将校 の会見 の場 面 で使 わ れる、シ ョッ ト・切 り替 え しシ ョッ
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トは アメ リカの 映像技 術 を取 り入 れ た もの であ る。 両映 画監 督 は ナ シ ョナル な もの、 つ

ま り国策映 画 を製作 しつつ、 実 はアメ リカの技術 を内面化 し発展 させ てい た。そ して実 は

この よ うな戦時 下 で の盛 んな 映画 製作 が 戦後 の 日本 映画 の発 展 の基 盤 となっ てい るの で

あ る。

7終 わ りに

『あの旗 を撃て』は、 世 界制 覇 の野望 を もつ アメ リカに抑 圧 され てい る フ ィ リピ ン人 を

解 放 し同化す る こ とに よって、 同 じ東亜 民 族 の血 の流 れ る家 族 の愛 に包 まれた世 界 家族

国家 の 「大 東亜 共栄 圏」を建 設す るとい うユ ー トピア的 な イメー ジの 〈日本 〉を映 し出す。

『桃太郎 ・海 の神兵』も同様の 「ユ ー トピア」を映 し出すが 、 『あ の旗 を撃 て』で はお そ ら く

意図 的に伏せ られて きた天皇、 日本 人、 占領下 の人 々 とい う序列 、そ してそ の背後 に潜 む

自分 た ち よ りも 「もっ と進 んだ」欧 米人 に対す る コンプ レッ クス を も映 し出す 。両作 品 に

お いて他 者表象 は、戦争 を正当化 す るた め に 「悪 い 」敵 の イメー ジ を構 築 す る とい うよ り

もむ しろ 日本の 自己 イメー ジを再構 築す るた めに用 い られてい る。 しか も敵 の表象 よ りも

占領 下の人 々の表象 の 方が再構 築 に深 く関与す る。 それ は江 戸末 期以 降、西 洋諸 国 と深 く

関与 した 自己の望 ま しくない一面 を切 り捨 て るため に、南 方の民 族 であ る第 二の他 者 に投

射す る とい うプロセス をた どる こ とになる。 やは り文 化 におい て も日本 人 自身の 問題 を弱

い立場 の民 族 にす り替 え るこ とによっ て解 決 しよう とす る 日本 の姿が 明 らか か になって く

る。 また、 西洋 との屈 辱的 な関係 を 自己の アイデ ンテ ィテ ィか ら消去す るため に、 結局 そ

の影響 の源 であ るア メ リカ映画の技術 に依 存 しな ければ な らなかっ た とい う皮 肉な 自己 矛

盾 の状 態 が、 当時の 日本特有 の文化 状況 を も映 し出 して いる と言 えるだ ろう。

[いけだよしこ ・大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程単位取得退学]
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海 の神 兵 』」を、2つ の拙 稿 、 す なわ ち 「「桃 太 郎 ・海 の神 兵 』(1945)に 映 し出 され る イ メー ジ と して の 〈日本 〉」
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『あ の 旗 を撃 て 』(1944)監 督 ・阿 部 豊 、製 作 ・東 宝 、 出演 ・大 河 内伝 次 郎/大 川平 八 郎/フ ェ ル ナ ン ド ・ポ ウ/
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レオポル ド ・サ レセ ド。筆者が見たのはこの作品がビデオ化されたものである(新 東宝 ビデオ、1996)。

『桃太郎 ・海の神兵』(1945)脚 本/演 出 ・瀬尾光世 影絵 ・政岡憲三 製作 ・松 竹動 画研究所(松 竹 ビデオ、

1992)

『映画旬報』昭和18年11月1日 号

古川隆久(2003)『 戦時下の 日本映画』p.176

渡辺泰(2003)「 発掘 ・瀬尾光世の人と仕事」『BanCul』p.17

上野俊哉(1991)「 他者 と機械」『日米映画戦』p.116

ハーイ、ピーター ・B(1995)『 帝国の銀幕』p.386

本稿は人類学者 クリフォー ド・ギアーツの 「文化」の概念 を基 にして、文化の産物 である映画作品 を人間生活

の多様な側面間、つま り「生物学的、心理学的、社会学的(歴 史的)そ して文化的要因」(『文化の解釈 学』p.77)

の統合的な体系の中で分析 しなければならない と考 える。

レノブ、マイケル(1991>厂 戦争をするイメージ」『日米映画戦』pp.136-138

バーク、ケネス(1974)『 文学形式 の哲学』p.44

バー ク、ケネス(1982)『 動機 の文法』pp.47-52

この仮説}こ関 して は詳 し くは拙 稿"凸eC皿 加r組Signi丘canceofStereo卵es:Arg㎜entative〕bols勧rSelFCriticis㎡♪

(2000)を 参照 されたい。

筆者が分析 したビデオ作品は英語 とタガログ語で話 されている部分 はすべて 日本語の字幕が付 けられていた。

ただ し、"YdlowMonkeys"な どの差別用語は翻訳 されていなか った。

本稿で使用する 『あの旗を撃 て』の映像はVHSビ デオ 『あの旗 を撃て』(製作 ・著作 東宝)よ り静止画像 を取 り

込んだものである。

この場合 の 「視点」は、 シーモア ・チ ャ トマ ンの構想する二種類の視点のうちの一つである 「フィルター」のこ

とを意味 し、物語世界内 に登場す る、登場 人物 の視点であ り、その登場 人物が 「経験す る精神活動(知 覚、認

識、意見、感情、記憶、回想、空想)」(『小説 と映画の修辞学』p.238)を 表す。 もう一つの視点は、彼の理論で

は、ナ レーターの ように、物語世界外 に属 し、物語を報告 し、再現する語 り手の視 点である。この映画では 日

本人兵とフ.イリピン人はこの 厂フィルター」となるが、 アメリカ人がなることはない。

本稿で使用す る 『桃太郎 ・海の神兵』の映像 はビデオ 『桃 太郎 ・海 の神兵』(発売 ・松竹ホー ムビデオ、著作 ・

松竹)よ り静止画像 を取 り込んだ ものである。

作詞 ・川崎大治 作 曲 ・市川元

Sano,Akiko"lapaneseAnimatedFilmsinthePeriodofl917-1945:0nMomotarotoUminoShimpei"ロ シァー 日本学

術会議 「ロシアにおける日本年;人 文学研 究」ロシアウラジオス トック極東国立大学、2003年6月30日 発表

要 旨

小熊英二(1995)『 単一民族神話の起源』p.149

ハーイ(1995)『 帝国の銀幕』p.419

小熊(1995)『 単一民族神話の起源』p.193

小熊(1995)『 単一民族神 話の起源』p.123

杉原達(1996)「 アジア との出会い 」『異文化の交流』p.186

今村昌平 ほか(1986)『 戦争 と日本映画』p.296

渡辺(2003)厂 発掘 ・瀬尾光世の人 と仕事」p.16

今村 昌平 ほか(1986)『 戦争 と日本映画』p295
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俳句が海外 に与 えた影響

日本語残留孤児としての台湾日本語俳句

染川清美

1は じめ に

グローバ ル社 会 ・グローバ ル カルチ ャー とよ く耳 にす る昨今、 日本 の文化 であ る俳句 も

日本 の江戸 時代 か ら現代 へ 、 しか もその過 程 にお いて、 近代 初期 か ら外 国へ と紹介 され、

今や世 界 の国 々へ と広 がっ てい る。 企業 との 関連 はないが 、 これ もそ の ひとつ と言 えるの

で はないか 。各 国で、ハ イ カルチ ャー と言 わ れて きた 日本 の俳句 が どの ように存在 し、今

後 も存続 して い くの か、 そ して各 国 に存在 す る俳 句 に相 違 が あ るか否 か、 グロー バ ライ

ゼー シ ョン ・ロー カ ライゼ ー シ ョンに関 わ る問題で あ る。 その 国に俳 句が存 在 す るに は、

それ に関心 を持 ち、理解 しよ うとす る欲求 と培養 可能 な下 地等、 受容す るに足 る環 境条件

が備 わ ってい る ので ある。 これ らを分 析す るこ とは 自分 の拠 って立つ 文化 を見 直 す こ と、

つ ま りカルチ ュラルス タデ ィーズ を始 める こ と[*1]でもある。

現在 、 日本 起源 の俳句 が世界50ヶ 国200万 人 に行 われ てい るこ とは、 日本 で はさほ ど知

られ てい ないが、世 界 にお ける最短小 の詩 と して、世 界 の国 々で人気 を集め てい る。中 で

も世界 で唯 一 日本語 俳句 を作 って いる台湾 の 人々 は、どの ような意識 で作 句 して いるの か。

その発端 は言 うまで もな く、日本植民 地時代 の 日本語教 育 にあ る と推 測 す るに難 くないが、

戦後 日本植 民地 か ら解放 され 日本語 禁止令 が 出た に もかか わ らず 、今 日に至 って なお 日本

語俳句 を作 り続 けてい る こ とは、 台湾 日本 語俳句 を考 える上 で重 要 な課 題 とな ろう。

各 国の俳句 につ いて は、現在 に至 る まで文学 的 に研 究 されて きてい るが、今 回 は研 究者

や文学 者 の立場 か らでは な く、 一般 の作句 す る人 々に意識 調査 をす る こ とに よっ て、国 ・

社 会 の中 の国民 ・人 と文化 ・言 語 とい う視 点 か ら切 り込み を入れ た。 それ は従 来の 文学 的

分析 とは異 なる点 であ る。

鍮 ・・一温 伽 ㈱ 061



2調 査方法

対 象 台 北俳句 会会 員27名

調査 方法.ア ンケ ー ト用 紙 「国際 俳句 ・文化 ア ンケ ー ト」(日本語 版)に よ り、17問 の質

問項 目を立 て、 「1はい」「2どち らで もな い」「3いいえ」の3択 とし、各 々、 その

理由 があ れば とい う前提 で、 本人 の裁量 で 自由記述 式 と した。

また本文 で はイ ンタ ビューに よ り、細 部の補 足 を した。

3結 果と考察

結 果は[図1]の 円グ ラフに示す 。 回収率49.1%

なお今 回 は、ア ンケ ー ト結果 中、「台湾 にお ける 日本 語俳句 」とい う視 点 を中心 に分析す る。

3.1台 湾俳句会の歴史的な位置

1895年(明 治29年)の 日清 戦 争 の結果 締結 され た下 関条約 に よ り台湾 は、 日本 に割 譲

され た ことか ら 日本 の統治 が始 まった。この こ とが 正式 に 日本 語教 育 の発端 となる。 も と

もと台 湾語 で 日常会 話 し,文学 作 品 もそれ で作 って いた 台湾 の人 々 に、 日本語教 育 が突 然

行 わ れる よ うにな り、殆 ど人 生の大 半 に当た る歳 月を 日本 と同 じ小学校 教 育の環境 に置か

れた。 す な わち、 この50年 間 に植 民地 日本 語教 育 を受 け た世代 を中心 に、 日本 語俳 句 が

行 われ る よ うに なって いっ た と推察 され る。

台湾 の初等教 育 用国語教 科 書 に短歌が 最初 に現 れる のは、1926年(大 正15年)か ら使用

の台湾 総督 府編纂 第三 期国語 教科 書 『公学校 用 国語読 本 第一種 巻12』(第 六 学年 後期用)

「第一 課 明 治天 皇御 製」か らで あ り、俳句 が 現 れ るの はか な り遅 く、 第 四期 国語教 科 書

『公学校 用 国語読 本 巻12』1942年(昭 和17年)で あ る。短歌 ・俳 句両 方が 載 った のは1944

年(昭 和19年)発 行 の 日本統 治期最 後 の第五期 国語教 科書 『初等 科 国語 七』(第六学 年前期

用)と 同 『初 等科 国語 八 』(第六学 年後期 用)に おい てで あるか ら、公 学校 国語 読本 に記載

され た短 歌 や俳 句 を読 ませ る こ とは 出来 て も詠 ませ る こ とまで は 国語 能力 的 に も出来 な
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い。 したが って中等 学校 以 上 の1930年 ご ろまで に生 まれ た人 々だ けが短歌 や 俳句 の教 養

を身 につ けたた め、現在 台湾 の 日本語 文芸 の会 の会員 は ほ とん ど70歳 以上 に なって い る。

短歌 や俳句 は皇 民化 にお ける意義 が強 調 された時期 に戦争 によって授 業 で きな くな る とい

う皮 肉 なこ とにな った[・2]と磯 田一雄氏 は してい る。

確 か に台湾 公 学校 国語 讀 本記 載 の短 歌 ・俳 句 の始 ま りは殆 どそ の とお りで あ るが[*3]、

そ の他 、台湾 総 督府 編纂 第 三期 国語教 科 書 『公学 校用 国語 讀 本 第一種 巻12』(第 六学 年

後期 用)「第一課 明 治天皇 御製 」は、大正7～12年 日本文 部省 出版 の第三期 国定 国語教 科

書 『尋常 小学 国語 讀本 巻12』(第 六 学年 後期 用)「第一 課 明治 天皇御 製 」の 短歌10首[*4]

の うち8首 まで ここに収録 し、内地 の教科 書 に準 じて いる こ と、更 に台 湾総督 府編 纂 第五

期 国語教科 書 『初 等科 国語 七 』(第六学 年前期 用)「六 ば らの芽 」になる と、天皇 御製 では

な く正 岡子 規 ・島木 赤彦 ・能因 法師 な ど一般 の優 れ た歌 人 の短歌 を10首 挙げ、 「皇 民化 」

とは関 わ りな く純粋 に短 詩文 芸 と して載 せ てい るの は、 第 四期国語 教科 書 「公 学校 用 国語

讀本 巻12』1942年(昭 和17年)に 俳句 採用 時 の意図 を汲 んで のこ と と見 られ る。但 し第

五期 「初等科 国語 八』(第六学年 後期用)に は、 「元 日や」の俳 句 と共 に、 冒頭 の 「玉の ひび

き」に天皇 ・皇后 な どの12首 を載せ 、 その皇民 化教材 を顕 示す る こ とに怠 りは なか った こ

と、 この第六学 年後 期用 の俳 句 には、芭 蕉 ・蕪村 ・一茶 が挙 げ られ なが ら も、鳴雪 の 「元

日や一系 の天子 不 二の 山」が最 初 に配置 され て いる こ とな どが注 目され るが 、短 歌 に比 較

す る と、俳句 の方 が 「皇民化 」の影響 が少 ない教材 で あ った と考 え られ る。 その 意味 では

ある程 度 日本独 特 の短 詩文 芸 を純 粋 に味 わう機会 を持 ちえた ので はなか ろ うか。 一般 的 に

俳句 教材指 導 の際、学 年能力 に併 せて作 句法 も指導 す る場 合が 多い ため、句作 の初歩 も学

んだで あろ うが 、 その能力 がそ の後 どれだ け多 くの人 に結びつ いた かは分 か らない。 しか

しその こ とは、 台北俳 句会 会員の 調査 回答例 に示 され る。

ア ンケー ト問16「 俳句 は いつ ごろ どこで作 り始 め ま したか 」に対 して、22人(81。5%)が

成 人 に な って か らの 台北 俳句 会 な どで あ り、 小学 校1人 高 等小 学校1人 高 女2人 以 外 は、

殆 ど戦後 か な りた ってか ら句 を作 り始 めてい る。但 しそ の中の 高等小 学校1人 は昭和16年

小学校 で俳 句 を知 り、翌17年 高等小 学校 の時、新 聞投稿 で入選 して お り、後 の 『ホ トトギ ス』

「昭和18年8月 号 」の入選 へ とつ なが って現在 に至 って い る。 後 の高女 の ひ と りは花 蓮 港

高女 もうひ と りは京都 の高等 女学校 、小学校 の ひ と りは家庭 で父母 か ら習った と してい る。

また、 問15「 俳句 はい つ頃 どこで 知 りま した か」につい て会員12人(44.496)の うち、 台

湾 の小 学校 で3名 、 日本 の小学校 で1名 、そ の他 はみ な女 学校 時代6名 と高校 時代2名 で、
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女 学校 が東京 で あった り、 当時 満州 の大連 であ った りす るこ とが 、当時 の台 湾 ・日本 ・中 国

の人 々の往来 を伺 わせ る。そ して また当時 の 日本 人が 進出 して いった先 と、 日本 の留学政

策 によ って台 湾か ら 日本 に留 学 した 人た ちが 少 なか らず い た こ とを物 語 る[*5]。そ の先 々

で 日本 の俳句 が伝 え られ て いた と考 え られ るが 、『ホ ト トギス』の大正12年6月 号 「雑 詠」匚*6]

には、大 連 ・撫順 ・奉 天 ・天津 ・青 島 ・台湾 ・印度 な ど外地 か らの投 句 が認 め られるの は、

俳号 で名 前が 載せ られて い るため、大 方が 日本 人で ある と思 われ る。

また、 山口誓子 は樺太 に、尾 崎放哉 は朝鮮 ・満 州 ・台湾へ 、高 浜虚子 が満 州 ・朝 鮮 ・香

港 ・シ ンガポー ル、 山口青邨 は満州 、河東 碧梧桐 が台 湾 ・満 州 ・朝鮮 に、そ の他 の多 くの

俳 人 ・歌 人 が アジ アの各 地 に旅 して[・7]その地 で句 作 してい るの は、そ こに 日本 人 たち が

進 出 していた ので あ る。 それ らの地 の俳句結 社 の有無 につ いて は ここでは述べ な いが、先

の 『ホ トトギス』へ の投 句 か らも俳 句が 各地 で詠 まれて いた と言 え る。 また台湾 以外 の地

で の俳句 教育 につ いて はこ こでは触 れ ない。

台北俳 句会 の徐奇 芬氏 は、東 京の共 立高 等女学 校へ留 学 してい たが、 戦争 が激化 し日台

間渡航 が危険 とな り帰国 した とい う。 同 じ く李秀 惠氏 の兄 は慶応 大学 に弟 は盛 岡高 等学校

に、 そ して夫 もまた慶応 大 学 に留 学 した人 で あった。 また、 日本 の小 学校1名 の この 日本

人 が、 東北 大学 地 質学者 の台湾 人 の夫 と昭和17年 に結 婚、今 現在 この俳 句会 での キ ャ リ

アの 長い 人 であ る。 こ の こ と も、東 ア ジア の人 々 の交流 の一端 を実証 して い る と言 え よ

う。 台湾 人の留 学生 と結婚 した 日本女性 は、 このア ンケー トに は表 れ てい ないが、 イ ンタ

ビューの折 、他 にもこの俳句 会 には何 人か いる こ とが分 か った。例 え ば、留学 生 と して台

湾 か ら来 日してい た夫 と昭 和24年 に恋愛結 婚 して渡 台 した人 な どであ る。

これ ら12名 の平均 年齢 は772歳[・8]で 、 ひ と りを除い てみ な70代 であ る。 とい うこ とは

植民 地時代 の 日本語 を話す 人 々は、か な り高齢化 して いる とい うこ とで あ り、磯 田氏 の論

を裏付 ける。

しか し、前述 の学校 教育 の 中での み俳句 は普及 した ので あろ うか。戦 前の台 湾 には俳句

結社 はか な りの数 存 在 した。 台 湾 にそ の存 在 が初 出す るの は、 「ホ ト トギス 』1899年 「明

治32年10月 号 」「地方 俳句界 」の中 に 日本 の一地 方 と しての 「台北会 」(台湾 台北)か ら三名

の 三句 で あ り、1929年(昭 和4年)初 め まで を見 て も 「む らさ き会」(基隆)「蟾 蜍句 会 」(台

北)「打鼓 吟会」(打狗)「ゆ うか り句会 」(台北)「無名 会」(高雄)「真 菰吟社 」(台中)「高雄 竜舌

吟社 偶会 」(高雄)そ の他68の 新 俳句 結社 が生 まれ、 中 には消 え た り合 併 した りして いた。

そ こに集 う人 々 は 日本 人 であ り、 『ホ トトギス』に投句 して入 選 を競 っ てい た。 そ の中 に
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俳 句 会 は分 か らない が 陳武王 の 「門松 に蛍 とびか ふ…蕃社 か な」が 「昭和3年5月 号 」の 「雑

詠」に入 選 して い る[・9]。台湾 の人 の名前 とは っ き り確 認 で きる ものは これ が最 初 であ る

か ら、 このあ た りか ら地元 の人 に も俳 句が 受容 され始 め てい る と言 え る。 そ れ まで の 「地

方 俳句 界」の台湾 地方 俳句 会の投 句名 を調 べ た中 には、 台湾人 の名 前 は見 当 た らない。 中

で も注 目す るの は、1937年(昭 和12年)の 「雑 詠」に台 湾 の入 と思 われ る黄 朝木 と陳緑 泉

の二人 が各 々数句入 選 してい る ことだ。 その例句 を下 に挙 げ る。

台中の町の果みな夏の山 黄朝木a春 草や親牛仔牛看牛児 陳緑泉b[*10]

台 中市 の果物 を扱 う店先 には、夏 山か ら収 穫 して きたばか りの夏 の果 実が、色 と りど り

に所狭 しと積 み上 げ られ並 んでい る。 その みず みず しい果物 の色 と香 りが当 た り一 面 に広

が り、行 き交 う人 々を楽 しませ てい る様子 や、や わ らかな黄緑 が一 面 に広 が る牧草地 に点

在 しつつ 草 を食 む親 牛子牛 、そ の様 をの んび り見 守 る牧 童の 姿、春 先の けだ るい う ららか

な情景、 これ ら二句 とも台湾 の季 節感 溢れ るの どか な風 景が 眼前 に浮か んで くる。 これ ら

結社 の中 で作句 して い るの はほ とん どが 日本 人で あ った ろ うが、 『ホ ト トギ ス』に入選 す

る台湾人 が 出て きた ことは、結社 によって は台湾 人の参 加が あ り、 日本特 有 の俳 句文化 を

嗜 もう とす る 日本語 能力 を身 につ けた人 々が出 て きて いる とい うこ とで あ る。 但 し台湾人

は この年、黄 朝木 が6・7・8・10・11月 号 に、陳緑 泉が5月 号 に入選 した以外 には、 その年

の前後 に彼 らを含 ん で台湾 人 の名前 は見 当 た らない。 しか し、時代 が 下 る と 「昭和18年8

月号」に現台北 俳句会 会員 李錦上 氏 の俳句(後 述)が 入 選 してい る。

そ れ ら結 社 の中 で も指 導的 立場 で あっ た 厂ゆ うか り」主宰 の山本 孕江 は、虚 子 に師事 し

なが ら 「台 湾俳句 」を明確 な もの にす るた め 「季 感」を実践 の核 に して 、内地 の 「季 感 」で

は な く台湾 の 「季 感 」に即 す る立場 を 自覚す れ ば台湾 俳句 が生 まれ ると言 った人 と してい

るのが今 井祥子 氏 匚*11]であ る。 これ に関 して は後述 す る。

更 に、1934年 ～1939年(昭 和9年 ～14年)に か けて台 湾で 日本人 向 けに発 行 され ていた

月刊 雑誌 『臺灣 婦 人界』にも短歌 ・俳句 の投稿 欄 があ り、 山本 孕江 が その 「臺 灣婦 人俳壇 」

を主宰 し、多 くの投句 の選 考 と指 導 を行 ってい る。そ の中 に台湾人 が数名 入選 して いる こ

とか ら、 台湾婦 人た ち に も短歌 ・俳句 が詠 まれ始 めて いる こ とが分 か る。 同雑 誌 に当時の

選 者柴 山武矩 の歌壇欄 に黄 氏實桃 ・王 来傳氏 らの 名前が あ るのは、俳 句 も短歌 も同時 に嗜

んで いる とい うこ とであ る。以 下そ の例句 であ る。
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梧桐花に空ふかく澄む夏日かな

たそがれて蚊の聲しげき野風呂かな

コスモスや看護疲れを窓に寄る

驛にゆく一筋みちや稲の花

藍錦城

王来傳

黄氏實桃

劉氏雅頼

「昭和9年10月 号 」

「昭和9年10月 号 」

「昭和9年11月 号 」

「昭和10年 正1月号」

a

b

C

d[*12]

いず れ も季語 を意識 した季節 感溢 れ る句 で あ り、句 の解釈 をす る まで もな く風景 と情趣

は 日本 人の それ と全 く変わ りな く、 そ の出来 も日本 人投 稿者 に比 して遜 色 はな い。 この よ

うに俳 句 を詠 め るだ けの 日本語 力 を身 につけ た台湾上 流 階級 婦 人が、正 に女 学校 を卒業 し

て 日本 人 と同等の教 養 として の俳句 を嗜 んで来 つつ あっ た時代 であ る と言 え よう。

しか し、台湾 の 地 に過去 何箇 所 か存 在 した俳 句会 は 日本 人 が去 る と同 時 に、戦後25年

間、絶 えて なか ったの であ ろ うか。確 か に戒厳令 下 にあ って、結社 す るだ けで も危 険 な上

に禁止 の 日本語[・13]を使 っての俳 句会 で あっ たか ら、台湾 各地 で俳句 会 を開催 しよ うもな

く、台 湾全 土 か らの俳 句 を台北 に結 集 す る以外 の結社 は困難 で あ った と推察 され る。 こ

の点 に関 しては さ らに調査 の 必要 はあ るが、戦後 の 『ホ ト トギ ス』か ら調べ た ところで は、

冊 子 も薄 くな り、 「地方 俳句 界 」の欄 も無 くな り台湾 も 日本 の一 地 方 では な くなっ てい る

ため、 その存在 を知 る こ とはで きない。但 し、台 湾 に居 住す る日本 人 を中心 とした俳句 の

会 「台北 相 思樹 会」に、1956年 頃 黄霊 芝氏 が会 員 となっ てい た[・14]とい うか ら、 日本 人主

宰 の俳句会 は多 少 あった と思 われ る。 しか し台北 俳句会 が戦 前戦後 の俳句 結社 と繋 が りは

ない ことは、下 記 の とお りで あ り、台北 俳句 会員 も証言 す る。全 く新規 の結社 と して台湾

の地 に登場 す る こと となる。

主 宰者 黄霊 芝[・15コ氏 は結社 に至 る経緯 を次 の よ うに述 べ てい る。政 府が 公的 に 日本 語 を

禁 じたが 、そ うな る と台湾 人 は新 聞 を読 まな くな り、殊 に山の先住 民 らは政府 が何 を して

い るの か さ っぱ り分 か らなか っ た。 そ こで政 府 は特 例 と して 『軍 民導 報』困6]と 呼ぶ ロ本

文新 聞 を発 行、 そ の文芸欄 を病床 の 同氏 が担 当、 俳句 ・短歌 ・詩 ・コ ン トな ど寄せ て くる

ものが 九人 ほ どい て、 名前 の ない会 とな ったが 、永 続 しなか った。 そ の後1968年 呉建 堂

氏主 宰 の 日本 短歌 の会 『台北 歌壇 』に入会 、1970年 アジァ ・ペ ンク ラブの会議 が 台北 で挙

行 され た とき、 川端康 成氏 が 団長の文 芸や学 術 関係 者 を黄氏 が古都 台南へ 案 内 し帰北 の あ

と、 台 湾 に も俳 句 の会 が ほ しい とい うこ とで、俳 句 の連 座 を した。 これが 『台北 俳句 会』

発足 だ った[*17]。

戦 後 政府 が 自分た ち の広 報 の便 宜上 、 日本 文新 聞を発行 した とい う ところが興 味深 い。
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そ う した下 地の ある 中で、 日本 語 を使用す る気 力 を失 わず 半 ば公 然 と、 あ るい は幾 分呑気

に綿 々 とつ ない でい た と思 われ る。

しか し、今 回調 査 に応 じて くれた 台北俳 句 会 は1970年 創 設 であ った か ら、 日本語 で俳

句 を詠む この集 ま りは 厂台 湾社 会で堂 々 と大手 を振 って歩 くこ と も理解 され る こ ともか な

わぬ集 ま りであ った。」E・18]ので あ る。 当時威 厳令 下で はあ らゆ る会 合 は、十 人以上 を越 す

場合 は事前 に警察 に届 出な くて はな らず 、登記 して初 め て活 動 で きたが、 日本語俳 句の 会

が認 め られ るはず もな く、そ の筋 の友人 か ら黄氏 は今 に捕 ま ると忠告 を受 け、俳句 会 に出

か ける時 は短刀一本 鞄 に入 れてい た。嬲 り者 に され た くなか った し、会 員 の誰彼 に手 を出

す者が いた ら飛 びかか るつ も りだ った とい う図9]。

主宰者 の その気迫 の お陰で あ ろうか、直接 的な危害 は なか った とイ ンタビュー に応 じた

会 員 の李 錦上 、 陳淑媛 、 陳錫恭 、北 条 千鶴 子(范 友 佳)、 黄 雲 連、黄 葉 、高 阿香 、李 秀惠

各氏 は証 言す る。危 険 な 目に遭 わ な くと も、会 員の俳句 にその時期 の辛 さや苦 しみ が表現

され なか った か と気 にな る ところで あるが 、「台北俳 句会 は、 政治 を詠 まない こ とをモ ッ

トー に生 きの びた」とい う黄葉氏 の証 言 もあ り、 俳句 へ の表現 は極力 抑 えて きた と思わ れ

る。 日本 語 を使 うこ とだけで も違法 であ るか ら、 ま して記録 に残 る政治 的不満 は当時 と し

て は もって のほか であ った ろ う。

上記 の会 員の句 は以 下の通 りで ある。

自己推薦の句

朝顔に白金の星大きかり

犬は太郎猫はホアルよ日脚伸ぶ

夜半に聞く虫の音わびし山の小屋

李錦 上(『 ホ トトギス』18年8月 号入 選)

黄 葉(ホ アル は中国語 でブ チ猫の こ と)

黄雲 連

また 、台北 俳句集(28)(29)(31)よ り[*20]

てっぺ んの取 り残 した る夕 日柿

一 言 をは さむ頃合燗 熱 く

出征 も凱 旋 も死 語鯉 の ぼ り

教 え子 の賀状 うれ しや海越 えて

ノ・ンモ ック揺 ら して稚 児 と笑み交 す

病 み こけ し母 の深寝 や蝉 時雨

李秀惠

陳錫恭

北条千鶴子(范 友佳)

陳淑媛

高阿香

徐奇芬

a

lD

C

d

e

f
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黄霊 芝作 品集(15)よ り[*21]

二二八 止 まずの 雨 とな りにけ り 黄霊芝(黄 氏にしては珍しい句である)

事 実、 黄霊 芝氏 は 日本語 で俳 句 や小 説 を書い てい る こ とにつ いて、 「日本 人 の糞 を食べ

て生 きて いる男 だ」と批 評家 か ら書 か れた ことが ある。 戦後 台湾 に渡 って きた人 た ち は、

中共 との戦 い に敗れ 、国土 を置 き捨て て台湾 に奔 った ので、戦 い に敗れ た理 由はそ の前 に

日本 と戦 って疲 労困憊 の極 み にあ ったか ら、 そ して 日本 は侵 略 し、 非人道 的 であ った とす

る。 国土 を失 ったの は 日本 の所為 だ と信 じて、亡 国の恨 みか ら日本 語俳句 をす る同氏 を非

難 してい るの であ る。 氏 は この こ とか ら考 えて も、彼 らの傷 の深 さが わかろ う とい うもの

であ る[*22]としてい る。

また、李 秀惠氏 の話 によれ ば、 戦前 や戦争 中 は俳 句 や短歌 をや ってい る暇 なんか なか っ

た し、 日本 語 を禁止 され てか ら も、何 言わ れて も放 っ とけ とい う気 で辺 りに構 わず俳 句 を

詠 ん で きたか ら、 表現 した もの に差異 はない 。 ただ黄 霊 芝氏 が 『台湾 俳句 歳 時記 』匚・23]を

出版 して か らは、季語 につ いて意 識す る よ うになった。 日本 の桜 の時期 と台湾 のそ れ とは

違 うか ら と言 う。確 か に 日本で詠 まれてい る俳句 とどこが違 うの か判別 はつ かない。 最初

に台湾 か ら送 られ て きた 『台北 俳句 集』[・24]を読 んだ ときは、全 く日本 の俳 句 そ の まま だ

と直 感 した。 もっ と も、詠 まれ てい る人事 ・自然 ・風物 は台湾 の もので あるが 、中 に詠み

込 まれ てい る心 情や 情趣 が 同 じだ。 出版 年 度 も1998年 か らの もので あ った か ら、 当 時の

俳句 は伺 い知 るべ くもない が、主 宰者 以外 の会員 たち の話か ら推察 す るに、差異 が ある と

は考 えに くい。

ただ し 「政 治に関 わ らない」は台北 俳句 会 の特 徴で は ないか と思 われ る。 台北歌 壇や 『台

湾川柳 会』[・25]にお ける表 現 は、風 刺や 皮 肉や ユー モ ア といっ た中 に、政 治や社 会 体制 へ

の鬱屈 した感情が 読 み取れ る ものが少 な くない。勿 論 その他 の 日常 生活 を詠 んだ川柳 は多

い。 川柳会 「会報 」の 中 よ り例 句 を挙 げる と以 下 の通 りであ る。

日本語を本気でしゃべる終戦後

台湾に中国がある摩訶不思議

台湾の憤怒を見せて総選挙

国民党不良資産をまだ残し

待てど来ぬタイワン国の朝ぼらけ

高痩叟

陳鳳儀

林蘇綿

陳火桐

頼柏絃

a

b

C

d

e[*26]
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これ らには、会員 や当 時の 日本語 に慣れ た人 々のユ ーモ アや風 刺 と屈折 した思いが 込め

られて い る。 また これ は、 現在 も継続 して いる思 い と も言 える。 なぜ な らば、 台北川柳 会

の発足 は1994年 であ っ て、1992年 に刑 法100条 の言 論 に よる 反乱 罪 も撤廃 され、 表現 の

自由が得 られ たか ら、 この ようにの びの び と当時 を思 い出 して詠 んだの であ ろ う。 こ こに

挙 げ る政 治社会 批判 の川柳 は、 その逆 の政治 思想 を持つ 人 々の反発 を招 くことは承知 の上

で 、敢 えて こ う詠 んでい る。更 に、 この川柳 会創 設 は、 全 日本 川柳協 会 の中川 た け し会長

か ら、台 湾 に も川柳 会 を結成 して相 互交 流 を図 れ ないか との依頼[・27]がきっか けで あ り、

台 北俳 句 会 と同様、 日本 人 の勧 めで発 足 して い る。「日本 人 の勧 め」で とい う とこ ろが、

や は り日本発祥 の 日本 語文 芸 とい う特殊 性が 伺 われ る と共 に、 まだ植 民地 時代 を引 きず っ

て い る感 があ る。 しか し、 日本語 禁止 のや むを えない社会 情勢 の 中での、 台湾 人俳 句会 の

創設 とい う画期 的 な契機 とな った と捉 え るべ きか もしれない。

磯 田一雄 氏 は、短歌 に は叙情 性 と共 に叙 事性 が あ り、生 活体験 や歴 史的事 件 な どを生 々

し く映 し出す ことが 出来 る し、 また、 川柳 は社 会 風 刺 に富 んで い るた め であ る。9.11.同

時多 発 テロ時 に、 日本 の薪 聞の短 歌欄 には、 これ につ いて多 くの投歌 が あった が、俳句欄

には非常 に少 なか った と してい る匚*28]。

確 か に短歌 と俳句 の性 格 の違 いが あ り、「有季 」の規 制 もあ るので、 短歌 ほ どに感情 を

表現 す るの は困難で ある。 だか らこそ 、季感 も含 めて巧 く感情 の ほ とば しりが詠 め た とき

の 感動 もまた ひと しお なの であ る。更 に拙論 匚・29]の冒頭 に述 べ てい るが、全 米 ある いは世

界 の俳句 を詠 む人 々の中 には、 あの テ ロにつ い ての感情 と情景 を俳句 に託 した 人が大勢 い

た こ とは間違 い ない。 ど う して もそ の こ とを表現 した い な らば、俳 句 で もそ れ は詠め る

の で ある。台北 俳句会 の メ ンバ ーに は、そ の どう して も表現 した い政治 的な関心 事が ない

か、 或 い は、 後述 す る 日本 語残 留孤 児 の心境 で ある のか、 それ が、 「政治 は詠 わ ない こ と

をモ ッ トー に してい る」とい う表現 になっ たか も知れ ない。 言論 が 自由 になっ た現 在 にお

い て、政 治 を詠 わ ないか ら存 続 して いる とい うの は最早理 由 には な らな い。 現 に短歌会 も

川柳 会 も政 治社 会批判 を して も存 続 してい るので ある。

3.2何 故 日本 語俳 句 か

一方、歴 史の移 り変 わ りに よる台湾人 使用 言語 の変遷 を、黄霊 芝氏 は 自著 の 中で次の よ

うに述べ てい る。(本 文 中 の繁体文 字 は、 日本 漢字 に置 き換 えて記述 して いる。以 下 同様)
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台湾 は まず 多民族社 会 であ る。 一中略 一 具体 的 に言 えば、 た とえば私 は 日本語 で

妻 を罵 るが、 戦後 派の妻 は台 湾語 で ま くし立 てて くる。す る と戦 後生 まれ の娘が 中国

語 で喧 嘩両成 敗 に乗 り出 して くる仕儀 だ。 こう して 台湾人 は世代 を重 ね る毎 に、 こつ

こっ と文芸 を 「や り直す」しか なか った し、 ない[・30]。

この こ とを台 北俳句 会会 員の俳 句 に見 る と、

老眼に簡体字習ふ文化の日 頼 天 河 匚*31]

何気 ない文化 の 日の習字 の様子 で あるが 、 日本語 を使 い慣 れて きた人 に とって、 台湾繁体

字 や 日本の漢 字 よ りや さ しい はず の簡 体字 を、 この年 齢 にな って習 わな くては な らない台

湾 人の複 雑 な歴 史 の経過 と悲 哀 を簡潔 に言 いお おせ て余 りあ る。確 か に蒋介石 は來 台直後

か ら、 台湾 を簡体 字 に したか った よ うだ[・32]が、現在 、 台湾 は繁体 字で あ るか ら、 頼氏 は

中国の簡 体字 で書 いて ある書籍 や資料 を調 べ るの に必 要 にな ったのか もしれな い と内 田園

生氏 は言 う。だが、簡体 字 を習 う ことに嬉 々 と してい ない こ とは老 眼の寂 しさ と共 に伝 わっ

て くる。 実際 日常生 活で は簡便 なた め、簡体 字 を使 う人 も少 な くない とい う。 なお 、台湾

には文化 の 日 もな いか ら、 日本 のそ の祝 日に簡体 字 を習 う年 老 いた身 の何 と も形容 しが た

い思 いが 滲み 出て いるで はな いか。悲 哀 とい う感情 の有 無 を故人 の頼氏 に尋 ね よう もない

が、彼 と共 に台北 川柳 会 を創 立 した三村 昌弘 氏 は[・33]、二 つの言 語 を経て 更 に簡 体字 も覚

えな くては な らない現 在の世 相 に嫌気 に も似 た悲哀 を持 った ので はない か と推 察す る。

では なぜ 、 国語が 中国語 に なった に も拘 らず、 一家族 の 中に さえ、い ろい ろな言語 が存

在す る こ とになるの か。黄霊 芝氏 の言 葉 を前 のペ ー ジに引用 したが 、そ の中略 の部分 に以

下の 言葉が 入 る。

この多民族 社会 にお いて 日本領 時代 の 日本語 とは一種 の国際 的共通 語 だった。 この

国際 的共通語 は今 日的 に は、 いわ ゆ る中国語 に置 きか え られ て きた わ けで あ るが、一

つの言 葉や文 字 も日常工 具 と して使 い こなす修 練 は一朝 に してで きる もの では ない。

文学 作家 であ る黄氏 に限 らず一 般庶民 も同様の者 が大 勢い ただ ろ う。 その ため、過 去 日

本統 治時代 と同様 、 国民党政 府 も人 々の中 国語伝習 に力 を注 いだ と思 わ れ る[・34コ。
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また、作 家 の小 田実氏 が 日本 は敗 戦 に よ りゼ ロか ら出発 したが、韓 国 は一 旦小 数点下 ま

で落 ちて か ら這 い上が った と言 った ことにつ いて、

この点 、台 湾人 は もっ と惨 めで ある。昭和 二十 年 なる年号 が民 国三十 五年 だ と呼 び

か え られた 日か ら、人 々は忽 ち唖 とな り聾 とな り盲 とな った。何 しろ当時、 政府 の係

官が個別 訪 問を して台湾 人の学 の水準 を調査 したが、 わ た しの戸籍 簿 の教 育程 度欄 に

は 「不 識字 」(字知 らず)と 書 かれ て しま った。中学 で習 った漢 文な ど全然 役 に立 たな

かっ たので ある[*35]。

また、 台湾 作 家呉 濁 流 につ い て、松 永 正義 氏[・36]の論 を見 るに、 呉濁 流 は1900年 生 ま

れで 、 この あた りか ら1930年 生 まれ くらい までの 三十 年 間の 世代 は、基 本 的 に 日本 語 で

教 育 を受 けて い るの で 日本語 が よ くで きる とい う。 とい うよ り日本語 で しか もの を考 え、

もの を書 くこ とが で きな くなってい た。 だか らみ んな戦後 に は、 日本語 か ら中国語 への言

語 の切 り替 え に苦 しみ、 大半 はで きず に消 えてい った。 しか し、 呉濁流 は成功 した数少 な

い作家 の ひ と りと して書 い たが、そ の方法 は、 もの を書 くの は 日本 語 に よってで あ り、 中

国語 で書 くと文章 が硬 くな って しま うので、呉氏 の持 ち味 のふ んわ りした雰 囲気 を出す た

め には、 日本語 で書 いてい て、 自分 で中 国語 に訳す 方法 を とった。 しか もこれ に加 えて、

1920年 代 には、 中 国の五 ・四運動 の影響 を受 けた新 しい抗 日運 動 がお こ り、 その 中で 中

国語 で書 くこ とが盛 んにな った こ とが拍車 をか け た とい う。

また同 じく 「台 湾の 日本語 文学」[*37]の中 で、 台北短 歌会 主宰 の弧蓬万 里(呉 建堂)氏 が、

いか なる経過 をた どって戦後 も日本 語短歌 を詠 み続 けたか 、いや 読み続 け えたか を詳述 し

て いる。

戦後 も歌 作 を続 けた こ とについ て呉建 堂 は、「20代前 後 にな ってか ら学 んだ 中国語

は、 ど う して も文学 的素養 になる には、質 量 と もに不足 であ る。 ……大 陸渡来 の外省

人に伍 して 中国文学 をや って い くだけの意欲 が湧 いて こ なか った。

更 に、 同(孤 蓬万 里)氏 の短 歌 を 『台湾万 葉集』「続編 」[・38]の中 よ り選 んで 、そ の例 歌 を

示 す 。
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日本人に幼き日より伍し来たり和歌作ること日記にひとし

日本人にありしは二十年短歌詠むは五十年を越す死ぬまで詠まむ

日本人にあらざるわれら台北に短歌詠む結社作りて久し

黄霊 芝氏 もまた、 日本 語 の方が細 か い ところの表現 が で きるか ら と自著 の中 で述 べ てい

るが、 岡崎郁 子氏 『黄 霊 芝論 そ の一』[*39]の中で 、彼 の俳 句 その他 の文学 作 品が 日本 語 で

あ る訳 を次 の よう に語 る。

あ る作 家 に とっては、 日本語 は母語 で あ り、少 な くとも 日本語 に関 して は 「日本 人」

なの であ る。 そ うい う作家 の一人 で あ る。 生 まれて か ら現 在 に至 る70年 近 く、 自分

の ことば と しての 日本語 で作 品 を書 き続 けて い る。 戦後 は発 表場 所 は ないわ けだ が、

日本語 は 自分 の こ とば であ るか ら、他 の こ とばで創作 す るつ も りは なかっ ただ けの こ

とであ る。

そ して また黄氏 は 日本 語俳句 で なけれ ば な らぬ理 由 を次 の よ うに言 う。 この こ とは、 前

述 して きた論 旨 とは異 な り、 文学 として の中 身 と翻訳 に 関わ る もの であ るか ら、 同一 の問

題 と しては述 べ られな いが、俳 句 の本質 に関す る もの と してあ げる。

私 が過去 五十 年 に渡 る 日本 統 治の 中か ら体得 した俳句 的概念 とは、言 う ところの 中

国 の漢俳 で は割 り切 れ ない様 々 を もつ 。(と い って も、漢 俳 の持 つ文化 的 意味合 い を

否定 す る存 念 は毛頭 ない。 た とえば今 日の 国際俳句 交流協 会 ほか いろ いろ な分 野で の

国 際交流 を見 てい る と、私 に は疑問 が湧 く。あ る国の伝 統 的な文化概 念 を仮 に青 い色

だ とす る と、 そ こへ赤 い絵 の具 を注 ぎ込 んだ ところで相 手 は赤 くな りは しない。 当然

の こ と として紫色 にな り、そ して紫 は紫 な りの 文化 的意 味合 い を持 と うか ら)。 た だ

本 質論 におい て、俳句 とは何 か とい う問題 はお ろそか には 出来 ない[・40]。

また氏 は、 自分 の 日本 語 俳句 を漢文 俳句 一 概略 して 湾俳 に訳 す事 を始 め てい る

が 、 そ の工 夫 を重 ね なが らも、 「信 念 と して わた しは俳 句 が、 外 国語 に訳 され得 る とは

思 っ てい な い」[・41]と言 って の ける。確 か に芭 蕉 の有 名 な一句r古 池 やか わ ず飛 び込 む水

の音」で さえ、 百通 りの 英訳 があ る[・42]から、 それ か ら読 者 の感 じる もの も、 百通 りにな
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る可能性 もあ りうる。 それ は詠 ん だ人の望 む こ とで はないか もしれない 。 しか し、 その国

の言語 で黄氏 が俳句 を詠 む こ とにつ いて は、別 に後述 した い。

そ の ことを問10「 自国(日 本 語)で ない俳 句 で、俳句 の良 さが 味わ え ます か」で見 て

み る と俳句 会会 員 は、半数 近 くが 「日本 語 でな い俳 句で そ の よさは味 わえない 」とす る。

更 に、 か な り細 かい作 句上 の理 由か ら答 えて い る。 例 えば 「漢 字 に直す と漢 字の意 味 の

幅 が広 いか ら」「漢文 ・英文 な どは俳句 の定型 に合 わす の は無 理だ か ら」「言葉 のニ ュア ンス

が分 か らない」「特 殊 な表現 法 は 日本語 以外 では感 じられない」「感覚 の表現 法が 違 う」「俳句

の よさを う ま く表現 で きな い」な ど。 更 に問12「 外 国 と日本 の俳 句 は異 な ります か」で は

21人(77.8%)が 「は い」で、 「気候 、風 習 、 自然 環境 感受 性 、表 現 の感 覚、 教 育 な どの差

異」そ して 「外 国 語 は定型 に合 わせ づ らい」「余韻 と侘 びが な い」「季 語の 感 じが ない」な ど

であ る。

また問17「 俳 句 は 日本語 で作 るの がい い です か」におい て俳 句 会会 員 の 「はい 」は56%

であ る。 その理 由 と して、 厂小 さい ころか ら日本語教 育 を受 けて きた中 で作 って きたか ら」

が最 も多 く、 「日本 人だ か ら(も とも と日本 人で あ った人 の回答)」「日本 語 に慣 れてい る台

湾 人だ か ら」「日本語 で ない と、 なんか ち ぐは ぐ」も合 わせ る と、30%を 越 える。 その他 は

「日本語 特有 の表現 で あ る」「定型 は 日本語 な らで はの快 さで、 他 国の言語 でそれ に匹敵 す

る ものが あ るか どうか分か らない」「俳句 の源 は 日本 だ か ら」「日本語 は用語 が た くさんあ る

か ら」な ど、作 句 上か ら答 えてい るが、 特 に注 目す るの は、 これ らを総 合 す る と日本 語教

育 の結果 で ある とい う点 であ る。理屈 ぬ きに こう した 回答が 出て くる ところ に、台湾 の歴

史 と今 なお 日本 語俳句 を作 り続 け る人 々のエ ネル ギー を感 じざる を得 な い。

そ して また、 若林正 丈氏 は、

台 湾 の近 現代 の歴 史 が 、人 々の 二つ の 厂国 語 」に もまれ 、格 闘 す るア イデ ンテ ィ

テ ィの歴史 で もあ った ことは、史上 初 の総統選 挙 とい う歴 史の節 目を迎 えた時期 にわ

た しが語 り合 った人 々に も深 い陰影 を与 えて いた[*43]。

と言 うよ うに、三 つ の言語 「台湾 語 人 ・中国語 人 ・日本 語人 」が 混在 す る こ とこそ、台 湾

の歴 史そ の もの だ と言 えよ う。 その歴 史の流 れか らい う と、 日本語 は生 きのび る ことの困

難 な時代 を よ くも強 か に生 きの びて今 日在 る とい うところで あるが 、 日本 語 を話 す世代 も

高齢化 によ って消 滅 してい く存在 で もある。
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以上 の ことか ら、俳 入、 歌人 、作家 に限 らず 日本語教 育 を受け た台湾 人た ちは、 日本統

治下 に押 し付 け られ た 日本 語 を、突然 襲来 した言 語 に簡 単 には切 り替 え られず 、 自分 の幼

い時代 か らの表現手段 と してそ れ以上 の言語 を持 ち得 なか ったの であ る。そ れが 自己表現

つ ま りアイ デ ンテ ィテ ィであ ったの だ。た とえ客 観的 に はそれが擬 似 アイデ ンテ ィテ ィで

あろ う とも。従 って、強制 され た 日本 語 とい う言 い方 も、 これ らの人 々に対 して言 うには

憚 られ る。彼 らは 日本 語 を話す 自分 たち を誇 りに して い ると ころが あ る。李秀 惠氏 はつ い

最近 の兄 の葬儀 の弔辞 も同学会(同 窓会)の 挨 拶 も日本語 で した とい う。 そ してそ こに は、

過去 日本 人 であ った ことへ の誇 りとノス タル ジーそ して遺棄 され た恨み の混在 した思い を

感 じさせ られ る。そ れが後 に詳述す る彼 女 の 「日本語 の残 留孤 児」とい う言 葉 にな って表

出され た と言 え るの で はないか。

3.3日 本 語 教 育 の 歴 史

1895年 台 湾 を割譲 され た 日本 が、 植民 地 政策 を貫 徹 させ る ため に先ず 行 っ た台湾 にお

ける教 育 とは、 特 に、初 等教 育 と職 業教 育 であ った。1920年 代 か ら知識 人 た ちが10余 年

の長 い歳 月 をかけて社 会運 動 を盛 り上 げ、民 衆の啓 発活 動 を行 い、 政治改 革や 農民 、労働

者 の待 遇改 善 を要 求 した。総 督府 は 日本 と同様 の新 教 育制 度 を定 め 、差 別待 遇、 隔 離政

策 の原則 で、初 等教 育 の12学 校 を最 主要 施 設 とした。在 台 の 日本 人 に は小学 校、 台 湾人

に公 学校 、蕃 人公 学校(あ る いは…蕃童 教 育所)の 別 々の教 育施 設 を設立 した。 そ の各 々の

修業 年 数 ・課程 内容 ・教 科書 な どはみ な異 な って いた。 そ の結 果、公 学校(修 業6年)の

数 は1930年 か ら40年 代 にか け て急 激 に増加 し、1940年 には学 齢期 児童 の入学 率 はす で に

60%、1943年 には正 式 に義 務教 育 が 実施 され たた め、1945年 戦 争終 結 直前 の平 均 児 童就

学率 は70%以 上 に達 し、 同時代 の欧米 のそ れ に劣 らぬ成 果 を半世紀 で成 し遂 げた。

また、 一般 民 に対 して は 日本 統治 の最 初 か ら学校教 育 以外 に1930年 代 か らは 日本 語講

習所 を設立 。一般 民衆 に簡単 な 日本語教 育 を実施 した。 その結 果、 日本統 治末期 には、 日

本語 を理解 す る人ロ は75%を 越 え、 台湾社 会 の 近代 化 を促 進 した[・44]。そ して 国 語教 育

を通 して近 代文 明 を摂 取す る一方 で、 その成 果 に よっ て台湾 人 自身に よる 自発 的 な近 代化

の遂 行へ 向 か う原動 力 が台 湾人 の中 に芽生 え育 まれて いっ たた めに、 「文 明の 同化 」「民族

への 同化」を彼 らが受容 した とも考 え られ る[*45]。

一 方、 林 景明氏 に よる と、 「皇民 化 」運 動 の名 の元 に、 官公 庁 で は 日本 語 を話 さ ない と
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罰則 を設 けた り、一 般民 に も 日本語 の話せ る家 庭 とそ うで ない ところ とでは、 い ろい ろ

な面 で差 を付 けて促 進 した とい う。 そ して また、教育 の機 会均 等 なる謳 い文句 と して 「一

視 同仁 」を推進 す るかの よ うに見せ か け、 実 は台 湾 人 につ い ては 高等教 育機 関 の高 等学

校 ・農 業専 門学校 ・高等 工業 専 門学 校 ・大学 な どで の台湾 人 就学 率 は、微 々た る もの で

あっ て、比較 的高 い割合 の 医学 専 門学校 や師 範学校 を併 せて も、1939年(昭 和14年)で も

22.6%し か なか った としてい る[・46コ。 矢 内原忠 雄 の昭和 元年 の 厂台湾総 督府 第三 十統 計書」

か ら算 出 した もの も、 中学校 を併せ て28.4%の 割合 で、1929年 出版 の 当時か ら台湾 の教育

が不平等 で あっ たこ とを指 摘 して いる[・47]。

愛 日家 の蔡 焜燦 氏[・48]の体 験 か ら、氏 の出た台 湾 のユ ニー クな教育 をす る彰化 商業 学校

の入 学率 は当時 二十 倍前 後 の競 争 で あ った に もかか わ らず、 定 員 の15%も の 日本 人 枠 に

よって入 学 して くる出来 の悪 い"ボ ンク デ'日 本人 生徒 もいて、"チ ャ ンコロ"と い う蔑称

を台湾 人同級生 に投 げつ け るため、 その言 い合 いか ら殴 り合 いの 喧嘩 にな った こと もあ る

と述べ る。

そ して これ は台北俳 句会 の黄霊 芝氏 の体験 を も裏付 け る。黄氏 は 「台湾 人の くせ に 日本

人の 中学へ 上 が った。生 意気 だ。」と言 って、 入学 式 の何 日か後 、20人 近 くの上級 生 か ら

暴 行 を受 け、肋 骨一 本が折 れ、 一晩 中血尿 が止 ま らない傷 を負 った。重病 の母 を気遣 っ て

音 が 出ない よ うにち り紙 で血 を拭 った記憶 は今 も黄氏 を苛 む。

しか し今、 わた しは涙 で訴 えた いので はない。 この ような私が なぜ 日本 語文 芸 に現

を抜 か して いるの か、そ の文化 的意味合 いを考 えてみ たいの だ。が 、考 えて も分か ら

ないた め、誰 かが代 わ りに考 えて くだ さい と訴 えて いるので あ る[・49]。

そ れ以 後恐 怖 症 にか か り、一 年休 学 したの も、"ボ ンクラ"な 一 部 日本 人 に蔑視 され る

台湾 人 と しての心 の傷 のほ うが よ り深 か った こ との表 明で もあ ろ う。 その頃氏 の父 はスパ

イの嫌疑 で大 陸 に逃 れ、 そ う して終戦 を迎 えた のだ った。

またその後蔡 氏 が教員 に なった 当時の給 料 にか な りの差別 があ り、 日本人教 師 には外地

手当 てが付 いて、 台湾人教 師 の六割 り増 しであ った と もい う。更 に、台 北俳句 会 の徐 奇芬

氏 の話 に よる と、父 は福建 省 出身の祖 父の子 と して台湾 に生 まれ、 師範教 育 を受 けて教員

となった。 しか しそれ を辞 め て警察官 になっ た。 その理 由は、 日本 人 の教 師 や警官 が台湾

人 をい じめ たか らだ とい う。 この例 か らも台湾 人 に対 す る 日本 人 の 当時 の態 度が 伺 われ
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る。 そ して、教 員 よ りも警 察官 の ほうが権力 的 には上 であ った こ とを証 明す る。 また、警

察官 が教 員 を兼 ねて い る場 合 もあ ったが、 ここで は触 れ ない 。

植民 地 政策 の重 要 な手 段 で あっ た 日本 語教 育 につ いて 、先 の台 湾 国民 中学 歴 史教 科書

『台 湾 を知 る』の 日本語 版刊行 に当た って、 は じめ に 「偏 り」を排 した歴 史 観 に よって編纂

された とあ り、中国 大陸 とは異 な る台湾独 自の歩 み を明 らかに し よう との試 みで ある とす

る。 台湾 は常 に政治 ・経済 、文化 等 々あ らゆ る ところで この点が論 じられ、教 育 もその例

外 で はな いが、 「狗 が去 っ て豚が 来 た」とよ く 目にす る言 葉 か らす る と、 台湾 人 に とっ て

は 日本 人 も国民党 中国 人 も嫌 な存 在 であ った。二 ・二 八事件[・50]に見 られる よ うに国民党

の台 湾人 に対す る横暴 ぶ りに対 す る反 感、 日本語使 用禁 止や 台湾 人 に対 す る弾 圧へ の反発

は、 日増 しに強 くなって いった が、そ うい う意味 で、 日本語教 育 を受 けた 日本 統治 時代 の

台湾 の人 々 は、 日本 人 を中国人 よ りま しと思 ってい る ところがあ る とい う。 しか しその感

情 的 なもの は、 一律 に述べ がた く、か な りの幅が あ る と見 える。 そ うい う中 で、 日本 語教

育 の是非 は語 られ る もの であ るこ とを考慮 しなければ な らない。

更 にこの 事件 後 ます ます ひ ど くな る国民 党(外 省 人)の 弾圧 に対 す る反 感が 日本 語 を

使 って作句 させ る方 向へ のエ ネルギ ーに なったの で はないか 。今 回の ア ンケ ー トや 、作家

や俳 句会会 員 の俳句 に はあか らさ まには表 れ ないが、 その こ とを全 く抜 きに して作 って き

た とは考 え られ ない。 さもな くば、謗 られ危 険 な 目に遭 うか もしれ ない と思 いつつ、 日本

語の俳 句会 へ 出かけ たであ ろ うか 。 しか し会 員本人 た ちは、弾 圧へ の反発 と して具体 的 に

は表現 しない。謗 る者 は謗 れ と謂 わば 開 き直 りとで も言 お うか、 日本 語 で生 きる人 々の 自

負が垣 間見 える。そ れが 当時の 日本語俳 句 をす る人た ちの位置 づ けであ った のだ ろ う。

この こ とを黄智 慧氏 は、 「台 湾 のポス トコロニ アル は二重 の植 民後 の 時期 で あっ て、 日

本 に対 す る痛 ま しい体験 を訴 え、そ れ を癒 す こ とだ け に固執す る 『侵 略 され る側』の 日本

観 と、一 方台 湾 にい た人 々の持 つ 「植 民 され る側』のそ れ と二 つ の 日本 観が あ って、 この

二つ が葛 藤 し続 けて いる ので あ る[*51]」と して いる。 この ことか らも、前 述 の こ とは、推

察 されるの であ る。

3.4台 湾 人 と 日本 人

台北 俳句 会の メ ンバ ーの ひ と り李秀惠 氏 の小 学校 時代 の話 に よって戦前 戦後 を振 り返 る

と、 次の通 りで ある。
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客 家 出身 の父 親 は地元 の名士 だ っ たた め、小 中 学校 と もに 日本 人 の学校 に行 っ た。教

育内容 が一 般台湾 人 の公学校 よ りい い教育 が受 け られた。 この ことは黄 昭堂氏 の 「植 民地

と文化 摩 擦」一 台湾 に おけ る同化 をめ ぐる葛 藤一[・52]に も記 述 あ り。 日本人 の学 校 に通

う こ とで の嫌が らせ もなか った。 戦後 に もそ の批判 が 来な かっ た との こ と。 また 同氏 は、

2004年11月7日 の黄霊 芝氏 「国 際俳句 子規 賞授 賞式 」の ため 同氏 に随行 して来 日した折 に

も、「自分 は既 に80歳 を超 えた。私 の小 学校 は 日本人 の学校 に通 っ てい たか ら とい う訳 で

もな いが、 『教育 勅語』は今 で も全 文言 え る。」と暗唱 してみせ て くれ る。 そ して家 には皇

民 化 政策 によ る 「天照 大神 」の お札 と 「八 た鏡 ・天 叢雲 剣 ・八尺 瓊勾 玉 」の絵 が描 い て あ

る紙切 れが張 って あ り、祖 先の位 牌 は仏壇 か ら捨 て させ られた。三 種の神 器 の名前 も淀 み

な く口 をつい て 出て くる。 「国語 の家」とい う張 り紙 も玄 関に して あ り、 日本 語 の標 準化

された もの を話 す家 とい う意味 であ る。そ うい う家 は他 の人 の家 よ り日本 人並 み に優 遇 さ

れ、い ろん な配 給 も質量共 に よか った[*53]。とい う話 は、皇民化 政策 の具体 例 を明示す る。

お 土産 の手 作 りの 干柿 や草 餅 は、 筆者 の母 が 作 っ てい た もの と殆 ど同 じだ。教 育勅 語

も、父や 母が よ く聞かせ て くれ てい たか ら思 い 出す、 ま るで 母 を見 てい る ようだ。台 湾人

か 日本人 か全 く分か らない。昔 なつか し明 治大正 時代 の人み たい に見 える、 との筆者 の反

応 に、

私 た ちは意識 せず に父か ら教 わった 通 りに これ らを作 って きた。 父は 日本の生 活 に

馴 れて いたの で、そ の まま私 に伝 えられた と思 う。

今 、 日本 の俳句 会 の人 々 と も交流 が あ るが、 その 人た ちか らも 「日本 人 らしい」と

言 われ る。私 も 「本 当の 日本 人 を見 たか った ら台湾 にお いで。」と言 って い る。

つ ま り私 達 は 「日本語 の残留 孤児 」だ。

と言 う。

また、 京都 に行 った時、 美空 ひ ば りの記念 館 に行 きたい と言 うので入 る と、 筆者 の知 ら

ない ひ ば りの歌 さえ次 か ら次へ と歌 いなが ら館 内 を巡 ってい く。 あ たか もそ の歌 を知 っ

てい て当た り前 とい う自然 な様 子 なのであ る。周 りの 日本人 も、 とて も外 国人 とは思 わ な

かっ ただ ろう。美空 ひば りは戦 後 の歌 手で あ るか ら、 日本語 が禁止 され た時代 に、 どう し

て これ だけ多 くの情報 を得 て歌 え るのか疑 問 に思 うが、 台北俳 句会 会員 の中 には、戦 後 日

本 のポ ピュ ラー カルチ ャーはか な りの量で裏 口か ら流入 して いた と証言す る人 がい る。
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また同 じく台 北俳句 会 の徐 奇芬氏 の話 に よる と、 「祖 父 は福 建省 の 出身 で父 は明治 時代

に台湾 で生 まれ、 「光復 』を喜 んだ が、私 達 娘 は 日本 人 と して育 っ て きたか ら、複 雑 な思

いだ った。」との こ とで あった。

また、 「大 和 魂 を知 りたけ りゃ台湾 に こい」[・54]は、 林徳 生氏(75歳 山地名 バ ンライ

日本名 野 田耕吉)を1994年 に林 えい だ い氏 が 訪 ね た時 の言 葉 であ る。 彼 の話 す言 葉 は

す べ て 日本 語、 息子 夫婦 と孫 は国語(中 国北 京 語)。 軍服 軍靴 姿 で敬 礼 してみせ る格 好 が

ま さに様 に なる、戦 後五十 年経 っ て もなお 、 日本 人 とい う意 識の抜 けない人 だ った。

以 上 の ように、李秀 惠氏 と全 く同 じことを述べ てい る。 これ ら三 人 の例 に よって、当時

の台 湾人 の意見 が代 弁 されてい る と見 てい いだ ろ う。

従 って弧蓬万 里氏 の 「経 済面 で は世 界屈指 の発展 を遂 げ なが ら、国 際社 会 は台湾 を地域

と扱 って国 とは認 めて いない。 まさに世界 の孤児 と化 してい る。 かつ て アジアの孤 児 と言

われ 一 以 下省 略 一 」の言葉 に、 そ して短 歌 に、 「極東 の要 衝 の島 蓬莱 を世 界 の孤児 にな

せ しは誰 そや」と詠 わせ るの と同 じ思 い なので ある。

植 民地 主義 ・ナ シ ョナ リズ ムの残滓 と簡 単 に言 って しまえば し まい だが、 日本伝 統文化

の文 芸で あ る俳 句が 、そ の ような思 い を礎 に台湾 俳句 として存 続 して いるの であ る。

3.5そ の他 の 項 目

問1「 俳 句 の 良 さを実 感 し、好 きです か 」は 当然 の結 果 「はい 」が24人(88.9%)あ り、

問4「 俳 句 を詠 む の は楽 しい です か」は21人(77.8%)が 「は い」で、 そ れ以外 の人 は少 な

い。 苦 吟す る こ とは ない のだ ろ うか。 問2「 アジ ア圏 で俳句 が 最 もい い です か」は、 短歌

や川柳 も共 にや って い る人 が多 く、漢 詩の 良 さも挙 げ てい る人が い るか ら、 「はい」は5人

(18.5%)だ けで あ る。 問7「 俳句 で 日本 伝統 文 芸へ の 関心 が深 ま りま したか」問8「 俳 句 は

日本 独特 の文芸 表 現 です か」問9「 国 際的 に、 日本 文化 の 理解 に役 立 ち ます か」は 「はい」

の 人が多 い こ とは、前 述の 問10「 日本 語 で ない俳句 で、 俳句 の好 さが 味 わえ ます か 」や 問

12「外 国 と 日本 の俳 句 は異 な りますか 」問17「 俳句 は 日本語 で作 る のが いい です か」の 中

で も、俳 句会 の意見 は既 に具体 的 に述 べ た。 問11「 俳 句 で交 友関係 が広 が りま した か」の

「はい」が19人(70.4%)で あ るは、 やは り句会 とい う座 の 文学 を通 じて交 友 関係 は 自ず と

広が るもの と思 われ る。問3「 俳句 の 良 さは どん な特 徴 か」は 「簡 潔性」が最 も多 いが 、問

5「俳 句 に は も とも と禅 の精神 を感 じますか 」や 問6「 俳句 には意外 性 が必 要 です か」問13
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「俳句 は今 後 も世界 の人 々が好 む と思 い ます か 」と同様 、他 の 国 と比 較 した方 が 、お 国柄

や俳 句導 入の歴 史 も見 えてお も しろ くな るだろ う。 先 に筆 者が 調査 した アメ リカの俳句 と

比 較 す る予定 で あ る。最 後 に問14「 尊 敬 す る俳 人 はい ます か」は24人(88.9%)が 「は い」

であ り、 黄霊芝 、松尾 芭蕉 、小林 一茶 、正 岡子規 の順 で多い。 自分 の俳句 会の 主宰 に人気

が あ るのは、 どこの国で も同 じ傾 向 であ るが、 日本 の有 名俳 人の名 が挙 が るのは、 や は り

日本 起源 の文芸 の証 であ ろ うし、 江戸 時代 のルー ツ を台 湾 日本 語俳句 に も見 るので ある。

4ま とめ

日本発祥 の文化 で あ る俳句 が、 日本 の植民 地統治 時代 に台湾へ 日本 語教 育の一 部 と して

導入 され、 日本 の敗戦 後戒厳 令下 の も とに 日本語弾 圧の 時期 を経て なお現在 、台 湾の地 に

お いて行 わ れて いる。 そ の理 由 を、 当地 の俳 句会 にア ンケ ー トや イ ンタビ ュー を実 施 し、

それ を動機付 け として先行文 献 と共 に調査 分析 して きた。

そ の 日本 語教育 によって台 湾の 人々 は、 自分 の アイデ ンテ ィテ ィの如 くその 日本語 を使

い、 それ を道具 に句作 し、危 険 を覚悟 しつつ 、謂 わば半 ば公然 とあ るい は開 き直 って のん

び りと強 か に生 き抜 いて きた。 日本語教 育 を受け、 その 中で俳句 を作 り慣 れ親 しんだ彼 ら

に とって、そ れが 当然 の こ とで あ り、 その方 法 しか選 び ようが なか ったの であ る。だ か ら

日本 が好 きとい うわけで はな く、 日本 の支配 が終 わ って次の統 治者 とな った同 じ中国 人で

ある外省 人の抑 圧 に対 す る鬱 屈 した抵抗 の証 とも読 み取 れ る。

黄 霊 芝氏 は最 近 あ る 日本 の新 聞文 化欄 匚・55]に「俳 句 に託 す台 湾 の心』と題 す るエ ッセイ

を載せ 、現在 の心 境 を吐露 してい る。最 後 に 「生 き残 る蝉 ゐて 人ゐ て楽 しまず 」の俳 句 が

あ り、 サ ブ タイ トル に 旧 本 語 で創 作 活動 、 ただ 自分 のた めだ け に」とあ るか ら確 か に結

論 はそ うで ある し、前述 の如 く 厂なぜ 日本語文 芸 に現 を抜 か してい るのか、 その 文化的 意

味合 い を考 えて みた いの だ。が 、考 え て も分 か らない 」と綴 った時 もあ った が、 この 「た

だ 自分 の た め だ けに」の心 境 にあ る こ とは 自著 の各 所 に表 され て い る。 つ ま り民 族 ・国

家 ・政治 とは関係 な く、自分 自身 のため に必要 な表現 手段 だか ら日本語 を使 うの であ る。「私

は昔 か ら国 な る概 念 を有 害無 益 な もの だ と考 えて きた。平 安 を乱 す か らだ。 一 中略一

排他 を根性 とす る国 なる もの を次 々 につ くらせ 、次 々に排他 させ 、排 他 し返 させ 、争わせ 、

そ れか ら国際連合 を設 けて仲 裁 しよう とす る。私流 に言 えば 国家 とは次 々につ くるべ きで
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は な く、相携 えて全滅 すべ き もの なので ある。」[・56]とい う氏 の考 え もそ の根 底 にあ る。 そ

して特 に俳句 にお いて は、「湾俳 」の工夫 を重 ね なが ら も敢 えて彼 は、 俳句 は外 国語 に翻

訳 で きない とい う日本語 な らで はの文芸特 性 を認 めるか らで もあ る。 そ の ことは前述 の台

北 俳句 会員 の調査 結果 に も通 じるこ とであ る。 彼 らに とって民族 や 国家 の枠 組み を超越 し

て、 単 に自己表現 の道 具 と主張す るの であ る。

しか し次の ことに言及 す る必要 があ る。 「自分 のた めだ け」は肯 定 で きる反面 、「あれか

ら幾 星霜 を重 ねた だろ う。戒厳 令が 解か れ て久 しい。」の後 にそ の句 が あ る とい うこ とは、

そ の時期 で あ るの に 「楽 しまず 」とい うのが重 要語 句 で、幾 星霜 重 ねて も未 だ に安 心 して

表現 出来 ぬ 台湾 の政 治 と社会 状況 が あ る と解 釈す る と、 「た だ 自分 の ため だ けに」を否 定

もで きる。 だか らこそ、最 後の座 談会 に参加 した俳句 会員 に後 日MD起 こ しした原稿 を見

て もらった際 も、 か な り厳 し くチ ェ ックが入 っ た。その 内容 は 「あ る若 い台北 俳句 会員 が

友人 と日本 語で 会話 しなが ら歩 いてい た時、す れ違 っ た身 な りも普通 の老齢 の女性 が 、か

な り行 き過 ぎて か ら振 り返 りざま馬 鹿野 郎 と怒 鳴 った こ とが二 ヶ月前 の こ とだが 、 まだ引

きず って いる こ とにつ いて の各会員 た ちの反応 や、外 省人 や 日本 人、 台湾社 会 の現状 に対

す る彼 らの見解 等 々」だ った のだが 、外省 人 や 日本 人 な ど両 方の 人た ちへ気 遣い し、仕 事

の取 引上 のこ とまで心配 す る人 たちが いた。 その挙句 最終 的 に匿名 を希 望 した人 々の心 労

が心底 か ら思 い知 らされた。彼 らに とって今現 在 で も台湾 俳句会 で はな く台 北俳句 会 であ

る こと も、 その理 由の ひ とつ で はないか。 本音 で あるが故 に公言 を憚 っ て訂 正せ ざるを得

ない台北 俳句 会 の実 情 を垣 間見 た思 い であ る。現 在、 氏 とその俳 句会 の一貫 した立 場 とし

て、政 治 には一 切 関わ らない とい う態 度 は、現 状 を踏 ま えて創 設当 時 と変 わ りない。 「政

治 には一切 関 わ らない」と表明 しな くて はな らな いこ とこそ、 それ を意識 せ ざる を得 ない

とい うこ とで あ り、 延い て は民 族 ・国家 を超越 した ところに 自分 た ちの アイデ ンテ ィテ ィ

を置 きた い とい うこ とになる。故 に、元 日本 人 と して のア イデ ンテ ィテ ィはそ こで は強 調

され ない。 そ もそ も彼 らは 日本 語俳句 とア イデ ンテ ィテ ィ とは結 びつ けた くない ので はな

いか。 それ は裏 を返 せ ば、他 国の言語 に 自己が埋 没 しない ため のあが きに見 え るか も しれ

ない 。 しか し、彼 の 国家 形 成論 は、ベ ネデ ィク ト ・ア ンダー ソ ンが 『想像 の共 同体 』[*57]

で述べ るそ の論 を、 簡潔 に彼 らしい 表現 で示 してい る。そ の こ とは、 次の こ とに繋 が る。

過去、 日本 人 と して生 きて きた誇 りと自分た ちの意 思 とは異 なる とこ ろで無 理 に残留 さ

せ られた との意識 があ り、 その思 い を捨 て きれず にい る部 分 を含 め て、 日本 語俳句 が現存

して い る意味 もそ こ にあ る と見 られ る。 台北俳 句会 会員 か ら出 た言葉 で あ って も、 「日本
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語残 留孤児 」の 思 いは、会 員各 々多少 の差 異 はあ ろ うが 、 日本 語的 に は台湾 の中の残 留孤

児 なので ある。 したが って、 日本語残 留孤 児 は台湾 の地 に住 む 自分 とは異 なる意識 の人 々

に気 を遣 いつ つ 、 自分 の居 場所 作 りに奔走 しな くて はな らない。戦 後60年 た った現 在 で

あ るに も拘 らず、 また 、民族 ・国家 ・政治 に関わ らず とも。 否、 関 わ らない ことが 、多大

の配慮 を必要 と し、 エ ネルギ ー を消耗 す る ものであ る とい うことで もあ る。

近 頃台北俳 句会 に入会 して きた戦前 の 日本語教 育 を受 けてい ない世代 のあ る人 は、 日本

語 を話せ る とか っ こよい と言 うそ うで あ る。 とい う こ とは、 近年 日本 の ポ ピュ ラー カル

チ ャーに熱 中す る現在 の若 者た ち 「哈 日族(ハ ー リーズー)」の 感覚 で俳句 を習 って い る と

言 えよ う。今 後そ の ような人が 増 えるか否 か は未 知数 であ るが、 か な りの関心 を持 って見

守 りたい。 これ に関 しては、別稿 で論 ず る ことにす る。

最後 に次 の こ とに触 れて お こ う。 台湾 の 地 の特殊 性 を 日本語 俳 句 に構 築す るこ とが彼

らの重 要 な課題 であ り、そ れが今 後存 続す る力 となるの では ないか。 そ の ひ とつが 『台湾

俳 句 歳時 記』の 出版 であ ろ う。 過去 一 度 と して 台湾 か ら外 に出 た こ とのな い黄霊 芝氏 が、

この本 の 出版の 功績 に よ り 「国際俳 句子 規賞 」を受賞 して来 日したの は、 日本語俳 句 を詠

みなが ら、 台湾独 自の もの を創 造 して い る台湾 の俳 人 と して の誇 りが あ るか らで あろ う。

『台湾 俳句 歳 時記 』につ い て はこ こで は取 り上 げ ない が、 日本 の 四季 とは異 な る 「暖 か い

頃」「暑 い頃」「涼 しい 頃」「寒い 頃」とな ってい るのが興 味深 い。戦前 山本孕 江が 主張 した こ

とが、黄 霊 芝氏 に よって具現化 された感が あ る。

そ して台湾 の俳句 の独 自性 は、い っそ う台湾俳 句 と して の誇 りを増 させ るので はないか。

同氏 は 「少 な くともわれわ れ は九 官鳥 の よ うに他 人 の声 音 を真似 る よ りは、地声 で 己の歌

を歌 った ほ うが 、そ の道 の玄 人 に は快 く耳 に響 くこ とを知 るべ きで あ ろ う。 台湾 とい う

風 土 に棲 息 して いるわ れわれが 、 いたず らに吉野 桜や 盆踊 りに見 ほれ、刺 身 や蒲焼 をのみ

食べ たが った と した ら、折角 、台湾 に住 んで い る意義 が な くなる とい う もので あ る。」[・58]

と、 台湾 俳句 の在 り方 を示 す。 そ れ は また、1997年 ア メ リカ ・日本 共 催 の国 際俳 句 大会

での リー ・ガー ガ、 アメ リカハ イク協 会会 長た ちの一 致 した意 見 「日本 の俳句 とアメ リカ

の俳句 は、 同 じ巨木 か ら枝 分 かれ す る二つ の枝 の よ うに、 別方 向へ 成 長 してい くだ ろ う。

我 々 は独 自の道 を行 くことで真正 な北 米俳句 を創 り、 自分 た ちの詩 の1ジ ャンル と して確

かな地位 を獲 得 しな ければ な らない。」[・59]に同 じであ ろ う。 これ は 日本側 に新 た な認 識 を

迫 る ものだ った。 日本語俳 句の英 語訳 や中 国語訳 に賛 同 しない黄霊 芝氏 も、台湾独 自の 日

本 語俳句 につ いて は主張 してお り、 リー ・ガー ガ氏 もまた、 アメ リカ俳句 を創造 す るこ と
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を 目指 してい る。先 の拙 論[・60コにおけ る アメ リカの俳句 調査 にお いて も、俳句 の起 源 は 日

本 であ って も世 界の 国 々の もの として発 展 してい るの で、 日本 の俳句 規則 に縛 られ た くな

い とい う意 見が か な り認め られ た。

つ ま り日本 起源 のハ イ カルチ ャー で あ る俳句 は、北 米 アメ リカ で も台 湾 に お いて も、

ロー カ ライゼー シ ョンして いる のであ る。 日本独特 の俳句 とい う文化 が台 湾 に 日本語俳 句

と して存在 す る理由 を調べ る中 で、台 湾 と 日本 と中国 の歴 史 的なつ なが りが いか に重 く関

わ って きたか、 そ してその ことに翻弄 され なが ら もなお 日本語 俳句 を存続 させ て きた台北

俳句 会のエ ネ ルギー を真 摯 に受容 して い きたい。

さ らに、 日本 固有 の文化 であ るか ら として 日本特 有の もの とい う固定観 念 に とらわれ る

ことが、受 容 国に とって は どん な意味 を持つ もの か を配 慮 し、なお かつ わが 日本の立 場 は

わが 国固有 の伝統 文化 の個性 を見 失 わず堅持 す る努 力 を怠 らない こ と、 それが今 後 ます ま

す期待 で きる俳句 の グ ローバ ライゼー シ ョ ンにつ なが るので はない だろ うか。 そ してその

こ とが、 台 日関係 に良い影響 を与 える もの に なる と信 じるの であ る。
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[図1]台 北俳句会会員の国際文化 ・俳句(日 本語俳句)意 識

1,俳 句の良さを実感 し、

好きですか。

2.ア ジア圏で俳句が

もっともいいですか。

3.俳 句の良さはどんな点ですか

(俳句の最良の特徴を一っ)

ロ どち

囗7

4,俳 句を詠むのは

楽しいですか。

5.俳 句 には、も とも と禅の

精神を感 じますか。

6.俳 句には、

意外性が必要ですか。

団いいえ

7.俳 句で日本伝統文芸への

関心が深まりましたか。

8.俳 句は日本独特の
文芸表現ですか。

9.国 際的に、日本文化の
理解に役立ちますか。

臼いいえ

ロ どちら

11

奪 ・・一ジと鷺 〈瞬 ・〉
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10自 国語(日本語てない)て

俳句の良さが味わえますか。

11俳 句て交友関係か

広かりましたか。

12外 国と日本の俳句は

異なりますか。

』 『

亂

二

緜
翻ぐ
鞋遡
コ

蓋

鸚
胃
甑

る

を
醜
職
＼

どちらでも
ない

37%

国いいえ

7%
毛r㍉

ぺ

どちらて 誨
もない

22%

口いいえ
4%

どちらでも

ない19%

13俳 句は今後も世界の人々か

好むと思いますか。

14尊 敬する俳人かいますか。 15俳 句はいつごろとこて

知りましたか。

図いいえ
7%

0と ちらでも
ない4%、 ぴ

∴醗 講

驪
黼

畆
4玉%℃

ぽ

翫

小
萵
大

4

T6俳 句はいつごろとこて
作り始めましたか。

17俳 句は日本語て作るのか
いいてずか。

図回答なし

4%
ロ小 中 高校

大学

蠶15%驪

口とちらてもない

7%

F

℃㍉

匡

図いいえ
4%

成人
8了%
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本橋哲也 「カルチ ュラル ・スタデ ィーズへの招待」 大修館書店2002pll

磯 田一雄 「台湾 日本語文芸の今 を考 える」『アジアフォーラム28』 大 阪経済法科大学アジア研究所2004

P3～4

最初の短歌:台 湾総督府編纂第三期 国語教科書 『公学校用 国語讀本 第一種 巻12』(第六学年後期用)1926年(大

正15年)「 明治天皇御製」p1～210首 最初の俳句:同 第四期国語教科書 『公学校用 国語讀本 巻12』(第 六学年

後期用)1941年(昭 和16年)「 俳句」p55～568句 短歌 ・俳句両方=同 第五期国語教科書 『初等科 国語 七』(第

六学年前期用)1944年(昭 和19年)「 ば らの芽」p40～4310句 と同 『初等科国語 八』(第六学年後期用)「玉のひび

き」p4～612首 「元日や」p70～7210句 その他、第四期国語教科書 『公学校用国語讀本 巻10』(第 五学年後

期用)1941年(昭 和16年)「 第一 明治天皇御製」pl～3が ある。

海後宗臣編纂 『日本教科書大系(近 代編)』 第7巻 国語(4)講 談社1968p520

林 茂生 『日本統治下の台湾の学校』 拓殖大学海外事情研究所華僑研究センター2003pl75

「1924年に日本内地 で高等学校に在籍 している学生 の数 は813名 、1923年 に823名 、1922年 に737名 、192ユ年に

622名 、1920年 に473名 である。 これ らの数字は日本で能力 を発揮 し、高等教育 を受けている台湾人学生が増え

ていることを示 している。1925年 、800名 の台湾人が 日本で学んでお り、150名 が専 門学校 と大学 に入学し、 さ

まざまな専 門分野で学業を続 けている。」国立編訳館 主編 易達 ・永山美樹 訳 『台湾 を知 る』2002p91～

92

「1945年 までに日本 に留学 した学生 は合計で20万 人、その中で大学や専 門学校の卒業生の総 数は6万 余人、医

学を学んだ者が最 も多 く、法律、商業、お よび経済がそれ に次 ぐ。留学は台湾での高等教育の不足 を大 きく

補った」

『ホ トトギス』 大正12年6月 号 「雑詠」1923.6.1P61～89

『朱夏』特集 「俳人 と歌人のアジア地図」せ らび書房2000.4p51～59

77歳88歳76歳78歳80歳73歳76歳80歳52歳75歳87歳78歳 ひ とり52歳 を除けば、

全て70代 である。

『ホ トトギス』 昭和3年5月 号(第31巻 第8号 一381号)「雑詠」1928.5.1p49

『ホ トトギス』a大 正12年10月 号(第41巻 第1号 一494号)「雑詠」1923.10.1p187b大 正12年5月 号(第40

巻第8号 一489号)厂雑詠」 】9235.1p78

今井祥子 「近代俳句 史の周辺で一 台湾 と俳句」『立教大学比較文明学紀要 境界越えて 比較文明学 の現在』

第5号TheComparativeCivilizationSocietアofRikkアoUniv

『臺 灣婦人界』a昭 和9年(1934)10月 号p160b昭 和9年(1934)10月 号p163c昭 和9年(1934)11月

号p166d昭 和10年(1935)11月 号p97

日本語全面禁止1946年10月25日

岡崎郁子 『黄霊芝物語』 研文 出版2004p189

1928年 台湾台南市生 まれ、小説 ・俳句 ・短歌な ど多 数の 日本語 による作 品が あ り、美術の彫塑作品 もあ り古

美術 にも造詣が深い。2004年 度子規記念国際俳句特別賞を受賞。氏 については、岡崎郁子 『黄霊芝物語』研 文

出版2004に 詳 しい。

『軍民導報』 日本語禁止令 下において1946年6月 か ら約1年 間、 国民党政府 によって発行 された 日刊紙

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語での一」『黄霊芝作 品集18』 自費出版2000p214～215p224

懸 ・・覗 ・・艫 庫〉 085
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岡崎郁子 『黄霊芝物語』 研文社2004p201

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語での一」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p225～226

a台 北俳句集(31)台 北俳句会2004p21b同(28>同 会2001p76c同(29)同 会2002pl7d同

(29)同 会2002p66e同(32)同 会2004p57f同(32)同 会2004p53

黄 霊芝 『黄霊 芝作 品集15』 自費出版2000p9

黄 霊芝 「あ りげな問題のい くつか一国際交流での一 」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p137～138

黄 霊芝著 台湾の季節 を 「年末 ・年始」「暖かい頃」「暑い頃」「涼 しい頃」「寒 い頃」に区分 し、[人 事][自 然 ・天

文地象H自 然 ・植物][自 然 ・動物]ご とに、台湾独 自の季語を取 り上げ、台北俳句会会員の作 品を例句 として、

氏 の解説 をつけて編纂 した もの。言叢社 出版2003こ の功績に より、「国際俳句子規賞」を受賞、2004年11

月初来 日した。

『台北俳 句集』(一)台 北俳 句集編 纂委員 会1998同(28)同 会2001同(29)同 会2002同(31)同 会

2003

1994年 、呉 建堂氏 黄 霊芝氏 の推 挙を うけて、頼 天河氏が主宰 となって結社 された。最初は台北川柳会で

あったが、2002年 に百回記念 をもって台湾川柳会に改名 した。

a台 北川柳会 「第2回 会報」1994.9,4.b同 「第29回 会報」1996.12.2.c同 「第90回 会報」2002.1.6.d同

「第91回 会報」2002.2.2,e台 湾川柳 会 「第100回 会報」2002.lL3.こ の100回 会報 よ り台湾川柳会 に名称

を改めた。台北であった理 由は、台北俳句会の理由と同じ。

『台北川柳会』「二周 年記念特集会報」1996.7.p7「 台湾川柳会の設立」の中で、黄霊芝氏がその経緯 につ い

て述べている。

磯 田一雄 「台湾 にお ける日本語文芸活動の過去 ・現在 ・未来 一俳句 を中心 にその教育文化史的意識 を点描す

る一」『日本台湾学会台北定例会』要旨2005p2

KiyomiSomekawa,耽 岬 μθη`8(ゾHα砌oηCoμ 励 ε5Forθ恕溺01卿 ηWOR正DHAIKUREVIEWTheMagazineofThe

WbrldHaikuClubVol.3,Issue2:December2003pl

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語 での一 」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p213

内 田園生 「世界 の俳句13」 『世界週報』時事通信社2000.7「 この句は1993年11月 例句会に出された もので、

台北俳句集 に収録 されていない もの」と内田氏の言

森田健嗣 「社会教育か ら見る1950年 代の戦後台湾国語普及について」『天理台湾学会研究大会台湾大会記念講

演および研究発表論文報告集』 天理台湾学会2005pB2-12

元東呉大学(台 北市)講 師、現台北俳句会 ・台湾川柳会会員、大阪在住

森田健嗣 「社会教育か ら見る1950年 代の戦後台湾国語普及について」『天理台湾学会研究大会台湾大会記念講

演および研究発表論文報告集』 天理台湾学会2005に 詳 しい。

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語 での一 」『黄芝作品集18』 自費出版2000p211

松永正義 「台湾文学のお もしろさ」『一橋 論叢』日本評論新社20024月 号p138

山内久明 ・川本皓嗣 『近代 日本 における外 国文学の受容』放送大学教育振興会2003p163～164

一 また、1965年 、呉振蘭 の短歌が宮 中新 年歌会 始詠進に入選以来、同氏 も活動 を公然化、 この年(昭 和40

年)は 、 日本の経済成長に伴い 日本 の中小企業が続々と台湾 に入 って行 き始 めた頃で、 また台湾でも経済成長

が始 まろうとしていた時期 でもあ る。こうした動 きの中で、植民地時代 の入脈が経済交流 に大 きくものを言 う

ことにな り、 また国民党による恐怖政治もややゆ るみは じめていた。呉建堂が 日本の短歌会 とつなが りを持ち
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つつ、短歌の創作 を公然化 していった背景である という。

弧蓬万里 『台湾万葉集』[続 編]集 英社1995p24.25

岡崎郁子 『黄霊芝論 その一』『吉備 国際大学社会学部1998研 究紀要』 第8号p7

黄 霊芝 『黄霊芝作品集18』 自費出版2000

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語での一」『俳句誌 なると』(創刊30周 年 ・300号 期年号)な る と俳

句会出版2005p61

HiroakiSato,0η 劭 μ励 θ4加8s漉o雁 επg碗o廨 勧`oEπ81納WEATHERHILL:NewYbrk&TokアoI983

若林正丈 『台湾 の台湾語人 ・中国語人 ・日本語人』 朝 日選書 朝 日新聞社1997.7.p6

国立編訳館主編 蔡易達 ・永 山美樹 訳 『台湾を知る』2002p87～89

陳 培豊 『厂同化」の同床異夢』 三元社2001p32～33

林 景明 『台湾 の 「皇民化」教育』 高文研1997p103～104

若林正丈編 『矢 内原忠雄 「帝国主義下の台湾」精読 』2001p255～256

蔡 焜燦 『台湾人 と日本精神』 日本峡分社2000p83

黄 霊芝 「戦後 の台湾俳句一 日本語 と漢語 での一 」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p221～222

1946年 日本語禁止令が出た翌年2月27日 つ いに、台北市内で闇煙草 を売って生計 を立てていた寡婦を取 締官

が殴打 し、民衆の一人が打 たれて死亡。それ をきっかけ に民衆 との衝 突が発生、翌28日 講義に出かけた民衆

に警備が発砲 して死傷者 を出したため、全台北市が暴動状態 となった。その後国民党は、 この暴動が再発 しな

いように、台湾の人々に対 して強力な弾圧 を始め、台湾の知識人たちが大量に虐殺 された。このことを大陸の

赤軍になぞらえて、白色 テロとい う。

黄 智慧 「ポス トコロニアル都市 の非情一台北の日本語文芸運動につ いて」大阪市立大学大学 院文学研究科 ア

ジア都市文化学教室編 橋爪紳也責任編集 『アジア都市文化額の可能性』 清文堂2003p140

平野健一郎編 『近代 日本とアジァ;文 化 の交流 と摩擦』 東京出版会1988p180

林 景明 『台湾 の 「皇民化」教育』 高文研1997p26

林 えいだい 『台湾 の大和魂』 東方出版2000p53彼 は勇敢高潔の誉れ高い高砂義勇隊の 日本兵 として太

平洋戦争 に参戦 し、片足 を無 くして敗戦、その後 は日本人で なくなったこ とに憤 りの毎 日を過ご した という。

「裏切 られたと思 ったね。 この時ほ ど片足 を失 った、その重 みを感 じたことはなかった。 日本 の戦争に狩 り出

されて、結局 は捨て られてしまったんだか らね」

2005.ll.2L付 日本経済新聞朝刊文化欄

黄 霊芝 「日本文化の原点一 とんちんかん論法での」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p273.275

ベ ネデ ィク ト ・アンダーソン 『想像 の共 同体』NTT出 版株式会社2001

黄 霊芝 「あ とが き」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p25

星野恒彦 「俳句 の国際交流管見」『HI』Nα60国 際俳句交流協会2005p14

染川清美 「俳句 が海外 に与えた影響 一 アメ リカ合衆国内俳句協 会会員 と留学生 の俳 句にたいす る現在 の意

識一」 『俳句誌 なると』1月創刊30周 年記念号2005p116～118

熱 ・・一燃 ・の卿
087



芸術社会学 ・試論

新世界の「創造の現場」から

吉澤弥生

1現 代芸術と実験的表現

イギ リス の文化 研 究者 レイモ ン ド ・ウ ィ リアムズ に よれ ば、「art」は、 もと もとあ らゆ

る種 類 の 「技術 」を さす 言葉 だ ったが 、19世 紀 に 「artisan職人」と 「artist芸術 家 」とが分化

し、 「thearts(芸 術)」が あ る種 の美的表 現 を意 味す る よ うになっ た(Williams1983=2002:

37)。 日本語 で も現在 「芸 術」は、 「技 」全 般 とい う よ り、美 的表 現 を指 す言 葉 として使 わ

れ て いる(芸 術 とは(1)「 特殊 な素材 ・手 段 ・形 式 に よ り、技 巧 を駆 使 して美 を創 造 ・表

現 しよ う とす る人 間活 動、 お よびそ の作 品」、(2)「 芸 ・技芸 。 わ ざ」と され る(大 辞 林 よ

り))。 加 えて、 「お芸術 」とい う皮 肉 を込 め た言 い方 が示 す よ うに、芸術 は一般 の 人 々の

日常 生活 とは離 れた ところに存在 す る、 どこか排 他 的 な もの とい うイメー ジがつ きまとっ

て いる。 この よ うに芸術 とは、一 部の専 門家 が制作 し、一般 人 は有 り難 く鑑 賞す る もの と

と らえ られて きた。

ところが現 在、 芸術 を一 部の 人 たち の 「価値 あ る高 尚 な作 品」と して で はな く、 誰 に も

開か れた 日常生活 の 中の 「技 」と とらえる ような表現 活動 が増 えて いる[・1]。い わば 「芸術 」

とい う境 界 を内側 か ら突 き崩す ような表 現活 動 であ り、 この場合 「芸術 」で はな くあ えて

「アー ト」と呼 ばれ た りもす る。 芸術 の 自己言 及 ・自己否定 は20世 紀 初頭 の広 い意 味 での

モ ダニズ ム、 と くに ダダ や未 来 派 に まで さか のぼ るが 、 これ らは社 会 運動 と結 びつ い た

「芸術 運 動 の一つ 」として認識 され、 芸術 それ 自体 の社 会 的な価 値 を決 定 的に変 え る もの

で はなか った。 だが現代 の芸術 の あ り方 の変化 は、 よ り根底 の と ころで、社会 による芸術

の と らえ方 自体が 変容 しつつ あ るこ とを示 してい る。

この 「芸 術 の社会 化」を象 徴す る現 代美 術作 家 の一 人 に、 川俣正 が い る。彼 は、作 品制

作 をその場 の人 々 との共 同作 業 に よっ て進 める。 「感覚 や 身体 とは何 か。他 者 や異 質 な考
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えを どう受 け入 れ るのか 」を常 に問い なが らの作業 、 そ こに到達 すべ き完成 形 は用 意 され

て いない。 川俣 は 「個 人の試 行錯誤 そ の もの を 〈創造 的〉とみ な」し、 こう した 一連 のプ ロ

セ ス を 「創 造 的 な作 品 」と考 え、 地域 、学校 、 医療 の現 場 で さま ざまな実 践 をお こ なって

い る(川 俣2001:8-9)。

また例 えば、2005年 に大 阪府 立 現 代 美術 セ ンター で 開催 され た展 覧会 「第三 回大 阪 ・

ア ー ト ・カレイ ドス コー プ」。そ の テーマ は 「DoArtYburselfす べ ての 人 は表現者 」だ っ

た。 今や 日常生 活か ら分離 して しまった 「芸術art」、そ の本来 の意味 であ る 「技」を生活 者

自 らが取 り戻 そ う とい う意味 が込 め られた の であ る。 この と きの展 覧 会 の企 画運 営 を在

阪 のアー トNPOが 担 った とい う点 も象徴 的 だ。特 定 のア 「 ト ・プ ロデュー サー では な く、

ミ ッシ ョ ンも活動 内 容 も異 な る8つ の 団体 が 「コン ソー シアム(協 働 事 業体)」 を組 織 し、

企画 運営 の主導 的役割 を担 うとい う、前 例 のない試 みが お こなわれ たの だ。 会期 中 は、 参

加者 を巻 き込 ん だ連 日の トー ク 「ダイ アロ グ(対 話)」 や、音 楽家 と一 般 参加者100人 に よ

る演奏 、視 覚障 害者 と晴眼者 に よる展示 ツアー な ど、 さま ざまな催 しが 開かれ た。

さ らに、 大阪 を拠点 に活動 す るイ ンデ ィペ ンデ ン ト ・キ ュ レー ター(芸 術 と社 会 のつ な

ぎ手)の 雨 森信 は、大 阪 の下町、新世 界 を舞台 に、4人 の アー テ ィス トと地域 に生 きる人 々

との 共同作 業 に よる 「創 造 の現場 」を幾 度 も作 りあ げてい る(詳 しくは後述 す る)。03年 以

降の さまざ まな実践 を契機 に醸成 され た この地域 にお ける老若男 女 の信頼 関係 は、そ の後

も続 い てい る。雨 森 は こう言 う。「創 造す る とい う行為 はアー テ ィス トだけ に与 え られた

特権 では ない。 ……単 純 に見 え る事務仕事 や 家事 で も創造 力 を発 揮 出来 る場 は多 い。 日常

の些細 な問題 を解 決す るた めの工 夫 に も創 造力 は欠 かせ ない。 それ は、私 た ちの生活 を豊

か にす るための 源で ある。 その潜在 す る創 造 力 を刺 激 し、育 むのが芸術 表現 で はな いか と

私 は考 えてい る」(雨森2005:2)。

現 在 の芸術 とそれ を と りま く状況 の変 容 は、芸術 との 関わ り方が 、「鑑 賞」か ら 「参加 」

へ と変化 してい る点 に象徴 的にみ て とれる。 た とえば、 アー テ ィス トが、地 域 の人 々 と触

れ あい なが ら、 その土 地 の記憶 や歴 史 を新 しい かた ちで表 現す る。 そ して:地域 の 人 々 も、

共 同作 業 を通 して これ まで にな い視点 や表現 方法 を発 見 し、 それぞ れの 日常 生活 に フ ィー

ドバ ックさせ る。 また、医療 や福祉 の現場 で 、治療 や作業 の一環 と して アー トが取 り入 れ

らた り(エ イブル ・アー ト)、精 神病 者や 障害 者 に よる表 現(ア ウ トサ イ ダー ・アー ト)が

注 目を集 め る こと もあ る。 い ずれ も、 人 と人 のつ なが りや社 会 とのか か わ り方 を再 考 さ

せ た り、 あ るい はマ イノ リテ ィの 「エ ンパ ワメ ン ト」につ な が る もの と して、 芸術 が一役
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買 ってい るのだ。 前述 の川俣 の作 品 も、 こ う した流 れ に位置 づ ける こ とが で きる。

とはい え、 こ うした 「生活 者の誰 もが アー テ ィス ト」とい う風潮 に対 して は反発 もあ る。

確 か に、表現 活動 に人生 を賭 けて いる芸術 家 と、趣 味や余暇 と してた しな む人の作 品 をひ

と くくりにする わけ にはいか ない だろ う。い ったん は括 弧 に入 れた と して も、作 品の 「質 」

の問題 を芸術 は避 けて は通れ ない か らだ。 また芸 術 やア ー トが 、まちづ くりな どの 「手段 」

と位 置づ け られ るこ とへ の抵抗 もあ る。長 期 的 にみ れ ば結果 と して 地域 が活 性 化 した と

言 える場合 もあ るが、芸術 はそん なに汎用 性 のあ るお手軽 な ツール では ない。何 よ り、芸

術 の社 会化 を体 現 す る川俣 自身が 「現 在行 われ てい る強迫観念 的 な 『アー トを社 会化 す る、

しなけれ ば な らない』とい うスロー ガ ンの も と、数 々の アー トプ ロジ ェク トが 善意 的 な使

命 感 を持 ち、社会 政治 運動 の ご と くイデ オ ロギー化 し始 めて いる とい う状 況 があ る」と危

機感 を表 明 して い る(川 俣2001:72)。 芸 術 が社 会 の 中の さ ま ざ まな引力 に よっ て変容

させ られ てい る現 在 だか らこそ、 と くに現代 アー トの前線 で その創 造 に関わ る人 々は 「芸

術/ア ー トとは何 か」を常 に問い続 けな ければ な らない状態 にあ る といえ よう。

2文 化の中の 「芸術」

アー トマネ ジメ ン トの専 門書 で は、 芸術 は 「人間 が人 間で あるた め に、 な くて はな らな

い もの」、 「世の 中を変 える力 を もつ 」、 「アー トの持 つ創 造性 は、 コ ミュニ ケー シ ョンに不

可欠 な もの」、 「この世 の 中に は多様 な価値 観 が存 在 し、 ア ー トはそ れ を一番 端 的 に私 た

ちに教 え て くれ る」、 「『人類 の歴 史』『社 会 の鏡 』としての役 割」な どと定 義 されて い る(林

2004:22)。 また、2001年 に制 定 され た文化 芸術 振 興基 本 法 を は じめ と した種 々の文 化 関

連の 政策 におい ては、 文化 芸術 の振 興が社 会 の活 性化 、個 々人 の生活 の豊 か さに寄 与す る

と位 置づ け られ、 その創 造 と享受へ の保 障が うた われて いる。芸術 は、 よ くも悪 くも人 間

と社 会 に作 用す る力 を持 つの だ。 こ こで は、 日常 生 活の 中 の さ まざ まな 「技 」を用 い て、

既 成 の価 値観 を打 ち崩 し、世界 の別 の見 方 を示 して くれ るのが芸術 で あ る、 とひ とまず は

定義 してお こう。

で は、芸術 を よ り包 括 的な文化 全体 の 中 に位 置づ け てみた い。以 下 の図 は 「成果物 と し

ての 文化芸術 」を 「質 の追 求一 量 の追 求」「制 度的一 実験 的」を軸 に図式化 した もの であ る。

軸の両 端 はあ くまで相対 的 な もの であ る。
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制度的

エ ン タ ー

量の追求

ポ ッ

質の追求

薨的 アー ト

実験的

図 成果物としての文化芸術

まず 「質 の追求 ×制 度的」=第1象 限は、伝 統 芸能 や舞台 芸術 な ど、す で に 「価 値」が広

く認 め られて い る もの だ。発展 や継 承 の ため に、 行政 が この領域 を支 援す る。 次 に 「量 の

追求 ×制 度 的」=第2象 限 は、 映画 や アニ メ、 ロ ングラ ン公 演 す る ような演劇 な どの大衆

文化 、人気 の ある伝統 芸能 も含 まれ る。 これは市場 によっ て支 え られて お り、 エ ン ター テ

イ メ ン トとして消費 され る。 そ して 「量 の追 求 ×実験 的」=第3象 限 は、例 えば 「ポ ップ ・

ア ー ト」と呼 ばれ る領域 だ。 実験 的で ラデ ィ カル な表現 で あ って も、市 場 的 に成 功す る も

の もあ る。

そ して最後 の 「質 の追求 ×実験 的」=第4象 限で ある。1で 挙 げ たよ うな、現代 アー トの

前線 は ここに属 す る。 一般 的 な認 知度 も低 く、評価 される前 の段 階なの で、制 度 に も市場

に も支 え られ に くい。 む しろ、制 度や市 場 か ら距離 を とる こ とを表 現の活 力 とす る場合 も

あ ろ う。 この領域 は、 文化芸術 全 体の活性 化 のた めに は不 可 欠で ある。 これ までの歴 史 を

振 り返 れ ば、「こ んな もの は芸術 で は ない」と非 難 され た り、 あるい は 自 らそ う主張す る

表現 によって、 芸術 の歴史 が更新 されて きたか らだ。

しか し現 在 の 日本 では、 この領 域が弱 く小 さい 。そ れ以前 に、 そ もそ も日本 で は芸術 に

対す る風 当た りが厳 しい。芸 術 は一部 の物好 きや 変わ り者の や るこ とで 、一般 の人 に とっ

てみ た ら余 暇の 範囲、 趣味 の延長 とみ な される。 また た とえ芸術 家 が貧 しい生 活 を送 って
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いて も、好 きな こ とを して生 きてい るの だか らそれ くらいの報 い は当た り前、 とい う風 潮

があ る。欧 米で は 「アー トは個人 の考 えや個 性 を表現 す る重要 な媒体 で あ り、精 神 を解放

し自由 に して くれ る もの」で あ り、「アー トは生 活 に美 を与 え るだ けで な く、 「市 民社 会 」

や 「自由」と密 接 な 関係 にあ る重 要 な もの」とみ な されて い るの に対 し、 日本 で は 「アー

テ ィス トの 才 能 に対 す る理解 も乏 し く、尊 敬 心 が 希 薄 で あ る と言 わ ざ る を えな い」(林

2004:22)。 こ うした独 特 の芸術 家 の社 会 的位置 づ け を考 え る と、 未 だ評価 の定 ま らない 、

一般 的 に知 られ て いな い よ うな表 現 「質の 追求 ×実験 的 」領 域 の厳 しさは想像 に難 く

ない。

ときの権 力 と結 びつ いた り貴 族 に 「おか か え」される な ど、 文化 芸術 に は これ まで も何

らかの形 でパ トロンが存 在 した。 現在 は市場 原理 が支配 的で あ り、 さきの図の 第2・3象 限

には活気 があ る。行政 改革 、民営化 路線 も手伝 って、文化 産業 は ます ます その力 を強 めて

い くだ ろ う。そ こで、 市場 原理 に委ね てい ては衰退 しか ねな い もの を行政 が支援 す る格 好

にな る。現 に文化 庁 は第1象 限、 「最高水 準 の舞台 芸術 公 演 ・伝 統芸 能等」への重 点支援 や

美術 館 関連 に約400億 円、 文化財 や博 物館 関 連 に約580億 円 をあて てお り、 これ は合 わせ

る と全体 の97%を 占め る(文 化庁2005:9)。 また新 興 の ジャ ンル と して 「コンピ ュー タ ・

グラ フィ ックス、 アニ メー シ ョンな どのメデ ィア芸 術」が挙 げ られて いるが 、 これ はす で

にグ ローバ ル市 場 での評価 を得 た もの、 つ ま り第2・ 第3象 限であ る(文 化 庁2005:26)。

つ ま り文化 庁 の支援 は制度 的 ・市 場的 な基盤 があ る ものへ と拡 大 されつつ あ るのだ。 文化

芸術 振 興基 本法 で 「文 化芸術 に関す る施 策 を包括 的 に推進 す る」と してい る以上 、 こ うし

た対 象 の偏 りは無視 で きない。 もちろん全 ての文化 芸術 が支援 され るべ きだ とい うの では

な く、 そ こに は個 々人 の努力 や競 争 の要 素 が不可 欠 で ある。 「質 の追求x実 験 的」の領域

な らば なお さ ら、 イ ンデ ィペ ンデ ン トで活動 す るこ とを選 ぶ芸術 家 もい るだ ろ う。 しか し

この ままで は芸術 全体 を引 っ ぱる ような、未 来へ 向けた投 資 とい う側 面が弱 い ま まで ある。

この よ うに、成 果物 と しての 文化 芸術 の 「質の 追求 ×実験 的 」の領 域 は、厳 しい状 況 に

あ る ことがわか る。

3こ れまでの 「芸術社会学」

「イメ ージ と しての 〈日本 〉ゴプロ ジェク トでは、そ れが変 容す る ダイナ ミ ック なプ ロセス

轗 ・・蹴 … 鵜
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を視野 に入 れつ つ、 日本 とい う枠 で 「文化 」を とらえて い る。 そ して 「ここで い う 『文化』

は、芸術 や思想 さ らに は宗 教 の ようない わば 『大 文字』の文化(ハ イ カルチ ャー)に 限定 さ

れ な い」、 また 「ポ ピュ ラーカ ルチ ャー を含 む 『小 文字』の文化 に関 して も、国 際的 な研 究

拠 点 を 目指 して デー タの蓄積 ・分析 とと もに研 究体制 の組 織化 を進 め てい く」とされて い

る。 そ して 「アニ メやゲ ー ム、 ドラマ やマ ンガ な ど 日本発 の ポ ピュ ラー カルチ ャー」が挙

げ られ、 実際 にそ の路線 で進 め られ て きてい る。

ここで言 われ てい る 「大 文字 」「小 文字」の 文化 は、制 度 と して の文化 と市 場 が支 え る文

化 で あ り、 さきの図 での 第1・2・3象 限 にあ たる。 とい う こ とは、 本 プロ ジェ ク トにお い

ては 第4象 限=「 質 の追 求 ×実験 的 」の 領域 は含 まれ てい ない。 文化 庁 を は じめ と した行

政支 援 のあ り方 と同様で あ る。 そ こで模索 され る表現 活動 は意味付 けや 価値判 断 の手前 に

あ るた め、「イメー ジ」とも言 い ようが ないの だが。

本 プ ロジ ェク トの対 象 で は な くて も、 文化 芸術 にお け る 「質 の 追求 ×実 験 的」の領 域 、

実験 的 な表現 は どの ような過程 で生成 す るのか 、 どんな社会 関係 が形成 され 、 どんな社会

的 な意 味づ けが な され るのか を明 らかにす る の も社 会学 の仕 事 であ るだ ろ う。 あ るい は、

この領域 に注 目が集 まらない こ とは、 た んに文化研 究 や文化社 会学 、芸術 社会 学 の空 白で

あ る だけ でな く、 こ こで の さ まざ まな社 会 関係 か ら推 察 される種 々 の問題(後 述 す る)が

捨象 されて しま うと もい え る。 で は、 こう した実験 的 表現、 つ ま り制度 と市場 に支 え られ

ない芸術 領域 に、社会 学 は どう切 り込 んで いけ るのか。

まず は これ までの 文化社 会学 をみ てみ よ う。歴 史的 には、 ジンメル に よる、社 会 的事象

の 内容 で はない 「社会 化 の諸形 式 」を照 射 す る 「形式 社会 学fbrmaleSoziologie」 、 そ して こ

れ に対 す る批 判 と してA・ ウ ェーバ ーが 構想 した 「文化社 会 学Kultursoziologie」 の対置 が

想起 され る。後 者 は、形式 とい う抽象 的で非 歴史 的 な もので は な く、内容 と しての 「文化」

の 分析 に よって社 会 の具 体性 や歴 史的個 性 を把 握 しよ う とい う狙 い で構 想 され た。 この

と き文化 社 会学 は、 対象 の内容 一 す で に ある もの一 の分 析 と同義 だっ た とい える。 そ し

て これ以 降、 文化社 会学 は、既 存 の文化 制 度(宗 教、教 育、 マス ・コ ミュニケ ー シ ョンな

ど)や さま ざま な文 化 産業 を対 象 と し、そ う したあ らか じめ存在 す る 「文化 」が社 会 の 中

で いか に作 動す るか 、あ るい は人 に対 して いか に作 用 す るか を明 らか に して きた。 いわ ば

文化 に関す る制 度 と市 場が 得意分 野 だった ので あ る。近 年 にな る と、 カルチ ュ ラル ・ス タ

デ ィーズ の隆盛 によって、 個 々の文化 は社会 的諸 関係 の中 で構 築 され る もの との見 方が広

が ってい く。現 代 の文化社 会学(Sociologyofcultures)は 、 それぞ れの対 象 におけ る人 と文
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化、 文化 と社 会 の ダイナ ミ ックな編 成の 過程 を照射 しよう とす る もの とな った といえ る。

では 「芸術社 会学 」は どうか。 ひ とこ とで い えば、 これ は芸 術作 品 を何 らか の社会 的要

因か ら説 明す る立場 で あ り、そ の 「社 会還 元論 」的 な ス タンス は芸術 その もの の面 白み を

すっ か り失 わせ て しま うと批判 されて きた。 これ に対 し、 前出 のウ ィ リア ムズ は、文化芸

術 はたん なる産物 で はない、 それが 生産 され社 会的 に編成 され てい く過程、 関係 に注 目せ

よと説 いた(『文化 とは』(1981=1985))。 また近年 で はブル デューが 『芸術 の規則 』を上 梓 し、

社 会か ら小説 へ とい う一 方的 な影響 で はな く、社 会 と小 説 との相 互的 な影響 関係 を検 証 し

た(Bourdieu1992=1995)。 いず れ も、社 会還 元論 を越 えた 、芸術 の社 会的 分析 の方 向性 を

示 す もの であ る。 また井 上俊 は、 「む しろ芸術 との交 流 を とお して社 会 学 的思考 を豊 か に

して い くとい う方 向が、 正当 に認知 され、 今後 さ らに開発 され てい くこ とが望 ま しい」(井

上1996:4)と し、 社会学 の発展 の 可能性 につ いて も言及 して いる。

一方 、芸術 や美 術が 「社会 」との関係 を深 め たの は20世 紀初頭 の ダ ダや 未来派 にさかの

ぼ るが 、そ れは社 会運動 と結 びつ いた芸術 運動 の一つ 、 とい う位置 づ けであ る。戦後 もそ

うした運動 は シチ ュア シオニ ズム な ど、 さま ざまな形 で企 図 され実践 されて きた。美 的 な

もの の イデオ ロギー性 を逆 手 に取 り、社 会運 動 として展 開す るそ うした流 れの ひ とつ に、

70年 代 の フラ ンスの芸 術 運動 「アー ル ・ソ シオ ロジ ック」が あ る。 この芸術 運 動 自体 は、

メ ンバ ーが3人 と少 なかった こ ともあ りほ とん ど知 られて いない が、「アー トと社 会 のつ な

が りを批判 的に問 い ただす ため」あ るい は 「見 る人 に対 してその 人が 受け てい る情報 操作

につ いて知 られ る イメー ジを送 り返 す こ とによって コミュニケ ー シ ョンと情報 伝播 の様態

を混乱 させ るため に、 社会 学 のあ る種 の方 法 を用 い る実践 で あろ う と」した運動 、 と説明

され てい る(小 倉1987ニ1997:330)。1987年 、 これ を社 会学 的 に考察 した、 ブ レーズ ・ガ

ラン 『アール ・ソ シオロ ジ ック(artsociologique)』(邦 題 『厂芸術」か らの解放』(邦訳1997))

が上梓 され た。筆 者 ガラ ンは、ア ール ・ソ シオロ ジ ックの メ ンバ ーの イ ンタヴュ ーや運動

の経緯 の詳細 な記 述 を通 して、 この芸術運 動が社 会 の中で形 成 され社会 的 に意 味づ け られ

る過程 を明 らか に した。 アー ル ・ソシオ ロジ ックの実践 そ の もの に入 り込 むこ とで、 自ら

の研 究 も実 践 た るこ とを 目指 し、 最終 的 には 「美的 な ものの社 会学 」の描 出 を試 み たので

あ る(ガ ラ ン1987=1997:35)。 た だ、 さほ ど注 目されず に終 わ った この芸 術運 動 と同 じ

ように、 ガ ランの試み それ 自体 も同 じような経緯:をた どった。 だが ともか く 『アー ル ・ソ

シオロ ジ ック』は、社 会学 の研 究で ある と同時 に、実験 的 芸術 の実践 を目指 した もので も

あ った。
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本稿 が 目指す の もこ う した実践 と しての研 究で ある。社 会学 的 な示 唆 も得 られれ ば よい

が、それ は本稿 の範 囲を超 えるか もしれな い。以下 、現代社 会 にお ける芸術 「創 造の現 場」

を対象 に考 察 を進 め る。

4大 阪 「新世界」と芸術

4-1新 世 界 ア ー ツパ ー ク事 業

大 阪 、新 世界 にあ る娯 楽施 設 フェス テ ィバ ルゲ ー ト。 建物 に巻 き付 くジ ェ ッ トコース

ター な どの ア トラク シ ョンや、 飲食 店 ・ア ミュー ズ メ ン ト店 を呼 び物 に、97年 にオ ー プ

ン した遊 園 地 で あ る。 初年 は655万 人 が 訪 れ る な ど活 況 を呈 したが 、徐 々 に低 迷 す る。

2006年 の今 で はア トラクシ ョン もほぼ止 ま り、 シャ ッ ター が 降 りた ま まの テナ ン トが ほ

とん どだ。映 画館 や 大阪 プロ レス 、newOSK日 本 歌劇 団 と7つ の飲 食 ・物販 店 が入 居 して

い る もの の、人 もまば らで、 さなが らゴー ス ト ・タウ ンであ る。

しか しここ には、 ピ ンクと ミン トグリー ンを基調 と した ファ ンシーな装飾 にはそ ぐわ な

いス ペー スが あ る。 まず3階 に行 くと 「dancebox」 とい うこ ぢん ま りと した ダ ンス の劇場

が あ る。 カ フェ も併 設 され てい る。 その 隣…に は 「ダー チ ャ」とい う小 さな図書館 の ような

スペ ース があ る。 さら に4階 に行 くと 「remo」と書 か れ た壁 が あ る。 中 は コンク リー トが

む き出 しの薄 暗い スペー スで 、広い 室内 には大 きなス クリー ンが 吊 るされ ていて い る。 そ

の隣 は 「cocoroom」、 カ フェ と小 さなス テー ジが 一 緒 に なっ た部屋 で、入 り口 に は 「こえ

とことば とこ ころの部屋 」「就 労支援 カフ ェ」の看板 もある。 さらに隣 には小 さな、 しか し

ぎっ し りとCDが 並 んだ 「ス ピカ レコー ド」。 そ して8階 に上 が る と、 ち ょう どフ ェス テ ィ

バ ル ゲー トの 「橋」部分 にあ たる場所 に、 ライブハ ウス 「Bridge」が ある。

これ らはみ な、現 代 ア ー トの活動 が お こな われ てい るスペ ー スだ。6つ の うち4つ の ス

ペ ー スの 運営 団体 は、そ れぞ れ異 なる専 門分 野 の アー ト系NPO法 人 で あ る。 コ ンテ ンポ

ラ リー ダンスの 「ダ ンスボ ックス 」、映像 とメデ ィア の 「remo(記 録 と表 現 とメデ ィァ のた

めの組織)」、 詩 を中心 と した 「こえ とこころ とこ とばの部屋 」、音 楽 の 「ビ ヨン ドイ ノセ ン

ス」。 いず れ も、 未 だ評価 の 定 ま らない領域 で の表 現 を模 索 す る人 々の集 ま りで あ る。 各

団体 はそのス ペー ス を、公 演や ワー ク シ ョップの開催 な どに よるチケ ッ ト収入 、 あ るい は
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企業 の協賛 や財 団か らの助成 金 を得 るな どして、 自主的 に運 営 して いる。新世 界 とい う地

域 と密 接 にかか わる ものか ら、世界 的 に活 躍す る アーテ ィス トとの ネ ッ トワー クを活か し

た もの まで、 プログ ラムは多彩 だ。

現代 ア ー トのスペ ー スが これ だけ一 カ所 に集 まる とい うの も 日本で は珍 しい事例 だが 、

これ らは、 その運 営形 態 におい て も画期 的 な面 を持 っ てい る。 実 は これ らは 「新世 界 アー

ツパ ーク事業 」とい う大 阪市 の文 化事 業 なの だ。新世 界 アー ツパー ク事業 が実 施 されて い

る フェステ ィバ ルゲー トの持 ち主 は大 阪市 で ある。前述 の通 り、 この遊 園地 は今 では大 き

な負 の遺産 と化 して いる[・2]。そ こで市 は、 そ の空 きテ ナ ン トスペ ース を文化 事 業 に よっ

て活用 す るべ く、 上記 アー トNPO団 体 に各 スペ ース の管理運 営 を委託 したの だ(公 設置民

営)。 若 い人材 の育成 や実験 的活動 の場 を作 る とい う目的 で、文 化 の 「創造 」しか も 「実験

的な領域 」で の創 造 活動 を行政 が支援 す る とい うの は、全 国的 にみて もあ ま り前例 がな い。

その ため ここに は、行政担 当者 の視察 や見 学が数 多 く訪れ る。 また休 眠施設 の有効活 用 と

い う点 で も珍 しい事例 だ。 工場跡 地 な どをアー テ ィス トに開放 し地域 活性 化 をはか る とい

うの は ヨー ロ ッパ では よ く見 られ るが、 日本 で は ここや横浜 な ど数 えるほ ど しか ない[*3]。

これ らの 団体 がNPO法 人 とい う組 織 形態 を とって いる の も、 行政 とのパ ー トナー シ ッ

プが 前提 とな って の こ とであ る。 「ダ ンス ボ ックス」代 表 の大谷 燠 は 「芸術 と社 会 を結 び

つ けて い くた め にNPOと い う システ ムが た ぶ ん一番 今 の 日本 で は か なっ てい る だ ろ う」

(log匚・4]より引用)と 言 う。市 民 の参加 が 重要 に な るこれ か らの 「市 民社 会」は、 行政 主導

や営利 目的 では立 ち行 か な くなる だろ う。 この とき、芸 術家 と一般 の市民 との出会 いの場

を さ まざ まなか たち でつ く り出すNPOの ような組織 は、大 きな役割 を果 たす。 また大谷

は、NPOに お け る人材 育 成 とい う側 面 も強調 す る。 ダ ンス ボ ックス も、 ビヨ ン ドイ ノセ

ンス(音 楽)も 、 日本 の なか で は評 価 の定 ま ってい ない アー テ ィス トを、各 々信 念 を もっ

て育成 してい る。厂世界 とい う市場 を見 た ときに、大 阪 で これだ けの アー テ ィス トが い る

とい うこ とが じつ は フラ ンス やア メ リカでは認知 され てい るけ ど、 日本 の なか で はそれ ほ

ど大 きく認知 され てい ない」(log)と い う状況 が あるか らだ。

実 際 に これ らNPOが 新世 界 でお こな って きた事 業 をい くつ かみ て み よ う。 ダ ンス ボ ッ

クス に よる 「コ ンテ ンポ ラ リー ダ ンスin新 世 界」は、 そ の名 の通 り、 町の 中で ダ ンス を踊

る もの だ。町 の 日常風 景 の中 に、 突如 奇抜 な コス チ ュームの ダ ンサ ーが現 れ、 身体 を くね

らせ、 動 き回 る。 そ こ にい る人 々 はあ っ けに とられつ つ も、 吸 い寄せ られ る よ うに ダン

サ ー を見 つめ、 いつ しか楽 しそ うに見 てい る…… 。大谷 らは、 道路使 用許 可 を とる ため に

醸 ・・一ジ・し囃 ・・
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警 察 に通 ったが、 そ こで は商店街 の協 力 を得 るこ とが で きた とい う。 そ して3年 を経 た と

ころ で 「だ んだ ん警 察 も、 「な んや わか らん もん」か ら 「な んや ち ょっ とだ けわか る もん」

に変 わっ て きた」(log)と い う印象 を抱 い た と言 う。 また 「こえ とこ とば とここ ろの部屋 」

は、 詩 の朗読 ライブ を西成 区 でお こ なった り、悩 み を抱 え る若 者 た ち と 「仕 事」につ い て

考 え る トー クを開 くな ど、 「働 くこ と」へ の 問題 意識 の喚 起 を積極 的に続 け て いる。 そ し

てremoは 、 主 に新 世界 周辺 を対 象 に、 個人 によ って記 録 され た フ ィルム ・ビデ オ等 をデ

ジ タル ・アー カイ ブ化 す る とい う 「AHA!project」 を進 め てい る。05年 の秋 か らチ ラシ を

配 布 した り各 戸 を訪 問 して お願 いす るな ど して フ ィルム を集 め、公 開の鑑 賞 会 を開 い た

り、 出張上 映会 をお こな ってい る。

こ うして各 団体 は、先端 的な表 現 を探 究す る中 で、芸 術 と地域住 民 との出会 いの機 会 を

開拓 し、 日常生 活の 中の芸術 の役 割 を意識化 させ る よ うな実践 を続 けて いる。 各 々のプ ロ

グ ラムの 中で は芸術 家 や アー トマネ ジメ ン トの実務 家が 経験 を重ね 、多 くの ボラ ンテ ィア

ス タ ッフが さ まざ まに関 わる こ とで 多様 な 「働 き方」が 現 れつ つあ る。 また種 々の専 門家

が、 緩 やか な ネ ッ トワー クか らなる、NPOと い う新 しい組 織 の可 能性 を模 索 してい る と

い う側 面 も見逃せ な いだ ろ う。

4-2ブ レ ー カ ー プ ロ ジ ェ ク ト

「ブ レー カー プロ ジェ ク ト」も大 阪市 の文化 事 業 で、前 出 の イ ンデ ィペ ンデ ン ト ・キ ュ

レー ター雨森 信が 中心 とな り進 め られて い る ものだ。雨 森 が理 事 を務 め るremoに 事 務 局

を置 き、新 世界 を中心 に さま ざまなプ ログ ラムが実施 されてい る。03年 度 と04年 度 は 「大

阪市現代 芸術 祭」プ ログ ラムの 「芸 術 まちづ く り事 業」の一環 と して、4人 の アー テ ィス ト

が新 世界 の 人々の 日常 の中 に入 り込 み、地域 の人 々 ともに創 作活 動 をお こなっ た。

雨森 が選 んだ アー ティス トの一 人は、取 り壊 され る など消 えゆ く建物 の廃材 を使 って ウ

ク レ レを制作 す る 「建 築物 ウク レ レ化 保存 計画 」を主催 す る伊達伸 明 であ る。新世 界で は、

取 り壊 され る建 物 では な く、建 物 の味 わい深 い部分 を撮 影 しウク レレのか たち に切 り取 っ

て カー ドにする とい う方法 を とった。伊達 や雨 森 は、 建物 に まつ わ るてい ねい な聞 き取 り

を半年以 上 かけ て実 施 した。1軒あ た り1～2時 間、60軒を回った とい う。そ して最終 的 には、

聞 き取 りの 中で 出て きた印象深 い コメ ン トと、 ウ ク レレの写 真 をセ ッ トに して歌留 多 を制

作 した。偶 然 出会 った取 り壊 し物件 か ら2つ のウ ク レレ も作 られた 。そ して お披露 目もか
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ね て開か れた トー ク&ラ イブで は、地元 商店街 の 人々 との交流 もよ り深 まった とい う。

また、 フ ランスで活 動す る フラ ンク ・ブ ラジガ ン ト。彼 は、捨 て られて いる家具 や電化

製 品、古 い建物 の外 壁 や内装 に 「色 を塗 る」こ とで、 「そ れぞれ の対象物 が持 つ特性 や魅力

を引 き出 し、 美 し く再生 させ る」(雨森2005:52)。 フ ラ ンクの作 品 は社 会 の 中で機 能 す

る こ とに よっ て こそ 生 きる。 その彼 が新 世界 で選 んだ のは、 阪堺 電気鉄 道 の駅舎(恵 美 須

町駅)と 、電 車 一両 だ。 塗装 作 業 は2004年 の真 夏、17入 の サ ポー トス タ ッフ と と もにお

こ なわれ た。駅舎 はベ ー ジュを基調 と して赤 を差 色 に、 また車両 は ピ ンクや ワイ ンを基調

に塗 り上 げ られ、町 を走 った。 ほか に も 「参加 者が 自分 で作 った焼 きた ての お茶碗 でお 茶

を楽 しめ る移動 式 カ フェ/旅 まわ りのお茶 会」=野 点 をお こな う、 きむ らと しろう じん じ

ん。 そ して 「『地域 資源、 適正技 術、協 力 関係』を基盤 としたデモ ンス トレー シ ョンとい う

手法 に よる、提 案型 の表現 活動 」を展 開 す る藤 浩志 が、新 世界 の 町 と人 とか かわ るプ ログ

ラムを展 開 した(雨 森2005:2)。

雨 森 は、 これ ら4人 の アーテ ィス トを選 出 した理 由に つ いて こ う述べ る。 「彼 らは 『美

術 家』で ある前 に、生 活者 として 日常 におけ る些 細 な事象 に 目を向 け る。 ここに彼 らの活

動/発 想 の 『原 点』が あ る。 それ が、 日々の生 活 と地続 きで あ るが故 に、 そ こか ら表 現 さ

れ る ものが何 で あれ私 たち の中 に潜在 す る意識/感 覚 と結 びつ く。 この時、彼 らの行動 の

背後 にあ る哲学 の強 度が、 その場 の 質の高 さとな って現 れて くる」(雨森2005:2)。 誰 も

が手 にす るこ とので きる素材 や技 を使 うか らこそ、多 くの人が感 覚 を共 有す る こ とがで き

る。参 加 した こ とで、 もの の見方 や生活 の仕方 が変化 し、その 人は 「人生の 多様 な選択肢 」

を獲得 す るこ とにな るか も しれ ない。 それ ゆえに いっそ う、 こ うした開か れた場 を用意 す

る 「技 術」とい う点 にお い て、専 門家(芸 術 家 やキ ュ レー ター、 ス タ ッフ)の 「質」が重要

に なって くる。 前述 の よ うな 「社会化 す る アー ト」「誰 もが 表現者 」とい う流れ の 中だか ら

こそ 、専 門家 たちの 、「裾野 を広 げ る」と同時 に 「質 を追求 」す る意 識 と方 法が 問 われ るの

だ。 言 うのは簡単 だが 、 これ は大変 な作業 で ある。

実 務 的 な苦 労 もあ った。新 世 界 とい う町の 中 に出 てい くため に、 雨森 は じめス タ ッフ

は、大 阪市 や浪速警 察署 、阪堺 電気鉄 道 との交 渉 を重 ね た。 前例 の ない試み ばか りで、道

路使用 許可 をめ ぐって警 察 との交渉 は難航 を極 めた とい う。 こう したさ まざ まな難 題 にぶ

つか りつつ も、事 業 は最終 的 には成功 を収 め た。 のち に雨 森 は 「ウク レ レや野 点で は と く

に新世界 に関わ って継続 的 にプ ロジェ ク トを行 ってい くこ とで、地 元 の方 々 との 関係 を少

しずつ築 い てい けたの では ないか と実 感 して ます 」と語 ってい る(log)。
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こ う して、手 探 りなが ら確 か に 「ま ち と芸術 」の 関係 を作 り上 げた 雨森 は、 「一 時 的な

アー トイベ ン トの開催 で活性 化す るほ ど、芸術 は便 利 な代 物 では ない。 ま して や経済 活性

のた めの即 効薬 で もない。 まち は半ば 自然発生 的 にそ こに住 む人 々に よって時 間をか けて

作 られ てい くもので あ る」と言 う。 そ して 自分 た ちの2年 間 の活動 を 「そ の きっか け とな

る現 場 を創 り出す こ とに専 念 した」とふ りか え り、 こ う ま とめ てい る。「こうい った草 の

根 的 な表現 活動 の継続 と蓄積 に よって、 私 たち一人 一人 が創 造 力 を獲 得 し、そ れぞ れが新

た な視点 で もっ て新 たな生 き方 を開発 し、 よ うや く新 た な観 点 か ら 『私 た ちの町』を作 っ

てい く自主 的 な活 動が 生 まれて くる。 そ う して 自分 た ちのい る ところに誇 りを持 て るよ う

に なった時 、本 当の意 味で の文化 的な まち とな り都 市 とな り、 経済 的な発展 と も結 びつい

てい くの だろ う」(雨森2005;2)。 芸術 は人 に よって作 られ 、そ して人 に作用 す る。 その

人の 普段 の生 活 の延長 上 に、地域 や 経済 が ある。 これ ら全 部 をひ っ くるめ て社会 が あ り、

その社 会 の中で 人は芸術 に接 して い る。創 造 の現場 に は、 こう した想像 力 を喚起 させ る力

があ る。

4-3新 世界 ア ー ツパ ー ク未 来計 画

新 世 界 アー ツパ ー クで の4NPOの 活動 、そ して ブ レー カー プ ロジ ェク トを契 機 に醸成 さ

れた地 域 の人 々 とア ー トNPOの つ なが りは、 その後 も続 い てい る。 そ してそ れ は、05年

のあ る事件 を きっか けに顕 在化 す る こ ととな った。02年 度か ら10力 年 計画 で進 め られ て

きた新 世界 アー ツパ ー ク事 業が 、継 続 の危機 に陥 った の であ る。05年 春 、大 阪 市 は事業

の先 行 きが不透 明 とい うこ とで、 これ らNPOに 対 し拠 点 の移転 を打 診 して きた。 フ ェス

ティバ ルゲー トの経営 破綻 と、 文化集 客振興 基金 が底 をつ いた とい う財 政上 の困難 がそ の

理 由で あ る。

市 の通知 を受 けた4NPO法 人 は、 そ の後す ぐに動 き始 め た。05年6月 に 「新世 界 ア ーツ

パ ー ク未来計 画実 行委 員会 」を組 織 し、市 の担 当者、 地域 住民 、有識 者 とと もに開か れた

話 し合 い の場 を もつ こ とで、 「地域 」の問題 と して フェス テ ィバ ル ゲー トの今 後 の展 開を

考 え る こ とに した のだ。 これは行 政 と市民 セ ク ターの 「対 決」で は な く、 これ まで のパ ー

トナー シ ップ を継 続 させ る方 法 を探 る、 ま さに未来 に 向け た 「対話 」の場 であ る。 その シ

ンポ ジウム は これ まで4回 開 かれ た[*5]。

第 一 回は(05年6月)、 創 造都 市 論 を とな え る大 阪 市立 大学 の 佐 々木雅 幸 、 ニ ッセ イ基
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礎研 究所 の吉本 光宏 らが、 海外 での アー トに よる休 眠施 設の活 用や コ ミュニ ティ再生 の事

例 を紹介 し、 自治省 出身 で文化 政策学 者の小 暮宣 雄が行 政の ロ ジ ック を、 臨床哲 学者 の鷲

田清 一が 自らの体験 を も とに アー トの もつ力 をそ れぞれ語 った。

第二 回(05年7月)は 、 実行 委員 会 が構想 した、 フェス テ ィバ ル ゲー ト再生 プラ ンの プ

レゼ ンテー シ ョン 「創造 都市 シ ミュ レー シ ョン」が披露 された 。そ こで は行政 経営 学 が専

門で、現在 大 阪市の市 政改 革本 部に 関わ る上 山信 一、前 述 したブ レー カープ ロジ ェク トの

美術 家 、藤 浩志 が招 か れた。 上 山 は 厂大 阪市役 所 の縦 割 りを排 除 す るた めの実 験 場」、 あ

るい は 「NPOと 連 携 す るた めの実験 場 だ とい う使 い方」を提 案 しつつ 「いっ たい こ こ どう

す るの とい う迫 り方 を、市 民の側 か ら して いか な くち ゃいけ ない」(log)と語 っ た。

またこの とき、会 場 にい た新 世界 町 会連合 会 の会長 であ る坂 田氏が 「これ は も う新世 界

町会 連合 会 と して は……大 阪市何 を言 うて んね ん、な にをや った んだ とい う くらい のこ と

は言 い ます よ」と、 連合会 全 面バ ックア ップ発 言 を し、 会場 は拍手 喝采 。「新 世界 か らね、

こ うい うの を発信 して もらわ ん と。 … …あ の、 な んか、 野点 か、 あれ もえ らい も うお 客

さん来 て くれ はっ てね、 み ん な喜 んで ま してん 」。 また写 真館 を営 む 曽和 氏 も 「じん じん

さん と伊達 さんの ウク レレ もおつ きあ い させ て も らっ たんです け ど も。最初 突然 来 られた

と きには、 な にが な んか わか らん ね。意 味が わか らん(笑)。 … …で、 ず うっ と関わ って

くる最後 ぐらい に、 「いや 一、 そ うい う こと もあ るか」とい うかた ちで、 なん とか理解(会

場 笑)、 自分 の 中で納得 で きる ぐ らい の」と、 時 間 をか けて アーテ ィス トや アー トNPOの

人 々が地域 の人 と交流 してい った経緯 を語 った。

そ して 曽和 氏 の話 は芸術 論 に及 ぶ。 「い わゆ る僕 らの理解 をこ えて る くらい の芸 術性 が

ある。 これ はす ば らしい んです よね。 それ がほ ん との、 僕 は芸術 や と思 い ます 。範囲 内で

や って る芸術 なんか はね、 芸術 じゃないん です よね。未 来 に向けた芸術 い うの は、 いま現

在僕 らが 、僕 らの頭 の 中で理解 で きて る もん の上や ない と、 いか ん と思 い ます」(log)。実

験 的表現 の領 域 、あ るい は芸術 の存 在意 義 が、 アー テ ィス トでは ない 「市民 」の立 場 か ら

語 られ たので あ る。

第三 回、第 四回の シ ンポジ ウム も、 文化 行 政や コ ミュニテ ィ ・ビジネ スの専 門家 らが招

か れ、地 域 の人 々 とと もに新 世界 の今後 やNPOの あ り方 、市 民社 会 の姿 な どにつ い て議

論 が交 わ され た。そ して、今 後 もともに地域社 会 の発 展 を 目指 す とい うこ とで意 見の一 致

をみた。

そ して06年 夏 、4NPOは 新 世界 だ けで な く近 隣…の 日本橋 にまでエ リアを広 げ、 「ビ ッグ
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盆」なる イベ ン トを開催 した。 目を引 くの は、40年 前 に消 えてい た地域 の盆踊 りを復 活 さ

せ る試 み だ(ダ ンス ボ ックス)。 子 ど もた ち と詩 人、 ミュー ジ シャ ン、 ダ ンサ ーが 一緒 に

作 る新 しい盆踊 りも披 露 され た。 ほ か に も、新 世 界 の街 を一 分 間 の映像 で切 り取 り、 商

店街 のモ ニ ター で上映 す る試 み(remo)や 、 自作電 気楽 器 の商 店街 で の展示 と演奏 会(ビ

ヨン ドイ ノセ ンス)、 「ニー トで アー トなカ フェプ ロジ ェク ト」(こえ とこ ころ とこ とば の部

屋)が 開催 され た。新 世界 町会連 合会 や近所 の小学校 、老 人施 設 な どが協 力 し、 当 日も多

くの参 加者 が訪 れた。 この祭 りが芸術 や 地域 に もた らした もの は時 間が経 たな けれ ばわか

らないが、NPOと 地域 住民 との協 力体 制 は確 か な もの にな りつつ ある。

現 在、07年 夏 で フェス テ ィバ ルゲ ー トが 閉鎖 され る とい う話 も聞 こえ て くる。 それ 以

降の4NPOと2団 体 の行 き先 は未 定 であ る。新 世界 との つ なが りを活 かす に しろ、 別 の場

所 に移 る に しろ、 それ ぞれが 自力 で活路 を見 出すだ ろ う。、かれ らは行政 と組 む こ とを目的

として活動 して いる わけで はな く、芸術 と社会 のつ なが りをそ れぞ れの専 門領域 で探 究 し

てい くことを使命 と してい るか らであ る。

5現 状と課題

以上 、新 世界 での実 践 を3つ みて きた。新 世 界 アー ッパ ー ク事業 とブ レーカー プ ロジェ

ク トで は、若 き専 門家 たちが多 様 な参 加者 を巻 き込 みつつ 、実験 的表現 の創 造の現 場 を作

り出 して い る。 外 部者 だ っ たア ー トNPOや アー テ ィス トが コ ミュニ テ ィに入 り込 む こ と

で、地域 の人 や情報 の交流 が活性 化 され た ともい える。そ して大 阪市 の方針転 換 を契機 に

動 きは じめ た新 世界 アー ツパー ク未 来計 画 で は、地 域住 民 、 アー トNPO、 新 世 界 を訪 れ

る人 々 とい った さま ざまな立場 の市 民が 地域 の歴 史 を振 り返 り、そ の現 在 と今 後 につ いて

意 見 を交換 した。市 民が 主体 とな って、 自分 たちの住 み働 く地域社 会 のあ り方 を考 え行動

を起 こ して い くとい う流 れ は、草 の根 か らの 「市 民社 会」構 築の 一ス テ ップ とい え よう。

また芸術 の存 在 意義や役 割 をめ ぐる議論 も交 わ された。芸 術 は、人 間の技 を使 った さ ま

ざまな表現 であ り、見 る者 に対 して想像 力 と創 造力 を喚起 す る力 を持 つ。 人に よって 反応

は異 なる し、何 を芸術 とみ なすか、 どんな機能 を持 つの か とい った こ とは、個 々人の価値

観 や趣 向 に よっ て異 なる。 ただ、芸術 に接 す る ことで、人 は 日常 生活 や社会 に対す る別 の

視 点や 考 え方 を手 に し、 それ を通 して価値 判 断が多様 で ある こ とを認 め合 える可能 性が あ
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る。 異質 な もの、異 質な他者 との出会 いは と きに混乱 を引 き起 こす か もしれな い。 しか し

そ れで も、 この社 会 が異質 な他 者 同士 の共生 に よって成 り立 ってい る とい う認識 を持て る

こ とは重 要で ある。

さらに、 なぜ 芸術 振 興 な のか、 芸術 と行 政 の関係 、 芸術 と ビジネス の 関係、 地域 や 教

育、 労働 との 関係 につ い て意見 が 飛 び交 う中で、 現代 社 会 の さ まざ まな 問題 が浮 か び上

が った。 こ こで芸術 は、 これか らの市民社 会 のあ り方 を議 論す る際 の触 媒 として も機能 し

た ともい え よう。そ れで もなお芸術 が たん なる手段 に成 り下が って いない のは、 ここでの

アーテ ィス トや キュ レー ターの 「質」を追 求す る姿 勢(も ちろ ん 「量」、 例 え ば多 くの人 に

参加 して もら うための努 力 も惜 しん でい ない)、 つ ま り専 門家 と して の責任 あ る仕事 ぶ り

に よる ところが大 きい。 こう して新 世界 を舞台 に した一連 の実践 は、文化 芸術 の持 つ力 を

顕在化 す るこ とに成 功 した のであ る。

と同時 に、上記3事 業 の経 緯 は文化行 政の あ り方 も問 うて い よう。2001年 の文化 芸術振

興基 本法 を契 機 と して、大 阪 で も2004年 に 「大 阪市芸 術 文化振 興 条例 」、2005年 「大 阪府

文化 振興 条例 」が 策定 され るな ど、文化 にか んす る法 制化 が進 ん でい る。各 種 条文 で は、

文化 芸術 の振 興 が社 会 の活性 化 、 ひ と りひ と りの 生活 の 豊か さに寄与 す る と位 置づ け ら

れ、 その創造 者 と享 受者へ の保 障が うた われ てい る。 あ るいは、 文化芸術 を旗 印 に した都

市政 策 の下 で、 さ ま ざま なプ ロジ ェク トへ の 市民 参加 に よる地域 活性 化 や個 々人 のQOL

向上 を目指す 施策 が実施 されて い る。 前述 した大 阪市 の事業 もこの路 線 にあ った。 だが 、

市全体 の財 政状況 が悪化 す る中、予算 は縮小 され、最 終的 に当初10力 年 だ った計 画は5年

で 中止 され る こ とに なった。計 画 の変更や 中止 は よ くあ るこ とと片付 け られ が ちだが、 そ

もそ も文化事 業 は長期 的な スパ ンで計画 され実施 されるべ きもの であ る。そ の事業 を通 し

て文化 芸術 がそ の地域 や人 々の生活 に どれだ けの影響 をもた ら し、 また人 々が どうい う文

化芸術 を育 んで い くの か とい うことは、長 い時 間 をか け なけれ ば現 れ て こない。 ともか く

長期 的な視 野で、財 政 を確 保 し、担 当者 に よって左右 され ない よ うな しっか りと した政策

目標、事 業 目標 お よ び事 業計 画 を策定 す る ことが、文化 行政 に は求 め られ る。

またこれ と関連 して、 文化事 業 の評 価 シス テム を整 え る必 要 もあ る。 単純 に施設稼 働率

や収益 とい った数値 で のみそ の事 業 の成果 が測 られて い る現状 だ。 そ もそ も文化 芸術 の よ

うに多様 な価値 観 に よって成 り立つ もの を単一 の基準 で測 ろ うとす るこ と自体 に無理 が あ

る。評価 は計 画 を修 正す るた めの手段 であ り、 それ以上 で もそれ以 下で もな い。 この こと

を認識 し、計 画策定 と評価 システ ムを連動 させ て事業 をお こな っていか ねば な らない。他
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に も、行 政 には、各種 条文 で美辞 麗句 を連 ね るだけで はな く、現場 での人 とモ ノ とお 金 と

情報 の動 きを視 野 に入 れた、 具体 的で 柔軟 な施策(例 え ば、 事業 費 として のみ でな く、マ

ネジ メン ト費 として お金 を出せ る ような し くみ な ど)が 求め られ よ う。

行 政 と市 民 セ ク ター との協働 は、 文化 芸術 の 領域 で も進 め られ て い くだ ろ う。 しか し

問題 は山積 して い る。協働 の形 態 として は、 行 政 は施 設や 資金 の 支 え を し、事 業 内容 は

NPOな どの民 間 が担 う とい う形が増 えてい る。典型 的 なの は指定管 理者 制度 だ[・6]。これ

に よって経 営 の合理化 や入場 者数 増加 な ど成 果が 出て いる施設 もあるが、 経済 面ば か りが

重視 され る と、そ の施 設 本来 の 目的 はお ろか芸術 の意義 す ら見 失 わ れて しま う恐 れ があ

る。 また、 そ もそ も行政 とNPOの 協 働 とい って も、対 等 な 関係が 築 かれ て い るか どうか

は難 しい ところ だ。 コス トダウ ンのた めの単 な る下 請 け と してNPOが 「使 い捨 て」され る

よ うな こ とが あって は な らない。

NPO自 体 の抱 え る困難 も多 い。 実際、 日本 でNPOは まだ発展 途 上の組 織 で あ り、 理念

や ミッシ ョン と現実 の活動 を連動 させ るのが 難 しく、資 金や 人のや り くりな どの困難 を抱

えてい る。 これか らの 「市民社 会」の担 い手 として期待 され るNPOだ が、 自発性 が強 調 さ

れ るあ ま り 「た だ働 き」が 自明 視 された り、低 賃金 や過 重 労働 とい った厳 しい労働 環境 が

固定 化 して しま う恐 れが ある。 また、有 償 ボ ランテ ィア とい う形態 が登場 す るな ど、 ボ ラ

ンテ ィア とい う働 き方 が広 が りつ つ ある現在 、 これ に関す る正 しい認識 を広 げる こ とやサ

ポ ー トの 整備 も求 め られ よ う。市 民の 自発 的参加 によって構 築 され る、 これか らの 「市民

社会 」。NPOと い う新 しい組織 の機 能 は 「個 々人の 潜在 能力 を高め つつ、 自発 的 な公 共心

に もとつ く市民 的 公共 性 を再構 築 す る」こ とと理 念 的 には整 理 され る(後 藤2005:86)。

だがNPOの 現 実 は厳 しいのだ。

こ の よ うに、 新 世界 を舞台 に した一連 の芸 術 実践 は、芸術 のあ り方 、文 化芸 術 の 公共

性、 文化行 政 お よびNPOや ボ ラ ンテ ィア な ど市民 セ ク ター の問題 と可 能性 な どにつ いて、

多 くの示唆 を含 んで い る。

6実 践 もしくは運動 としての研究

本 稿 は、社会 学が ほ とん ど照射 して い ない、芸術 の 「質 の追求 ×実験 的 」の領 域(実 際、

現場 で文化 社会 学 を専 門 とす る研 究者 と出会 うこ とはなか った)を 対象 と した、 ひ とつの
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試論 であ る。表現 の基 盤、 し くみ 、実践 を通 して、 そ こで形成 され る社 会 関係 や それが も

た らす社会 的影響 、 またそ こで芸術 の果 たす社 会 的役 割 、あ るい は人々へ の作 用 をみ て き

た。 進行 中の事 業iなので まだ最終 的 な結 論 を出す こ とはで きないが、現 時 点で の状 況 と課

題 は考察 したつ も りであ る。 その 過程 で、文化 だ けで な く就労 や教育 に 関す る公 共政 策の

あ り方、 これか らの地域 社会 や 「市 民社 会」を行政 と市民(企 業含 め)と が いか に構 築 して

い くか とい った問題 、 そ して現在 大 きな問題 となって い る 「労働 」とい うテー マ に もぶ つ

か った。 現在 、芸 術 家 や アー トマ ネ ジメ ン トの専 門家 、運 営 ス タ ッフ と して アー トNPO

で働 くことは、 ほ とん どの場合 、不安 定 で厳 しい労働 環境 に置 かれ るこ とを意味す る。不

安定 就労 の 問題 には注 目が 集 ま りつつ あ るが 、広 く文化 芸術 を労働 とい う観 点 か らと ら

え、 その不 安定 さを照 射 した研 究 と して は、櫻 田和也 『労 働 と して の芸術』(2007予 定)が

端緒 であ ろ う。 この問題 は今 後展 開で きれば とも考 えて いる。

さ きに 「社会 学 的な示 唆 も得 られ れば 良い」と書 い たが、 ここで は新 しい何 か を発 見す

る とい うよ り、 テ ーマ を め ぐる 関係 と過程 に注 目 し、そ れが 置 かれ た構 造 を考 察 し、 問

題 を提 示す る とい う社 会学 の原理 に立 ち返 るこ との重 要性 を再確 認 した。文化 芸術 の創造

の現場 で は、社会 学的 な視点 や方 法が必 要 と され るこ と もあ る し、現 に労働 や政策 といっ

た社 会学 的 な テー マ も転 が って お り、 社会 学 が入 り込 むべ き余 白 は十分 ある。 また文化

社会 学 とい う点 か らは、 「質 の追 求 ×実験 的」とい う対 象 に注 目す る こ との意義 だ けで な

く、 文化 「生 産」の領域 を照 射す る必 要性 を再 確認 した。 これ は、既 成制 度 の分析 や、 マ

ス ・コミュニケ ー シ ョン研 究 に典型 的 なテ クス トも し くはオー デ ィエ ンス分析 が盛 ん な時

期、1981年 に 『文 化 とは』を書 き、文 化 「生産 」をめ ぐる社会 関係 を明 らか にせ よ と説 い

た、 ウィ リア ムズ と大 き く重 な る考 え方 であ る。筆 者が修士 ・博 士課程 を通 して取 り組 ん

で きた ウィ リアムズ の視 点 と方法 の有効性 を現場 で体 感す る こ ととなった わけ だが、 この

あ た りもいずれ整 理 したい と考 えてい る。

さて本 稿 が試 みた の は、実践 としての研 究 であ っ た。4で み た3つ の事 業の うち、筆者

は2年 前か ら 「新 世界 アー ッパ ー ク事 業」(と 「新 世界 未来計 画」)に継続 的 に関与 してい る。

一市 民 と して事 業 に参 加 す る こ ともあ る し
、 事 業の 記録 に関 わる こ と もあ る。 仕事 と し

て依 頼 され る場 合(別 のア ー ト系NPO[・7]メ ンバ ーで あ るため)や 、「残 してお かね ば」と

い う一心で 自発 的にお こな う場 合 もあ る。現場 の専 門家や ボ ラ ンテ ィアス タ ッフにイ ンタ

ヴュー を した り、 ア ンケー ト調査 の手伝 い をす る こ ともある。 そ して他 分野 の専 門家 と今

後 の共 同作 業(研 究/実 践)も 計 画 して い る。 これ まで、社 会学者 と して、 また文化 芸術
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に興 味 のあ る人間 と して、 現場 で出会 うさ まざまな人 々 と関わ り、 多 くの示唆 や教示 や感

銘 を受 けた。 こう して観 察者 と関与者 を往 還 しつ つ(つ ま り自分 が何者 なのか解 らな くな

りなが ら)試 み た本考察 が、 現場 の人 々や政 策 の人 々や研究 者や そ の他 の 人 々へ の投 げか

け にな り、そ こご こで反 応 を呼 び起 こす こ とにな れ ば よい と思 う。そ して芸術 創 造 と研

究 とい う 「生産 」の現場 でのそ う した諸 実践 が、緩 や かな 「運動 」として草 の根 レベ ルか ら

ゆっ くりと、 この生 きづ らい社会 を変 革 してゆ く契機 となれ ば面 白い。

付記:本 稿 の事例研究部分は、財団法人サン トリー文化財団 「2006年度 人文科学 ・社会科学

に関する研究助成」を受けて実施 している ものである。

[よ しざわや よい ・大 阪大 学ほか非常勤講 師/NPO法 人[recip]地 域文化 に関する情報 とプロジェク ト]

[文献]

雨森 信,2005,「Breakerprolect2003-2005」,新 世界 ブ レー カー プ ロジェ ク ト実行 委員 会

Bourdieu,Pierre,1992,Lθ5Rβglε∫4θmrf(1995-6,石 井洋二 郎訳,「芸術 の規 則1・1』 藤 原書 店)

文化 庁,2005『 わが 国の文 化行 政』

ガ ラ ン ・ブ レー ズ,1987,『 アー ル ・ソ シオロ ジ ック』(=1997,小 倉正 史訳,『 「芸術 」か らの解放』,青弓

社)

後藤和 子,2005,『 市 民 活動論 』,有斐 閣

林容 子,2004,『 進化 す るア ー トマ ネ ジメ ン ト』,レイ ライ ン

井上 俊,1996,「 社会 学 と芸術 」,『文学 と芸術 の社 会学 』,岩波書店

川俣 正+ニ コラ ス ・ペ ー リー+熊 倉敬聡2001,『 セ ル フ ・エ デュケ ー シ ョン時代』,フィルム アー ト社

小倉 正 史,1997(ガ ラ ン ・フ レーズ,1987,『 「芸術 」か らの解 放』訳 者あ とが き,青 弓社)

櫻 田和 也,2007(予 定),「労 働 としての芸 術」,『創 造都 市研 究』大阪 市立大 学 大学 院創造都 市研 究科

Williams,Raymond,1981,C読 μrθ(1985,小 池民 男訳,『文化 とは』,晶文社)

1983,K砂wor45(2002,椎 名 美智 ほか 訳,『完 訳 キー ワー ド辞 典』,平凡社)

[注]

1

2

かつ て鶴見俊輔が 「純粋芸術pureart」「大衆芸術popularart」 のあいだに設定 した 「限界芸術marginalart」 が想起

される。

3つ の各信託銀行は02年 、信託期間終了の2021年 を待たずに事業形態の変更 などを求め、04年 、市が約200億
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3

4

厂)

6

7

円を負担 して信託銀行3行 との契約を解 除す る調停案が採択 された。土地や建物、遊郭施設と業務 ・賃貸契約

は市 に引 き渡 され、その後 コンペで複合企業体 が開業施設建設 を計画、 しか し計画 は中止 とな り、06年 現在

大阪市交通局が直営で管理 している。

フランスではマルセイユ の 「ラ ・ブリッシュ」、ナ ン トの 「リュー ・ユ ニック」、イギりスで はニュー カッスル

やバー ミンガムなどが有名。横 浜の 「横 浜BankART」 は、古 い銀行の建物 を横浜市 が買 い受 け、 まちづ くり事

業の一環 として農 開されている事業(06年 度末まで)。

logと は大阪発 の文化情報ウェブサ イ ト。http:〃www.log-osa1(ajp/article/index.html～aid=167

文字記録 は注4参 照。

公の施設の管理 を法人 などの団体 に代行 させる制度で、2002年 よ り運用。代行 団体 には、民 間事業者(会 社

法人)、NPO法 人、ボランティア団体 な ども含 まれ る。民間の能力 やノウハ ウを幅広 く活用す ることで、住民

サー ビスの向上 と経費削減 を測るのが 目的。 しか し行政、民間団体 ともに手探 りの状態が続いてお り、現場は

混乱 している。

NPO法 人[recip]地 域文化 に関す る情報 とプロジェク ト。http:〃www.recipjp
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厂ハ イ ブ リ ッ ド ・オ リ エ ン タ リ ズ ム 」

「テ ク ノ(ロ ジ ー)ミ ュ ー ジ ック」と 「ジ ャパ ニ メ ー シ ョン」を 事例 に

太田健二

1.は じめ に

L1〈 日本 〉の 音楽 的 な イメ ー ジ とは何 か

2004年8月 、 ソニ ー ・ミュ ー ジ ッ クエ ンタ ー テイ ンメ ン トは ドイ ツBMG(Bertelsmann

MusicGroup)と 、 音 楽 事 業 に関 す る合 弁 会社 ソニ ーBMG・ ミュ ー ジ ックエ ンター テイ

ンメ ン ト設 立 を発 表 した[*1]。これ に よっ て、ユ ニバ ー サル ・ミュ ー ジ ック、EMI、 ワー

ナー ・ミュー ジ ック と ともに構 成 され る世 界4大 レ コー ド会社 の なか で もシ ェア第2位 の

位 置 を占め るグ ローバ ル企業 が誕生 した。 あ らため て言 うまで もな く、 日本 に は世界 規模

の音楽 産業が 存在 して いる。 ヤマハ や ロー ラ ン ド、河合 楽器 製作所 といっ た楽 器 メー カー

も、 グ ローバ ル な レベ ルで、 その ブラ ン ド名 は知 られて いる。 に もか かわ らず、 日本 の音

楽 が世 界的 に認知 されてい る とは言 い難 いだ ろ う。世 界 で2番 目に巨大 な音楽市 場 を持 ち

なが らも、 グローバ ル な音楽 の流通 とい う点か ら見 れば、輸 入超過 に偏 っ てい る 日本 の現

状 が あ る[表1]。 また、全 米 ヒ ッ トチ ャー ト 「ビルボ ー ド」の1位 を記 録 した 日本 の歌 が

坂 本 九 の 『ス キヤ キ(上 を向い て歩 こ う)』しか ない とい う事 実[・2]は、 日本 国内 でい まだ

に象徴 的 に語 られ てい る。 もちろ んその背 景 には、 日本 語歌 詞 とい う言 葉 の壁 の 問題 、 そ

して、 国内市場 だ けで満足 していた 日本 の音 楽産 業の体 質 な どもあ るだろ う。 そ うい った

現 状 の なか で、 〈日本〉の音 楽 的 イメ ー ジ とは一 体 どの ような もの な のか。 それ が、 本稿

の端緒 とな る疑 問 であ る〔*3]。

〈日本 〉が想 起 され る音 楽 とい えば、 「ス シ ・フ ジヤマ ・ゲ イ シ ャ」の イメ ー ジ と同様、

日本 の伝統 的 な楽器(箏 、三 味線、 尺八 な ど)を 用 いた音 楽が 自明の こ とに よう に思 い浮

か ぶ。 それ は、西 洋 の影響 を排 除 した ところ に 「本 来 の 日本文化 」が存在 す る とい う文化
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備考1,財 務省関税局日本貿易統計による。()内 は対前年比%
2輸 出入実績は、委託加工品(OEM)を 含む。
3.数値は、四捨五入により内訳と合計が一致しない場合がある。

匚表1]オ ーデ ィオデイスク レコー ド国別輸 出入実績(2005年)IFPI調 べ

本質 主義 的観 点 に よって見 出 され た 日本 の 「音 楽 的 ルー ツ」と言 って よい。 しか し、現 代

日本 のポ ピュラー音 楽 は、 明治期 の 西洋 近代化 か ら1920～30年 代 の和 洋折 衷 に よ る進 取

を経 て変容 ・形 成 され て きた もので あ り、 そ こ に 「音 楽 的 ルー ッ」を見 出す こ とは難 し く

な りつつ あ る。た とえば、 日本 の ヒ ッ トチ ャー トを賑 わす 楽 曲が、 その まま く日本 〉を イ
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メー ジ させ る こ とが ないの は、西洋 音楽 の影響 を排 除 し きれ ないため で もあ り、意 図的 に

盗用 して いるた めで もあ る。 この ように、現実 に流行 してい るポ ピュラー音楽 と幻想 と し

ての 「音楽 的 ルー ツ」の乖 離 は、〈日本〉とい うイ メー ジが 、西洋 の視点 を内在 化 しなが ら、

リフ レクテ ィヴに形成 され て きた過 程 を想 像 させ る。

L2「 ジ ャパ ニー ズ ・クー ル」とい う潮 流

2001年 か ら2002年 に か け て北 米 ポ ー タルサ イ トDrCOSに お け る 「W6bもMostWanted」

(もっ と も検 索 され た キー ワー ド)で2年 連 続1位 を 「Dragonball」とい う言葉 が獲 得 す る。

それ は もち ろん、 鳥 山明原作 、 後 にテ レビアニメ化 された 『ドラゴ ンボー ル』の こ とで あ

り、2001年 か ら全 米 で故映 され たた めであ る。一 方、宮 崎駿 監督 の映画 『千 と千尋 の神 隠

し』は、2002年 第52回 ベ ル リ ン国 際映画 祭最優 秀 作 品賞(金 熊 賞)を アニ メ作 品 と して初

めて受 賞 し、翌2003年 第75回 米 アカデ ミー賞長 編 アニ メ賞 も受賞 す る。 「ニュー ズウ ィー

ク日本 版』2003年6月18日 号掲 載 の 「オ タ クビジネ ス、世界 へ発 信」とい う記事[*4]にあ る

ように、 日本 のマ ンガや アニメ は、 オ タク向 けの 「ニ ッチ な文化 」で は な く、 ア メ リカの

ハ リウ ッ ドの よ うな 「競 争力 あ る輸 出産業」と して注 目す る動 きが活発 にな って きたの で

あ る。経 済 産業省 は2001年 、 ア ニメ ー シ ョン産業研 究会 を発 足 させ た ほか、 コンテ ンッ

産業振 興策 の なか でアニ メ産業 を重視 す る姿勢 を見 せ てい る。 米 国際政 治学者 ジ ョセ ブ ・

ナ イが提 唱す るハ ー ドパ ワー(軍 事 や経 済)に 対す る ソフ トパ ワー(文 化 的魅 力や政 治 的

正 当性 な ど)の 重 要性 は、日本 で は コンテ ンツ産 業へ の注 目とい う形 であ らわれつ つあ る。

2002年 、米外 交誌 「フ ォー リン ・ポ リシー」に、 ジャー ナ リス ト、 ダグ ラス ・マ ッグ レ

イが 「lapa㎡sGrossNationalCool」 とい う論 文 を発 表す る。 その なか で、彼 は次 の よ うに述

べ るQ

日本 は、 また新 たな超大 国 として再 生 しつつ ある。政 治、経 済上 の落 ち込み に打 ち

のめ され る こと な く、 日本 の グ ローバ ル な文化 的 勢力 は衰 え を知 らない。 実際 、 ポ

ピ ュラー ・ミュー ジ ックか ら一 般用電 子機 器、建 築か らフ ァッシ ョン、食 べ物 か ら芸

術 にい たる まで今 日の 日本 は、経 済大 国 だ った1980年 代 よ りも、 は るか に大 きい文

化 的勢力 を持 って いる。[McGra称2003,134]
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日本 は、経済 大 国 とい うイメー ジか ら、 ポ ップ ・カルチ ャー を背 景 とした 「ジャパ ニー

ズ ・クー ル」とい うイ メー ジを帯 びは じめ る。 そ れは、伝 統 的 な 日本 イメー ジ とは、 まっ

た くかけ離 れた よ うに見 えるが、果 た して、本 当 にそ うだろ うか。

2「 ジ ャ パ ニ メ ー シ ョ ン」の 影 響

2.1『AKIRA』 とい う先 鞭

海外 で人気 のあ る 日本 の アニメ ー シ ョ ンは、 『ドラゴ ンボ ー ル』やス タジオ ・ジブ リに

よ る映 画 だ けで は な く、 時代 を さか の ぼれ ば、 「AKIRA』(1988)に 先 鞭 をつ け られ、 『攻

殻 機 動 隊一GHOSTINTHESHELL』(1995)で 確 立 され た と言 わ れ る 「ジ ャパ ニ メー シ ョ

ン」[*5]のひ とつ の流れ があ る。

『AKIRA』 は、1982年 か ら 『ヤ ングマ ガ ジ ン』に掲 載 され た作 品 で、原作 者 であ る大友 克

洋 自 らが 監督 とな り、88年 に 映画化 され た。 講談 社 ・東 宝 ・博 報 堂 な ど8社 共 同製作 で、

当時 としては破 格 の制作 費10億 円、使 用 セル枚 数15万 枚 を費や し、 その年 の 国内興 行成

績 ベ ス ト1とな る。 また 、当初 か ら海外 進 出が企 図 され、89年12月 には全 米公 開 を果 たす 。

しか し、 中小 の配給 会社 に よる公開 だ ったため に、興 行成績 そ の もの は振 るわな かった 。

「AKIRA』 とい う作 品 は、 近未 来 の世 界観 を緻 密 に描 写 して い た。 オ レンジ色 を基 調 に

描 かれ たメ ガロポ リス 「ネオ東京 」はハ イテ ク と退廃 的 なムー ド(ド ラ ッグや 新興宗 教)が

混 じ り合 い、 主要登場 人物 た ちは近未 来型 バ イクでそ の なか を暴走 す る。様 々な もの を取

り込み なが らグ ロテス クに変容 す るキ ャラ クター は、 さなが ら配線 を剥 き出 しに しなが ら

増殖 す るテ クノ ロジーの化 け物 にす ら映 る。

こう した世界 観や ス トー リーは、海 外 におい てあ る種 の驚 きを もっ て受 け入 れ られて い

る。 本格 的 日本 アニ メ論 を著 したスー ザ ン ・レ ネ イ ピァは、 「は じめて海外 で上映 され た

時 、観客 は皆興 奮 し、当惑 し、啓 発 され る人 もいた ほ どだ」(Napier2001=2003:16)と 述べ

て い る。 少 な くとも、 アメ リカで はアニ メー シ ョンは子 供 向け とみな されて お り、 大人が

鑑 賞す るに値 しない もの だ と思 われ てい たので あ る。北 米公 開 におい て中小芸術 系 映画館

で の上映 も功 を奏 し、 「AKIRA』 は芸術 性 の高 い作 品 として カル ト的 な人気 を博 す。

『AKIRA』 は アメ リカ だけ で な くヨー ロ ッパ にお いて も話 題 とな り、 そ のパ ッケ ー ジ ・
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ソ フ ト(ビ デ オやDVDな ど)の セ ールス は、 アニ メー シ ョン作 品 と して は異 例 の売 り上げ

を記 録す る。「批 評家 の絶 賛 を博 したの み な らず 、 カル ト的 フ ァンを生 み、 さ まざ まな点

で 欧米の アニ メブー ムの火つ け役 とな った」(Napier2001=2003180)と い うよ うに、『AKIRA』

の人気 は、 海外へ の 「ジャパ ニ メー シ ョン」の浸透 に先鞭 をつ け るもので あった 。 この後、

海外 にお け るアニメ ・ソフ トの供 給 は拡 大 してい く。 シカ ゴ ・サ ン ・タイムズ紙 の映 画 コ

ラムニス ト、 ロジ ャー ・エバ ー トは、 この 間の状況 につ いて以 下の ように述べ てい る。

日本 の アニメ ー シ ョン、 そ の フ ァ ンた ちが 呼ぶ とこ ろの"ア ニ メ"は 、 米国 で は巨

大 な のにほ とん ど 目に見 え ない現 象 であ る。 日本製 のア ニメー シ ョン映画 の幅 広 い公

開の場 は決 して存 在 して こ なか った し、受 け入 れ られ たわ ずか な作 品.(「AKIRA』 『と

な りの ト トロ』『オネ ァ ミス の翼』)で さえ、大 抵 は アー トシア ターで しば しば深

夜 シ ョー と して.…}上 映 され た。大 半の北 米人 は、 テ レビの漫画 アニ メー シ ョンを除

いて、 メイ ド ・イ ン ・ジャパ ンの アニ メー シ ョンにま るで接 してい ない。 そ れ らは、

キ ャ ンパス で熱狂 的な崇 拝者 を得 てい る ものの 、 このジ ャ ンル を最 良 の形 で は表 して

い ない。 それが 実情 な らば、 ア ニメ は北米 の ど こで繁栄 してい るの だ ろう。大 部分 、

ビデ オで、 なのだ。 どこの ビデオ店 に もジ ャパ ニメ ーシ ョン専 用 の棚 が あ り、 暗号 の

ように も聞 こえ る言葉 で細 か いや りと りを続 ける熱心 な若者 に よって、 しば しば吟 味

され てい る。(草 薙2003:248-9)

お りし も 日本 で は、1988年 の連 続 幼女 誘 拐殺 人 とい うス キ ャ ンダ ラス な事 件 が 「お た

く」の存在 をネガ テ ィブなイ メ ージ とと もに顕 在化 させ てい た。 アニ メやマ ンガに没 頭す

る 「おた く」は、異 常 な存在 と して偏 見 の 目で見 られ る傾 向に あっ たので あ る。そ ん な と

きに海外 にお け る 「AKIRA』 の反 響 と、 そ の後 の 海外 へ の 「ジ ャパ ニ メー シ ョン」の浸透

は、 そ の大 多数 の受 け手 であ った 厂お た く」に免 罪符 的 な もの を与 え る と同時 に、「お た

く」では ない受 け手 に対 して も門戸 を広 げる きっか け となっ た。 いわば、 サ ブ カル チ ャー

の趣味 嗜好 を表明 しやす く した といえ る。

2.2『 攻 殻 機 動 隊一GHOSTINTHESH肌L』 とい うイ ンパ ク ト

1995年 、士郎 政宗 の原作 マ ンガを押井 守が監 督 した映画 『攻殻 機動 隊GHOSTINTHE

曝 イ鱒 とし・の麟 〉
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SHELL』 が 公 開され る。そ のス トー リー は、 『AKIRA』 と同 じように近未 来世 界 を描 い た も

の であ った。 機械化 され た身体 を持 ち、 自らの存在 に疑 問 を抱 く主 人公 が、 「情報 の海 で

発生 した 生命体 」と 自称 す る犯 罪者 を追 うとい うサイバ ーパ ンク的 な物 語で あ る。 特徴 的

な の は、CGと ビデオ合 成 に よるハ イ ・クオ リテ ィの映像 で あ った。 ア ニメー シ ョン制 作

への デ ジ タル技術 の導 入 は、 まさに この作 品 がメ ルクマ ール とな ってい る。 冒頭 、高層 ビ

ルか ら飛 び出 した身体 が、 ゆっ くりと夜 の闇 のな かへ と溶 け込 んで い く光学 迷彩 の映像 表

現 は印象 的な シー ンだ。

講 談社、 バ ンダ イビジ ュアル と、そ して英 国系 日本 アニメ ビデオ専 門会社 で シカ ゴに拠

点 を移 していた マ ンガ ・エ ンターテ イ ンメ ン トによって制作 された この作 品の、 日本 国内

での 前評判 は高か っ た。1995年9月22日 付 日本 経済新 聞朝 刊 で は、 「アニメ ー シ ョン映 画

『GHOSTINTHESHELL一 攻 殻機 動隊』がll月 、 日本 、米 国、 英国 で同 時公 開 され る。 東

京 国際映 画祭 に 出品 され た後、 米 国で は100館 、英 国 で は30館 程 度 と公 開規模 も大 きい。

和 製 アニ メの海外 市場 拡大 の きっか け にな る もの と関係者 は期 待 して いる」と掲載 され る

(実際 に は全 米公 開 は96年 に遅れ る)。

しか し、 海外 で の評価 は、 日本 の過 剰 な期 待 とは多少 状 況 が異 な って いた 。再 び、 ロ

ジ ャー ・エ バー トの批 評 を見 てみ よ う。

『攻 殻機 動 隊』は どん な意 味 にお いて も、決 して子 ど も向 けの アニ メー シ ョン映 画

で はない。(ど れ も多 少様 式化 され てい るけ れ ど も)セ ックス、暴 力、 ヌ ー ドでい っ

ぱい の この 映 画 は、成 人 向 けの アニ メ、 つ ま り日本 製 アニ メー シ ョンの一 例 だ。 ア

ニメ は長年、 日本 国内 で巨大 だ ったが、 い まや世 界市場 に侵 入 して きてい る。(中 略)

しか し、 この独 特o映 画 は、複 雑 かつ暗鬱 す ぎて、多 くの観 客 には及 び難 いので はな

いだ ろ うか(草 薙2003:251-2)

この ように、一 定の 評価 を下 しなが らも、 映画興行 と して成功 す る ことには懐疑 の念 が

付 け加 え られて いる。事 実、 海外 にお ける興行 成績 は決 して成功 と言 え る もの では なかっ

た。 しか し、1996年8月24日 号 の米 ビル ボー ド誌 ビデオセ ール ス ・チ ャー トで 『攻 殻機 動

隊一GHOSTINTHESHELL』 は、週 聞売 り上 げ第1位 を記録 す るの であ る。

1997年3月26日 付 毎 日新 聞朝 刊 に よれば、 「文化 産業 で 日本 は圧 倒 的な入超 国。 音楽 や

映画 で はハ リウ ッ ドな ど海外 の版権 元 に巨額 の金 を払 い続 け て きた。 そ の中 で唯 一、 日
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本が 国際競 争力 を持 ち、 輸 出超過 を維 持 して い るのが 「ジ ャパニ メー シ ョン」と呼 ばれ る

まんが、 アニ メ ー シ ョン群 だ 」とい う記事 が掲 載 され る。 そ れ は、「ジ ャパ ニ ーズ ・クー

ル」と同様 の語 られ方 であ り、「ジャパニ メー シ ョン」とい う言葉 は、海 外で の反響 をリフ

レク テ ィヴに取 り入 れ なが ら醸 成 された ドメス テ ィ ック なキ ャ ッチ フ レーズ として機能す

る。 ここで 喚起 され るイ メー ジ とは、 近未 来や ハ イテ クとい った もので あ り、 そ れが く日

本 〉と結 びつ いて いた こ とは想像 に難 くない。

2.3「 ジ ャ パ ニ メ ー シ ョ ン」 と 「テ ク ノ 」

「ジ ャパ ニ メー シ ョ ン」と音楽 との接 点 を見 出そ うとす るな らば、 次 の よ うな事 例 を挙

げる ことが 出来 る。

古 くは コ ー ラ ボ ー イ の ジ ャ ケ に江 口 寿 史 、 ハ ー ドハ ウ ス の マ ー ク に 出 て く る サ イ

バ ー な イ ラス ト。 フ ォ ー ス ・イ ン ク の コ ン ビ の ジ ャ ケ に 銃 夢 。 ガ ル ニ エ の プ ロ モ ・

ヴ ィ デ オ に ゃ ガ イ バ ー 。DIAXの ア ー トワ ー ク 担 当 のT-1000マ ン ガ の 原 点 は 、 り ぼ

ん。 フ ァ イ ナ ル ・フ ロ ン テ ィ ア の フ ラ イ ヤ ー に ラ ピ ュ タ 。 シ ル バ ー ・フ ィ ッ シ ュ の ボ

ス ター に士 郎 政 宗 。 マ イ ク ・ヴ ァ ン ・ダ イ ク な ん て 来 日 した 時 に ゃ コ ミ ケ まで 行 く し

(笑)。 何 故 か テ ク ノ系 の ア ー テ ィ ス トに は、 マ ン ガ&ア ニ メ、 ガ ジ ェ ッ ト的 な特 撮 モ

ノ好 きが 多 い 。 で も っ て ク ラ ブ ・フ ァ ッ シ ョ ン に も、 有 名 な ア ナ ー キ ッ ク の ア キ ラ を

筆 頭 に 、 ダ ニ エ ル ・プ ー ル の 内 山 亜 紀(涙)、 サ ボ タ ー ジ ュ の ウ ル トラ マ ン とサ ン プ

リ ン グ ・ネ タ に 日本 の マ ンガ&ア ニ メ が 異 常 に多 い 。[・6]

「ジャパニ メー シ ョン」が描 く近未来 的世界 観 とハ イテ クなイ メージ は、 クラブ ・ミュー

ジ ックの 「テ クノ」と奇妙 な符合 を示 す。

しか し、 実 際 に は 「AKIRA』 に しろ 『攻殻 機 動 隊 一GHOSTINTHESHELL』 に して も、

そのBGMは 「テ ク ノ」的 な サ ウ ン ドで は ない。 『AKIRA』 のサ ウン ドトラ ックは、芸 能 山

城 組が 手が け た もので、 イン ドネシ ア ・バ リ島 の民族 音楽 「ケチ ャ」の イ メー ジが 強 い も

ので あ る。 また、 『攻殻 機動 隊一GHOSTINTHESHELL』 の テ ーマ 曲は、 タイの太 鼓 と鈴

の音 色 に刻 まれた寂 寞 と した リズ ムに、大和 言葉 の歌詞 を唄 った ブル ガ リア ン ・ボ イスの

ユ ニ ゾンを重 ねた 曲で、エ キ ゾチ ックであ りなが ら無 国籍 な 印象 を聴 く者 に与 える。 した
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が って、「テ クノ」的 な サウ ン ドを想起 させ る もので もなけれ ば、 〈日本 〉の 音楽 的 イ メー

ジ ともかけ離 れて いたの であ る。

1996年 に リ リー ス さ れ た 日本 人DI/ア ー テ ィス トで あ る ケ ン ・イシ イに よる 『Extra』

[図1]は 、「ジ ャパニ メー シ ョ ン」と 「テ クノ」との符 号 を明確 にす る。 そ の プロモー シ ョ

ン ・ビデ オで は、 『AKIRA』 の作 画 監 督 で あ った 森 本晃 司 が 監督 し、「ジャパ ニ メー シ ョ

ン」を想起 させ る映像 と 「テ クノ」とい う音楽 を融合 し、英 「MTVDANCEVIDEOOFTHE

YEAR」 を受賞す る。 また、1995年 に公 開 され た大友 克洋監 修 によ る映 画 『MEMORIES』 の

テ ーマ 曲はテ ク ノユ ニ ッ ト電気 グル ーヴの石 野卓球 が手 が け、 彼 自身が リリース したア ル

バ ム 『DoveLovesDub』(1995)で は、 大友 克洋が ジャケ ッ ト・デザ イ ンを してい る[図2]。

[図1]『lellアTones』KenIshi(『Extra』 珂又録) [図2]『DoveLovesDub』 石 野 卓 球

「ジ ャパ ニ メー シ ョン」と 「テ ク ノ」の結 びつ き[*7ユは、 日本 の音 楽 的 な イメー ジ と して

「テ クノ(ロ ジー)ミ ュー ジ ック」が立 ち上 が る印象 を少 なか らず与 え る もの だ。 海外 の 反

響 をリフ レクテ ィヴ に取 り入 れなが ら形作 られ たイ メー ジは まるで実体 の ない幻 影 の よう

な もの で、後述 の 「テ クノ ・オ リエ ンタリズ ム」とい う文脈 に も当て はま りうる。そ れ は、

高 度経済 成長 を背景 に して獲得 した 、伝統 的 な 日本 イメー ジ と対極 を なす近未 来 とハ イ テ

クの イメー ジ と しての 〈日本〉であ る。そ の前 に、 まず 「ジャパ ニメー シ ョ ン」と結 びつ い

た 「テク ノ」の背 景 と して、 「テク ノ(ロ ジー)ミ ュー ジ ック」の歴 史 と展 開 を概観 す る必

要 があ る。
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3.「 テ ク ノ(ロ ジ ー)ミ ュ ー ジ ッ ク」

3.1そ の歴 史 と展 開

ここでは、電子音楽 か ら 「テ クノ」を包括 す るよ うな意 味で 「テク ノ(ロ ジー)ミ ュー ジ ッ

ク」[・8]とい う言葉 を用 い る。あ らため て、そ の系 譜 を辿 るな らば、古 くは1906年 、 アメ リ

カの サデ ィウス ・ケー ヒル によ って開発 され た世界初 の本格 的 な電子 楽器 テルハ ーモ ニウ

ムの演奏 会 が行 われ、1920年 代 にはテ ル ミンや オ ン ド・マル トノ、 トラ ウ トニ ウム とい っ

た電子楽 器が誕 生す る ことに端 緒 を求 め るこ とがで きる。 「4分33秒」で有名 なジ ョン ・ケー

ジが 、1939年 に発 表 した 「架空 の風 景1番 」が世 界 で最 初の 電子 音楽作 品 と言 わ れて い

るが、楽器 テク ノロジーの進化 という側 面 だけが電子 音楽 の成立 契機 で はない。1950年 代 、

フ ラ ンス の ピエ ール ・シェ フー ル に よる 「現 実音 を録 音 し、そ れ を編 集/構 成 す る ことに

よって作 曲 される音楽 」や、 ドイ ッのカー ルハ インツ ・シュ トックハ ウゼ ンによる 「電子 的

に合成 された発振音 を素材 とし、 テー プ ・レコー ダへ の録音 や編 集 な どの過程 を経 て作 曲

す る音 楽」とい う広 義 の ミュー ジ ック ・コ ンクレー トの様式 が生 み 出 され る(川 崎2006)。

それ は、録 音技術 に基 づ く編集 とい う電子 音楽 の持つ 側面 を大 きく特徴 づ ける ものであ っ

た。 そ して、60年 代 には シ ンセサ イザ ーが発 明 され、電子 音楽 は飛躍 的 に発 展す る。

日本 にお け る 「テ クノ(ロ ジー)ミ ュー ジ ック」の歴 史 に焦 点 を絞 ろ う。 日本 で は世界 的

に見 て も、 早い時期 か ら電子音 楽 がつ くられ て きた。 後 に東 京 オ リン ピック開会式 テー マ

を担 当 した黛 敏郎 や現 代 音楽 家 として知 られ る武 満徹 を中心 に1950年 代 には電 子音 楽 が

制作 され 始め る。 また、54年 に設 立 され たNHK電 子音 楽ス タジオの存 在 も大 きか った と

い われ る。60年 代 には、一 般 大衆 も電 子音 楽 に触 れ る機 会が 多 くなる。63年 、 国 産テ レ

ビアニメ 第1号 「鉄 腕 ア トム』で大 野松 雄 が 、67年 に は特 撮 テ レビ番組 『キ ャプテ ン ・ウ

ル トラ』で富 田勲が音 響 に電 子音 を用 い てい る。「宇 宙」や 「未来 」をテー マ に した 映像作

品 のBGM、 あ るい は効 果音 と して 電子音 楽 が用 い られ 、そ の イメ ー ジ上 の ステ レオ タイ

プが 形成 され てい た。 そ して、1970年 の大 阪万 博 開催 は、電 子音 楽=「 テ クノ(ロ ジ ー)

ミュー ジ ック」が 「宇 宙」や 「未 来」とい うイ メー ジ と結 びつ き、広 く浸透 す る大 きな契機

となる。そ の前年 の アポ ロ月面 着 陸に よって持 ち帰 られ た月の石 は、大 阪万博 の 目玉で あ

り、電 子音 楽 を手 が けてい た 日本 の作 曲家 た ちが こぞっ て参 加 し、各パ ビリオ ンは さなが
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ら電子 音楽 の見本 市の ようだっ た とい う。

そ して、 同 じころ に 日本ヘ シ ンセサ イザー が導入 され るの であ る。 その パ イオニ アが富

田勲 で あ り、71年 にモ ー グ ・シ ンセサ イザ ー 皿一Pを輸入 し、74年 に 日本 で初 めて の多 重

録 音 に よる シンセサ イザー のア ルバ ム 『月 の光』をリ リース す る。 「月 の光』は アメ リカで、

75年1月18日 付 ビルボ ー ド ・ア ルバ ムチ ャー トの2位 まで上昇 し、 グ ラ ミー 賞4部 門 に 日

本人 で初 め て ノ ミネ ー トされ る栄誉 に輝 い た[*9]。その後 、72年8月16付 ビルボ ー ド ・ア

ルバ ムチ ャー トで 『展 覧 会 の絵』が 日本 人初 の1位 、76年3月20日 付 同 チ ャー トで 『火 の

鳥』が5位 、 また78年2月28日 付 キ ャ ッシュボ ックス と78年2月19日 付 ビルボー ドで 『惑

星』は ダブル1位 を獲 得 した。 こ う した 富 田 の功 績 に よっ て、 シ ンセサ イザ ー ・ミュー

ジ ック=「 テ クノ(ロ ジー)ミ ュ ージ ック」はメイ ド ・イ ン ・ジ ャパ ンが先 行す る文化 とし

て世界 的 に認知 され は じめ たので あ る。

3.2「 テ ク ノ ・ポ ッ プ 」の 流 行

同 じ70年 代 、 ドイ ツの クラ フ トワー クや アメ リカのDEVO、 そ して 日本 のYMOに 代 表

され る 「テ クノ ・ポ ップ」が 、 ポ ピュラー 音楽 の フ ィー ル ドで世界 的に流 行す る。 実 際 に

は、海 外 におい て 「テ ク ノ ・ポ ップ」とい うジ ャンル名 は広 く知 られ てい る もの で はない。

ニ ュー ウェー ブか ら派生 したこの 「テ クノ(ロ ジー)ミ ュー ジ ック」は、 当初 海外 で は 「エ

レク トリ ック ・ポ ッ プ」や 「シ ンセ ポ ップ」と呼 ば れ る一 方、 クラ フ トワー クは 「リピー

ト ・ミュー ジ ック」ある いは 「ロボ ッ ト ・ポ ップ」、細 野晴 臣 はYMOの 音 楽 を 「メタ ・ポ ッ

プ」と 自称 して いた。 「テ クノ ・ポ ップ」とい う言葉 が国 内で普 及す る ことに なるの は、海

外 におけ る反響 を リフ レクテ ィヴに受 け入れ なが ら形成 され て きた プ ロセス と似 て いる。

1978年 の ア ルバ ム 『イエ ロー ・マ ジ ック ・オ ーケ ス トラ』で デ ビュー したYMOは 、 細

野晴 臣の新 プ ロジェ ク トと して高橋 幸宏 、坂本 龍一 を メ ンバ ーに結成 され た。 第四の メ ン

バ ー と呼 ばれた松 武秀樹 を介 して コンピュー ター にフ レーズ を入力 し、 曲の構 成 要素 の多

くをコ ンピュー ター制御 の シーケ ンサ ーで 自動 演奏 して いた。 それ は、バ ン ドとい う形 態

であ りなが ら演奏 とい う 「肉体 性」を排 除 して い く 「テ クノ ・ポ ップ」の特徴 で あっ た。そ

してYMOは 、81年 に世 界 に先駆 けて本 格 的 にサ ンプ ラー を使用 した アルバ ム 『テ クノデ

リック』を リ リー スす る。 シンセサ イザ ーに よる 「記号化 」とサ ンプラー に よる 「標 本化 」

の融合 が 「テ クノ(ロ ジー)ミ ュ ージ ック」を進化 させて いっ た。
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[図3]『 挽IlowMagicOrchestra』YMO [図4]『SolidStateSurviv・r』YMO

YMOフ ァー ス ト ・アルバ ムのUS盤 は、 扇子 を胸元 に 開いた和 服女性 の頭 部 に、髪 の代

わ りに電気 ケー ブル の ような もの が ウネウ ネ と生 えてい る ような、いわば 「電脳 ゲ イシ ャ」

が ジ ャケ ッ トに なっ てい る[図3]。 裏 ジャケ ッ トには、 メ ンバー3人 が シンセサ イザー の

前 に、 ケー ブ ルを手 に して無表 情 に立 ってい る。 結成 当 初か ら海 外 進 出 を意 図 してい た

YMOの 対外 的 な イメー ジの ひ とつが 、「テ クノ ・オ リエ ンタリズム」の典 型、 つ ま り、 伝

統的 な 〈日本〉の イ メー ジとハ イテ クなイ メー ジの融 合で ある。 そ して、初期YMOが 赤 い

人民服 をユ ニ フ ォー ム して いたの は、個性 の ない アジ ア人の顔=日 本人 を誇 張 して演 じて

い たのだ ろ う[図4]。

「テ クノ ・ポ ップ」の ミュ ー ジシ ャ ンは、多 分 に アイ ロニー を含 んで の こ とだが 、 自 ら

を 自動人 形(オ ー トマ トン〉として演 出 し、 自動演 奏 され る音 楽 として 「テ ク ノ ・ポ ップ」

を表 現 してい た。「も し(ク ラ フ トワー ク)と 共演す る可 能性 が あ るとすれ ば、 どん なプ レ

イヤーか 聞か せ て くだ さい」とい う質 問 に対 し、 フロー リア ン ・シュ ナイ ダー は 「ロボ ッ

ト、 コン ピュ ー ター 、 シンセサ イザー 、ア ン ドロイ ド。彼 らが 私た ちの ゲス トにな るだろ

う」[・10]と言 って い る。 また、DEVOは ライブ ・パ フ ォーマ ンスにお い て、 まるで機 械 の

よ うに動 き、 メ ンバ ー全員 が同 じ髪型 、同 じユニ フ ォー ムで フ ァッシ ョ ンも非人 間的 で機

械 的 であ った。 数 時 間 にわ たる ラ イヴで彼 らは操 り人形 の よ うに不 自然 で ぎこ ちな くア

クシ ョン した ので あ る。YMOも テ レビに出演 す る際 、 ロボ ッ ト歩 き=ロ ボ ッ トの よう に

手足 を硬 直 させ て歩 き、 ロボ ッ トの よ うに振 る舞iってい た。 また、 い か に もYMOら しい

企 画 と して、無 人の ス タジオ を訪 問 して機械 の イ ミュー レー ター に話 を聞 くとい う レコー

デ ィング取 材 まであ った。
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機 械 的 で非 肉体 的 な表現 の 「テ クノ ・ポ ップ」は、西 洋 に も東洋 に もな りきれ ない 〈日

本〉に とって受 け入れ やす く、同時 に発信 す る上 で も好都合 な表 現形 態で あ った とい え る。

しか し、 と りわ け西洋 へ発 信す る上 で持 ち 出 される の は伝 統的 な 〈日本 〉イメー ジで あ っ

た こ とは、 皮 肉に もい まだ もっ て続 け られ てい る。 また 、 こう した 海外 発信 の仕 方 は、国

鉄が キ ャ ンペー ンと して 「デ ィス カバ ー ・ジ ャパ ン」(70年 ～76年)か ら 「エ キ ゾチ ック ・

ジャパ ン」(84年)を 展 開す る間の 時期 と当て は まるこ と も興味深 い。探 し出 さなけれ ば見

つか らない く日本 〉性 は、現 実 とは乖 離 して いて、 見 出 された もの は同時 代 の 日本 人 にす

ら異 国情緒 あふ れ るよ うに映 って しま う。西 洋の視 点か ら 「発見 」され た 〈日本〉のエ キ ゾ

チ シズム を、YMOは 戦 略 的に利用 していた とい えるだ ろ う。

3.3さ ま ざ まな テ ク ノ ロ ジー との 関連

『コ ン ピュー ター ・ゲ ー ム"サ ー カス の テー マ"』、 『コン ピュー ター ・ゲー ム"イ ンベ ー

ダー の テーマ"』 とい う曲が 収録 されて い るYMOの ファース ト ・アルバ ムが リリース され

た同 じ1978年 、 タイ トーか ら 『ス ペー スイ ンベー ダー』が 発売 され、世 界 的に大流 行す る。

「コ ンピュー タゲー ム」(ここで は、 ビデ オゲー ムや テ レビゲー ム、 アー ケー ドゲ ーム を含

む総称 と して用 いる)の 歴史 を振 り返れ ば、 「テ クノ ・ポ ップ」の歴 史 と奇妙 に符合 してい

る こ とが わか る。

1962年 のマ サチ ュ ー セ ッツ工 科 大 学 の 学 生 に よ る 『スペ ー スウ ォー1』 を 契機 と し

て[・11]、コ ンピュー タゲー ム はアメ リカ を中心 に発 展 して い く。72年 、 マ グナ ボ ックス社

か ら世 界初 の家庭 用 ゲー ム機 「Odyssey」が発 売 され、 同年、社 名 や ロゴマ ーク に 日本 的趣

味が あふれ る[・12]アタ リ社 か ら発 売 され た 「Pong」は商業 的 な成功 をお さめ る。 日本で も、

75年 にエ ポ ック社 か ら国産初 の家庭 用 ゲ ーム機 とい わ れる 「テ レビテニ ス」が 発売 される

な ど、 「Pong」と類 似 した テニ ス ・ゲ ーム は 日本 に も広 まっ てい く。 コ ンピ ュー タゲ ーム

の領域 か らは多少 外 れ るが、 「エ レメカ」(エレク トロニ ック ・メ カニ クスか らの造語)と

呼 ばれ る前 世代 的 な アー ケー ドゲー ムの 分野 で は、 日本 は世 界 的 に も早 くか ら開発 に携

わ ってい た。 た とえ ば、1965年 にセ ガ(当 時 は外 資系 企業 の 子会社)か ら発売 され た 『ペ

リス コー プ』が世 界 的 なヒ ッ トを記 録す る な ど、 コ ンピュー タゲ ーム黎 明期 にお いて、 す

で に 日本 は高い技術 レベル をほ こって いた。

大 きな転 機 は、前述 した 『スペー ス イ ンベ ーダー』(タイ トー)と 、1980年 に発売 された
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『パ ックマ ン』(ナム コ)と い った 日本産 ア ーケ ー ドゲー ムの世 界 的 ヒ ッ トであ る。77年 に

アメ リカで発 売 された家庭 用 ゲー ム機 「ア タリVCS(VideoComputerSystem)」 匚・13]も、 これ

らゲ ー ムソ フ トの移 植 を きっか けに爆 発的 に普 及 してい く。 と りわ け、 『パ ックマ ン』は

キャ ラク ター ビジネスの分 野 で も成功 し、82年 『Pac-ManFever』(Buc㎞er&Garcia)と い う

歌 が米 ビルボ ー ドで9位 に なる ほ どの 人気 を博 した。 その後 、83年 に発 売 され た任 天堂

フ ァミリー コ ンピュー タが家 庭用 ゲー ム機市 場 を席 捲す る こ とは、 言 うまで もない。

一方
、パ ー ソナル コ ンピュー タを め ぐる分 野 で も同 じよ うな状 況 が見 られ る。 アメ リ

カで は、 ア タ リのエ ンジ ニァ だ った ステ ィー ブ ・ジ ョブズ らが 立 ち上 げ た ア ップ ル コン

ピュ ー タに よって、1977年 、AppleHが 発 売 され る。AppleHは 大成 功 をお さめ、 そ の後、

81年 にIBMの16ビ ッ トマ シ ン参入 を き っか け に、 パ ソコ ンは アメ リカ で普 及 してい く。

日本 で本 格 的 なパ ソコ ンが 登 場 す る の は、 日立 のベ ー シ ックマス ターMB-6880(78年)、

シ ャー プのMZ-80K(78年)、NECのPC-8001(79年)と い った8ビ ッ トマ シ ンが 発売 され

る70年 代 末 で あ る。 そ れ は、YMOや コ ンピ ュー タゲ ー ム の登 場 とち ょう ど時期 が 重 な

る。83年 をピー クに8ビ ッ トマ シ ンは最盛期 を迎 え、NECや 富 士通 、 シャー プを中心 に国

産パ ソコ ンが普 及 してい く。特徴 的 なの は、 ビジネス用 途で はな くホ ビー用 途 とい う使 わ

れ方 が大 き くな りつつ あ った とい うこ とで あ る。 そ して、ホ ビー用 途の最 た る ものが コン

ピュー タゲー ムで あ り、人気 アーケー ドゲ ームの移 植 はパ ソコ ンを普及 させ る大 きな要因

だった。

1983年 、YMOは 「散 開」、翌84年 に細 野晴 臣が ゲー ム ・ミュー ジ ック 「スーパ ー ゼ ビゥ

ス』(12イ ンチ シング ル)や 『ナ ム コ ・ビデ オ ・ゲー ム ・ミュ ー ジ ック』(アルバ ム)を 監修

す る。 そ れ らは、 単 な る コンピ ュー タゲ ー ムのBGMが(ア レ ンジは加 え られ て い る もの

の)レ コー ド発 売 され る嚆 矢で あ る。 「テ ク ノ(ロ ジー)ミ ュー ジック」として の 「テ クノ ・

ポ ップ」は、 コ ンピュ ー タゲー ムやパ ー ソナル コ ンピ ュー タと絡 み合 い な が ら、 同期 す

る よう に歩 んで い ったの で あ る。 また、79年 にソニ ーか ら発 売 され たヘ ッ ドホ ン ・ステ

レオ 「ウ ォー クマ ン」は、 モバ イル性 とい う特徴 を 目玉 に世 界 的な ヒッ ト商 品 とな り、 こ

こで も日本 製 のエ レク トロニクス が象徴 的 な もの とな る。 そ して、YMO最 大 の ヒ ッ ト曲

「RYDEEN(雷 電)」(1979)は 、75年 にTV放 映 された ロボ ッ ト・ア ニメ 『勇者 ライデ ィー ン』

か らの影響 を否 定 で きない[*14]。ロボ ッ トとい う近 未 来のSF的 要素 も、今 まで述 べ て きた

テク ノロ ジーの登 場 と発展 、そ して 厂テクノ ・ポ ップ」と相乗 効 果的 にイメ ー ジを醸 し出

してい たのであ る。
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3.4「 テ ク ノ」に お け る断 絶

ともあ れ、「テ クノ(ロ ジー)ミ ュ ー ジ ック」が 日本 の音 楽的 イ メー ジ として成立 す る背

景 は 十分 に整 って いた。 世界 に比 べ て も、 か な り早 い時 期 か ら電子 音 楽 の製作 に着 手 し、

富 田 勲 に代 表 され るよ うな相 応 の実績 もあ った。 「テ ク ノ ・ポ ップ」とい うポ ピュ ラー音

楽 の流 行 の一翼 を担 うYMOの 活躍 。 それ とほ ぼ同 時期 に普 及 した コ ンピュー タゲ ームや

さ まざ まなエ レク トロニ クス。 これ らが、 海外へ 与 え たイ ンパ ク トは経済 大 国 とい う 〈日

本 〉イ メー ジだ けで な く、近 未来 やハ イ テ クの 〈日本 〉イメー ジ を も確 立 させ てい た。 し

か し、 ク ラブ ・ミュ ー ジ ックの 「テ ク ノ」は、 〈日本〉とい うイメー ジか ら切 り離 されて確

立 される。

実 際 に、「テク ノ」とい う言葉 が音 楽 ジ ャ ンル と して世 界 的 に成 立す るの は、80年 代 半

ば、 デ トロイ トの黒 人 に よって発信 され た 「デ トロイ ト ・テ クノ」による。 「テ クノ ・レベ

ル(反 逆者)の 増 殖 は続 き、 そ の影 響 は、 最初 に工業 都市 デ トロイ トが経 験す るだ ろ う」

とい う、 アル ビ ン ・トフラー の 『第三 の波』の一節 にイ ンスパ イア され たホ ア ン ・ア トキ

ンスが 、 デ リ ック ・メ イや ケヴ ィ ン ・サ ンダ ー ソ ンら と共 に 「デ トロイ ト ・テク ノ」とい

う音 楽 を生み 出 した とい われ てい る(野 田ほか1993:93)。 また、80年 代 に シカゴ で発 生

し、 ヨー ロ ッパ へ伝 播 してい ったハ ウス ・ミュー ジ ック と差 別化 を図 るため 、デ トロイ ト

で 生 まれ た音楽 を 「テ クノ」と呼 んだ ともい われ る。 ソ ウル やデ ィス コ、 フ ィ リー ・サ ウ

ン ドの延 長 にあ るシ カゴ ・ハ ウス に対 して、デ トロイ トのサ ウン ドは ク ラフ トワークか ら

の影 響が圧 倒 的 に強 く、 リズ ムは フ ァンクを特徴 と してい る。何 よ り、 デ トロイ トとい う

工業 都市 の荒廃 や貧 困、 人種 差 別、治 安悪化 とい う、過 酷 な状 況 下で暮 らす デ トロイ トの

黒 人 に とって、 「テク ノ」とい う言葉 の響 き は未来 的で ロマ ンテ ィ ックであ りつ つ、 同 時

にア イデ ンテ ィテ ィ を表 象す る音楽 だっ たの だ。 それ は、 「テ クノ ・ポ ップ」とい う諧謔

的 で表層 的 な戯 れ に満 ち たサ ウ ン ドか ら、幻 影 に近 しい文脈 を奪 い取 るの に十 分 なほ ど強

力 な もの であ った。

さらに、 「テ クノ」とい う言 葉が ね じれ た形 で拡 散 して い くの は、90年 代 に入 っ てか ら

で あ る。80年 代 後 半 の ア シ ッ ド ・ハ ウス や レイヴ ・カル チ ャー を触 媒 に、ハ ウス は ヨー

ロ ッパ を席捲 して い き、黒 人 ダ ンス音 楽 と して の シカ ゴ ・ハ ウス と比 して、異 形 なハ ウス

が 次か ら次へ と生 まれた。 イギ リス で はハ ー ドコ ア ・ハ ウスや ア ンビエ ン ト ・ハ ウス、 プ

ログ レ ッシヴ ・ハ ウス、 ドイツでは ジ ャー マ ン ・トラ ンス、 オ ラ ンダでは ガバ ・ハ ウス な
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ど、 ヨー ロ ッパ で多様 なハ ウスが派 生 してい った。 しか し、 ヨーロ ッパで生 まれ た これ ら

の クラブ ・ミュー ジ ック を 日本 で は 「テ クノ」と呼 ぶ こ とが多 か った。 また、音 楽制 作 レ

ベル で も、バ ン ドの よ うな複 数名 のプ レイヤ ーに よる 「演奏 」か ら成立 す る音 楽で はな く、

「ベ ッ ドル ーム ・テ クノ」[・15]と言わ れる よう に、DIに 代 表 され る個 人 の楽 曲作 成=プ ログ

ラ ミングに よって成 立す る音楽 とい う点 で特 徴 づけ られた[・16]。

こ うして、「テ クノ(ロ ジー)ミ ュー ジ ック」は、 クラブ ・ミュー ジ ック と して の 「テク

ノ」を契機 に、 〈日本 〉イメ ー ジを直接 的 に表 象 し得 ない地 点 に至 る。 それ は、「デ トロイ

ト ・テク ノ」が持 つ アイデ ンテ ィテ ィの強 力 さゆ えか も しれ ない し、 クラブ ・ミュー ジ ッ

クの持 つ普遍性 ゆえか もしれ ない。 ク ラブ ・ミュー ジ ックの本質 は、楽 曲が有 す るナ シ ョ

ナル で歴史 的、か つ人種 的 な文脈 とは切 り離 して、並 列的 な素材 と して扱 う ことにあ るの

だか ら。 しか し、90年 代 に入 り、経 済 大 国 とい う土 台 に成 立 して いた近 未 来 的でハ イテ

ク な 〈日本 〉イメー ジが 揺 らい だ こ とに も要 因 はあ る。 バ ブル経 済 は崩壊 し、 パ ー ソナル

コンピ ュー タの 分野 で もWindowsの 席捲 に さ らされ、 コ ンピュー タゲー ム にお い て も斜

陽の気 配 を漂 わせ てい る。

4.「 テ ク ノ ・オ リ エ ン タ リズ ム 」の 限 界

4.1「 テ ク ノ ・オ リ エ ン タ リズ ム 」

エ ドワー ド ・サ イー ドは 「オ リエ ンタ リズム とは、 オ リエ ン トを支 配 し再構 成 し威 圧 す

るた めの西 洋の様 式」(Saidl978=1993上:21)と 定義 する。18世 紀 以 降、 オク シデ ン ト(西

洋)の オ リエ ン ト(東 洋)像 は、 オク シデ ン ト優 位 の 政治 的 ・経 済的 な 関係 が作 用 した結

果、著 し くゆが め られ た。そ のイ メー ジでは、 オ クシデ ン トが 自由 に して合理 的 、平和 的

な存在 で ある とされ る一 方、 オ リエ ン トには、 オ クシデ ン トに とっ て好 ま しくない と思 わ

れ る属性 が割 りふ られ て きた。

日本 に対 して、 この よ うなオ リエ ンタ リズ ム的 イメー ジが見 出せ る典 型が 第二 次大戦時

にあ っ た。 ジ ョン ・w・ ダ ワー は 『容赦 な き戦争 』の なかで、 戦 時中 にお け る敵 国民 の イ

メー ジ をつ ぶ さに描 き出す。 と りわけ、 欧米 人 に とって 日本 人 は非 人間(inhuman)、 人 問

以下(subhuman)、 劣 等 人(lesser-human)で あ り、猿 の イメー ジが 定着 してい た。 そ して、
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真珠 湾攻 撃の背 信性 や捕虜 の虐待 、玉 砕、神風 とい うフ ァク ター が重 なって、憎 悪 と恐怖

の対 象 と して の 日本 人が形作 られて い く。 そ こには、相 容れ ない二項 対 立 と しての オ リエ

ンタリズムが色 濃 く滲み 出 してい る。

50年 代 半 ばか ら70年 代 初 頭 にか けて、 日本 は高 度 経 済成 長 を遂 げ、 そ の後1991年 の

バ ブル崩 壊 まで安 定成 長 を続 ける。驚 異 的 な経 済成 長 は世 界 的 に も稀 有 で あ り、 経 済大

国 としての 〈日本 〉イメ ー ジが確 立 され る。 デヴ ィ ッ ト ・モ ー レイ とケ ヴ ィン ・ロビ ンス

は 『Spacesofldentity』(1992)の なかで 、 この ような 〈日本〉イメ ージの変化 につ い て 厂テ ク

ノ ・オ リエ ンタリズ ム」とい う概念 を用 い て説 明 を試み て い る。す なわ ち、「テ クノ ・オ

リエ ンタ リズ ム」とは、 日本 が経 済大 国 と しての地 位 に就い た80年 代 半 ばの歴 史的諸 条件

の なかで あ らわれ る古 い オ リエ ンタ リズ ム的言説 の変形 で ある。 直接 的 な植民 地支 配 を免

れ たア ジアの 国家 と して、 日本 は長 い間、西 洋 の幻 想 のなか で賞賛 と畏怖 、憧憬 と侮 蔑 を

同時 に受 けなが ら、伝 統的 な イメー ジに加 え、経 済大 国を背 景 に した技術 革新 の イメー ジ

とハ イ ブ リッ ドした 「テ クノ ・オ リエ ンタリズム 」として表象 され得 る。 「先端技 術 は、 日

本 的な もの(lapaneseness)と 結 びつ け られる よ うになっ た」(MorleyandRobbins1995:168)

の であ る。

も し未 来が テ クノ ロジー に満 ち た もの で、 テ クノ ロジー が 厂日本化 」して い る とす

れば、 この 三段 論法 で は、未 来 もまた今 や 日本 的 な もの にな る とい う ことが 示唆 され

る。 ポス トモ ダ ンの時代 は環 太平 洋 の 時代 とな るだ ろ う。 日本 は未 来 で あ り、そ れ

は西 欧近 代 を乗 り越 え、取 っ て代 わ る よ うに思 え る よう な未 来で あ る。(Morleyand

Robbinsl995:168)

従来 の オ リエ ンタリズム を背 景 に、経 済大 国 と しての地 位 を築 きあげ、ハ イテ クと関連

づ け られ た 〈日本 〉イメー ジは、近 未来 的な姿 と重 ねあ わ され る。 いわ ば、「テク ノ ・オ リ

エ ンタ リズム」は、80年 代 の 〈日本 〉の 表象 の され 方 をう ま く説 明 しうる概 念 であ った。

4.2無 国 籍性 とい う 〈日本 〉イ メ ー ジ

「テク ノ ・オ リエ ンタ リズ ム」の議 論 を受 けて、上 野俊哉 は 『紅 の メ タルスー ッ アニ メ

とい う戦 場』の なかで次 の よ うに述べ て い る。
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そ れ は 「日本 人」が 自らを誤認 し、 「西 欧人」が他者 を誤 認す る文化 装置 、 イ ンター

フ ェースで あ るが 、「アジ ァ(人)」 と 「アジア 的」風景 は この二つ の錯視 の なかで もう

ひ とつの幻 想 として生 産 され てい る。 押井 守 が原作 にない香 港 を 『攻 殻機 動隊』の舞

台 と して選択 し、情 報 ネ ッ トの視覚化 を水 没 した香 港 の運河 と街 並み に託 し、 さ らに

そ こに 厂日本 的 」なモ ノ、 身ぶ り、音 楽、 習慣 を ち りばめ る時、 そ こに は情報 資本 主

義 によ る 「表 徴 の準 帝国 」が 浮 き彫 りに されて い るの であ る。 こ う して半 西欧 、半 ア

ジアの キメ ラ、サ イボー グ的 な境界侵 犯 を逆 に固定化 し、 ナ シ ョナル な もの とす る と

こ ろに 「ジャパ ノイ ド ・オー トマ トン」が現 われ る。(上 野1998:176)

ここで明 らか にな るこ とは、西 欧人か らも、 そ して 日本 人か らも夢想 される イメー ジが

無 国籍 な特徴 を帯 びて いる とい う事 実で ある。 曲解 を も含 みなが ら差別化 し、 「わ れわ れ」

と 「他 者 」を 区別す る 「テク ノ ・オ リエ ン タリズ ム」とい う装 置 が 内面化 され た結 果 と し

て、 日本人 が 自認 す る姿 と もず れ るキ メラ と自動 人形(オ ー トマ トン)と い うイ メー ジを

紡 ぎ出 して い る。 『攻殻 機 動 隊一GHOSTINTHESHELL』 で は、エ キ ゾチ ック で無 国籍 な

風 景 に、 「電脳 化手 術」に よ り自 らの脳 を直接 、端 末 として ネ ッ トワ ーク化 してお り、 さ

らに 「義体化 手術 」によっ てサ イボー グ化 して い る人 間た ちが登場 す る。 その続 編 と して

2004年 に制作 され た 『イノセ ンス』で は、 そ の舞 台 であ る国籍 をあ えて 「某 国」と して伏

せ なが ら、 漢字 のネ オ ンサ イ ンや看 板 に彩 られた中華 的 デザ イ ンの都市風 景 に ヴィ ンテー

ジ もの の西 欧車 が走 行 して い く。 特 に、 「択 捉 経済 管 区」の シー ンで は、 明確 に地名 を呈

示 して い る もの の、 「卒塔 婆」の よ うな尖塔 が 立 ち並 ぶ西 欧 ゴシ ック建 築 に仁王 像 が飾 ら

れて い る一 方、 ア ジア ン ・エ スニ ックの坩 堝 を、あ る意味 で醜悪 な まで にデ コラテ ィヴに

表現 したパ レー ドが催 され る。

こ うした デ ィス トピア的 な近未来 イ メー ジは欧米 で発 祥 したサ イバ ーパ ンク との親和性

を有す る。 ジ ョン ・G・ ラ ッセ ルは次 の よ うに述 べ る。

80年 代、 サ イバー パ ンク は暗 く、退廃 的 な 「テ クノワー ル(tech-noir)」 オリエ ンタ

リズ ム を生 み出 した。 それ は、40年 代 のハ ー ドボイル ドな フィル ム ・ノ ワー ルの 肖

像 と、 オ リエ ンタル な エキ ゾチ シズ ムや デ カダ ンス とい っ た不 変 の ステ レオ タイプ

とを、 日本 その もの を通 して融 合 させ た もので あ った。 しば しば、 日本 は、た だエ

キゾチ ック で異 世界 的 な雰 囲気 だ け を搾 取 され た。 サイバ ーパ ンク ・ム ー ヴメ ン ト
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は 、 環 太 平 洋 の 世 紀 に お け る ア メ リ カ の 陰 鬱 な 描 写 と と も に、 未 来 的 な 日本 風 の 仮 構

をつ く り出 して い っ た 。 ブ ル ー ス ・ス タ ー リ ン グ の 「ス キ ズ マ ト リ ッ ク ス 』(1985)や

ウ ィ リア ム ・ギ ブ ス ン の 「ス プ ロ ー ル ・シ リー ズ 」[*17]「 記 憶 屋 ジ ョニ ィ 」(1980)、

『ニ ュ ー ロ マ ンサ ー 』(1982)、 『カ ウ ン ト ・ゼ ロ 』(1986)、 『モ ナ リ ザ ・オ ー ヴ ァ ドラ イ

ヴ 』(1988)、 『ヴ ァー チ ャ ル ・ラ イ ト』(1993)、 「あ い ど る 』(1996)で 描 か れ た ヤ

ク ザ 企 業 や ハ イ テ ク忍 者 、 財 閥 支 配 の グ ロ ー バ ル 経 済 か ら、 リ ドリ ー ・ス コ ッ ト監 督

に よ る カ ル ト ・ク ラ シ ッ ク 『ブ レー ドラ ンナ ー 』(1982)の 背 景 を構 成 す る21世 紀LA

の ニ ヒ リ ズ ム 的 な 「テ ク ノ ワ ー ル 」オ リエ ン タ リズ ム ま で 、 日本 的 な 空 想 未 来 世 界 は

及 ん で い る 。(Russell1998:102)

確 か に、 ラ ッセル の 「テク ノワール ・オ リエ ン タリズム」は、「テク ノ ・オ リエ ンタ リズ

ム」と類 似 して いる。 しか し、 注 目す べ きこ とは、 〈日本 〉を直接 的 に表象 す る ので は な

く、 日本 的なエ キ ゾチ シズム に彩 られ たデ ィス トピア 的な近未 来 イメー ジが表象 されてい

る こ とであ る。そ の表象 のな かで は、 日本人 に とっ て 「わ れわ れ の」とい う感覚 とも隔絶

した仮構 された イメ ージが 立ち上 が ってい る。 オ リエ ンタル のイ メー ジを内面化 す るので

は な く、 オ リエ ンタ リズ ム とい う装 置 を内面化 した結果 が 欧米 のサ イバーパ ンク と 「ジ ャ

パ ニ メー シ ョ ン」の接 合 を生み 出 した ので はない だろ うか。 そ こに は もはや 、絶対 的 な他

者 性 としての架空 の イメー ジ しか ない。

4.3「 ハ イ ブ リ ッ ド ・オ リエ ン タ リ ズ ム 」

21世 紀 に入 って、 に わか に顕 在化 して きた 「ジャパ ニー ズ ・クール」とい う日本 の ポ ッ

プ ・カルチ ャー に対 す る海外 での好 意的 な評価 は、 国内マ ー ケ ッ トでキ ャ ッチ フ レー ズ と

な る一方 で、 コ ンテ ンツ産業 へ過 剰 な期待 が 集 ま って い る。海 外 の反 響 を リフ レクテ ィ

ヴに取 り入 れなが ら発信 す る とい う循 環 的 なプロセ スは、何 も 目新 しい現象 で はな く、 四

半 世 紀前 に 「テク ノ(ロ ジー)ミ ュー ジ ック」が 通 った流 れ に も見 出せ る ものだ。70年 代

後 半 か ら80年 代 にか けて の 「テク ノ ・オ リエ ンタ リズ ム」的 な 〈日本 〉イメー ジ は、 日本

と海外 とい う二者 関係 のあ いだで、 リフ レクシ ョンの プロセス を通 じて醸成 され た もので

あ った。 だが 、90年 代 に入 る と、 バ ブル崩 壊 とと もに経 済大 国 とい う土 台 に成 立 して い

た 「テク ノ ・オ リエ ンタ リズ ム」的 な 〈日本〉イメ ージが揺 らぎは じめ る。つ ま り、ハ イテ
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ク な近 未 来 イ メー ジ と 〈日本 〉イ メ ー ジ と の 結 び つ きが 弱 ま り は じめ た の で あ る 。

2003年 度 第76回 ア カ デ ミー 賞 に お い て 、 渡 辺 謙 が 『ラ ス トサ ム ラ イ』で 助 演 男 優 賞 に

ノ ミネ ー ト、 山 田 洋 次 監 督 『た そ が れ 清 兵 衛(TheTwilightSamurai)』 が 外 国 語 映 画 賞 に ノ

ミ ネ ー ト され る 。 こ の ニ ュ ー ス は 日本 で も大 き く取 り上 げ られ 、 そ の 後 、 「サ ム ラ イ 」 と

い う イ メ ー ジ 戦 略 が 数 多 く見 受 け られ る よ う に な る。 た と え ば 、 海 外 で も 人 気 の 高 か っ

た テ レ ビア ニ メ 『カ ウボ ー イ ビ バ ッ プ』(1998-1999)の 渡 辺 信 一 郎 監 督 が 、 次 に 手 が け た テ

レ ビ ア ニ メ は ヒ ッ プ ホ ッ プ をBGMに した 時 代 劇 『サ ム ラ イ チ ャ ン プ ル ー 』(2004-2005)で

あ っ た 。 ま た 、 黒 澤 明 監 督 の 映 画 「七 人 の 侍 』(1954)を リ メ イ ク し た テ レ ビ ア ニ メ 『サ ム

ラ イ7』(2004)で は 、BGMに は 和 太 鼓 奏 者 の林 英 哲 が 参 加 し、 メ カ ロ ボ ッ トの サ ム ラ イ が

登 場 す る な どSF的 な 要 素 も 加 え ら れ た 奇 妙 な ハ イ ブ リデ ィ テ ィが 見 られ る 。1999年 か ら

「週 刊 少 年 ジ ャ ン プ 」で 連 載 さ れ て い る 岸 本 斉 史 の 忍 者 マ ンガ 『NARUTO』 は 、2002年 に テ

レ ビ ア ニ メ 化 、2005年 か ら ア メ リ カ の カ ー ト ゥー ンネ ッ トワ ー ク で 放 送 が 開 始 され 、 海

外 で も人 気 を博 して い る 。

音 楽 の 分 野 で も 同 じ よ う な 事 例 が 見 出 せ る。 クエ ン テ ィ ン ・タ ラ ンテ ィー ノ監 督 に よ

る 『キ ル ・ビ ルVbl.1』(2003)の テ ー マ 曲 とな っ た 「BattleWithoutHonororHumanity/新 ・

仁 義 な き戦 い の テ ー マ 」が 収 録 され た 布 袋 寅 泰 の ア ルバ ム は 「ElectricSamurai』(2004)と い

う タ イ トル で 海 外 に も リ リ ー ス さ れ[図5]、 ク ラ ブ ・ミ ュ ー ジ ック の ジ ャ ンル で は 、Iazz-

tronikこ と野 崎 良 太 の 海 外 リ リ ー ス ・ア ル バ ム は そ の タ イ トル も 『Samurai』(2005)で 、 ジ ャ

ケ ッ トも 兜 が デ ザ イ ン さ れ て い る[図6]。 さ ら に 、 パ ン ク バ ン ドNicotine(ニ コ チ ン)の

全 米 リ リー ス され た ア ル バ ム は 『SamuraiShot』(2002)[図7]、 サ ー フ ロ ッ クバ ン ドTheSurf

Coastersの 『SamuraiStruck』(2005)も 同 様 で あ る。

[図5コ 『ElectricSamurai』 布 袋 寅 泰 [図6コ 『Samurai』Iazztronik [図7]『SamuraiShot』Nicotine
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2006年9月30日 、ニ ュ ー ヨー ク市 セ ン トラルパ ー クで、 日米 の文 化交 流 を 目的 と して

開催 され た 「ニ ュー ヨー クー 東京 ミュ ージ ック フェステ ィバ ル2006」匚*18]では、 プロ グ レッ

シヴな ジ ャズバ ン ドPE'Zが 「サ ムライ ・ジ ャズ」として紹介 され てい る。 この フェス テ ィ

バ ルで は音楽 だ けで な くゲー ムや ア ニメ も紹 介 され 、 アニメ 『ア フロサ ム ライ』が 先行 上

映 され た。 岡崎 能士 原作 のマ ンガ 『ア フロサム ライ』が 、サ ミュエ ル ・L・ ジャ ク ソンの

声 優/プ ロデ ュー ス参 加 の もと、 日本 のGONZO製 作 で2006年 末 に全 米 で アニ メ化、 さ

らにハ リウ ッ ドで実写 映画化 され、 ナ ム コによ ってゲー ム化 も予 定 され てい るとい う。 こ

の よ うなグロー バル な コンテ ンツ展 開 に 「サ ム ライ」とい うイメー ジが用 い られ る こ とに、

「テ ク ノ ・オ リエ ンタ リズ ム」の限 界が垣 間見 え る。

す な わ ち、 オ リエ ンタ リズ ム とい う装 置 を内 面化 した 上で 、 いか な る素材 と組 み合 わ

せ るか とい う問題 で しか なか っ たの か もしれ ない。80年 代 には テ クノ ロジー だ けだ った

もの に、21世 紀 に入 って、 ア ニメが加 わ り、「サ ム ライ」とい うイ メー ジが 有効 にな った。

それ らは、 海外 に対す る発信 にお いて、 日本 人が利用 で きる素材 に過 ぎない。そ うした素

材 を組 み合 わせ て出来 た イメー ジが、 自 らの ア イデ ンテ ィテ ィ と乖離 す るの は、 あ る意味

で 当然 で ある。 その イメー ジは、 リフ レクテ ィヴな相 互作 用 に よって生み 出 された奇形 の

「ハ イブ リ ッ ド ・オ リエ ンタ リズ ム」なのだか ら。

匚おお たけん じ ・大阪大学 大学 院人 間科学研究科 サイバー メディア室]
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この合弁はソニー ・コーポ レーション ・オブ ・アメリカとBMGの 問の ものであ り、 日本 のソニー・ミュージ ッ

クエ ンターテインメン ト・ジャパ ンは新会社(本 社はニュー ヨーク)に は含 まれない。 また、2006年7月13日

欧州司法裁判所の第一審裁は、市場独 占の リスクを指摘 し、欧州委員会の統合承認 を無効 とする判決を下 した。

1961年 、作 詞永六輔 ・作 曲中村八大に よる坂本九の 「上を向いて歩 こう」は63年 、「SUKIYAKI」 とタイ トルを

変 えて全米で発売 される。 ビルボー ド誌で3週 連続1位 、キャッシュ ・ボ ックス誌 で4週 連続1位(い ずれ もシ

ングル ・チャー ト)を 記録する。同年 ミリオン ・セラー とな り、全米 レコー ド協会か らゴールデ ン ・ディスク

を贈 られたこの曲は、その後 も世界各 国で カヴ ァーされ る名曲となっている。

近年著 しいア ジァ市場への1-POPの 進出は、 日本の音楽的 イメージの可能性 として無視で きないものがあるが、

ここではアメリカや ヨーロッパを中心 とした西洋 と日本の関係 に焦点を絞って話 を進めたい。

2003,「 オタクビジネス、世界へ発信」『ニューズウィーク 日本版』6・18:46-49。

「ジャパニメー ション(lapanimation)」 という用語は、基本 的には日本のアニメー ション作 品を指す言葉である

が、海外では蔑称 的に用い られ ることもある。現在 では、海外で 「ジャパニメーシ ョン」とい う用語 を使われ

ることは稀であ り、む しろ、「アニメ(anime)」 と呼ぶことが多い という。 ここでは、海外で人気 を†専し、評価

された作 品として、 日本国内で戦略的に使われたキャ ッチ フレーズ という意味 としてとらえる。講談社がアニ
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メ化 にあたって出資 した 『AKIRA』 や 『攻殻機動隊』は、まさに戦略的に 「ジャパニメーシ ョン」と呼ばれた。

雑誌ele-kingvoLO2(1995june/july)p.42よ り(文:佐 藤大)。

メデ ィア ミックスが展開されているテ レビアニメ 『交響詩篇エ ウレカセブン』(2005-2006)で は、SFロ ボ ッ トと

いう世界観 と 「テクノ」という、BGM、 作 品中の名称や用語 に 「テクノ」(クラブ)シ ー ンや コンピューター用

語 に関連する ものが登場するなど、「ジャパニメーシ ョン」とテクノロジー とを意図的に結びつけている。

久保 田晃弘監修 の 『ポス ト ・テクノ(ロ ジー)・ ミュージック』とい う書名か らイ ンスパ イア されてい る。「テ

クノロジー」本来の意味 を顧みれば、楽器そのものや、音 を増幅 し録音 ・編 集する技術す ら音楽 に欠かせ ない

テクノロジーではある。 しか し、 ここで注 目すべ きは、近 未来的 イメー ジと結びついたテクノロジーであ り、

それ を用いた音楽である。

その後、 グラミー賞 を獲得 した日本人 アーテ ィス トの代 表には坂本龍一や喜多郎がいる。グラミー賞 もまた、

海外の反響 として日本に取 り入れなが らリフレクティヴな作用 を果たした可能性 は大 きい。

『銀星倶楽部11テ クノ ・ポ ップ』、1989、 ペ ヨ トル工房

1958年 、米 ウ ィ リアム ・ヒギンボーサム に よって、 アナ ログ演算 機 とオ シロスコー プを用 いた 「Tennisfbr

Two」 が開発されたが、現存資料 のなかでは最初の コンピュータゲーム といわれる。

社名は囲碁用語 に由来、ロゴマークは 「A」 と富士 山を図案化 した もの。

後継機 「ア タリ5200」 の発売によって、「アタリ2600」 と改名 される。

雑誌 「ア ドリブ」(1979/9/12号)で 、細 野晴臣 は 「RYDEEN」 について 「全 体の雰 囲気 は東映 の時代劇 にあ る

「街道 もの」や黒沢明の馬が出て くる戦闘シー ンがぴった りです。 そん なニ ュアンスをTVア ニメの勇者 ライ

ディー ンのイメージに置きか えるとグ ッと現代的にな り、 日本版スター ・ウォーズです」と述べ ている。

「ベ ッドルーム ・テクノ」とは音楽製作上、スタジオ(ラ イブも含めて〉ではな く自分の部屋か ら発信 された音

楽 と言える ものであると同時に、 リスナーの立場において も、 クラブで踊ること(同 時 にライブを観 に行 くこ

とも)を 目的とせず に自宅の 「ベ ッ ドルーム」で聴 くことを主な目的 とする音楽 と言える。

日本のローラン ドが発売 したリズムマシンTR-808はYMOも 使用 し、その後継機TR-909は 「デ トロイ ト・テクノ」

で も用い られ、大 きな影響 を与えた。サ ウン ド的な側面では、「テ クノ ・ポップ」か らの連続性 も見出せ る。

「スプロール ・シリーズ」は、日本で は 「電脳」三部作 と呼ばれ、『ニューロマ ンサー』、 『カウン トゼ ロ』、『モ

ナリザ ・オーヴァ ドライヴ』を指す。

他に も、 日本のブレイクビーツユニッ ト、HIFANAも 参加 している。彼 らは、サンプラーのパ ッドを リアルタ

イムに叩いて ビー トを刻み、ター ンテーブルによるスクラッチやパー カッシ ョンを乗せて、「演奏」す る。 ま

た、そのヴィジュアル ・イメージはエキゾチ ックな沖縄 のイメー ジや、ニンジャ、サムライ、ゲイシャまで混

交的である。
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「ご主人様」のいない場所

男装コスプレ喫茶をめぐるジェンダー論的考察

東 園子

1.は じめ に

2005年 、 アニ メやマ ンガ、 ゲー ム等 を愛 好す るオ タク[*1ユ男性 の恋 愛 を描 い た 「電車 男』

が書 籍、 映画、 テ レ ビ ドラマ におい て ヒッ トし、 東京 ・秋葉 原に集 う男性 オ タ クが メデ ィ

アで頻繁 に取 り上げ られ る ように なった。 その際 、現代 の オ タク文化 の シ ンボ リックな存

在 として注 目を集め たのが 、メイ ドの格 好 を したウ ェイ トレスが給仕 を行 う 「メイ ド喫茶」

と呼 ばれ る喫茶 店で あ る。 この メ イ ド喫茶 に代表 され る、何 らか のキ ャラ クター に扮 装す

る コス プ レ[・2]をした従業 員 に よるサ ー ビス を売 り物 とした店(以 下、コス プ レ飲 食店)は 、

男性 オタク に向けて 次 々に作 られて きたが、 最近 では女性 の オ タク を対象 に した店 も登場

して いる。 そ の一つ が、 「男 装喫 茶」な どと呼 ばれ る、男 装 した女 性 が給 仕 を行 う喫茶 店

で あ る。

本 稿で は、 コス プ レ飲食 店 をポ ピュ ラー カルチ ャー の新 た な消費 形態 として捉 え、 それ

を女 性向 け に適 合 させ た一事 例 として、男装 喫茶 を取 り上げ る。男 装喫茶 は、男 性 オ タク

を対 象 にす るメイ ド喫茶の 女性 オ タク向け版 とい う性格 を有 して いる。 だが、 そ こには メ

イ ド喫茶 の単純 な裏返 しで は ないね じれ も見 られ 、 ジェ ンダーの非対 称性 を示 す ような興

味深 い存在 とな って い るの で あ る。 本稿 では、 そ もそ も コス プ レ飲 食店 が どの よ うな背

景 の下 に登 場 し、 どの ような楽 しみ を提 供 で きる もの なのか、 そ して、男 性 オ タク向け と

して始 まった コスプ レ飲 食 店 が女性 向 けに どう展 開 され てい るか を考 察 す る こ とで 、男

性 向 けコス プ レ飲 食店 とは違 った男 装 喫茶 の性 質 を浮 か び上が らせ るこ とを 目的 とす る。

まず、2節 で は、 コス プ レ飲 食 店 が成 立 した背 景 と して、 電気 街 の変 化 に伴 う"オ タクの

街"の 形成 につ いて記 述す る。次 に、3節 で は、 コスプ レ飲食 店 を代 表す るメ イ ド喫茶 の

分析 を通 して、 コス プ レ飲 食 店の 二つ の特 質 を抽 出す る。続 く4節 では、女 性 向け コス プ
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レ飲 食 店 をめ ぐる状 況 につい て概 観 す る。 そ して、5節 にお いて、3節 で取 り出 した コス

プ レ飲食 店の特 質 を男 装喫 茶 につい て考察 し、男 装喫茶 は男性 中心 的 な社 会 に置か れ る女

性 に とって どの ような意味 を持 つ ものに なるのか を明 らか に した い。

2.コ スプレ飲食店成立の背景 一 オタクの街の成立

コス プ レ飲食 店の代 名詞 的存在 であ るメ イ ド喫茶 が最初 に で きたのは、2001年3月 、秋

葉原 におい てで あ る(「CureMaidCa剣)。 そ の数年 前 か ら、 オタ ク向け のイベ ン トの中 で

コスプ レを した ウ ェイ トレスが 接客 す る喫 茶が 登場 して好 評 を博 して お り[*3]、常時 運営

される店 も出 て きた。 また、当 時、 メイ ドを題材 に した男性 向 けのゲ ームや マ ンガの影響

に よ り、 オタ クの間 で メイ ドの人気 が 高 ま って いた[・4]。その ような背 景 を元 に、 メ イ ド

の格 好 を した ウェ イ トレス に よる給仕 を売 り物 に した 喫茶店 が開店 され たの であ る。そ の

後、 メ イ ド喫茶 は東京 、大 阪、名 古屋 とい った大都 市 圏のみ な らず 地方都 市 で も数 多 く営

業 され る ようにな り、オ タ ク文化 の一 つ と して海外 に まで輸 出 され、台 湾や韓 国 な どで メ

イ ド喫茶 が作 られて い る。 現在 で は業 態 も多 様化 し、 メ イ ドが給仕 を行 う居酒屋 、バ ー と

い った喫茶 店以外 の飲 食店 、 さ らにはメ イ ドによる足裏 マ ッサー ジ店や 美容室 まで存 在 し

て いる。 また、 巫女装 束や袴 姿 な ど、 メ イ ド以外 の コス プ レをした従業 員が接 客す る店 も

あ る。

この よ うなコス プ レ飲食 店 は、都市 の中 で もある特定 の地域 に集 中す る傾 向が ある。東

京 では男性 向 けの店 は秋葉 原、女 性 向け は池 袋、 大阪 で は共 に 日本橋 に多い。 これ らはい

ず れ もオ タク向 けの 店が 多 く集 まって い る地区 で あ る。 この よ うな"オ タ クの街"の 形成

には、電気 街 の変化 が関 わって い る。 日本一 の電 気街 であ る秋葉原 が オ タクの街へ と変貌

す る過程 を追 っ た森川 嘉一 郎(2003)に よれ ば、秋 葉原 の電 器店 は、80年 代 末 頃か ら主力

商 品 を家電 か らパ ソ コンに移 してい った。 当時 のパ ソ コンを買い求 め る客 の 中心 は、パ ソ

コ ンマニ アの若 い男性 で ある。彼 らはアニ メやマ ンガ、ゲ ーム を好 む オ タクで もある こ と

が多 か った ため、衰 退 して い く電 器店 と入 れ替 わ って、彼 らの趣 味 に応 え る 「渋谷 や吉祥

寺 とい った よ りメ ジ ャー な街 にす で に存 在 して いた専 門店が 、九七 年か らの数 年 間で急激

に秋 葉 原 に進 出 し、 オタ ク趣 味 の 中心地 、 オ タクの"趣 都"と も言 うべ き一大 中心 地 を突

如形 成」(森川2003:48)す る こ とに なった のであ る。
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だが、 森川 が言 う 「オ タク趣 味 」とは、 基本 的 に男性 の オ タクの もの であ る。 オ タクの

中で も女性 と男性 で は好 まれ る作 品や商 品の傾 向が異 なるが、 アニ メグ ッズやマ ンガ 同人

誌[・5ユを扱 う専 門店 は男女 共 に顧客 対象 と してい る と ころ も多 い。 だが 、パ ソコ ンマニ ア

は圧 倒 的 に男性 が多 く、彼 らが集 う秋葉原 に進 出 したオ タク向 けの店 では、 必然 的に男性

が メイ ンター ゲ ッ トとなる。 オタ クの街 と して知 られ る秋 葉 原 は、"男 性 オ タクの街"な

ので あ る。 そ して 、秋 葉原 を補 完 す る ように、 東京 の 中で池 袋 が"女 性 オ タク の街"と し

て浮上 して くる。池 袋 には元 々オ タク向 けの専 門店が存 在 してお り、 また、 しば しば女性

向 けの 同人誌 即 売会 が 開か れ て いた た め、 女 性 の オ タクを集 め やす い状 況 に あ った。 そ

のた め、2000年 頃か ら池 袋の既 存店 が女 性 向け の品揃 え を充実 させ る よ うにな り、 また、

女性 の オ タクのみ を対象 とした店 も増 え始 め る。そ れ らの店 が密 集す る東池 袋のサ ンシ ャ

イ ンシテ ィ前 の通 りは、 「乙女 ロー ド」[・6]など と呼 ばれ る よ うにな った。 こ う して 、秋葉

原 よ り規 模 は小 さいが、 池袋が 女性 オ タクの集 まる街 として定着 して いっ たので ある。

森川 が記述 した秋 葉原 電気街 の変化 は、 大阪 ・日本橋 の電 気街 に も概 ねあ ては まる。 日

本 橋 も家 電 中心 の街 だ った が、2001年 に ター ミナル駅 に大 型 電器 店 が進 出 した影 響 もあ

り、家 電 を扱 う店 は徐 々 に衰 退 してい った[・7]。その代 わ りに増 加 したのが 、秋 葉原 同様

男 性 オ タク向 けの店 で ある。 だが、 ここか ら日本橋 は秋 葉原 とや や違 っ た展 開 を見 せ る。

2002年 、男性 向けのみ な らず 女性 向 け も含め たマ ンガや 同人誌 を扱 う大型 中古 書店 の 「K-

BOOKS」 や 「まんだ らけ」が相 次 いで 日本橋 に店 を出 し、 この地 区 に女 性 オ タク を も引 き

つ け るこ とにな る。 現在 、女性 向 け同人誌 を専 門的 に扱 う店 が 日本橋 にい くつ か存在 す る

よ うに、 日本橋 は秋 葉原 と異 な り、男 性 オ タク も女性 オ タク も含 めた オ タクの街 とな って

いる。

オ タクが好 む商 品 を扱 う店が特 定 の街 に集積す る こ とは、 そ こに大勢 の オ タクを集め る

ばか りで はな く、 その街 での滞在 時 間 を長 くす る ことに もなる。 だか らこそ、 オ タク を対

象 に した飲食 店の成 立が可 能 にな った と考 え られる。 そ して、一 度そ の ような飲 食 店 に行

く行為 自体が 一つ の楽 しみ と して確立 すれ ば、 それ以外 の場所 で も経営 が可 能に なる。 コ

スプ レ飲 食店 が現在 の よ うに盛 況 を迎 え る下地 として、オ タクた ちが集 う街 が形成 され る

こ とが不 可欠 だっ た と言 え よう。
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3.コ スプレ飲食店の特質 一 メイ ド喫茶を事例 として

こ こで は、 コス プ レ飲食 店 を代 表す る形式 で あ り、店 舗数 が最 も多 いメ イ ド喫茶 を事例

に、 ポ ピュ ラー カルチ ャーの消 費形態 と して コスプ レ飲 食店 が持つ 特質 を考察 してい きた

い[*8]。

3.1.フ ァ ン タジー の 喚 起 と体 験 の提 供

メイ ド喫茶 の最 大 の特徴 は、単 に ウェ イ トレスが メイ ドの格 好 を してい る だけで な く、

そ れが コス プレ と して行 われ てい る点 であ る。一般 の 喫茶店 の 中に もメイ ド風 の制服 を採

用 して いる店 はあ るが、 それ らとメ イ ド喫茶 を区別す るの は、 ウェイ トレスが 大 な り小 な

り 「メ イ ド」とい う役 柄 を演 じてい るか 否 かで あ ろ う(も っ と も、そ の線 引 きは明確 にで

きる もので は ないが)。 メ イ ド喫茶 におけ る メイ ドの服装 を した ウ ェイ トレス は、 あ くま

で も 「メイ ドさん」なので ある。 そ して、大 抵の メイ ド喫茶 は、 「メイ ド」の いる 「お屋敷 」

とい う設定 を店 に設 けて い る。 メイ ド喫茶 で は客 が 入店 した際 、「い らっ しゃ い ませ 」の

代 わ りに 「お帰 りな さい ませ 」と言 って迎 え る ことが よ く知 られ てい るが、 これ は 「メイ

ドのい る屋 敷 に帰 る」とい う コンセプ トが元 にな って い る。 そ の ため、 店 を 出る(=「 屋

敷 か ら出か け る」)際 に は、「行 っ て らっ しゃい ませ」と声 をか け られ る こ とにな る。 この

メイ ド喫茶 に来 る客 は 「お屋 敷」の住 人 と して扱 わ れ、多 くの店 で男 性 客 は 「ご主人 様」、

女性 客 は 「お嬢 様」と呼 ばれ る。

この よ うな特 定の コ ンセプ ト、 世界 観 に基 づ いた店作 りとい う点 で、 メ イ ド喫茶 は テー

マパ ー ク と共通 す る部 分 があ る。 しか しなが ら、テ ーマパ ー クの レス トラ ンで は従 業員 の

服装 や接客 の みな らず 、 内装 や メニ ュー 内容 な ど店全体 で コ ンセプ トが表現 され る。そ れ

に対 し、 メイ ド喫茶 の場 合、 「お屋 敷 」とい う設 定が 店 の隅 々 に まで貫徹 され てい るか と

い う と、 そ う とも言 え ない。 メイ ド喫茶 は内装 にあ ま り気 を配 ってい ない店が 多 く、学 園

祭 の喫茶 店 の よ うな趣 が あ る ところ もあ る。 また、 その 内装 が 「お屋敷 」とい う言葉 か ら

イメー ジ され る ヨーロ ッパの ア ンテ ィー ク調 とは程 遠い こ と も多い[・9]。メ イ ド喫茶 で は、

「お屋敷 」とい う設定 の演 出 を メイ ド姿 の ウ ェ イ トレス が担 う比 重 が高 い。 メ イ ド喫 茶 の

「メイ ド」は、 この よ うな意 味で も店 の中心 なの であ る。
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そ の ウェ イ トレスに は、「メ イ ド」と して ある一 定 の イメー ジ に沿 った ふ る まいが要 求

され る。 メ イ ド喫茶 で はウ ェ イ トレス の接 客 態度 に演 技 じみ た丁寧 さ を感 じる こ と も多

く、 また、 客 の横 で ひ ざまず いて注 文 を取 る店 もあ る[・lo]。彼 女 達 に は 「ご主人様 」に忠

実 に仕 え敬 う とい うメイ ドの イメー ジを体現 す るこ とが 求め られ てい る と言 え よう。 現代

の オ タク文化 におい て、本 来 は職 業名 に過 ぎな いメ イ ドが一 つの キ ャラク ターに なって い

る と言 えるの は、 この よ うに一 定の人格 が想 定 され るか らで あ る。 メ イ ド喫茶 は、 主要 な

顧客 であ る男性 オ タクが持 っ ている であろ うメ イ ド幻 想 が演 じられ る場 なの であ る。

また、 メイ ド喫茶 では、 メ イ ド姿 のウ ェイ トレス に親 しみ を抱 かせ るよ うな演 出が見 ら

れ る。 メイ ド喫茶の ウ ェイ トレ・スは源氏 名 を持 ってお り、 しば しばそれ を書 いた名札 をつ

けてい る[*11ユ。 また、会 計 な どの際 にウ ェイ トレスの側 か ら客 に話 しか けた り、 店 に よっ

て は オム ライ ス にケチ ャ ップで 希 望 の文 字 や イ ラス トを描 い て くれ るな ど[*12]、ウ ェ イ

トレス と会 話 が で きる機 会 が作 られ て い る。 店 のW6bサ イ トに ウ ェイ トレス 達 の プロ グ

が あ った り、客 が ノー トにメ ッセー ジを書 き込 む とウェ イ トレスが返事 を書 く 「コ ミュニ

ケ ーシ ョンノー ト」が 店内 に用意 され てい る ところ もあ る[・13]。これ らの演 出 は、客 と 「メ

イ ド」の 問の親密 感 を醸成す る もの となろ う。

メイ ド喫茶 は コー ヒー一杯 を4～500円 程 度で提 供す る店 が多 く、一般 的 な喫茶 店 と比

べ て特 別値 段 が高 い わ けで は ない が、飲 食物 の質 が低 い店 も多 い。 メ イ ド喫茶 の 売 りと

なるの は、 や は りメイ ド幻 想 を体現 した 「メイ ド」に よるサー ビス や彼女 達 との コミュニ

ケ ー シ ョンだ と言 える。 この メイ ド喫 茶 に通 う男性 オ タクの欲 望 は、必ず し も性 的 な もの

とは限 らない だ ろ う。1990年 代 前 半 には女 性従 業 員が 客 の指 定す る コス プ レをす る性 風

俗店 が登 場 してお り(鶴 岡1998:60)、 メ イ ドに対 す る性 的欲 望 を直接 的 に満 たす ことので

きる場 は以前 か ら存在 してい る。堀 田純司 は、多 くの男性 オタ クに愛 好 され メイ ドのキ ャ

ラク ター も よ く登場 す る、 アニメ 的 な美少 女 との恋愛 ・セ ックス をゲ ーム の主 題 と した

「ギ ャルゲ」(「ギ ャルゲー ム」の略)に つ いて、 「トラ ッ ドな性 の渇望 に応 える一方 で」、 「男

子 に素敵 なフ ァン タジー を届 け る分 野 も大 きな プ レゼ ンス を示 す ようにな っ」て い るこ と

を指 摘す る(堀 田2005:190)。 メイ ド喫 茶 は、 このメ イ ドに対 す る 「フ ァンタ ジー」に応 え

る空 間 と して主 に機能 して い るので はない だろ うか。 だか らこそ、現在 店 に よって は女性

客 が4割 を占め る よ うに、 メイ ド喫茶 を愛 好す る 「お嬢 様」も存 在 してい るの だ と考 え ら

れ る。

メイ ドに何 らかの フ ァンタ ジーを持つ 人 に とって、 メイ ド姿 の ウェイ トレス はその フ ァ
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ンタジー を喚起 す る存在 とな る。 メイ ド喫茶 に行 くこ とで、 客 の 中に 「お屋敷 」と結 びつ

いた存 在 と して の メイ ドに対 す るフ ァ ンタジーが呼 び起 こ され れば、 た とえ内装 が現代 的

で安 っぽい もの であ って も、「メ イ ド」が 「お帰 りな さい ませ」と言 って迎 える店 内 は、「お

屋 敷 」以外 の 場所 で はあ .りえな い こ とに な る。 メイ ド喫茶 は、客 が 既 に メイ ドにつ いて

ファ ンタジー を抱 いて い るこ とを前 提 に作 られて いるの であ る。

近年 、 オ タク文化 を表す キ ー ワー ドとして 、「メガ ネ」や 「幼 な じみ」といっ た、あ る一

定の性 質 を持 っ た対象 へ の愛 着 を示 す 「萌 え」とい う言葉 が よ く取 り上 げ られ る[・14]。メ

イ ド喫茶 は、 メイ ドを愛 好 す る 「メイ ド萌 え」の男 性 オ タクが 抱 く「萌 え」の世 界 を再 現

し、体験 させ る空 間 となっ てい る。 これは、 アニ メ ビデ オや フ ィギ ュア な どの モノ を扱 う

従 来 の オ タク向 けの店 とは一 線 を画 してい る。 しか も、 メ イ ド喫 茶で 体験 で きる 「萌 え」

フ ァ ンタジーの 内容 は、メ イ ド喫茶 自体 が提供 す る もの では ない。 メイ ドに対す る フ ァン

タジーの内実 は、 マ ンガや アニ メ、 ゲー ム な どの オ タク向け メデ ィアにお ける様 々 な作 品

を通 して培 われ る もの であ る。 メイ ド喫 茶 はウ ェイ トレスの言 動が 一般的 な喫茶 店 と多少

異な ってい るが、 基本 的に は飲食物 が 出 され るだ けで、 それ ほ ど特殊 な 出来事が 用意 され

てい るわ けで はな い。 オ タクを 自認 しない人 の中 には、 メ イ ド喫茶 に 「意外 と普 通の 喫茶

店 だ った」とい う感想 を持 つ人 もいる。 メイ ド喫茶 を他 とは違 う特 別 な場 所 として楽 しめ

るか どうか は、 客 がオ タク文 化 の中 で作 られ てい る 「萌 え」フ ァンタ ジー を共 有 して いる

か どうか にかか ってい る。そ の こ とは、従 業員 があ るキ ャラ ク ター に扮 す る ことでそ の物

語 世界 を背負 うこ とに なる、 コス プ レ飲食 店全 般 にあて はま る もので あ る。 コス プ レ飲食

店 とは、 オ タク文化 を享 受す る こ とに よって形 成 される フ ァン タジー を喚起 し、体験 させ

る空 間なの だ と言 え よ う。

3.2。 恒 常 化 した オ タク仲 間の 集 ま り

メイ ド喫 茶 な どの コス プ レ飲 食 店 で働 く女性 は、 「コスプ レイヤ ー」と呼 ば れ る、普段

か らコス プ レを趣 味 と して行 って いる入 が多 い と言 われ てい る。 つ ま り、 オ タクを対象 に

した コスプ レ飲食店 にお いて は、多 くの場 合、 その従 業員 もまたオ タク なので ある。 メイ

ド喫茶 に置 い てあ る 「コ ミュニ ケー シ ョンノ ー ト」を見 て も、 ウ ェイ トレスの プ ロフ ィー

ル欄 に 自分 の好 きなマ ンガや アニ メが 書 いて あっ た りす る[・15]。堀 田 は、 メイ ド喫茶 に集

う客 もウェ イ トレス も、皆 オ タク と して 「あ るジ ャ ンル につ い ての 話題 を共 有す る仲 間」
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で あ り、 厂あ る意味 み な内輪 の存 在」だ とい う、 メ イ ド喫 茶 で働 く女性 の コメ ン トを紹 介

して いる(堀 田2005:36)。 メイ ド喫茶 は、店 に勤 め る ウ ェイ トレス も含 めて、 「オ タク仲

間」が集 って い る空 間 だ と見 なす こ とが で きる場所 な ので ある。 メ イ ド喫茶 が注 目を浴 び

る現代 で も、 オ タク趣 味 に対 す る偏 見 は根 強 い。 メイ ド喫茶が 隆盛 した理 由の一 つ は、 オ

タクばか りが集 まる 中で心お きな く趣味 の話 がで きる場所 と して重宝 され た ことがあ るだ

ろ う。周 りの客 もそ こで働 くウ ェイ トレス も皆 自分 と同 じオ タク仲 間であ る と思 え るこ と

は、 メイ ド喫茶 をオ タク に とって居 心地 のい い空 間に してい る。 もっ とも、 現在 で はメイ

ド喫茶 が観 光地化 してオ タク以外 の客 も多 い よ うだが、 オ タク向 けの店で あ るこ とに変 わ

りが ない。

コスプ レ飲 食店 はい ずれ も、 オタ クに人気 のあ るキ ャラク ターの コス プレを した従業 員

を最大 の売 り物 とす るため、 店 に来る のはそ のキ ャラ クター に対 す るフ ァ ンタジー を持 っ

た オ タクばか りとい うこ とにな りやす い。 堀 田は、 メ イ ド喫茶 は、 コス プ レイベ ン トにお

け る、 コス プ レの写 真 を撮 りに くる カメラマ ン と被写体 とな るコス プ レイヤ ーの 聞で形成

され る 「『観 る者 と観 られ る者』の 関係 を商 業化 し、 よ りカジ ュアル に実 現で きるよ うに し

た業 態」(堀田2005:33-4)だ と分析 して いる。 だが 、 コス プ レ飲 食店 が 実現 す るの は、 コ

ス プ レイヤ ー とカメ ラマ ンの関係性 に 限 らな いだ ろう。 コス プ レイベ ン トや 同人誌 即売会

な どの オ タク向 けイベ ン トは、 オ タクが集 まって大 っ ぴ らに趣 味 の話 をす るこ とがで き、

自分 の好 きな ものを共有 して い る 「仲 間」が い る と感 じられ る場 で もあ る。 コス プ レ飲 食

店 はその よ うな意 味 におい て も、 オ タク向 けイベ ン トが恒常 化 され た場 所 だ と言 え る。 毎

日で も行 くことがで きる コスプ レ飲 食店 で は、オ タクの集 う空 間が 日常 的 な ものに なって

い る。 その 一方 で、 コスプ レ飲 食店 は ウェ イ トレスが 普段 と違 う コス プ レをす るな どの特

別 イベ ン トを頻繁 に開催 して お り、 「ハ レ」の場 と しての機 能 も保 って いる。 コス プ レ飲

食店 とは、 常態化 したオ タク向 けイベ ン トだ とも言 え るので はない だろ うか 。

これ まで見 て きた よ うに、 コス プ レ飲食 店 は、 コス プレを した従業員 を通 して客 の 中に

あ る 「萌 え」フ ァ ンタジー を呼 び起 こす場 で ある。 そ こで は、客 が オタ ク文 化 の中 で形成

され てい るフ ァ ンタジー を既 に抱 いてい る ことが前提 に なって いる。 また、 コス プ レ飲食

店 は、恒 常 的 なオ タク向け イベ ン トとい う一面 も持 って いる。 この よ うな、 客が オ タクで

あ るこ とを要 件 と した コス プ レ飲食店 の隆盛 は、 現代社 会 にお ける オタ ク文化 の広 が りと

成熟 を示 してい る と言 え よう。
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4.女 性 オタク向けコスプレ飲食店の登場

オ タク とい うと一 般 的に は男性 のイ メー ジが根 強 いが、実 は アニ メや マ ンガ な どを愛好

す る層 のか な りの割 合 を女 性が 占め てい る。 オタ ク文化 の象徴 的存 在 とな ってい る 日本最

大 の 同人誌即 売 会 「コ ミ ックマ ーケ ッ ト」が行 った調査 に よれ ば、2004年 の夏 に開催 され

た 「コ ミックマー ケ ッ ト66」(総参加 者数:51万 人)で 、 同人誌 を出品す るサ ー クル の代表

者 の7L2%、 同 人誌 を買 い に来た 一般 参加 者の56.9%が 女 性 だ った とい う(コ ミックマ ー

ケ ッ ト準 備 会編2005:290)匚 ・16]。もちろ ん、 この数 字が オタ ク全 体 の男女 比 を反 映 して い

る とは限 らないが、 オ タクの 中で女性 の数 が相 当多 い ことは間違 い ない。

メ イ ド喫 茶 を始め とす る コス プ レ飲 食店 は、男 性 オ タク を主 要 な顧客 対 象 と して きた。

だが、 コス プ レ飲食 店が男 性 オ タクに受 け入 れ られ、 オ タク文化 の 中に定着 し、 また、 メ

デ ィアを巻 き込 ん だブー ム によ り店 の数が急 増 して飽和 状態 に なる中で 、オ タクの約 半数

を占め る女性 オ タクに 目が 向 け られ て くる。 大阪 に初 めて で きた女 性 オ タク向け コスプ レ

飲食 店(「ca驚BL」(2006年3月 開店))が 、「喫 茶萌 え萌 え」とい う男性 向 け コス プ レ飲 食店

が 閉店 され た跡 に 開店 され た の は象徴 的 で あ る。 メイ ド喫茶 にはWεbサ イ トな どで 女性

も入 りやす い店 をうた うと ころ もあ り、営業 時 間の一部 を女性 専用 の メイ ド喫 茶 に した店

も登 場 した[・1ア]。さ らに2006年 前 後 か ら、女 性 オ タク を ターゲ ッ トと した、男 性 キ ャ ラ

クターの コス プ レを した従業 員 を用い た飲食 店が 開店 し始め、 現在 増加傾 向 にあ る。

この女性 オ タク向 けの コスプ レ飲 食店 には、二 つの系 統が ある。 一つ は、男性 が給 仕 を

行 う店で ある。 この系 列の嚆 矢 とな るのが、2006年3月 に池 袋 に開店 した 「執 事喫茶Swal-

lowtail」で あ る。 これは、 男性 が執 事 の コス プ レを して 給仕 を行 う喫茶 店 で、 オ タクを 自

認す る コ ンサ ル タ ン ト会社 勤 務 のOLに よって 企画 され 、女性 向け 中古 同人誌 の販 売 に力

を入 れ て い るケ イ ・ブ ックスが 運営 して い る。 「お 屋敷 」とい うコ ンセプ トの元 、 メイ ド

と同 じ く 「お屋敷 」の使 用 人で ある 「執事 」が サー ビスす る この店 は、 まさに メイ ド喫 茶 を

女性 向け に作 り直 した形式 だ と言 え るだろ う。 この執事 とい う設定 は、後 に続 く女性 を対

象 に男性 がサ ー ビス を行 うコス プ レ飲 食 店の 多 くで採用 されて いる[・18]。そ こで、以 下で

は、男 性給 仕 に よる女性 オ タク向けの飲 食店 の総称 と して 「執事 喫茶 」を用 い たい 匚・19]。

そ して、 もう一 つ の系 統 が、男装 した女性 が給仕 を行 うコスプ シ飲 食店 であ る。 乙女喫

茶 やギ ャルソ ンカフ ェな どと呼 ばれ る こ ともあ るが 、本稿 で は、 「男装 喫茶 」を総 称 とし
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て用 いる。 男装 喫茶 の一 号店 は、2005年12月 に東京 ・池 袋 に開店 した 「B:Lily-Rose」であ

る[*20]。またその 少 し前 に、 同 じ く池 袋 にあ るメイ ド喫茶 「ワ ンダーパ ー ラー カ フェ」が、

ウ ェイ トレス が男 装 して 給仕 す る イベ ン トを行 っ てい る[・21]。その 後、2006年10月 まで

に池 袋、吉 祥寺 、 日本橋 、札 幌、 岐阜 、名古屋 に店 が で きて お り、 一年足 らず の間 に急激

に増 加 して きて い る。 な お、男 装 喫茶 登 場以 前 に も、男 性 の格 好 を した女 性 が客 の相 手

をす る 「オ ナベバ ー」と呼 ばれ る店 が存在 して いたが 、男 装喫 茶 は、 オ タクであ る女性 を

顧客 対象 に、 男装 をコス プ レと して 行 う、つ ま り男性 で は な く 「男性 のキ ャ ラク ター」を

装 ってい るのが 、「オナベバ ー」と異 なる点 であ る。

現 在、女 性 オ タクの ボ リュー ムゾー ンを形 成す るの は、 「やお い」や 「ボー イズ ラブ」と

呼 ばれる ジ ャンルの愛 好者 であ る[・22]。これ は、女性 を対象 に男 同士 の恋愛 を描 くもの で、

マ ンガ ・小 説 ・ゲー ム等が ある(以 下、 本稿 で は、 この ジ ャンルの総称 と して は 「やお い」

を用 い る)。 商業 出版 され る オ リジナル作 品 のみ な らず 、 アニ メ等 に登 場 す る男性 キ ャ ラ

クター2人 の 問 に恋愛 関係 を設定 した物語 を描 く 「パ ロデ ィ」、 「二 次創 作」と呼 ばれ る形

の作 品 も盛 んに作 られ て いる。 女性 オ タクの全 て が この 「や おい 」愛 好者 とは限 らな いが

大多 数 を占めて お り、先 述 した 「乙女 ロー ド」で扱 われ る女 性 オ タク向け商 品の多 くが 「や

お い」に関す る ものであ る。男性 給 仕 に よる執 事喫 茶 も男装 喫茶 も、顧客 対象 と して いる

の は正確 には この 「や お い」愛 好者 なので あ る。 したが って、 女性 オ タク 向け の コス プ レ

飲食 店 で従 業員 が扮 してい るの は、 「や おい 」に出 て くる男性 キ ャラク ターで あ る と言 え

よ う。

ア ニメ等 を 「や お い」的 に愛好 す る女性 オ タクの 中 に は、 自分 の 好 きな男 性 キ ャラ ク

ターの コス プ レを行 う人 が い る。 そ して、 「絡 み」と呼 ばれ る、 自分 たち が カ ップル 関係

を設 定 してい る男性 キ ャラク ター二人 の コス プ レを した人同士 で抱 き合 った写真 を撮 るな

ど して楽 しん でい る。厂やお い」の文 脈 で行 わ れ る コス プ レで は男 性 キ ャ ラク ター に扮 す

るの は男 装 した 女性 で あ るため 、「や お い」の中 の男性 キ ャラ クター を表現 す る手段 と し

て、 男装喫 茶で も女性 の男装 が採用 されたの だ と考 え られる。 男装喫茶 は、メ イ ド喫茶 と

「や おい」文化 の結節点 に ある ものだ と言 えよ う。

この男装 喫茶 は、男性 給仕 に よる執事 喫茶以 上 に、男性 向 けコス プ レ飲食 店 とは異 なる

性質 を有 してい る。そ こで、 以下 では女性 向 け コス プ レ飲食 店 の中 で も、男 装喫茶 に注 目

して考察 を行 ってい きたい。
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5。男装喫茶の持つ性格

3節 におい て、 コス プ レ飲食 店 の持 つ 、客 に抱 かれ てい る フ ァンタジー の喚起 と、 オ タ

ク仲 間だ けの空 間 とい う、二 つ の特 質 を指摘 した。 ここで は、 女性 オ タク向 けの コスプ レ

飲食 店 で ある男 装 喫茶 におい て、 そ の二 点が ど うなっ て いる のか を見 て み たい。 そ の前

に、実 際 の男装 喫茶 が どの よう な場所 であ るか、簡 単 に紹 介 して お こ う[・23]。筆者 が観 察

した二つ の店の場 合、 いず れ も店 内 には カウ ンター席 とテー ブル席 が用意 され、席数 は合

計20～30席 ほ どであ る。 男装 した女性 ス タ ッフ(以 下 、ギ ャ ルソ ン[*24])が3～4名 お り、

その他 の 従業 員 の姿 は見 られ なか った。 客 は10代 後半 ～20代 の若 い女性 が ほ とん どだ っ

たが 、「VelvetRoses」の ギ ャル ソ ンの 話 に よる と、 中学生 か ら50代 ぐらい までの幅 広 い年

代の女性 が 訪れ 、中 には親子 で来店 す る客 もいる とい う[*25]。メ ニュー はソ フ ト ドリ ンク、

カ クテル、 デザ ー ト、軽食 な どが用 意 され てお り、 コー ヒー1杯 が4～500円 程 度で あ る。

筆者 が見 た限 りでは大体3～4組 の客が お り、 満席 に近 い ような と きもあ った。 以下 で は、

メ イ ド喫茶 との比較 も交 えなが ら、 この男装 喫茶 の特 徴 を分析 して い きたい。

5.1.「 や お い 」 フ ァ ン タ ジ ー の 喚 起

メ イ ド喫茶 にお いて メイ ド姿 の ウェ イ トレスは、客 の オ タク男 性 に とって異性愛 的 な対

幻想 の相 手 にな ってい る と考 え られる。 その よ うな側 面 は、男装 喫茶 にお ける ギ ャル ソ ン

に も存 在 してい る。 「cafるBL」で は、 ギ ャ ルソ ンが 入 店 した女 性客 の手 を取 っ て席 に案 内

す る接客 を行 っ ていた[・26]。また 、「VblvetRoses」では好 きな ギャル ソ ンの写 真が撮 れ るポ

ラ ロイ ド撮影 サ ー ビス を行 ってい るが、 ギ ャル ソ ンと二 人で写真 を撮 る こ とを希望 す る客

が列 をなす こ と もあ るとい う。 ギ ャル ソ ンは、女 性客 にとって の異性愛 的 な対 幻想 の相 手

に見立 て られてい る と言 え よ う。.

そ の一 方で、 男装 喫茶 は男同士 の 恋愛 に フ ァ ンタジー を抱 く 「やお い」愛好 者 を対象 に

作 られて い る。 そ のた め、 ギ ャル ソ ンは客 の持 つ 「やお い」ファ ンタジー を具 現化 す る存

在 と もな る。「ca艶BL」で は、2006年9月 に ギ ャルソ ンニ人 が恋愛 関係 を演 じた 「絡 み」の

写 真 の ラ ミネー トカー ドが発 売 され てお り、 その 中 に はベ ッ ドの上 で ギ ャル ソ ンが抱 き

合 うな どか な り性 的 な含 意 の 強い 写真 もあ る。 この カー ドに使 わ れて い る写真 の モデ ル
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を した ギ ャル ソンは、客 に対.して ア ンケー ト調査 を行 った中 で人気 の高 かっ た組 み合 わせ

が 採用 され てい る。 また、「VblvetRoses」のポ ラロ イ ド撮 影サ ー ビス で は、 ギ ャル ソ ンニ

人 を指 名 して好 みの ポー ズ を させ る 「絡 み」の写真 を撮 る こ とが可 能 だ とい う。 ギ ャル ソ

ンが女性客 の異性 愛 的 な相 手 と見 なされ る場 合、 客 もその フ ァンタ ジー の世界 の一員 とな

る。 だが 、 ギ ャル ソ ン同士 の 問で 「やお い」的 な フ ァンタジー が演 じ られ る と き、女 性客

はギ ャルソ ン達 に託 した フ ァン タジー を外側 か ら見 る とい う位 置 に立つ 。あ るい は、そ の

よ うな立場 に立 て る とい う ファ ンタジー を体 験す る こ とになる[・27]。

この よ うに男 装喫茶 の ギ ャル ソ ンは、女性 客 の対 の相 手 とい う異 性愛 的な フ ァン タジー

と、 ギ ャル ソン同士 の問で 設定 され る同性愛 的 なフ ァ ンタジーの、 二重 のフ ァ ンタジー を

担 う存在 で あ る。 この点 につい て は、「や お い」愛 好 者向 け に男性 が給 仕 を行 う執 事 喫茶

の ウ ェイ ター に も同 じこ とが想 定で きるだ ろ う。 た だ、男 装 喫茶 で は しば しば 「やお い」

フ ァンタ ジー に基づ い た店で あ るこ とが前面 に打 ち出 され てい るの に対 し[・28コ、執 事 喫茶

で は店 で働 く男 性従 業員 へ の配 慮か らなの か、 「やお い」文化 とのつ なが りが 明瞭 な形 で

示 されて はい ない。 また、 メ イ ド喫茶 の ウェイ トレスが 、オ タク文化 の一 ジ ャ ンル として

定着 してい る女性 同士 の思 慕 を描 く 「百 合」的 な フ ァンタジー の対象 とな る可 能性 はあ る

が、 メイ ドに対 して抱 か れ る 「萌 え」フ ァン タジー と して 主流 の もので は ない だろ う。同

性愛 的 な ファ ンタジーの担 い手 としての性格 は、男 装喫 茶の ギ ャル ソンが 最 も色 濃 く持 っ

てい ると考 え られ る。

男 装喫茶 は、 この ような客の 「萌 え」フ ァンタジー、特 に 「やお い」的 な ファ ンタジー を

喚起 す る上で、 メ イ ド喫茶 に はないい くつ かの困 難な点 があ る と考 え られる。 まず、 男装

自体 の難 しさが あ る。 男装 喫茶 のギ ャル ソ ンの 中には男性 と見 まが うよ うな人 もお り、そ

の ようなギ ャル ソンは人気 が高 い ようだが、 髪が 長 く普 通の女 の子 に しか見 えない人 も多

い。 それ は、男 装喫茶 で よ く採用 され てい るギ ャル ソ ンス タイル の制服 は女性 が身 につ け

て も違和 感が ない もの なので、男 で ある こ とを表 しに くいた めで あろ う。 また、接 客 業で

あ る以上、 客 には丁寧 語で接 す る必要が あ り、言葉 遣い で男 らしさを出 しに くい。ギ ャル

ソ ン達 は一 人称 こそ 「俺 」、 「僕」を使 ってい るが、 声 の高 さ な ども含 め て、 それ以外 は特

に男 らしい話 し方だ とは感 じなか った。

また、先 に、 コス プ レ飲食 店 は客 の フ ァ ンタジーを呼 び起 こすの が重要 な機能 であ る こ

とを述べ た。男 装喫茶 の場合 、 メイ ド喫茶以 上 に客 の多種 多様 な フ ァンタジー に応 じなけ

れ ばな らない側 面が あ る。 メ イ ドに対 する フ ァン タジーは、男性 オ タクの中で広 く抱 かれ
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てい る もので あ るため、 メ イ ド喫茶 は 「メイ ド萌 え」とい う一 つ の フ ァンタ ジー を満 たす

よ うにす れ ば、 経営 を成 り立 たせ るこ とが で きる。 そ して、 メイ ド喫茶 の ウ ェイ トレス

は、 メイ ドの格 好 を しただ けで 「メイ ド」とい う 「萌 え」の対 象 として確 立 され たキ ャラク

ター にな る こ とが で きる。 それ は、 メイ ドの服 装 自体 が フェテ ィ ッシ ュな 「萌 え」の対象

にな って い る と共 に、先 述 した ように、 オ タク文化 の 中で メイ ドに は 「主 人 に仕 える」と

い う行為 か ら連想 され る一定 のイ メー ジが 形成 され てお り、 その ファ ンタジー を共 有 して

いる人 であ れば、 メ イ ドの格好 は ある種 の人格 を想起 させ る ことに なるか らだ。 メ イ ド喫

茶 が客 の ファ ンタジー を喚起す る には、最低 限メ イ ドの服装 を身 につ けた ウェ イ トレス が

いれ ばいい こ とになる。

一方
、「やお い」の 中か らは、 メイ ドの よ うな、大 勢 の オ タクに愛 好 され、格 好 が飲食

店 の制服 に も向い ていて 、 なおか つ 日常生 活の 中で 見 られ ない よ うな 「萌 え」の対象 が見

出 されて い ない。 男 装喫 茶 の よ うに カ フェで ギ ャル ソ ン として働 く男性 や、 執事 喫 茶 で

コス プ レされ る執事 が登場 す る 「や おい」作 品 はあ るが、全体 の 中で数 は さほ ど多 くな く、

「や お い」愛好 者 の中 で 「ギ ャル ソ ン萌 え」、「執事 萌 え」とい うフ ァ ンタジー を持つ 人の比

率 はそれ ほ ど高 くない と考 え られ る。 その ため、 男装 喫茶 も執事 喫茶 も、顧客 対象 として

幅広 い 「や おい」フ ァンタジ ー を持 つ人 を狙 わ ざ るを えない。 したが って 、客 の フ ァン タ

ジー に応 じるため にギ ャル ソンが扮す るべ き男性 キ ャラ クター とは、ただの 「ギ ャル ソ ン」

で は な く、一般 的 に 「や おい」に よ く出て きそ うな人物 とい うこ とに なる。

「やお い」の登 場 人物 と して好 まれ る男性 像 に はあ る程 度パ ター ンが あ り、例 え ば、男

装 喫茶 「80+1」のW6bサ イ トにあ る各 ギ ャル ソ ンの 紹介 文の 中 で用 い られ てい る 「美 少年

系」、「か わ いい系」、「犬 キ ャラ」とい った類 型が そ の一つ であ る。男 装喫 茶 のギ ャル ソ ン

達 が 「や お い」の 男性 キ ャ ラク ター類 型 の どれ にな るか は、外 見や 言動 か ら客が 判 断す る

こ とに なる。そ して、 ギ ャル ソ ンが何 らか の タイプ にあて は まれ ば、そ の類型 に対 して客

が抱 く 「萌 え」フ ァンタ ジー を引 き起 こす こ とにな るだ ろ う。例 え ば、「優 等生 キ ャラ」に

対す る 「萌 え」を持 つ 客 が、彼 女 が思 う 「優 等生 っぽ い」雰 囲 気 のあ る ギ ャル ソ ンを見 れ

ば、 自分 の抱 く 「優 等 生 には こん な男性 が似 合 うはず 」とい った フ ァ ンタジー を想 像 す る

など して楽 しむ ことが で きる。 だが、 客が ギ ャル ソンをいず れの類 型 に も当 てはめ られ な

い場合 、先 述 した男装 自体 の難 しさと もあ い まって、 ギ ャルソ ンが ただ の男 っぽい制 服 を

着 た女の子 に しか見 え ない か も しれ ない。男 装喫茶 の ギ ャル ソンが 客の フ ァ ンタジー を呼

び起 こす ため に は、 「や おい 」の典型 的 な登場 人物 のパ ター ンにあ ては ま るよ うな形 で 自
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分 の キ ャラク ター を確 立 し、外 見や言 動 を通 してそ れを表示 す る必 要が あ るのであ る。

もち ろん、 メ イ ド喫茶 の客 も、 ウェ イ トレス を 「ドジっ子 キ ャラ」な ど男 性 オ タク文化

の キ ャ ラク ター類 型 に当 て はめ て楽 しむ こ とが あ る だ ろ う。 だ が、 男 装喫 茶 の 制服 は、

ギ ャル ソ ンス タ イルであ れオ リジナ ルの衣装 で あれ、 メ イ ドの服装 ほ ど フェテ ィ ッシ ュな

愛好 の対象 と して確 立 してお らず、また、「やお い」文化 の 中でそ の格好 と結 びつい た キャ

ラク ターが特 に形 成 されて いな い。ギ ャル ソンは、制 服 を着 ただ けで は 「萌 え」の対 象 と

なる ような キャ ラク ター に なれない ので ある。 その ため、男 装喫茶 で は、ギ ャル ソ ン個 々

人 に 厂キ ャ ラ」の存 在 が必須 なの であ る[・29]。だが 、 キ ャラク ター の確立 は誰 にで も簡単

にで きる こ とで はない だ ろ う。 また、 「やお い」フ ァ ンタジー におい て 「萌 え」の対象 とな

るキ ャラ クターの種類 は多 数 あるた め、客 が店 にい る数 人の ギ ャル ソンの中か ら自分 の好

み に合 う タイプ を見 つ け られ な いか もしれ ない。 メ イ ド喫 茶 の場合 、 その 店 に 「メイ ド」

とい うキ ャラク ターがい る ことは はっ き りして いる。 だが、 男装 喫茶の場 合、 どの ような

キ ャラク ターの ギ ャル ソ ンが い るか は店 に行 か ない とわか らな い分、 「や お い」愛 好者 の

来 店 を促 す訴求 力 は弱 くなる ので はない だろ うか[・30]。

しか しな が ら、 男 装喫 茶 に女 性 オ タクの 好 む よ うなキ ャ ラク ター を持 った多 様 な ギ ャ

ル ソンを揃 えた と して も、 客 であ る 「やお い」愛好 者 の 「萌 え」フ ァンタジー を呼び起 こせ

る とは限 らない。 「やお い」愛好 者 は、個 々のキ ャ ラク ターが 持つ属 性以外 の もの に も「萌

え 」を感 じる か らだ。愛 好者 の一人 と して 「や おい 」を考察 した野火 ノ ビタは、 「やお い」

好 きの 「女性 は 『キ ャラ萌 え』よ り 『位 相萌 え』」(野火2003:285)、 つ ま り、個別 の男性 キ ャ

ラ クター が持 つ性 質 を愛 好 す る以上 に、 男 性 キ ャラ クター 同士 の 関係性 のあ り方 に愛着

を感 じる傾 向が あ る ことを指摘 してい る。 この男性 キ ャ ラク ターの 問の 関係性 とは、 男装

喫茶 の場合 、 ギ ャル ソン同士 の関係 とい うこ とにな る。 だが 、飲食 店 におけ る客 に対 す る

サ ー ビスの 中で、従 業員 同士 の関係性 を演 出す るの は容 易 な ことでは ないだ ろ う。 メイ ド

喫茶 の場合 、 メイ ドに対 す る 「萌 え」の核 にあ るの は、「ご主人様 に奉 仕す る メイ ド」とい

うファ ンタジーで ある。 その よ うなイメ ージは、 ウェイ トレスが客 の コー ヒーに砂糖 を入

れてか き混ぜ た り[*31]、ひざ まず い て注 文 を取 るな ど、 飲食 店 のサ ービス の一環 と して示

す こ とが で きる。 だが 、飲 食店 とい う場 で 、「や お い」フ ァ ンタジー の核 にあ る男 同士 の

恋愛 を見 せ るの は難 しい。 実際 の男装 喫茶 のギ ャル ソ ンを見 て も、給 仕 な どの 中で何 らか

の特殊 なふ るまい は見 られず 、客 の 「やお い」フ ァ ンタジー に向 けた演 出 は特 に行 われて

いなか った。男 装喫茶 はメイ ド喫 茶 に比 べ て、客 が抱 いてい るであ ろ うフ ァン タジー を喚
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起す るよ うなサ ー ビスが行 い に くい面 があ る。男 装喫茶 にお いて は、客 として来 る女性 オ

タクそれ ぞれが抱 く 「萌 え」ファ ンタジー を満 たす 点 で限界が あ る と考 え られるので あ る。

5.2.女 性 オ タクだ け の 空 間

この よ うに、 男装喫 茶 は コス プ レ飲食 店 として 、客 の抱 くフ ァ ンタジー を呼 び起 こす上

での 困難 も抱 えてい る。 だが、熱 心 に通 う リピー ター もい る ようで 、ギ ャル ソ ンと顔見 知

りに なってい る ら しい客 を店で よく見 か ける。 「職vetRoses」 は本格 オ ープ ンに先立 ち2週

間 だけ営 業 を行 ってい たが[・32]、その期 間 中 に既 に常 連客 がい た とい う。 そ こで、男 装喫

茶が 女性客 に とって持 つ魅力 を探 る ため、先 に指摘 した コス プ レ飲 食店 の特質 の うち、 オ

タク仲 間が 集 まる場所 とい う側面 につ いて見 てみ たい。

先述 した ように、 コス プ レ飲食 店で働 く人 は コスプ レイヤ ーが多 く、 それ は男装 喫茶 で

も変 わ らな い。男 装 喫茶 のギ ャ ルソ ンは、多 くの場 合 「や お い」が 好 きな男 装 コス プ レイ

ヤー であ る こ とは、 オ タクで あ る客 に とっ て容 易 に想像 がつ くこ とで あ ろ う[・33]。ギ ャル

ソ ンは客 に とって 「萌 え」の対象 で あ る と共 に、「やお い」好 きとい う仲 間で もある。 メ イ

ド喫茶 の ウェ イ トレス も、 オ タク とい う意味 では客 であ る男性 オ タク と共通 点 があ り、 男

性 客 と同 じようにメ イ ド姿 をか わいい と思 うか らこそ メイ ド喫茶 の ウ ェイ トレスに なった

部分 があ るだ ろ う。 だが、彼 女達 の多 くが メイ ドの登場 す る 「ギ ャルゲ」な どを男 性客 と

同 じよ うに楽 しんでい る とは考 えに くい。 そ の点、男 装 喫茶 は、 概 して客 とコスプ レ した

従 業員 の趣 味嗜好 が近 く、仲 間で ある度合 い が高 いので ある。

メイ ド喫茶 と同様 、男 装 喫茶 で もギ ャル ソンが 客 に話 しか け る接 客 が よ く行 われ る。

「VdvetRoses」 で は店の 広 さの わ りにギ ャル ソ ンの 数が 多 く、頻 繁 に客 に話 しか けて客 の

趣 味 を聞レ.・てお り、 ギ ャル ソ ンとオ タク的な会話 が で きる ことをサ ー ビス の一つ と して積

極 的 に提 供 しよ う とい う店 の姿勢 が うか が える。他 の 店で もギ ャル ソ ンは客 の 「萌 え」の

対象 を尋 ねた り、そ れ にあ わせ て 自分 の 「萌 え」を語 った りもし、客 と趣 味が あ えばそ れ

だけ話 も弾 む ようだ。男 装喫茶 の ギ ャルソ ンは、男性 の格 好 を して 「俺」や 「僕」と自称 し

男性 的な源氏 名 を持 ってい るが、男 と して存在 してい るとい う よ りも、男装 の コス プ レを

した 「やお い」好 きの一 オ タク と して客 に接 して い る印象 を受 けた。 ギ ャル ソ ンは、女性

客 の 「萌 え」に応 える よ うなか っ こよ さが 目指 され る一 方 で、客 で ある女 性 オ タクの仲 間

と して もふ る ま って い る。男 装 喫茶 の ギ ャル ソ ンは、 メ イ ド喫茶 の メイ ド以上 に、 客 の
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仲 間 であ る こ とが 求 め られて い る と考 え られ る。先 に、 「や おい 」愛 好者 の女 性 は、個 々

のキ ャラク ターの魅 力 以上 に、 キ ャラ クター の 間で結 ばれ る関係 性 に引 きつ け られ る傾

向が ある こ とを述 べ た。 この ような 「や お い」愛好 者 の 関係 性志 向 は、男 装 喫茶 のギ ャル

ソ ンに 自分 達 の仲 間 であ る こ とを求 め る傾 向 に も表 れ て いる と言 え るの で はな いだ ろ う

か[*34]。

さ らに、男装 喫茶 で は、 男性 の入店 が規制 され てい る場 合が 多 い。筆者 が行 った男 装喫

茶 はいず れ も営 業時 間 内は全 て男性 の入 店が 禁止 され てい たが(し たが っ て、本稿 におけ

る男装 喫茶 に関す る考 察 は、 あ くまで男性 のい な い男装 喫茶 の観察 を元 に した もの であ

る)、 一 部 の時間 帯 を女性専 用 に して い る店 もあ る。 この よう な規 制 は、 メイ ド喫茶 を始

め とす る他 の コス プ レ飲 食 店 で はほ とん ど見 られ ない特 徴 で ある。 管見 の 限 りで は男性

オ タク向けの コス プ レ飲食 店で男 性専用 になって いる と ころ はな く、割引 等の サー ビスな

どで女性客 を積極 的 に誘致 しよう としてい る店 もある。 また、 女性 オ タク向け の喫茶店 で

も、 男性 が給仕 す る店 で はいず れ も男性 の入 店が禁 止 されて いない。 ここか ら男装 喫茶 で

男性 の入店 を禁止 す るの は、利用者 を女 性 に限定す るた めで はな く、従業員 も含 め て男 性

の いない空 間 を作 り出すた めだ と考 え られ る。顧 客 対象 を制 限す るこ とは商機 を狭 め る こ

とに もな りかね ないが 、そ れで も 「男 子 禁制 」にす るこ とが選 ばれ、 店 の売 りになっ てい

る[・35]。男 性客 が いな い男装 喫茶 では、 仲 間だ けの空 間 とい うコス プ レ飲 食 店 の持 つ特 質

が、 メイ ド喫茶 以上 に強め られ てい るので ある。

で は、 男 装喫 茶 にお い ては、 なぜ 男性 の入店 が 規制 され るの だろ うか。18時 まで を女

性専 用 に してい る池袋 の男 装喫茶 「80+1」のWbbサ イ トでは、 「CAFEタ イ ムは完全 男子 禁

制 ですの で、存 分 にオ タク トー クか らガー ルズ トー クまでお楽 しみ下 さい。乙女 ロー ドで

ゲ ッ トした 同人誌 な どの戦利 品 を広 げ なが ら…」と書か れて い る。 つ ま り、男 性 の入店 の

規制 は、女 性客 が 自分 の オ タク趣 味 に関わ る話や、 女性 な らではの話 を思 うまま楽 しめ る

ようにす るため の配慮 なの であ る。土 日の夜 以外 は男性 の入店 を禁 じて いる男装 喫茶 「Con

A麁tto」 で も、Webサ イ トに 「漫画 ・アニメ好 きの女 の子 が気軽 に くつ ろげ る」よ うな 「隠

れ家 」を 目指 して い る と書か れて お り、 女性客 が オ タク趣 味 の話 を しや す くす るため に女

性専 用 にす るとい うのは、男 装喫茶 にある程 度共通 して持 たれ てい る発 想 では ないか と考

え られ る。

同 じアニメや マ ンガ を愛好 す るオ タク といって も、男性 オ タクの ロ リコ ン的 な趣 味、女

性 オ タクの 「やお い」の愛好 は、 しば しば異性 の オ タクか ら反感 を持 たれ た り侮 蔑 された
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りもす る。 オ タク同士 であ って もあ らゆる オタ ク的な話 が許容 され るわ けでは ないの は男

女 と もに共 通す る事 情 だが、 その 一方 で、 メイ ド喫茶 は女性 客 を許容 し、男 装喫茶 は男性

客 を規制 す る非 対称 性が存 在 す る。 そ の理 由の一 つ と して、 社会 の中 で男性 が 「見 る側 」、

女性 が 「見 られ る側」として位 置づ け られて いる こ とが考 え られ る。上 野千 鶴子 に よれ ば、

「近代 に 『視線 の優 位』が確 立 して 以来、 『見 る主体』はつ ね に男」、「「見 られる客体』は女」

で あった(上 野1998:56)。 女性 は社 会 的に、常 に男 性 の視線 を意識 す る ことを要請 され て

い る。そ のため、 オ タク的 な趣 味 の話 をす る上で、女 性 の方が異 性 の存 在 を気 に しやす い

と考 え られ る。 さ らに、 「や おい 」の話 題 は セ クシ ュァ リテ ィ と大 き く関係 す る もので あ

る。 「やお い」で は作 品 に よって は激 しい性 描 写が なされ る こ と もあ り、女 性 向 けの ポル

ノ と して機 能 してい る一面 もあ る。現代 で もなお、女 性 が性 に関わ る話 を して はな らない

とい うタブーが生 き残 って いるが ゆえ に、女性 客が存 分 にオ タク的 な話 を楽 しむため には

男性 の排 除 が求 め られ るの だ と考 え られ よう。

そ して、 この ような女性 の位 置 は、店 員 に対 す る客 とい う関係 に なって も変 わる もの で

は な く、 あ らゆ る男 女 間の 関係 におい て貫 徹 され る もの であ る。 だ か らこそ、 同 じ女性 オ

タ ク向けの 喫茶店 であ って も、 既 に従業員 と して男性 が いる店 では男性 客 を規制せ ず、従

業 員 も女性 で あ る男 装喫 茶 での み女性 専用 とい うルー ルが敷 か れ るので は ないだ ろ うか。

男性 のい ない男装 喫茶 は、女性 が男性 の 目を気 にす る ことな く、性 に関す る ことであ って

も 自分 の 好 きな話 を 自由 に楽 しめ る場 と して 機能 す る ので あ る。 実 際、 男装 喫茶 では グ

ルー プ客 が 大 きな声 で 「やお い」の話 を してい る様子 が しば しば見 られ るが、 この に ぎや

か さ は男性 が い ない とい う面か ら生 み出 されて い る部分 も大 きい と考 え られ る。

筆 者が メ イ ド喫茶 で 「やお い」が好 きだ とい うウ ェイ トレスの女性 と 「やお い」の話 を し

てい た と き、他 の ウ ェイ トレスが 近寄 っ て きて、彼 女 に 「○ ○ ち ゃん、今、 ご主 人 様(=

男性 客)が 誰 もいな いか ら、 もっ と大 き な声 で話 して いい よ」と言 っ て きた こ とが あ っ

た[*36]。男装 喫茶 は大声 で 「や おい」の話 をす る ことので きる、 この 「ご主人様 」の い ない

空 間 を作 り出 して い るので あ る。 男性 が 「ご主 人様」と して存 在 してい るの は、 メイ ド喫

茶 の 中だ け に限 られ な いの で はな い だろ うか。 男性 中心 的 な社 会 の 中 での男 性 は、 あ る

意 味女性 に とっての 「ご主人様 」として位置 づ け られて い る と言 え よ う。 そ して、女 性 も

また、社 会 の中 で 「メイ ド」た るこ とを求 め られて いる と考 え られ る。江 原由美 子(2001)

は、性 支 配の存 在 す る社 会 にお い て社会 的実践 の 規則 とな る 「ジェ ンダー秩序 」と して、

「性 別分 業」と 「異性 愛 」の二 つ をあ げる。 そ して、 「性 別分 業」を、 「『女』とい う性別 カテ
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ゴ リー」と 「『家 事 ・育児』あ るい は 『人 の世話 をす る労働 』を結 び付 ける強 固なパ ター ン」

と して(江 原2001:126)、 「異性 愛 」を、「性 的 欲望 の主 体 」を 「男」に、 「性 的欲 望 の対象 」

を 「女」に 「強 固 に結 びつ け るパ ター ン」と して捉 え た(江 原2001:142)。 コス プ レイベ ン

トにお ける見 る側 と見 られ る側 の関係 を商業化 したメ イ ド喫茶 で 甲斐 甲斐 し く「ご主人 様」

へ のサー ビス を行 う 「メイ ド」は、男性 中心 主義 的 な社 会の 中で 求 め られる女 性像 のパ ロ

デ ィで あ る と見 なす こ と もで きる。 それ が男 性 の いな い男装 喫 茶 で は、女性 は一 方的 に

「見 られ る」立 場 か ら、 「メイ ド」の立場 か ら解放 され、 その 上 「お嬢様 」の立場 に立 て る。

男装 喫茶 は、 女性 客 に とっ て、「ご主 人様 」の い ない場 所 とい う意 味 を持 ち うる もの なの

であ る。

男装 喫茶 で は、 男性 の格 好 を したギ ャル ソ ンが店 内 を歩 き回 り、 アニ メや マ ンガの男性

キ ャラク ター に関す る話題 が そ こか しこで交 わ され る。だ が、そ こに男 性 自体 は一 人 もい

ない 。男性 キ ャラク ター とい う男へ の 関心 は、男 装喫 茶の女 性客 やギ ャル ソ ンとな るこ と

を希望 す る女性 に共 有 され、彼 女達 をそ こに集 わせ る ことにな る。だが 、そ の男 は、彼女

達 の フ ァン タジーの中 に しか存 在 しない もので あ る。 男装 喫茶 には、男 を愛好 しつ つ拒絶

す る ような、 男 に対 す るア ン ビバ レン トな態 度 が存在 す る。 そ れ は、「や お い」を読 む女

性 達が男 性 に抱 く複 雑 な感情 を示唆 して いるの か も しれ ない。女性 オ タ クは、 い まだ に男

性 との恋愛が で きない代 償 と して アニ メやマ ンガの登 場人物 に熱 を上 げ るの だ と語 られ る

こ とも多 い[・37]。だ が、男 装喫 茶 に集 う女 性 オ タクに とって、彼 女 達が愛 す る男性 キ ャ ラ

ク ター は、「ご主 人様」た る男性 と置 き換 え るこ とが可 能 なの だ ろ うか 。男 装 喫茶 は、女

性 に とっ て男 とは どの よ うな存 在 なのか を考 える上 で も、興 味深 い場所 となって い るの で

あ る。

6.お わ りに

メイ ド喫茶 が登場 して 数年経 った現 在、 ようや く女性 オ タ クに も彼女 達の嗜 好 に合 わせ

た形で コス プ レ飲食 店の楽 しみ が提供 され る ように なった。 だが、 男装 喫茶や他 の女性 オ

タ ク向 け コス プ レ飲 食 店 は まだ登 場 したば か りで あ り、 今後 どうな って い くか は分 か ら

ない。 メイ ド喫茶 を始め とす る コス プ レ飲食 店 は、現在 も次 々 と新 しい店 が作 られ る一方

で、 閉店 して い くところ も多 い。け れ ども、 コスプ レ飲 食店 が提供 で きる、 自分の持 って
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い るフ ァ ンタジー を体験 で きた り、オ タ ク向 けイベ ン トが常態化 した ような仲 間の集 う場

所 と しての楽 しさは、 これ か ら も男 女 を問 わず オ タクの間 で求 め続 け られ る ことだ ろ う。

今後 、 コスプ レ飲 食店 は淘 汰 され る こ とはあって も、 ポ ピュ ラー カルチ ャーの消 費 の一形

態 と して オ タク文 化の 中で存 続 してい くので はな いだ ろ うか。

男性 向け コス プレ飲 食 店 の代 表格 で あ るメイ ド喫茶 で は、 「ご主人様 」と 「メイ ド」とい

う、 男性 中 心主 義 的 な社会 にお け る規 範 的 な男 女 関係 を誇 張 した よ うな フ ァンタ ジーが

日々呼 び起 こ され続 けて い る。 その 一方 で、 女性 向 け コス プ レ飲 食 店 であ る男 装 喫茶 で

は、 「ご主 人様 」たる男性 を締 め 出す こ とで女性 客 が一 時の 問 「メイ ド」と して の立場 か ら

逃れ られ る空間 が志 向 され てい る。 こ うした コス プ レ飲食 店 をめ ぐる状況 その ものが 、現

代 社会 にお け る男 女 の意識 の違 いがパ ロデ ィ化 された もの に思 えてな らない。 コス プ レ飲

食店 で コスプ レ され てい るの は一体 何 であ るか を考 える ことは、現代 社会 にお ける ジェ ン

ダーに対す る観念 を知 る上 で興味 深い作 業 とな るので はない だ ろうか。

[あずまそのこ ・大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程]
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「執 事 喫 茶SwaUowtail」(http:〃bu廿ers-ca甸p/)

「執 事 サ ロ ン ・セ バ ス チ ャ ン」(http:〃www.sebastiane.infb/)

「メ イ ドか ら社 長 に な っ た 女 」(http:〃plaza.rakuten.cojp/80plusl/)

「ワ ン ダ ー パ ー ラ ー カ フ ェ 」(http:〃wonder-parlouLcom/)

「B=1ily-Rose」(http://www,b-lilyrosccom/)

「BlueRose」(http:〃www.blue-rose.w/)

「BUTLERSCAFE」(http:〃www.butlerscafヒ.com/)

「caf乙BL」(http:〃caf毎 一bl.com/)

「ConAffヒtto」(http:〃fairy-wing.net/conaff6tto/)

「COUGAR」(http:〃www.otomecafヒ.com/)

「CLUBZEUS」(http:〃www.club-zeus.com/tophtm)

「Prince」(http:〃cross-kichijo鉾jp/prince/)

「VdvetRoses」(http://velvetroses.biz/top.html)

「V6sper」(http:〃www.princessprin.com/vesper/)

「80+1」(http:〃80plus1.net/top.htmD

[注]

1

2

3

4

5

6

7

本稿における 「オタク」とは、野村総合研究所オ タク市場予測チーム(2005)の 分類 を用 いれ ば、主に 「コ ミッ

クオタク」、「アニメオタク」、「ゲームオタク」にあたる。これ らのオタクは別個 のものとして存在 しているの

ではな く、アニメの好 きな人 はゲー ムも好 むことが多い といった ような、森 川嘉 一郎(2003)が 「オタク趣味

の構造」と呼ぶ連関的な関係がある。 ジェンダーによって この連関のパ ターンなどに異 なる傾向が見 られる。

本稿でいう 「オタク文化」とは、 このオタク達に愛好 された り、生み出 されている文化を指す。

コスプ レとは、「コスチュームプレイ」の略で、 アニメ等に登場 するキャラクターや ミュージシャンなどの格

好を真似て、その人物 にな りきる行為 を指す。 この よう'なコスプ レは1970年 代か ら見 られ、オ タク文化 の一

つ として定着 している。

例えば、1998年 の 「東京 キャラクターシ ョー」において、「Piaキャロッ トへようこそ!!」というゲームに登場す

るウェイ トレスの格好 を制服に した喫茶 コーナーが設け られている。

日本最大 のオタク向けイベ ントであ る 「コミックマーケ ット」においては、1999年 の冬 頃か らメイドのコスプ

レをす る人が増えたとい う(コ ミックマーケ ット準備会編2005=238)。

本稿 でいう同人誌とは、詩な どを載せた文芸同人誌で はな く、アニメやマ ンガ等 をパロデ ィ化 したマ ンガや小

説を元 に作 られることの多い、オタク文化 にお ける同人誌であ る。

この名称の初出は、女性向けマ ンガ情報誌 『ぱふ』(雑草社)2004年5月 号 とい う。

森川は、 日本橋では 「秋葉原 ではもうすっか りな くなって しまった中小規模の家電店が いまだ多 く、かつ活況

を呈 してい る」(森川2003:257)と 述べているが、その後大規模 な家電店が次々倒産するなど、 日本橋の電器店

は全体的 に苦戦を強い られていると言え よう。
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なお、 以下 のメイ ド喫茶 に関する記述は、2005～6年 に観察 を行った近畿圏の メイ ド喫茶7店(「CCOち ゃ」、

「e-maid」、「神戸KANON」 、「MelCa剣 、「CANDYPANICい ちご味店」、「萌え しゃん どん」、「メイ ド ・パー ク

ス」)の事例 に主 に基づ く。

例 えば、「CANDYPANICい ち ご味店」で は、店 の入 口におそ ら く家庭用 と思 われ るのれんがか け られていた

(2005年9月11日 観察)。

「CCOち ゃ」(2005年3月17日 観 察)な ど。

「萌え しゃんどん」(2006年6月18日 観察)な ど。

「メイ ド・パークス」では、オムライス以外 のメニ ューで も字や イラス トを描 くサー ビスがあ り、メイ ド喫茶

の売 り物 となっていることが うかがえる(2006年7月30日 観察)。

このサービスは 「CCOち ゃ」が発祥 の ようだが、「萌 えしゃん どん」(2006年6月18日 観察)な どでも取 り入 れ

られていた。

なお、 この 「萌 え」という言葉は女性オ タクの間で も使 われ るが、後述するようにキャラクター間の関係性 に

重点 が置か れるなど、男性 オタクの間での使 われ方 とは多少異 なる部分 もある。 だが、「萌 え」とい う言葉 が

説 明される とき、女性 もこの言葉 を用いる という事実が捨象された り、女性 オタクの間での用法が考慮に入れ

られていないことが多い。例 えば、森川(2003>、 堀田(2005)に もその傾向が見 られ る。

「CCOち ゃ」(2005年3月17日)な どで観察。

ただ し、一般 参加者 につ いて は回答数 が少 ないため 実態 を反映 してい ない可 能性 が あ り、試験 的 に行 っ

た通行者 の性 別 をカウン トする調査 では、男性 の方がやや 多かっ たとい う(コ ミ ックマーケ ッ ト準備会編

2005:290-1)o

池袋 にある 「Vesper」(2006年6月 開店)。 「プリンセスプリン」とい うメイ ド喫茶 を週2日 、平 日の昼 間のみ女性

専用 の店 として営業。

「執事サロ ン ・セバスチャン」、 「BUTLERSCAFE」 など。

ただ、後 の注21で 紹介するイベ ントのように、執事の コス プレを した給仕係は必ず しも男性 に担 われるわけ

ではない。

ただ し、2005年 中はプレオープ ン期 間となってお り、正式 なオー プンは2006年1月 。

2005年12月 に行われた 「執事喫茶ButleガsLoungel～ パー ラーメイ ドは執事喫茶の夢 をみるか?～ 」。 これが好

評だったようで、以後、月1回 定期 的に行われるイベ ン トとなる。

近年では、「やおい」愛好者の 自虐/諧 謔 的な自称 として 「腐 女子」という言葉が用い られ、 たびたび一般のメ

デ ィアで も紹介 されている。

以下、本稿 における男装 喫茶 に関する記述は、各店 のWεbサ イ ト等の資料 の他 に、2006年 に観 察を行った 日

本橋 の男装喫茶 「ca驚BL」、「VdvetRoses」にお ける事例 に基づ く。

男装 喫茶では、男装 した女性 スタッフが 「ギ ャルソン」と呼ばれることがあ り、本稿で もこの呼称 を採用する。

2006年10月1日 採話。以下、「VdvetRoses」にお ける事例 は、全て同 日に採集 した ものであ る。

2006年6月18日 観察。

高橋 すみれは、 この ような 「やおい」愛好者の位置を、「男性キ ャラクター同士 を 『性的関係」と見 なす行為 を

通 して」、「『女』が 隴 的欲望』を持 ち 『男』を 「性的対象』として見 る」立場だ と述べている(高 橋2005:34)。

例えば、男装喫茶の店名 を見 て も、「ca驚BL」には 「ボー イズラブ」の略称 である 「BL」の文字が入ってお り、

「80+1」は 「やおい」の隠語的な表記で ある 「801」に由来し、「B:Lily-Rose」、「VelvetRoses」には男性 同性愛を暗

示する薔薇が取 り入 れられている。
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筆者が話を聞いた 「VdvetRoses」のギャルソンは、「背の低い人で も、身長の低 さがその人のキャラに合ってい

たら男装喫茶で働ける」といった形で、会話の中でギャルソンに関連 して 「キ ャラ」とい う言葉 を頻繁に用 い

ていた。

「ca艶B凵 では毎 月ギ ャルソンがメガネをかける 日を設 けるなど、男装喫茶で はメイ ド喫茶同様特定のテーマ

や作品に基づ いたコスプ レをするイベ ン トが行われることがあ る。このようなイベ ン トの場合 は、特定の 「萌

え」を持った客 にア ピールすることがで きる。

飲み物 をか き混ぜるサー ビスは多 くのメイ ド喫茶で取 り入れ られてい るが、「萌 えしゃん どん」で は、普通の

コーヒー とは別にこのサー ビスを行 う 「萌 えコーヒー」とい うメニューが100円 高い値段で用意 され てお り、

需要が高いことが うかがえる(2006年6月18日 観察)。

2006年7月23日 ～8月6日 の期間。

「ca艶BL」に、素人が企画す る男装 コスプレイベ ントのチ ラシが置かれていたことがあった(2006年6月18日 観

察)。

なぜ 「やおい」愛好者の中で、男 同士の 間で築かれる関係性 に惹かれ ることと、男装喫茶 でギャル ソンに自分

の仲聞であることを求める気持ちが並存するのかについては、稿 を改めて考察 したい。

「ca驚BL」では、店の入 ってい るビルの前 に置 かれた看板に、大きな文字で 「girlsonly」、「男子禁制」、 「女装の

方 も入れ ません」といったことが書 かれて いる(2006年6月18日 などに観察)。 これは、入店 しようとする男

性 に注意を促すためでもあるだろうが、「男子禁制」であることのアピールにもなってい ると言えよう。

2006年6月18日 、「萌 えしゃんどん」にて採話。

蛇足 なが ら念 のために言い添 えてお くと、女性 オタクの中には恋人がいた り結婚 している人 も多 く、 また、

「やお い」の愛好者の中には異性愛以外の性 的指 向を持つ人もい る。
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「ゴ シ ック ・ロ リィタ」コ ミュニ テ ィにお け るセ ル フ ・アイ デ ンテ ィテ ィ

水野 麗

本 論 は、「ゴ シ ック ・ロ リィタ」の服 を ま と う少女 た ちが 、 どの よ うに フ ァ ッシ ョンを

通 じて 自己表現 をお こな ってい るか、 また どの よ うにコ ミュニ テ ィ形 成 を行 って いる か、

さ らにその ときのア イデ ンテ ィテ ィのあ りようは どの ような もの か を考 察す る。

2006年 現在 、「ゴス ロ リ」は一つ の フ ァッシ ョン、サ ブ カルチ ャー用 語 と して定着 して

い る。「ゴス ロ リ」は 「ゴシ ック ・ロ リ ィタ」の 略称 で ある。 「ゴシ ック ・ロ リィ タ」とは、

退廃 的で 主 に黒 色 を用 い る 「ゴシ ック ・フ ァッシ ョン」と、少 女趣 味 的で 主 に淡 色 を用 い

る こ との多 い 「ロ リィ タ(ロ リー タ)・ フ ァッシ ョ ン」の融合 した服 飾 であ る。 また、「ゴ

シ ック ・フ ァ ッシ ョン」や 「ロ リィ タ ・フ ァッシ ョン」を は じめ と し、 その他 近接 す る若

者 フ ァッシ ョンの融 合形 の総称 の よ うに使 われ る こと もあ る。そ の形態 につ いて は後 に詳

述 す る と して、 ご く単 純化 して紹 介 す る と、 「ゴス ロ リ」は黒 か 、黒 と白の組 み合 わせ の

色使 いが主 で、19世 紀末 の ヨー ロッパ の子 供服 を ほうふつ とさせ るデザ イ ンを持 ち、 レー

スや フ リル が多 用 され た装 飾過剰 な服 を愛好 す る人、及 びその服 を指す用 語 であ る。 こう

した フ ァッシ ョンを共通項 と して、 主 に十代 、二 十代 の女性 を中心 にコ ミュニテ ィが形成

され てい る。

彼女 達 の間で は、 デザ イ ンの微 小 な差異 が重要 視 され、価 値観 を共 有す る仲 間 と非一仲

間の 区別が視 覚化 されて いる。 また服 装や場 に応 じて名前 を変 え る(自 己に よる再命 名)、

「娘」「旦 那」等の役 割 を遵守す る(擬 似家 族契約)、 行動 の規範化(ラ イフス タイル の規 定)

が行 なわ れてい る。 「ヴ ィジ ュアル系 」の音 楽 の愛好 者、 アニ メやマ ンガの 「コス プ レ」と

の相 関 もあ り、新 しい 日本 文化 として、 国外 へ も影響 を与 えてい る。

私 の主要 な関心 は、表象 の細 分化 され た分 類 と、 自己規定 との かか わ りを考 察す る こと

であ り、 最終 的 な 目標 と して は、 身体 装 飾 に基 づ くコ ミュニ テ ィ形 成 とセル フ ・アイ デ

ンテ ィテ ィの 実態 を 明 らかにす る ことを計 画 して い る。2003年 に、 この大 阪大 学COEプ

ログ ラム 「イメー ジ と して の く日本 〉」にお いて報 告 を行 った時点 で は調 査期 間 が十分 で は
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な く、基礎 的な レポー トに留 まった。 しか し、4年 経 ち、 何 らかの まと まった報告 が で き

るよ うにな ったか と言 えば、そ うで はない。 調査 開始 当初 、一 時的 な流行 で終 わ るので は

ないか と予 測 して い た こ ととは逆 に、 「ゴス ロ リ」は、現在 で も文 化 的 に影響 力 を波 及 し

続 け るス タイル となって いる。結 果的 に本論 は 「最 終報告 書」とい う完成形 で はあ りえず、

い まなお進 行 中の文化 現象 の経過 報告 となる。

第1章 にお いて は、4年 前 に報 告 した 「ゴ シック ・ロ リィ タ」に関す る言説 と、現 在 の言

説 を比較 検 討 し、 どの よ うな変化 が起 こっ たのか を記 す。 第2章 で は、4年 前 に報 告 した

フィー ル ドワー クの 内容 を踏 ま え、2003年 以 降 に得 た 同様 の質 問事 項 か ら得 た回 答 を付

け加 え る。 第3章 で は調査結 果 を踏 まえ た疑 問点 につ いて の フ ァロー ア ップに、2006年 現

在の解 釈 を加筆す る。

1概 説

1.1「 ゴ ス ロ リ」の 定 着

冒頭 で述べ た ように 「ゴ シ ック ・ロ リィタ」は、「ゴ シ ック ・ファ ッシ ョ ン」と 「ロ リィ

タ ・ファ ッシ ョン」を融合 した、 日本独 自の フ ァッシ ョンであ る。2003年 調査 時点 で も既

に表 記 方 法が い くつ か あ り、 英語 で 「GothicLolita」「Gothic&Lolita」、 カ タカナ 表記 で 「ゴ

シ ックロ リィタ(ロ リー タ)」「ゴシ ック ・ロ リィタ(ロ リー タ)」「ゴシ ック&ロ リィタ」、略

称で 「ゴス ロリ」「ゴス ・ロ リ」「ゴス&ロ リ」な どが あっ た。2006年 現 在 では、 「ゴズロ リ」

とい う用語 が 定着 した ため、 「ゴシ ック」的 な もの と 「ロ リ ィタ」的 な もの の融合 で ある と

い う痕跡 を示 してい た 「&」 や 「・」記号 が影 を潜 め、 単 に 「ゴス ロ リ」と一括 され る よう

になった。

その ため 本論 で も基 本 的 に略称 と して 「ゴス ロ リ」を使 用す る。 当初 、 コ ミュニ テ ィと

アイデ ンテ ィテ ィに関 わる意 味 で 〈ゴシ ック ・ロ リィ タ〉を使 用 し、 「ゴスロ リ」と表 記の

場合 は、 服 飾 の ジ ャ ンル として の意 味 で使用 した ほ うが、便 宜 上好 都 合 と考 え た。 しか

し、 この 区分 はそれ ほ ど有効 で はない と考 える ように なった。 後 に詳述 す るが、 どの よ う

な服 装 を してい るか とい う こ とと、 どの ような コ ミュニ テ ィに属 す る のか とい う ことは、

当初予 測 してい た よ りも切 り離せ ない 問題で あ ったため だ。
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さて、「ゴス ロ リ」は用 語 と して もフ ァ ッシ ョン ・ス タイル と して も定 着 し、 サ ブカル

チ ャー と して確 立 して い る。 専 門雑 誌 も複 数 出版 され てお り、 また ホー ムペ ー ジの数 も

年 々増加 、専 門の検索 エ ンジ ンや 総合 ウ ェブサ イ トが ある。

まず、専 門雑 誌 につ いて であ るが、 この分 野の さきが け となった 『ゴシ ック&ロ リー タ

バ イブ ル』は2001年 に発 刊 され てか ら2006年 現 在 ま で22巻 を数 え るに いた り、 『ゴシ ッ

ク&ロ リー タバ イ ブル エ クス トラ』とい う別 冊 が2冊 、刊行 され てい る。

2003年12月 に確 認 した 、 ロ リィ タを 中心 に した サ イ トの検 索 エ ンジ ン 『検 索 少 女』へ

の登録 数 は724サ イ ト、 また 『Goog】e』での 厂ゴス ロ リ」検 索結 果 は447,600件 、厂ゴシ ック

ロ リー タ」6,000件 、 「ゴス&ロ リ」検索 結果 は2,920件 であ った。

そ の後2006年10月 に確 認 した 『検:索少 女』へ の登 録 数 は1,295件 、 『Google』での 「ゴス

ロ リ」検索結 果 は2,130,000件 、「ゴシ ックロ リー タ」605,000件 、 「ゴス&ロ リ」検 索結 果 は

141,000件 であ る。

コ ンテ ンツの 自然 な増 加 を考慮 に入 れ て も、 『Google』での 「ゴス ロ リ」の検 索結 果 の驚

異 的 な伸 び、そ して個 人 が運 営 し、限 定 され たサー チエ ンジ ンで ある 『検 索少 女』へ の登

録 サイ トが1,000を 超 えて いる こ とに驚 か され る。

「ゴス ロ リ」の定義 は、細 かい異 同 はあ る ものの 、ほ ぼ同様 であ る。そ して定 義は4年 間

の間 に変化 を見せ たが、 お しなべ て似 た りよっ た りの もの に落 ち着 いて い る。 これ は、 ひ

とえに イ ンター ネ ッ ト上 で情 報 交換 が な され る ため だ と考 え られ る。何 人 か の オピニ オ

ン ・リーダー がネ ッ ト上、 あ るいは雑誌 や書 籍上 で定義 を行 えば、 ネ ッ ト上で それ を まと

め、引用 し付加 情報 を付 け加 える発言 者が現 れ る。繰 り返 され る引用 と微 細 な差 異 で成立

した コ ンテ ンツ は、 さ らに検 索 エ ンジ ンや 「ま とめサ イ ト」とよば れ る情 報 を総合 的 に紹

介 す るホー ムペー ジに よって再 度、 引用者 を うむ。携帯 電話 の所持 率の増 加 と機 能 の充実

に よ り、パ ソ コ ンが な くて も 「ゴス ロ リ」が ど うい う もの であ るか につ いて の情報 が平 均

化 して伝播 してい る。

しか し、 それ はあ くまで 「ゴス ロ リ」とい う もの を理 解 しよ うと して能 動 的 に調べ る者

につ いて だけ 当て は まる。 執拗 に 「ゴス ロリ」とは何 か とい う定義 を繰 りか えす様 子 か ら

は、「ゴス ロ リ」が誤 っ て流布 して いる、 とい う危 機感 や 違和 感 が感 じられ る。違和 感 が

軋轢 とで も言 える ほ どの高 ま りを見せ てい るのが 、 アニメや マ ンガの キャ ラク ター を演 じ

る 「コス プ レ」との混 同 に直面 した ときで ある。 この 点 は アイデ ンテ ィテ ィ形成上 重要 な

問題 で あるの で後 に詳 述す る。
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では、 い くつか の 定義 を参照 し、 「ゴスロ リ」とそ れ に 隣接 す る ス タイル を概 説 す る。

本 章 を執筆す るにあ たって参照 した書籍 ・ホームペ ー ジは、論 の末尾 に一次 資料 として ま

とめ た。本文 中で参 照元 を厳密 に提示 しない のは、上 に述べ た よ うに、流通 して いる言 説

自体が 多重 の引用 で な りた ってい るため重 複が 多 く、 オ リジナ ル なソース を特定 しに くい

とい う理 由か らで あ る。

1.2「 ゴ シ ッ ク 」「ゴ ス 」

「ゴ シ ック」の世 界観 や美 意 識 を説 明す る ため に しば しば取 り上 げ られ るの は、 文学 の

一 ジャ ンルで あ る 「ゴシ ック小 説 」「ゴシ ック ・ロマ ンス」で ある。 プ ラム ・ス トーカ ーや

メ ァリー ・シェ リーの小 説 を紹介 し、 現在 の 「ゴシ ック」趣 味 につ なが る系 譜 を述 べ てい

る ことが多 い。

現在 の 「ゴ シ ック ・カルチ ャー」につ なが る もの と して紹 介 され てい るの は、1980年 代

に音 楽 の ジ ャ ンル であ る 「パ ンク」か ら派 生 して生 まれ た 「ゴ シ ック音楽 」で あ る。 音 楽

シー ンで最初 に 「ゴ シ ック」とい う言葉 を用 い た の はTheCultで あ り、 ゴ シ ック ・パ ンク

とい うジ ャ ンルが 生 まれた。 他 にBauhausやChristianDeathな どが有 名 で あ る。彼 らの音

楽 は ロ ックの延 長線 上 にあ るが 、 よ り暗 く重 く破 壊 的であ り、そ の歌詞 は 内省 的 で精神 的

で ある。

また 同時期 に服 飾 の分野 で、 主 に ロン ドンの クラブ シー ンにおい て 「ゴ シ ック ・フ ァッ

シ ョン」が 誕生 した。 この フ ァ ッシ ョンは、黒 を基 調 とし、 パ ンク ・ファ ッシ ョン(鋲 の

つ い た 服、 厚 底 靴、 破 れ た布 地)と ヴ ィ ク トリァ ン王 朝 の 服 飾(レ ー ス、 フリル、 コル

セ ッ ト)が 融合 した ス タイル を持 って い た。 また舞 台 メ イクの ように顔 を白 く塗 った り、

黒 のア イ ライ ンで眼 の周 りを強 調 した。眼 の上 か ら下 にか けて傷 の ような模 様 を描 く通称

「顔 面 ひび割 れ メイ ク」と呼 ばれ る化粧 もあ る。 前 述の バ ン ドが この よ うな ファ ッシ ョン

を した こ とで、 フ ァンも同 じよ うなフ ァ ッシ ョンを取 り入 れ発展 した、 とされて いる。

また、音 楽 の ジ ャンル 「メ タル」の 中 に、バ ン ドの イメー ジと してホ ラー、 オ カル トの

要 素 を取 り入 れた もの があ り、 その服 飾[・1]が影響 力 を もっ た こ とも挙 げ られ てい る。 さ

らに、機 械的 な音色 が特徴 で あ り、 かつパ ンク とテ ク ノが融 合 した よ うなハ ー ドな音楽 で

人 気 を集 め たMinistry、NineInchNailsと い っ た通 称 イ ンダス トリァル系 のバ ン ドの影 響

も色濃 い。現 在 の ゴス ・ブ ー ムの直 接 的 な発信 源 はMARILYNMANSONに よ る ところ が
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大 きい。各記 事 におい てMARInNMANSONへ の言及 は多 く、彼 らによって アメ リカ ン ・

ゴシ ックが活気付 いた とされ てい る。

また、 映画 か らの影 響 で は、 ホ ラー 映画 との関連 が うか が え る。 ホ ラー 映画 は70年 代

末 か ら80年 代後 半 に流行 したが 、80年 代 末ス プ ラ ッタ ・ホラー が量 産 され る よ うにな っ

て質が低 下 し、ブ ーム は終 息 した。 しか しホ ラー映画 の舞台装 置や 衣装 のテ イス ト、 残虐

さや破 滅 的 なイ メー ジ は、 健康 美 に違和 感 を抱 く若者 に大 きな影 響 を与 え た。 その後90

年 代初 頭 に はテ ィム ・バ ー トン監督 に よる 『シザ ーハ ンズ』(1990年)、 『ナイ トメ ア ・ビ

フ ォ ア ・ク リス マス』(1993年)、 バ リー ・ソネ ンフェ ル ド監 督 『ア ダムス ・フ ァ ミリー』

(1991年)が 製作 され る。 これ らの映 画 は、 ホラ ー映画 とい うジ ャ ンル に収 ま りきらない

趣 向 を備 えた 映画 であ り、 厂ゴシ ック」趣 味 を色濃 く持 つ作品 として人気 が高 い。

幾つ か の記事 におい て は、「ゴ シ ック」趣 味が流 行 した り衰 退 した りす る現 象 に触 れて

いる。 大 まか な捉 え られ方 として は、 ゴス は80年 代 に流行 した ものの 、80年 代 の後 半か

ら90年 代 には一 旦衰 退 した。2000年 代 に なっ て復活 し、 現在 新 しい展 開 を見 せ てい る と

い う見解 で一致 してい る。

1.3「 ロ リ ィ タ」「ロ リ ー タ 」「ロ リ ヰ タ 」

「ロ リィ タ」、 「ロ リー タ」、「ロ リヰ タ」と呼 ば れ る もの の起 源 と して、 必ず 紹介 され る

の はナ ボ コフの小 説 『ロリー タ』(1955-1959年 、大 久 保康 雄 訳 、河 出書 房 新社)で あ る。

しか し 「ゴス ロ リ」の文脈 で は、少女 を性 愛 の対 象 にす る者 とい う意味 で はな く、少女 趣

味 的 な服 を愛 好す る者 や服 その もの を指 す用 語 と して流通 してい る。 日本 で西 洋趣味 的か

つ 少女 趣 味 的 な フ ァッシ ョンを意 識 的 にブ ラ ン ドイ メー ジ と して立 ち上 げ たの は、1974

年 に大 川 ひ とみ が設立 したMILKで あ り、 これが ロ リィ タ ・フ ァ ッシ ョンのル ー ッと され

てい る。後 にlaneMarpleを 設 立 した村 野め ぐみや 、Shirley驚mpleを 設 立 した柳 川 れ い も、

MILK勤 務 であ った。BA-TSUグ ルー プの 『STREETORGAN』 『田園詩』もルー ツの一つ とさ

れる。金子 功 がデザ イナ ーで ある 「PinkHouse」 、SUGERMATLIXグ ルー プが展 開 して いた

「SUGER」 も、 ア メリ カ開拓 時代 の子供 服 を意識 した 「カ ン トリー ・ス タイル」を基本 とす

るフ リルの多 い 装飾 的 な フ ァッ シ ョンを販売 して いた。 これ らは80年 代 に は少 女趣 味 的

な服 の代 表 であ ったが、現 在 では 「ロ リ ィタ」の中 に分 類 され ない[・2ユこと も興味 深 い。少

女 的な服飾 で ある点 にお いて は共 通す るこれ ら80年 代DCブ ラ ン ドのス タイル と、現在 の
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「ゴス ロ リ」「ロ リィ タ」の服 とのあい だ に は、 どこか 断絶 が ある。 この点 につい て は、 デ

ザ イ ン ・コ ンセ プ トの違 いが指 摘 で き る匚・3]。他 に も、 かつ て は ロ リィ タ ・ファ ッシ ョン

の 代表 格 の よ うに 目され た 「laneMarple」 は 「ロ リ ィタっ てい うよ り、 も うち ょっ とお姉

さん っぽ い」と評価 され、 ゴス ロ リを卒業 した もの の少女趣 味 的 なテ イス トの服 を好む女

性 が着 る服 と とい う認 識 があ る。 また 「h・NAOTO」 もゴスパ ンクの代 名詞 的 な ブラ ン ド

であ った が、2006年 現在 で は、 「ナ オ トはナ オ トって い うジ ャ ンルだ よ」とい う意見 が見

られ るよ うになっ てい る。 各 ブ ラン ドが、 ブ ラ ン ドと して の個性化 を進 め る と、消 費者集

団が持 つ 「ゴス ロ リ」の イメ ージ と乖 離す る ことが ある ことが分 か る。

ところで、 「ロ リー タ」と 「ロリ ィタ」とい う表 記 の違 いは、 主 にイ ンター ネ ッ トでの検

索 の不 都合 に よる。著 者 も実 際 に体 験 した こ とで あ るが、 「ロ リー タ」で検 索す る と、 少

女 を性 愛 の対 象 とす る ア ダル トサ イ トの 「ロ リー タ」が一 緒 に ヒ ッ トして し まい、膨 大

な検 索件 数 が表 示 され る。 これ は 目的のサ イ トを探 すの に非常 に不 都合 なこ とであ った 。

「ロ リコ ン」の大 人 を排 除す る 目的 と、 自分 た ちが検 索す る と きに間違 って 厂ロ リコ ン」の

サ イ トに入 り不快 な思 い を しない ようにす る 目的 か ら、「ロ リィ タ」も し くは旧仮 名 を使

用 した 「ロリヰ タ」を使用 す る場 合 があ る。

しか しさ らに取 材 を続 け る う ちに、 これ は単 なる呼 称 の 問題 なの で は な く、 よ り複雑

なアイ デ ンテ ィテ ィの 問題 で もある こ とが 分か って きた。 発音 は同 じ三つ の 「ロ リ ィタ」、

「ロ リヰ タ」、 「ロ リー タ」で あ るが、 そ こに は違 いが あ る。 この点 につ いて は さ らに紙 幅

が 必要 となる ので別稿 とす る。 自分 自身や 、 自 らが 属す る グル ープ を 「ロ リー タ」とす る

か、 「ロ リィ タ」や 「ロ リヰ タ」とす るか 、 ある い は 「ゴス ロリ」とす るか に よって、 どの

ような出 自で 、 どの ような考 え方 をす る存在 なの かが選 び取 られ てい るのだ った。

1.4バ ン ド文 化 と 「ゴ ス ロ リ」

現 在 の 「ゴス ロリ」の 直接 の起源 と して、バ ン ド・ギ ャル[・4]文化の 中 で生 まれた とい う

記述 が な され てい る。少女 た ちは ライヴ に通 うにあ たって、 共通 の フ ァッシ ョンに身 を包

ん でい た。

1980年 代 に流 行 したニ ュ ー ・ウェ イ ヴや ポ ジテ ィ ヴ ・パ ンクの熱心 な フ ァンの少 女達

は、 「黒服 」と呼 ば れ る全 身 を黒 い服 で コー デ ィネ ー トす る ファ ッシ ョンに身 を包 んで お

り、バ ン ドの レー ベ ル 名 か ら 「トラ ンス ・ギ ャ ル 」と呼 ば れ た。 こ れ は1980年 代 初 頭 、
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「Yも」の 山本耀 司、 「COMMEdesGARgONS」 の川久 保玲 がそ ろ って黒 中心 の服 飾 を発表 し

た こ とか ら、黒 のデ ザ イナー ズ ・スー ツが好 まれ るよ うに な り、全 身黒 の 「カラス族」と

い われ るス タイルが登 場 した こ とと関連 が深 い。 クー ル さや ス トイ ック さ、大人 びて いる

雰 囲気や 、性的 な ア ピー ルを拒絶 す る ようなイ メー ジが 、音楽 の好 み と一 致 してい た。

他 方 、 当時 トラ ンス と人気 を二 分 した レー ベル に ナ ゴムが あ り、 そ の フ ァ ンは 「ナ ゴ

ム ・ギ ャル」と呼 ばれた。 彼女 た ちは ラバ ー ソール とい う底 の厚 い靴 に膝丈 の ソ ックス を

履 き、髪 型 は 「お だ ん ご」と呼 ばれ る ま とめ髪 に してい た。 カ ラフル な色 使 い を好 み 、お

もち ゃの よ うなア クセ サ リー を用 いて いた。 ポ ップで どこか ひね くれてい る ような イメー

ジ、 また子 どもの騒が しさや落 ち着 きのない様 子 を イメー ジさせた。

や が てブ ーム は終息 す るが、 そ の後 「ヴ ィジ ュアル系 」とい う名前 で様 々なバ ン ドが 台

頭 しは じめ る。 「ゴス ロ リ」を愛 好す る少 女 たちが 「ヴィ ジュア ル系 」のバ ン ドの フ ァ ンで

あ る ことは多い[・5]。

「ヴィ ジュ アル系 」とい う言葉 は、Xの キ ャッチ ・コピーの 厂ヴ ィジュ アル ・シ ョック」

が 由来 で あ る。 『ビジュ アル系 デー タベ ー ス ーVkDBjp一』を参 照す る と1987年 メジ ャー デ

ビュー にDEADEND、BUCK-TICK、1989年 メ ジャーデ ビュー にX、SOFTBALLET、 ∫usty-

Nasty、AURAが ある。90年 代 に入 る と記載 バ ン ド数 が格段 に増 える こ とか ら、「ヴ ィジュ

ァル系 」とい う ジャ ンルが 定 着 した と思 わ れ る。1992年 メ ジ ャー デ ビュ ー にLUNASEA、

1994年 メ ジャーデ ビュ ーに黒夢 、GLAY、rArc～en～Cielが あ る。

この後1997年 にMALICEMIZERとSHAZNAと い う2つ の バ ン ドが ブ レイ ク した こ とを

きっか けに 「ゴス ロリ」フ ァッシ ョン も浸 透 した。現 在 の 厂ゴス ロ リ」の流行 の直接 の原 因

はMALICEMIZERに 由来す る と言 え る。MALICEMIZERの ギ タ リス トのManaは 衣装や ラ

イ ヴパ フ ォーマ ンス に 「ゴシ ック」趣味 を反映 させ て い た。「ゴス ロ リ」が定 着 したの も、

Manaに よる と ころが大 きい。Manaは 自らの フ ァ ッシ ョン ・コ ンセプ トを 「エ レガ ン ト ・

ゴシ ック ・ロ リ.一タ」と呼び、 これが 現在 の 「ゴス ロ リ」とい う名称 の直 接 の起 源 となっ

てい る。

これ らのバ ン ドが人 気 を集 めた 結果 、 メ ンバ ーの コスチ ューム に合 わせ 匚*6]、フ ァンの

装 い も黒 い装 飾的 な服 が定 番 とな り、 パ ンクや ロ リィ タの 要素 も取 り入 れ られ、 厂ゴス ロ

リ」の基盤 となっ た。他 方SHAZNAは 、 ヴ ォー カルのIZAMが 、 イギ リスのバ ン ドCulture

Clubの ヴ ォー カルBoyGeorgeへ の憧 れか ら、 カラ フルで女性 的 な衣 装 を着 ていた こ とで話

題 にな った。彼 の服装 に憧 れて、同様の服 装 をす る少 女が増 えた。SHAZNAは 「ゴス ロ リ」
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で はない ものの、 ヴ ィジ ュアル系バ ン ドとロ リィタを結 びつ ける重要 で決定 的 な きっか け

に なった、 とされて いる。

1.5服 飾

また 、特 に記 述 は な い ものの、 若 者 向 けの ア ヴ ァ ンギ ャル ドなテ イス トの服 作 りをす

る い くつ かの ブ ラ ン ドが人気 を集め た こ とも見逃 せ ない。 パ ンクテ イス トのSUPERLOV-

ERS、 和風 テイ ス トの卓也 ヱ ンジェル、 サ イバ ー系 のFOTUSな どが挙 げ られ る。 「ゴス ロ

リ」の集会 に集 う少女 たちの フ ァ ッシ ョンに も、パ ンク ー和風 一サイバ ーそ れぞ れの テ イ

ス トを ミックス した着 こな しが 見 られ る こ とか ら 「ゴス ロ リ」と関連性 が 伺 え る。 また タ

レン トの 篠 原 とも えが、 カラ フルで キ ッチ ュ、 か つ装 飾 過 剰 的 な フ ァ ッシ ョ ンで 「シ ノ

ラー 」と呼 ば れ る追 随者 を生 ん だ こ とや、 同様 の 路線 の洋 服 を販売 してい たブ ラ ン ド 「電

子 果 実☆ いち ごち ゃん」が 「いち ごち ゃん」と よばれ る追 随者 を生 ん だこ と も見逃 せ ない。

現 在 、同様 の テイス トの服 を愛 好す る人 は 「デ コ ラち ゃん 」(デコラテ ィブの短 縮形)と 呼

ばれ てい る。

篠 原 ともえが 手作 りで アクセサ リー な どを作 って い た こ とは、 今 日 「ゴス ロ リ」や 「デ

コ ラ」の フ ァッシ ョ ンの愛好 者 が、服 を手作 りす るこ とに価 値 を見 出 してい る こ との下 地

にな ってい る と思 われ る。 また、既製 服 の定着 に反 して、単 に個 人が服 を作 って いる とい

う こ とだけ で な く、「インデ ィー ズ ・ブラ ン ド」を設 立す る ことに価 値 を見 出す 傾 向が起

きたの も彼女 た ちの流れ を汲 んでい る と思 われ る。

L6出 版物

またマ ンガか らの影響 も挙 げ られ てい る。特 に楠本 まき、 三原 ミッカズ、 矢沢 あい、 の

マ ンガの人気 は高い 。個 人サ イ トの 自己紹 介欄 で も、 しば しば 「好 きなマ ンガ家 」に挙 げ

られ て い る。1988年 か ら連載 が始 まっ た楠本 ま きの 「Kiss)とXXX』[・7]につ い て は、登 場 人

物 た ちの ライフス タイルへ の憧 れが語 られ てい る。三 原 ミッ カズ の一連 の作 品の登場 人物

は ゴス ロ リの テイス トにあふ れ た フ ァ ッシ ョ ンを 身 にま とっ てい る。特 に 『DOLL』[*8]が

人気 を博 して い る。 矢沢 あいの 「ご近所 物語 』[・9]『ParadiseKiss』[・10]は洋 服 を 自分 たちで作

り 「イ ンデ ィー ズ ・ブ ラン ド」を設 立す る物語 で あ り、 お しゃれ を楽 しみ たい 、お しゃれ
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す る ことを職 業 に したい とい う10代 の 少女 た ちの憧 れ を集 め てい る。 また、 主 人公 の一

人がパ ンク ・フ ァッシ ョンを して いる 「NANA」[・ll]はアニ メ化 、映 画化 され、 絶大 な人気

を誇 ってい る。

さ らに、小 説 家嶽 本野 ば らの ブ レイク も 「ゴス ロリ」が 定着 す る ことに大 きな影響 を与

えてい る。 フ リーペ ーパ ー に寄稿 した エ ッセイ を まとめた 『そ れいぬ一 正 しい乙女 に な

るため に』[*12]で注 目を集め、 現在 で は彼 の信奉 者 に 「ノバ ラー」とい う呼 称が つ くまで に

なっ ている。2002年 に刊 行 され た 『下 妻物語』は、2004年 に映 画化[・13]され、 厂ロ リィタ ・

フ ァッシ ョン」を一躍 知 ら しめ る ことに なった。

L7総 括

ま とめ る と、 現在 「ゴス ロ リ」と呼 ばれ て い る服 につ いて は、 す で に80年 代 に 同様 の

フ ァッシ ョンが あ った ことがわ か る。 ただ、 この 時代 には服飾 の趣 味そ れ 自体 につ いての

厂名 前」が な く、 あ くまでバ ン ドの フ ァン とい う共通 項 で集 って いた。80年 代 か ら90年 代

の半 ば、バ ン ドの メ ンバー であ る少数 の男性 を取 り囲 む若い女性 の集 団が 形成 され、 この

小集 団の 内部 での地位 獲得 の競争 が起 こ り、 ファ ッシ ョンや容 姿の 美 しさを競 い合 う状 況

が生 まれ 、過激 化 してい った こ とが分 か る[*14]。

しか しブー ムの衰 退 とと もに、 「トラ ンス ・ギ ャル」の 好 んだ服 装 も 「ナ ゴム ・ギ ャル」

の好 んだ服 装 もメ イ ンス トリー ムか らは消 えてい った。 その後1998年 に雑 誌 『KERA!』匚*15]

が創 刊 され、 ス トリー ト ・スナ ップ(街 中 を歩 くお しゃれ な人 を撮 影 し、簡 単 な 自己紹介

を加 えた コーナー)の なか に、80年 代 と変わ らな いフ ァ ッシ ョンをす る人 が載 って いるの

を見 た よ り若 い世 代 が興 味 を持 つ ように な った。前 述 の ような ヴ ィジ ュ アル系バ ン ドの

ブー ム[*16]とい う状況 か ら、 「ゴシ ック」あ るい は 「ロ リィ タ」な服装 の 人気 が段 々 と再燃

してい った。

『KERA!』 で の 「ゴス ロリ」人 気 を受 けて2000年 に創 刊 され た 『ゴ シ ック&ロ リー タバ イ

ブル』国7]は 、 ヴ ィジュ アル系 の ミュー ジシ ャ ンをモ デル に した こと、 手作 り用 の型紙 や、

人気 漫画家 による カー ドや シー ル を付 けた こ と、生 活指 南 な どの企 画 によって 成功 を収め

た。2006年10月 現 在22号 まで発刊 して お り、 ブ ー ムの立 役者 と言 え る。 前述 のMILKや

IaneMarple、ShirleyTempleと い った古参 の ブ ラン ドの他 に、大 手の アパ レル会 か らの独 立

す る形 で 、Ba煽theStarsShineBrighカ §1988年 に設 立 され てい る。 また、 パ ンクテ イス ト
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を取 り入 れた若 者 向け のフ ァ ッシ ョンを展 開 したPUTOMAYOは 、1990年 に ラフ ォー レ原

宿店 をオー プ ン してい る。 「ゴ シ ック ・ファ シ ョン」の代表 格 とい え るahceauaaは1995年

か ら服の 制作 を開始 、 さ らに1999年 にはShirleyTemp正eの 姉 妹 ブ ラン ドEmily喪mpleCute、

前述 のMALICEMIZERメ ンバ ー のManaに よ るブ ラ ン ドMoi-mεme-Moiti6が 設 立 され てい

る。2000年 まで の段 階で 「ロ リ ィタ ・フ ァッシ ョ ン」や 「ゴシ ック ・フ ァッシ ョン」、 あ る

い は 「ゴス ロ リ ・フ ァ ッシ ョン」を特 集 して 一冊 の本 が で きるほ ど、 ブ ラン ド数 が増 加 し

て いた と言 える。 また、 手作 りで服 や小 物 を製作 していた少 女達 は 「イ ンデ ィーズ ・ブ ラ

ン ド」を立 ち 上げ る ように なった 。定期 的 に製作 を行 い、売 り上 げ を確 実 に してい るブ ラ

ン ドもあ る。彼 女達 は、即売 会 な どに参 加す るほか、 イ ンターネ ッ トを駆 使 し、商 品の画

像 や紹 介文 を掲載 して商品 を販売 して いる。

その他 、手 作 りで服 を作 る とい う作 業か ら手 芸雑 誌[*18]やコス プ レ雑 誌[・19]などに も影

響が 及 んで い る。 ハ イ ・フ ァ ッシ ョンを扱 う専 門誌 「装苑 」で も新 しいス タイ ル と して特

集が 組 まれ るな どしてい る。 また アニ メの キ ャラ クター に 「ゴス ロ リ」フ ァ ッシ ョンを さ

せ た もの[・20]も多 く見受 け られ る。現 時点 で は 「コス プ レ」の一 つ と して 「ゴスロ リ」が取

り入 れ られ る よ うに なっ てい る。 コス プ レ雑 誌 「電撃 レイヤ ーズ 」が提 唱 した言 葉 に 「コ

ス ロ リ」が あ り、 「コスプ レ」と して 「ロリ ィ タ」の服 を着 る、 ロ リ ィタ ・フ ァッシ ョンを

して い るキ ャ ラク ターの 「コス プ レ」をす る、 とい う意 味 に使 われ る。 「ロ リ ィタ」の 「コ

スプ レ」が あ るな らば、 「ゴス」の 「コス プ レ」もあるだ ろ うとい う発想 か ら 「ゴス コス」と

い う用語 も生 まれ てい る。 「コス プ レ」と して ゴス ロリ ・フ ァ ッシ ョン を着 る、 あ る いは

「コスプ レ」用 の衣装 の一 環 と して 「ゴスロ リ」的 なテ ーマの服 を売 る、 とい う行為 に激 し

い嫌悪 感 を示 す 人々が い る。 この嫌 悪感 、 な らび に 「コスプ レ」と 「ゴス ロ リ」の関係 につ

いて は別 に述べ る。

1.8日 本 文化 と しての 「ゴス ロ リ」と グ ロー バ ル な トライ ブ と して の 「ゴス 」

こ う した 日本 の新 しい サ ブカルチ ャーで ある 「ゴス ロ リ」は、 日本 以外 の 国の少 年少 女

た ち を惹 きつ けて い る。2003年 に調査 した段 階 で は、 韓 国 の手 芸 サ イ ト[・21]で「新 しい

流 行 の ス タイル、 ドレ ッシー な フ ァッシ ョン」と紹介 され て い る。 また 『朝 の月光 』とい

う意 味 のサ イ ト匚*22]は「ス ー パ ー ・ドル フ ィー(SuperDoll丘e)」[・23]と い う人形 を紹 介 し

てい る。SDは 「ゴス ロリ」少 女 に人気 で、 「ゴス ロ リ」の ブ ラ ン ドが人 形用 の服 を販 売 し
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て い る。 また韓 国の 記事 の 内容 は 「日本 と各 国 の人形 フ ァ ンの ため にSDと の特 別 な出会

い の瞬 問 を演 出 して くれ る 〈天使 の すみ か〉ソウル にオ ープ ン」とい う もので あ る。 また

「Honya」 とい う 日本 の書 籍 を扱 う書 店 で は 日本 の球体 関節 人 形 に関 す るサ イ トを6つ と、

MAHCEMIZER、 現Moi-dix-MoisのManaの ホ ー ムペ ー ジ を紹 介 してい る。 また イ ラス ト

を発 表 してい る個 人 サ イ ト[・24]でも、 街 で見 か けた 「ゴス ロリ」少 女 につい て 「とって も

かわ いい子 を見 か けた」と して、 スケ ッチ を公 開 してい る。 台湾 では 「ゴス ロ リ」(おそ ら

くコス プ レも含 む)の こ と を 「角色 粉 演美 女 」「幻 想 美少 女 」と表 記 してい る。「人気 上 昇

中。 ただの フ ァ ッシ ョンで はな く、 ロー ルプ レイの世 界 で も大 きな反響 を呼 ぶ。恐 怖 と美

が テーマ 」と紹 介 されて いた。香 港 で は、 『Gothic&LolitaLoverRing.HK/哥 徳 與 羅莉 泰

同盟.香 港』で は50名 程 の登 録が あ る ゴス ロ リの ウ ェブ リ ンクが で きて いた。 フラ ンス の

サイ トであ る 『Gothic*Lolita[ManaFrenchfansite]』 では、 ゴス ロ リ ・フ ァ ッシ ョンとMoi-

dix-Mois及 びManaの 情 報 を提 供 してい た。 プロ グ形式 の コ ンテ ンツ の増 加 に と もな い、

ウ ェブ リンク とい う形式 自体 が衰退 し、現 在 では消滅 してい る。 また 日本 のテ ィー ンエ イ

ジ ャー と同様 、「ゴス ロ リ」にのめ りこんでいた 頃か ら数年 の歳月 を経 て興味 を失 い、ホ ー

ムペ ージ を閉鎖 した者が多 い であ ろ うこ とは、容 易 に推 測 で きる。

ともあ れ、 ゴス ロリの イ メー ジの源 泉 は、 日本 にお け る西 洋趣 味 ・少女 趣 味 で あ り、

ヨー ロ ッパ やア メ リカのバ ン ドや 映画の影 響 を受 けて形式化 されて きた もので ある。そ れ

が現在 で は、新 しい 「日本」のイ メー ジ とな って、受 容 されて いる現状 は注 目に値 す る。

例 えば、 「ゴシ ック」あ るい は 「ゴス」的な価値 観 を共有 す る コ ミュニ テ ィは世界 各地 に

見 られ る。 ア メ リカの検 索 サ イ ト 「Goth.net』には、 各 国 の ゴシ ック ・サ イ トが登 録 され

てい る。 サ イ トの運 営 国 を反 映 して登 録 数 は アメ リカ、 カナ ダ、 ヨー ロ ッパ 諸 国が 多 い

が、 ア フ リカや オセ ア.ニア諸 国 のサ イ トも登 録 されて い る。 サ イ トその もの の デザ イ ン、

推 薦 され てい るバ ン ド、掲 示 され てい る フライヤ ー[*25]のデ ザイ ン、 イベ ン トに集 う人 々

の服装 な どは どれ も類似 してい る。 それ だ け 「ゴシ ック」的 な美意 識 は徹底 して浸透 して

い るのだ ろう。

しか し 厂ロ リィ タ」な らび に 厂ゴス ロリ」は、 日本 と日本 か らの情 報 を得 た コミュニ テ ィ

に しか見 られ ない[・26]。2003年3月 に発刊 された 『KERA!マ ニ ア ックス』匚・27]では、 ロン ド

ンの 「ロ リ ィタ」として 「Doll」とい う ファ ッシ ョンを紹介 してい るが、 ス クール ガール風

の服 装 で あ り、 い わ ゆ る 「ロリ ィ タ」や 「ゴスロ リ」とはテ イス トが異 な って いる。 そ の

後 この雑 誌 では精力 的 に欧米へ の取材 を行 ってお り、2006年 現 在、 第7号 まで発刊 され て
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い る問 に、 日本 の 「ゴス ロ リ」の知名 度 が高 まって い く様 が うかが える。 ス トリー ト・ス

ナ ップの コーナ ーに は、明 らか に 日本製 品 と分か るキ ャ ラク ターや ブ ラ ン ドの服 を身につ

け た若者 が 載 る よ うに な って いる。 また この 記事 で は、 質 問 に 「『KERA!』、 『ゴシ ック&

ロ リー タバ イブル』を知 って い ます か?」 「欲 しい 日本 製 品は何 です か」とい った事 項 を挙

げてお り、 これ の返答 か ら、 日本 の 「ゴス ロ リ」雑誌 や 「ゴス ロ リ」ブ ラ ン ド、 また 日本 の

「ヴィジ ュアル系 」のバ ン ドが着実 に浸透 してい るこ とが分 か る。

「ゴス ロ リ」が 日本独 特 のサ ブカルチ ャーで あ る と して 、で は実 際 の コ ミュニ テ ィは ど

うなってい るの だろ うか。次 章で フ ィール ドワー クの報告 を行 な う。

2調 査結果

この章 では第1章 での文 献 ・イ ンター ネ ッ ト ・そ の他 に よる概観 を補 足す る ため に、実

際 に 「ゴス ロ リ」の コミュニ テ ィに集 う人 々か ら得 た情 報 を報告 す る。 フ ィー ル ドワー ク

の概 要 と主 要 イ ンフ ォーマ ン トの紹介 をす る。 大阪 大学COEで 発 表 した2003年9月 まで

のフ ィール ドワー クの のべ 回数は9回(「 集会 」2回 、「橋」2回 、 「クラブ」5回[・28])であ る。

また現在2006年10月 まで に様 々な形 式 でのべ30回 以上 の調査 を行 った が、 これ につ いて

は煩 雑 にな るので、 具体 的 には触 れず 補足 的 に扱 う。

最 初 に重 要 な情報提 供者 を紹介 す る。 フ ィー ル ドワー クをは じめ るにあ たって主 要 なイ

ンフ ォーマ ン トとな り、 「ゴス ロ リ」につ い ての 導 き手 とな って くれ たの が、 当時16歳 の

高校 生 の女 子 で あ る。 彼 女 とは 高校 受験 に際 して家 庭教 師 を受 け持 っ た こ とか ら親 し く

なった。 ラポ ール を形 成 した 関係 にあ り、 ア ンケー ト用 紙 を作 成 した際 の最初 の 回答 者 で

ある。彼 女か らは、 ヴィジ ュアル系 の文化 、 「ゴス ロ リ」、 アニ メ ・マ ンガにつ いて情報提

供 を受 けた。

次 に、 ア ンケー ト項 目 とそ の手 法 につ いて説 明す る。本調査 は質的研 究 を行 なう ことを

目標 として い る。 そ の ため、 ア ンケ ー トを取 った の は、 統 計 的 な調 査 をす るた めで はな

く、 質 問項 目を視 野 に入 れ なが ら会 話 を交 わす ため であ っ た。 質問 紙へ の記 入 時 に イ ン

フ ォーマ ン トに寄 り添 い 、逐 次、 補足 的 な質問 を投 げか け るか、 あ るい は記 入 の終 了 を

待 って項 目ご とに確 認 を取 りなが らの聞 き取 りをす るかの どち らか を行 な った。

この方 法 は、 まず参 与者 と しての著 者 の立 場 をイ ンフ ォーマ ン トに紹介 し、 理解 して も
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らうの に役立 った。 さ らに、初 回 に この よ うなア ンケー トを取 るこ とで 、次 回以降 の交流

のた た き台 とな った。 またア ンケー トを完 成 させ る とい う共 同作業 を行 な うこ とで 、ア ン

ケー トを取 らず に交 流 した場合 よ りもお互 いの認 識が深 まった。 この手 法 は、予 備観 察段

階 にお いて個 人サ イ トを見 て廻 った時 点で 、 自己紹介 や 「100の質問 」[*29]の情報 が 充実 し

て いる こ とか ら、 自己 をある フ ォー マ ッ トに従 って提示 す るこ とを好 む傾向 があ るこ とを

感 じた ため に考 え 出 した。

以降、 個別 の分析 を報告 す る。

2.1名 前

彼 女 たちの多 くは 自分 で 自分 に新 しい名前 をつ け る。 一つ だ けの場 合 もあ れば、複 数 の

名 前 を持 っ てい る場合 もあ る。複 数 持 って い る場合 には、 どん な衣装 をま とっ てい る か

(ゴス かロ リか、誰 か の コス プ レか)、 どうい う状 況 で名乗 るか 、た とえば 「ゴシ ック ・ロ

リ ィタ」の集 会 にで る ときか、 同人誌 に投稿 す る場合 か、 コス プ レをす る場 合 か、バ ン ド

の ライ ブ を見 に行 くときか 、 な どに よって使 い分 けが な され る。暴走 族 のチ ーム名 のつ け

方 に独 特 の様 式が あ る よ うに 匚・30]「ゴ シ ック ・ロ リィ タ」の 自己命 名 に も独 特 の様 式が あ

る。 多 くは画数 が多 く、退廃 的 だっ た り、豪 華 だった り、硬 質な イメー ジを持つ 漢字 が用

い られ る。 そ こで実 際に どの よ うな名前 を使 い、名 前 をい くつ持 ってい るか、 なぜ その名

前 を選ん だか につい て、 さ らに本名(戸 籍上 の名前)に つ いて どう考 えて いるか を尋 ねた。

回答総 数 は22名 、本名 と同 じが2名 、 本名 の他 に1つ が9名 、2つ が6名 、3つ が3名 、4

つ が2名 だ った。 またそ の命 名 の理 由 を尋 ねた。(名 前 が複 数 で あ るため、 回答 も複数 で

あ る)多 い順番 で無 回答が9、 「本 名 か ら取 って」「な ん とな く」「響 きが気 に入 っ て」が 同数

の4、 そ の他3、 「バ ン ドの メ ンバ ーに ちな んで」「漢字 を使 い た くて」2、「も とも との ニ ッ

ク ネーム」「マ ンガの主 人公 にち なんで」が1で あ った。

本 名(戸 籍上 の名前)に つ いて ど う考 えて いるか につ いて は、 回答総 数12名 、多 い順 に

「気 に入 って い る」7、 「普通 」「嫌 い」「や や気 に入 って い る」3、 「やや 嫌い 」「無 回答 」「そ の

他」2で あ った。2名 の本 名使 用 者 はそ れ ぞれ 「無 回答 」お よび 「気 に入 っ てい る」で あ っ

た。 しか しこの2名 の本名 は、 画数 が多 い華 やか な名前 で あっ た り、バ ン ドの メ ンバ ー と

同 じ名前 であ った りしてい るた め、 例外 的 な事 例 とい うべ きか もしれな い。

本 名 を気 に入 って いる ものが多 い ことか ら、 本名 が嫌 いで新 しい名前 をつ け るので はな

.奪 ・・一滋 獅 聡 〉 165



166

く、 「ゴシ ック ・ロ リィ タ」の世 界 に参 入す るた めに、世 界 観 にふ さわ しい名前 を 自 ら命

名 し、 状況 に よって使 い分 けてい る と考 え られる。

2.2近 親者

「ゴス ロリ」、及 び 「ヴ ィジ ュアル系 」バ ン ド愛 好者 の 中で は、特 に親 しい友 人 を 「家族 」

の一員 として定義 す る。 いつ どの よ うに始 まった儀礼 な のか は定 か では ないが、 興味深 い

行 為 で あ る と考 えたの で、 こう した擬 似家 族 を形 成 してい るか ど うか、 形 成 して い る場

合 どんな関係 に あるか、 擬似家 族 につ いて ど う考 えてい るか を尋 ね た。 さ らに、 なぜ この

ような擬 似血 縁 関係 をつ くるのか とい う疑 問 にた いす る仮 説 と して、 本 当の家族 以外 に帰

属 で きる居 場所 をつ くろ うと して いるの では ないか と考 え、現実 の親 子関係 につ いて 質問

した。

質 問 に用 い た用語 につ い てで あ るが、MALICEMIZERの フ ァ ンの 場合 、 こ の よ うな親

しい友 人 を家 族 の名 称 で呼 ぶ こ とを 「血族 」[・31]と称 す る。MALICEMIZERの フ ァ ン以外

で も同様 の行 為が行 わ れてお り、 その場合 には他 に名称が ない ので、 ア ンケー トを とる場

合 に は 「血族 」「ゴス ロリ ・フ ァミ リー」として答 えて もらった。

「血族 が いる」場 合、 「相方 」と呼ば れる 関係の 友人 をふ くめ、1人 とい う回答 が6名 で最

も多 か っ た。2人 、3人 が そ れ ぞれ2名 ずつ 、4人 、5人 、6人 、7人 が1名 ず つ い た。 また

何 人 い るの か 回答 か ら判 別 で き ない 「その 他」が2名 い た。「い ない」は3名 、 うち1名 は

昔6人 い たが 自然 消滅 した とい う ものだ っ た。 自由記 述 だ ったた め 「欲 しい」とい う回答

をす る もの も3名 い た。

「血 族 」とな る と同 じ苗字 を名 乗 る こ と も多 く、 そ の場 合 も画数 の多 い ゴス ロ リ ・テ イ

ス トあふ れ る苗 字が 創 造 され て いた。 また あ くまで 家族 構 成 の模倣 であ るた め、 一 人の

人 に 「旦那 」と 「ご主人様 」がい た り、「夫 」や 「嫁 」が2人 いた りとい うこ とがお きる。双

方 が 「嫁 」ど う しであ る(男 役 で ある 「旦 那」の役 割 を付与 しないで 「結婚」す る)場 合 もあ

り、 また その カ ップル 間 に 「娘」を作 っ た りす る。 仲 たが いな どを して 関係 を解消 す る場

合 には 「離婚 」「娘 との縁 を切 る」とい う ような言葉 が使 われ ていた。

意気投 合 した友 人 を特 別 に 「血族 」扱 いす るので 、普段 の 「集 会」で も行 動 を共 にす るこ

とも分 か った。 また服装 に関 して も 「合 わせ」と呼 ば れ る、 お そろ いの格 好、 または キ ャ

ラ クター の組 み合 わせ をす る。 「合 わせ 」で は、 まっ た く同 じ格 好 をす る ことは な く、 色
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違 い や どち らかが 「王子 」と呼 ばれ る男 役 をす る な ど、 ファ ッシ ョンの コ ンセ プ トをそ ろ

え る。 また 「Vコス」の場 合、 メ ンバ ーの 中 に暗黙 の カ ップル を想定 し再現 す る。例 え ば、

MAHCEMIZERのManaを 「妹 」が や る な ら 「兄 」はGacktを 、DirengreyのDieを 「夫」が

や る な らShinyaを 「妻」が、 とい うよ うにカ ップ リ ングが決 まっ てい る。そ の場合 の拘 束

力 も強 く、「夫 」が 「Dieコス」をや るの だか ら、 とい う理 由 で 「妻 」が 「Shinyaコ ス」の衣

装 を買 い揃 える とい うこ とが見 られ る。

一方
、 現実 の親子 関係 につい ての質 問で は、 ポ ジテ ィブな回答 が最 も多 く8名 、次 に親

は無 関心 ・会 話が ない が5名 だ っ た。 ネガ テ ィブ な回答 と両義 的 な 回答 が各3名 だ っ た。

無 回答、 普通 、 その他 が各1名 で あ った。両 義的 な 回答 の 中で 目立 った のは、母 とは比較

的仲 が 良い が、 父や兄 な ど男性 の家 族 とは仲 が悪 い こ とであ る。「いい こ と も悪 い こ とも

あ る」とい った場合 の 回答 も母 との接触 に 関 して の回答 で あ った。比較 的協 力 的で ある場

合 、始め は叱 られた が次第 に協力 して くれ る ようにな った とい う話 が多 かっ た。

「血族 」の特徴 は、義兄 弟 の よ うな強 い結 東力 を持 つ と同 時 に、 既存 の 家族構 成 を真 似

た命 名の仕 方 をす る ところにあ る ことが分 かっ た。 また現実 の家族 関係 につい ては、 ア ン

ケ ー トの対象 が基本 的 に10代 であ り、全 員 が親 と同居 して い るた め、 当然多 少 の軋轢 が

見 られ た。 しか し特 に家族 関係 に問題 をか かえて い る とい うこ とはない ようで あ る。 ネ ガ

テ ィブな回答 と無関心 を足 して も全体 の半分 に満 たな い ことか ら、 家庭環境 の 悪化が奇 抜

なフ ァ ッシ ョンの コ ミュ ニテ ィに帰属 す る直 接的 な理 由で はない と判断 で きる。

2003年 に イン タヴュ ーを受 けて下 っ た人 々の なか に、 こ う した擬似 家 族 を持 って い る

方 が多 か った が、調 査 を進 め る うち に、「ゴス ロ リ」の世 界 にの み特徴 的 に見 られ るので

はな く、 また、 それ ほ ど広 まっ てい る行動 で もない とい う こと も分 かっ た。 いわ ゆる 「オ

タ ク」の コ ミュニ テ ィのなか で も、同 人誌即 売会 に共 に 出る仲 間や、 よ く会 う友 達 同士 を

家 族 に見 立 て るこ とが あ る とい うこ とで あ った[・32]。メイ ドカフ ェでア ルバ イ トをす る方

の 話 で は、 バ イ ト仲 間 と常 連客 を巻 き込 んで擬 似 家 族 を形成 して い る とい うこ とで あ っ

た 匚・33]。また、 直接 イ ンタヴュー をす る機会 は得 られ なか った ものの、 ウェブ上 の 自己紹

介欄 に 「妻 」と 「結婚 」を した 日 と 「妻」の名前 が書 き込 まれ、 リンク をた どって 「妻」と呼

ばれた女性 の 自己紹介 サ イ トを見 る とや は り、 同 じ 「結婚 記念 日」と 「旦那 様」であ る女 性

の名 前が 記 されてい る事例 も見 る こ とがで きた。他 方、 ア ンケー トを取 らせて いた だいた

方 の約半 数 は、 そ う した擬似 家族 自体 を知 らず、 また知 って いる方 で も直接 の経 験が ない

方 が大 半 であ った。 だ が、擬 似 家族 の契 約 を知 らな くて も、 厂相 方」と呼 ば れ る、 よ り結
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束力 の強 い 形で の友 人 関係 を結 んで い る方 が 目立 って多 い こ とが分 か った。 「相方 」とは

せず に、 「ハ ニー」、「ダー リン」とい う恋 人同士 を暗示 させ る呼 び方 を求 め られ る と語 っ

て くだ さった方 もい た[*34]。

なぜ、 友達 で は な く、家 族 の役 割 を当 て はめ るの か。「相 方 」とい う呼称 や 恋人 同士 に

擬 した関係 を結ぶ のか 。現時 点で もまだ明確 な答 えはで ない。 よ り深 くつ なが って いる こ

とを確 認 し、安心 感 を得 た いので はな いか、 契約 で縛 らない と不 安 にな るほ ど、信 頼 あ る

人間 関係が結 べ ないの では ないか 、 とい う推測 は ご く簡単 に導 き出 され るが、 お話 を聞か

せ て いた だい てい る と、そ うした不安 感 を原動 力 とす る以 上の 意味 が ある よ うに思 える。

「相 方 は、相 方 と しか言 い ようが ない」とお っ しゃって くだ さった方[・35]がいた ように、友

達 と も恋人 とも違 う関係性 が 築か れて いる こ とに は違い ない。

2.3「 ゴ ス ロ リ」以 外 の友 達

「ゴス ロ リ」の服 を着 る少 女 た ちは他 に どん な趣 味趣 向 を持 つ集 団 に共感 的 あ り、 どの

ような グル ー プ とは敵対 的 な のか。2003年 の調 査 で は共 感 を持 つ グ ルー プ につい て、 最

も多 か ったの は アニ メ系7名 、そ の うち 自分 で アニメ の コス プ レをす る人 は3名 いた。他

に 「別 に何 で も」「特 にな し」「ヤ ンキ ー ・不 良」が 各2名 、 「MARILYNMANSONの フ ァ ン」

「フ ェテ ィッシ ュ系 」「ヴ ィヴィア ン ・ウエ ス トウ ッ ド好 きの人」「不 思議 ち ゃん」「ギ ャル(か

わいい)」「体育 会系 」「個性 派」な どが 各一名 ずつ い た。

逆 に共感 で きない グルー プ として、「ギ ャル」を挙 げ る人 が最 も多 く5名 いた。 その理 由

は 「うる さい」「マ ナー が ない」「下 品」な どとい うもので あっ た。次 に多 か ったの は行動 に

関す る もの で3名 が 「人 に嫌 が らせ す る人」「マナ ーの ない人」「うる さい人」「オ レが 一番 な

人 」を挙 げて いた。他 に 「オ タク系 」が2名 「アイ ドルオ タク」「アニ メオ タク」が挙 が って

いた。 「ギ ャル」と 「オ タク」に関す る評 価 が それ ぞれ クロス して いた が、全 体 で見 る と、

自身 もア ニメ オ タクで あ った り、 アニ メの コスプ レを実 際 に して い る ゴス ロ リが多 く、

ギ ャル にはマ ナー の面 で反感 を持 ってい る もの が多 い ことが分 かっ た。

上記 の よ うな傾 向は あ る もの の、集 団 としての 共通項 を 「ゴス ロ リ」とい う服 飾 以外 に

は見 つ け る こ とはで きない よ うで あ る。 また 聞 き取 りの 結果 、構 成 員 は 「ゴ シ ック ・ロ

リィタ」の コ ミュニテ ィだ け に所 属 して いる わけで はな く、他 の集 団 と領 域横 断的 に所属

してい る こと も明 らか にな った。例 えば、 イ ンタ ヴュー をす るこ とによっ て知 り合 っ た数
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人の方 々 と開い た 「お茶 会」[・36]では12名 の方が 集 まって くだ さったが、1名 の女性 を除 い

て全員 が ヴ ィジュァル系 のバ ン ドの ファ ンで あ り、か つ オ タクを 自認 してい た。そ して そ

の こ とは、 あ えて聞 かな けれ ば答 えな い類 の こ とであ り、 「ゴス ロ リ」の 「お茶会 」とい う

場 で は積 極 的に 口に出 され ない話題 であ った。 その理 由の一 つ と して推測 され るの が、マ

ンガ のキ ャラク ター に 「ゴス ロ リ」や 「ロ リィタ」風の ファ ッシ ョンが取 り入 れ られてい る

こ とに よって 、 フ ァ ッシ ョンの一 ス タイ ルで は な く、「コス プ レ」と混 同 され るこ とへ の

嫌 悪感が 示 されて いる こ とで ある。

「オ タク」や 「コス プ レ」批 判 は、雑誌 等 の文献 や実 際 のイ ンタ ヴュー よ りも、 ネ ッ ト上

の掲 示板 で よ く見 られ る。 そ して また この軋 轢 につい ての分析 も、 ネ ッ トの言 説の ほ うが

的確 で あ る。 その代 表 と して、 フ リー百科 事典 『ウ ィキペ デ ィア(Wikipedia)』 があ る。 こ

れ を引用 す る。

前述 の様 な議論[引 用者 注:フ ァ ッシ ョンと しての 「ロ リィ タ」や 「ゴス ロ リ」を着 る

者 か ら、マ ンガや アニ メ、 ライ トノベ ル な どに登場 す る 「ゴスロ リ」風 の 人物 や 「メ

イ ド」、 「コス プ レ」と混 同 される こ との嫌 悪が 示 され、両 者 を厳然 と区別す るべ きで

あ る とす る意見 が ある こ と]の 一方 、そ の両 方の立 場 を持つ者 が現 れ て きてお り、特

に、 コスプ レの 定義 が 曖昧模 糊 と してい る事 も相 俟 って、 現在 この議 論 は よ り複 雑

化 してい る。両 方 の 立場 を持つ 例 と して は、 漫画 や アニ メか らそれ を知 り、 ゴシ ッ

ク ・ア ン ド ・ロ リー タ を嗜 む よう になった者 や、元 来 オ タク でなか った ゴ シック ・ア

ン ド ・ロ リー タの中か らも、 ゴス ロリか ら漫 画の魅 力 を知 り、 オ タクや腐女 子 にな る

者 な どが い る。 その数 は決 して少 な くは ない 。む しろ現状 で は、そ の ような者が この

ファ ッシ ョンの 文化 を支 えてい る、 と言 っ て も過言 では ない。 だが、 この ファ ッシ ョ

ンを嗜 む者 には、上 の例 に当 て嵌 ま らない 「非 オ タク」の者 や、 こ の フ ァッシ ョン ・

文化 が 「サ ブカル チ ャーで あ る」事 に着 る意 味が あ る と考 え る者 も多 い。 そ の為 、近

年の オ タク文化 のパ ブ リック化 に対 しての冷笑 的 な意見 も広が ってい る。

以 上か ら、「オ タク」と「ゴス ロ リ」を着 る者が クロス オーバ ー して いる現状 が うかが える。

しか しフ ァ ッシ ョン として 「ゴス ロ リ」を着 た時点 で、 そ の フ ァッシ ョ ンを着 る こ とを一

種 の アイデ ンテ ィテ ィ としてい る者 や、純 粋化 を 目指 す者 の意見 が支 配 的 に響 くとい う、

権力 的 な構 図が 成立 して いる こ とが伺 え る。 そ して、 その純粋 化 の声 は、「ゴス ロ リ」と
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は何 であ るか、 とい う定 義が ネ ッ ト上で の引用 とそ の反復 に よってパ ター ン化 してい る こ

とと同様 に、やは りネ ッ トの書 き込 みか ら内面化 してい るのだ。自分 自身が 「オ タク」で あっ

て も、 「コス プ レ」を趣味 と してい て も、 「ゴス ロ リ」を着 る ときは 「ゴス ロ リ」的 に振舞 わ

なけ れば な らな い。「実 はヴ ィ ジュア ル系 が好 きな人 い る?」 と聞 いて手 を挙 げて もらっ

た と き、 ほ とん どの方 が挙手す るの をみ て、参加 者が ほ っ と した ような笑顔 を見せ たこ と

が私 は、忘れ られ ない。 「実 はマ ンガが好 き?」 「実 は腐 女子?」 とい う質 問 を重 ね るた びに、

場 が和 んで いっ た。 あ る コ ミュニ テ ィに参 加す る こ とは、 自身 の別 の側 面 を押 し隠 して始

めて成立 す る ことだ とい うこ とをこの フィー ル ドワー クを通 じて 目の当た りに した。

2.4迫 害

「ゴス ロ リ」の よ うな過剰 に装 飾 的 な フ ァッ シ ョンは当然 目立つ 。集 会 な ど、趣 味 を同

じ くす る仲 間が集 う場 以外 での周 囲の反応 は どの よ うな ものか、 そ う した反 応 を どの よう

に受 け止 め てい るのか尋 ね てみた。

ほめ られ た経験 を挙 げた人 は9名 、ほ め言葉 で最 も多か った のは 「かわ いい」で6名 、他

に 「か っ こいい」「似 合 うね」「お人 形 さんみ たい」「素敵」などであ った。 ほめ られ た こと も

けな された こ と もな い とい う人 も4名 い た。 けな された体験 を語 る ときに良 く使 われ る言

葉 に 「迫 害 され た」とい うものが あ り、 ア ンケ ー トで もこれ を項 目と してあ げた。 迫害 を

語 る時の 言葉 は豊富 でかつ 生 々 しい。 迫害 され る ことが分 か ってい るので、 一部 の共感 的

な友 人 に しか 「カ ミングア ウ ト」してい ない とい う回答が2名 、「一 歩 ひかれ る」「いつ も と

違 う と言 わ れた」な ど とい う、や や消極 的な否 定 を受 けた とい う報 告が あ った。 さ らに学

校 な ど 日常生活 で 「嫌 悪 され てい る」「友 人 じゃない」「化 け もの扱 い され る」「入店拒 否 され

た」といっ た直接 的 な拒 絶 にあ って いる人 もいた。最 も多 い のは通 りす が りの人 に冷や か

され るこ とで、「キモ イ と言 われ た」「じろ じろ見 られ る」が各2名 、他 に 「トイ レで化 粧 を

して いた ら、原宿 に行 け よ と罵 られた」「変 な格 好 とい われ た」「笑 われ た」「バ カに され た」

「ス ゴイ といわ れた」「気持 ち悪 い とい われ た」「外 国人が 写真 を撮 って くる」とい う回答 が

あった。

褒 め られ た経 験 を語 る よ りも、迫害 の経験 を語 る言葉 の ほ うが多 く、 状況 も具体 的で あ

る こ とか ら彼女 た ちの傷 つ きの深 さが感 じられ た。 そ の一 方で、 「こん な奇抜 な格 好 を し

てい るんだ か ら じろ じろ見 られ るのはあ た りまえ、気 に して ない」とい う声 も多 く聞い た。
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自分 た ちの してい るフ ァ ッシ ョンが、他 の人 に とって は奇異 に映 る もの であ るこ とは十分

自覚 し、そ れで もなお 「ゴス ロ リ」で あ るこ とを選択 してい る ことが分か った。

2.5フ ァ ッシ ョンに よ る 意識 の 変 化

で はなぜ 、 この ような奇 抜 な服装 をす るのか 。他 の 「奇抜 」な格 好 で は な く、 なぜ 「ゴ

ス ロ リ」なの か。 この問 いに対す る十分 な手 ごた えは まだ得 られ ていない 。

2003年10月 現 在10巻 ま で発行 され てい る 『ゴ シ ック&ロ リー タバ イブル』の ス トリー

ト ・ス ナ ップに は 「ゴス ロリに 目覚 めた きっか け」「ゴス ロ リの魅力 」とい った質 問 と、そ

れにた いす る答 えが添 え られ てい る。 しか し、大抵 の 回答 は、 「Mana様 を見 て」「か わいい

か ら」「か っ こいいか ら」「お 洋服 を着た だ けで幸 せ に なれ る」「自分 にあっ てて楽 しい」な ど、

や や漠然 と した ものであ った。

そ こで ア ンケ ー トで は、 こ う した 問 い を繰 り返す こ とを避 け、「ゴス ロ リ」の服 を着 た

ときの 自分 と普 通 の服 を着 てい る ときの 自分 に何 か違 いがあ るか とい う質 問 を した。

「普段 もこん な感 じ(制 服 の ない学 校 に通 って い る)」「特 にか わ らない 」「い つ も どお り」

な どの 回答 を した5人 、 無 回答の1人 をのぞ い た全 員 が、 「ゴス ロ リ」の服 を着 た ときの 自

分 と、 普通 の服 を着て い る ときの 自分 に違 いが あ ると答 えた。 その 内容 は 「雰 囲気が あ き

らか に」「目つ きが 違 う」「性 格 が180度 回転 す る」「違 う自分 がい る」「公用 と私 用 ぐらい違

う」とい った、極 端 な違 い を感 じる人か ら、 「気持 ち がエ レガ ン トにな る」「振 る舞 い や内

面 もか わい くな る」「胸 を張 って歩 く」「か わい くなれ た気 がす る」「態 度 に気 をつ け る」「お上

品に なる」「気合 が違 う」とい った 身振 りや気持 ちの 面で の変化 を語 る人、 質問 の趣 旨 とは

ず れ るが 「普通 のやつ(制 服や 普段 着)は 楽 し くない 」「制服 ほ ど嫌 な もの はない 」「したい

格好 だ か らうれ しい」「私服 は イラ イラす る」とい う回答 を寄せ た人 もい た。

「ゴスロ リ」ファ ッシ ョンをす る人 に とって、 「ゴス ロ リ」は 「制服 」や 「私服」とは違 う、

特 別 な服で あ る ことが分 か る。 また 「ゴス ロ リ」を着 た と きには、程 度 の違 いや 感 じ方の

違 いが ある ものの、 日常 とは違 う高揚 感や幸福 感 を味 わって い るこ とが分 か る。

2.6自 己肯 定 感

「ゴス ロ リ」が一見 して 目立つ服 装 であ る ことか ら、何 か しら 日常 の 「自分 」とは違 うも
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の を求 めて い るので は ない か と考 え られ る。 も し仮 に、奇 抜 な服装 が 日常 か らの 「逃避 」

や、 自分 を変 えた い と思 う 「変 身願望 」であ るな らば、 日常 生活 を送 る 自己 につ いての 肯

定感 は低 いので はな いか?そ こで 自分 自身 を どう捉 えて い るのか、 自分 自身 に自信 が あ る

か どうか を尋 ね てみた。

自分が 「好 き」だ とい う回答 は4人 、 「ナ ルシス ト」であ る とい う回答 が3人 、「嫌 い」だ

とい う回答が3人 だ った。「ゴス ロ リの服 を着 てい る ときのほ うが普段 の 自分 よ り好 き」で

あ る とい う回答 が3人 、「昔 は 自分 が嫌 いだ ったが今 は好 き」であ る とい う変 化 を語 った回

答 が2人 、「嫌 い だけ ど好 き」であ る とい う矛盾 した心情 を回答 した人 が2人 、「わ か らない」

「あ ん ま り」が各1名 、無 回答1名 だ った。 自分 自身が 「好 きで ある」「ナル シス トで あ る」「今

は好 き」を合 わせ る と9名 で あ り、 は っ き りと 自己嫌 悪 を示 した人数 よ りも多か った。

次 に 自分 に 自信 が あるか ど うか につ いての 回答 は、質 問用紙 の設定 の不備 で無 回答 が多

か った。 しか し一番多 い答 え は 「自信 が ない」で5人 、「自信 を持 ちた い、持 つ よ うに して

い る」が4人 、 「自信 があ る」が3人 だ った。「自信 を持 ちた い」とい う回答 は消極 的 な願 望

と考 え られ るの で、全体 と して は自分 に 自信 を持 ってい る人 は少 ない ことが分か っ た。

また、「自分が好 きか 」とい う質 問 と 「自信 があ るか」とい う質問 を合 わせ て考 察す る と、

6名 が 「自分 の こ とが好 きだが 自信 はな い」とい う考 え を持 って い るこ とが分 か った。

自己肯 定感 につ いて 「好 き 一嫌 い」の軸 と 「自身が あ る 一ない」の軸 の二つ か ら質問 を し

たが、結 果が分 か れた。 自分 の ことを好 ま し く思 う感 情 はそれ ほ ど低 くない。 しか し自信

を持つ こ とはで きない よ うで あ る。 これが 何 を意味 してい るの か につ いて は、今後 の課 題

で あ る。

3調 査の補足と解釈

「ゴ シ ック ・ロ リィ タ」の コ ミュニ テ ィに参 与 し、 ア ンケ ー トを書 い て もらい、 聞 き取

りを通 じて感 じた事 は、 この服 装 をす る こ とは単 な る 「変 身 願望 」に由来す る もの で はな

い とい うこ とで ある。 もし仮 に 「変 身願望 」に よる ものだ として も、 なぜ変 身 したいの か、

なぜ 「ゴス ロ リ」なの か が気 に なった。 彼女 たち は 「ゴス ロリ」の服 装 を通 じて 「何 か」を

体 現 してい る ような気が して な らな くなった。

現在 「ゴス ロ リ」とい う名前 を獲 得 した この集 団は、特 に大 きな イベ ン トが な くて も携
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帯 電話 で連 絡 を取 り合 い、個 人の サ イ トを見て 「集合 」す る。 日曜 日に特 定 の場所 に行 け

ば、趣 味 を同 じ くす る者 がい て、初対 面 で も名刺 を交換 し合 い、写 真 を撮 り合 った り、 プ

リク ラを交換 し合 った りす る。単 に外 見上 「ゴス ロ リ」な格 好 を したい だけで はな く、 「ゴ

スロ リ」服 を着 て集 うこ とに、彼 女 たちが 求め る連 帯 のあ り方 が かい ま見 えた。

第3章 では、補 足 的に行 った イ ンタ ビュ ーの結果 と、 調査全体 を通 じての解釈 を行 な う。

3.1補 足

「変身願 望」につ いての疑 問 の手が か りを求 めて、前 述 のイ ンフ ォーマ ン ト ・Fに電 話 に

よる イ ンタ ビュー を試 みた 。Fは 質 問 に対 して 「変 身願 望 があ る」と断言 した。 以下 イ ン

タビュ ーの一部 を記す 。(Mは 質 問者 ・水 野)

M

F

M

F

M

F

日常不満 だ と、や っぱ変 身 した くなるP

ス トレス じゃない です か?つ 一 か、今 の 自分 の ス トレスが 自分 に責任 あ るって

分 か っ て るか ら。 親 が、 お ば ち ゃんが 、「い ろ いろ うる さい」って 言 い なが ら、

そ うい うふ うに しん どい 責任 は 自分 にあ る し。

自分?

親 とか 、勉 強 しん、帰 って こん、遊 んで ば っか お る、 とか 親が怒 る理 由は、 あた

しにも分 か る。そ ん なん さ、 あた しのた め に怒 っ とる ことで、 あた しが むか つ く

のはや っ ぱあた しに責任 あ る し。

(中略)

え一 っ と、変 身 につ いて 。変 身す る とな にが変 わるの か、変 身 って、体 が変 わる

わけで しょ、 見た 目が。 そ うす ると当然周 りには見 られ る よね。体 の外 見の ほ う

が 変わ る と心 も変 わ るの か、そ れ と も心 は変 わ んな くて、見 られ方 が変 わ るの か。

後 者の ほ うだね。少 な くともあた しは。見 た 目が変 わって る問 は、 自分 じゃな く

て もい い。そ のな んだ うね一、 開放感?普 段 の 自分 ってい うイ メー ジに囚わ れた

生 活か ら解放 され る し。集 会行 って、 普段 の 自分 じゃない格 好で集 まって、 その

希 薄 な関係つ 一か、 なん で もない よ うな会話 してる と、いつ もの 自分で い な くて

い い 。

(中略)
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M

F

M

F

ファ ッシ ョンと して着 て るわけ だけ ど、中 身 まで は変わ らな い、 と。

元 か ら変 わ るわ け じゃない。 ロ リ服 きた って キ ュウ リは食 えな い[著 者 補足:F

はキ ュ ウ リが嫌iいユ。

あ はは(笑)

変身 す る こ とで、 客観 的 に 自分 をみ るPう 一ん ……普 段 の 自分 を見つ め なおす 、

と。 そ んな こ と思 って ね一 よっ1(笑)多 少 、気 い使 って もね。 人格 まで 変わ る

ような、 ロ リ服着 て人格 も変 わ る人は よ っぽ ど普段 の生活 が きつい んだ と思 う。

この イ ンタ ビューで、私 にとって衝 撃的 だ ったの は、集会 に参加 してい る当事者 であ る

Fが 、集 会で の人間 関係 を 「希薄 な関係 」「なんで もな い ような会話 」と表 現 した こ とで あっ

た。 しか しこの 「なんで もな い ような会話」をす る場 が、そ の希 薄 さゆえ に 「普段 の 自分 っ

て い う イメー ジに 囚わ れ た生 活か ら解 放 され る」とい う点 で大切 な もの であ る こ とが分

か った。

私 自身 がつ けた フ ィー ル ドノー ツを振 り返っ てみ る と、 当初、集 会 での会話 は取 る に足

らない ものの ように感 じられ た。つ ま り、 誰か が来 るのが遅 い とか、 テ レビ番 組 の話 な ど

で、 好 きなバ ン ドの話 題 であ っ て も決 して マニ ア ック に語 りあ う とい う感 じで は ない の

で、 拍子 抜 け した こ とが書 か れて い る。 この補 足 を手 が か りとして、 さ らに 「ゴス ロ リ」

とい う集 団 とそ こに集 う少女 た ちの意識 を以 下考 察す る。

3.2コ ミ ュ ニ テ ィ

厂ゴス ロ リ」服 を きて集 う 「集 会」や 「イベ ン ト」の参 加 者 は、 あ る種 の 集 団 を形 成 して

い る と言 え る。 しか し、 集 団に関す る先 行研 究 で主張 され て きた こ と[・37]と、 「ゴス ロ リ」

とい う集 団の特徴 は必 ず しも一致 しない よ うに感 じられた。

単 純 に言 えば 「ゴス ロ リ」は、趣 味 や余 暇生 活 に関す る小 集 団で あ る。 集 団の機 能 や構

造 が特 定化 されて い ない 「非 公式 集 団」で あ り、 個人 の消 費 行動 に影 響 を与 え る 「準拠 集

団」と して の性 格 を持 ってい る。地域 社 会学 の用 語 に照 ら し合 わせれ ば、 「ゴス ロ リ」は、

個人 があ る 目的 のた めに 自由意志 で参加 す る 「アソ シエ ー シ ョン」に分類 され るだ ろ う。

しか し調 査 に よって 目の 当た りに したの は、擬 似家 族的 な強 い結束 力で あ り、 また 「迫

害」されて も 「ゴス ロ リ」服が 好 きだ とい う、 どこか持 って生 まれた宿 命 の よ うな共通 感
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覚 であ る。つ ま り、選 択の 余地 の ない所属 集 団、 生れ 落 ちた地域 や その 文化体 系 を示す 、

マ ッキーバ ー な どに代 表 され る 「コ ミュニテ ィ」の概 念 に感 覚的 に近 い ように思 われ る。

また 「ア ソシエ ー シ ョン」とい う言 葉 は、個 人が 目的を持 っ て 自発 的 に行動 す る こ とに

よって つ くられ る集団 で あ るこ とが念頭 におか れて い る。 しか し 厂ゴス ロ リ」には この点

が欠 け てい る。調 査 開始 した当初 、 私 は彼 女 達 に は、「ゴス ロ リ」の服 を着 て そ の世 界 観

を楽 しみ、仲 間 と情報 交換 を行 な うとい うよ うな 目的が あるの だ と思 って いた。 しか し実

際 には、 前述 の イ ン タビュ ーか らも分 か る よ うに、 明確 に 目的 とい え る よ うな もの はな

か ったので あ る。

厂ゴス ロ リ」の集 団 としての性 格 を定 義 す る用 語 と して何 が 最適 か を選 ぶた め には、何

を明 らか に した いか とい う調査 者側 の基準 を明確 にす る こ とが必 要で あ る。私 は、彼女 た

ちが集 団 の中で 「妻」や 「王子 」といっ た絆や役 割 を可 視化 した形 で表 現 してい るの はなぜ

なの か、 また 「取 るに足 らな い」「希 薄 な人 間関係 」を律 儀 に取 るの は なぜ なの か、 とい う

ことに興 味 を持 った。 その ため 、形式 的 な面 で近 い 「ア ソシエ ーシ ョン」とい う用語 よ り

も、感 覚 的 に近 い 厂コ ミュ ニテ ィ」とい う用 語 を拡大 解釈 して用 い るのが 最適 であ る よ う

に考 えた。

「集 会」に行 くとい うこ とは、 少 な くと も普段 か ら 「ゴス ロ リ」服 を着 てい るわ けで はな

い少女 た ちに とって 「普段 の 自分 じゃない格好 で集 ま る」こ とで あ り、それ は「普段 の 自分 っ

て い うイメー ジに囚 われた生 活か ら解放 され る」こ とで ある。 その意 味で はFが 語 った 「変

身願望 」は、日常生 活 か らの解 放へ の欲求 であ る と言 え る。 厂ゴス ロリ」とい うコ ミュニ テ ィ

の構 成員 の何 人か に とっ て決定 的 に重要 な のは 「いつ もの 自分 でい な くてい い」とい うこ

となので あって 、その 集いが 目的 のな い 「な んで もない よ うな会 話」をす るだけ の場で あっ

て も一 向 に構 わ ないの であ る。Fが 語 った ように、普段 の イメ ージか ら一時 的 に離 れ る 「開

放感 」はあ る もの の、 「元 か ら」変わ る わけ では な く、 「変 身」によ って普段 、他 者 が期待

してい ると感 じてい る 自己像 か ら一 時的 に解放 され る こ とが重要 な のであ る。わ ざわ ざ「ゴ

ス ロ リ」や 「Vコ ス」の格好 を して 「取 るに足 らない」よ うに見 え る会 話 をす る こ とは、 自

己の 本質 まで包 み隠す ような 「変 身」なので はな く、そ うか といって 日常そ の ままの イメー

ジを引 きず る こ ととも違 う、 別種 の 「解放 」[・38コな ので はないか と思 われ た。

つ ま り 「ゴス ロ リ」とい うコ ミュニ テ ィは、実 は 「いつ もの 自分 」とは違 う種類 の 「日常 」

を送 る場 な ので はな いだ ろ うか 。「なん で もな いよ うな会 話」は、「ゴス ロ リ」服 を着 たい

少女 た ちに とっ ての 「ご近所 付 き合 い」の よ うな もの であ って、 こ うした コ ミュニテ ィ内
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で 円滑 に生 きてい くため の居心 地 の いい距 離感 の と り方 だ と考 え られる。 その ため に は、

別 の 「出 自」の しる し、そ れが例 え ば、「オ タク」的 な部 分で あ り、 「コスプ レ」をす る人 間

で あ る こ となの で はない か。 「ゴズロ リ」以外 の個性 は必要 な い もので あ るた め、 コミュ

ニ テ ィ内の様式 は似 た りよ った りにな ってい き、 個性 的な フ ァッシ ョ ンであ るに もかか わ

らず、 「ゴズ ロリ」と しては没 個性 的 に なっ て い くよ うに思 われ る。必 要 とあ らば 隠 され

なけれ ばな らない もの なので ある。

3。3ア イ デ ン テ ィ テ ィ

この 「変 身=解 放」は、 なぜ 「ゴス ロ リ」服 を着 る とい う こ とで な され て い るの だろ う

か 。 この点 について は様式 化 された 自己提 示行為 が手 がか りになる と思 わ れる。

「ゴスロ リ」服 の着 こな しは、そ の人 の趣 味趣 向 を判 断す る材料 にな る。「ゴス ロ リ」の

コ ミュニテ ィに集 う少 女 たちの服 装 は、微細 な デ ィデ ィー ルの違 いや色 の傾 向の違 いで細

か く分 類 す る こ とが で きる。 そ してそ の服 の違 いが 、パ ー ソナ リテ ィー の違 い を具 現 す

るこ とにつ なが ってい る。 彼女 た ちはその分 類 に必要 な知識 を雑誌 や ネ ッ トや友人 た ちか

ら得 て、 自分 で どんなス タ イルの服 を着た いか を選択 して い く。私 も当初 どの ような服が

な ん と呼 ばれ てい るのか を知 るのに 「学 習」が必要 で あった。 そ して この 「学 習」に よっ て

もた らされる最 大の効 果 は、 コ ミュ ニテ ィにい る人間 を分類 す るこ とが 可能 にな る点だ っ

た。 その分 類の なか には 自分 自身の分類 も含 まれ てい る。つ ま り、何 を着 て行 くか は、 ど

う見 られ たい か、 さ らに は どうい う人 間で いた いか に直結 してい るの であ る。

例 えば、名 刺交換 とい う儀礼 が参 考 に なる。 「集会 」が 開か れ る ときに は、「集 合」をか

け る発 起 人の よ うな 人物 たちがお り、 この キーパ ー ソ ンを通 じて 人が集 まっ て くる。そ の

た め、 間接 的 なつ なが りはあ って も、1人1人 は初 対面 同士 とい う こと もあ る。 そ こで互

い の 自己紹 介 のため に名刺 交換 が行 なわれ る。 この名刺 は通常 の ビ ジネス用 の もの とは異

な り、彼女 た ち に とって 重要 な情報 が詳 細 に盛 り込 まれて い る匸・39]。名刺 と服装 や持 ち物

を見 れ ば、 その 人物 が ど うい っ た趣 味趣 向を持 っ てい るの かが 瞬時 に カテ ゴリー化 で き、

どん な仲 間を求 め てい る のか も理解 で きる。 私 自身 も体 験 した こ とで あ るが、 「集会 」で

は 目の前 にい る人間 の服装 や メイ クが 特殊 であ るので 、視覚 的 に圧 倒 されて しまう。 しか

しこ う した 「素性 」を始 めに提 示 して もら うこ とで 、 コ ミュ ニケ ー シ ョンが うま く取 れ な

い ので はないか とい う不安 がか な り軽 減 された。
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服 装や名 刺 に よって、 そ こに集 う人 々 を分 類す る こ とがで き、 自分 自身 をも分 類 のなか

に組 み込 む こ とがで きる。特 殊 な話 をす るよ りもむ しろ、誰 もがす る ような会話 をす る こ

とで、特 別 な知識 が な くとも コ ミュニ ケー シ ョ ンが取 れ る。 従 って 「なん で もない よ うな

会話 」を円滑 にす るた めに も、 どんな話 題 を振れ ば相手 か らの反応 を引 き出せ るか見極 め

るた め に、所 属 匚・40]が重 要 なの であ り、その帰 属先 を明確 にす るた めに は、自分 自身 を ジャ

ンル化 す る必要 があ る ように感 じられ た。そ こで、あ る一 定の様 式 に則 った上 での「個性 的」

な名刺 の交 換や 、HPで の詳細 な 自己紹介 が行 なわ れてい るの では ないか と感 じた。

これ は他 の趣 味 集 団、い わ ゆる 「フ ァ ン」集 団 にお け る服 装 の統一 に よる連 帯感 や気 分

の高揚 とは異質 の ものであ る。 「ゴス ロ リ」は、何 か特定 の フ ァンであ るこ とを示 す 「大 き

な」記号 と しての フ ァ ッシ ョンで は ない。 「ゴス ロ リ」あ るいは 「ゴス」または 「ロ リィ タ」

とい う 「大 きな」記 号 を共通 項 に して はい る もの の、重 要 なの はそ の内部 で の細 かい差 異

な のであ り、そ こで は帰属 意識 と共 に、他 の誰 と も違 う 「自分 」を体験 す る ことがで きる。

一 見矛盾 す る ことではあ るが、 着て いる服 が奇抜 で も、そ の服 が ス タイルへ の帰属 を強

くもってい るの で、 たっ た一人 で 「ゴスロ リ」服 を着 て歩 いて い る ときで も、「ゴス ロ リ」

とい うコ ミュニ テ ィ との紐 帯 を感 じる こ とが で き、か つ、他 の誰 と も違 う 「個性 」も保 証

された気持 ち にな る とい う経 験が 私 にはあ る。

前 述 した 「相 方」とい った特 殊 な関係性 や、「ロ リ」や 「王子」とい う 「キ ャラク ター」が、

選択 され 、相互 に承認 され るの も、 自己の ジ ャンル化 とい う観 点で 言 えば、非常 に効率 的

な方法 で あ る ように思 わ れ る。 私 が本 論 で 「アイデ ンテ ィテ ィ」とい う用 語[・41]を使 っ た

の は、「ゴス ロ リ」とい う コ ミュニテ ィの 内部 で は、 自己 同一 性 のパ フ ォーマ ンス が遂 行

されてい る ことを示す ため であ る。彼女 達 は 自分 自身 をジ ャ ンル化 す るこ とで 、 どうい う

自分 自身が どの よ うな存在 で あ るのか、 またあ りた いの か を示 してい る よ うに思 わ れた。

そ れ は 「ゴス ロ リ」にふ さわ しい 自分 を過 ごす こ とで もあ り、 その基 本 的な よ り どころ と

して、再命 名が行 わ れるの だろ う。

自分 自身に名 を与 え、 関係 に名 を与 え、活 動 に名 を与 え、「ブ ラ1ンド」に こだ わ り、 微

細 なデザ イ ンの違 い にこだ わ り、そ して 自分 の好 みの 「モ ノ」を列 挙 し配 置す るこ とので

きる ホー ムペ ージ を作 る とい う行動 は、 「ゴス ロ リ」の コ ミュニテ ィへ の帰 属 とい う開放

感 と安心 感が 得 られ る と ともに、 こ うな りたい と考 え る 「オ リジナ ル」な 自己 を提 示す る

ことの両方 を実現 す る とい う、一 貫 した動 機 に支 え られ てい るので はな いだろ うか。 商業

的 に提 示 され た 「ゴス ロ リ」の洋服 や、 「ゴス ロ リ」的 に推 奨 され るマ ンガや小 説 に よるイ
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メー ジ、 あ るいは ネ ッ ト上 で示 され る行 動様 式や価 値観 に従 うこ とが、 た とえ 自分が もつ

他 の趣 味 を押 し隠す こ とにな ろ う とも、 「ゴス ロ リ」とい う個 性 を保 障 して くれ る。 この

画一 的な 「個 性」の枠組 みが 「ゴスロ リ」の連帯 を支 え てい るのだ。

[みずのれい ・秋 田高専 講師]
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川村雷 雨 『都市 コ ミュニテ ィ論一機 能 的 コ ミュニ ティの研 究』世界 思想 社1982

楠 本 ま き 「Kissxxxx」 集英 社 『マ ー ガ レッ ト』1988年9月 号 ～1989年7月 号

北 山晴 一 『衣服 は 肉体 に何 を与 えたか一 現代 モ ー ドの社会 学』朝 日選書 、朝 日新 聞社1999

小 泉恭 子 「高校 生 とポ ピュ ラー音楽 」北川 純子編 『鳴 り響 く性 』勁 草書 房1999

ゴ フマ ン、 アー ウ ィ ング 『鏡 と自己』世 界 思想社

ゴフマ ン、 アー ウ ィ ング 『行為 と演 技一 日常 生活 にお け る 自己呈 示』石 黒毅訳 、 誠信書 房1974

ゴフマ ン、 アー ウ ィ ング 『ス テ ィグマ の社会 学』石黒 毅訳 、せ りか書 房1970

佐 藤郁 也 『暴 走族 の エス ノ グラ フィー一 モー ドの叛乱 と文化 の呪 縛』新 曜社1984

佐 藤慶 幸 『ア ソ シエ ー シ ョンの社会 学一 行為 論 の展開』早稲 田大学 出版 部1994

高 原英 理 『ゴシ ック ・ハ ー ト』講 談社2004

嶽 本野 ば ら 『それい ぬ一 正 しい 乙女 に なるた めに』国書刊 行 会1989

嶽 本野 ば ら 『下 妻物語 』小学館2002

ナボ コフ、 ウ ラジ ミール 『ロ リー タ』大 久保 康雄 訳、 河 出書房新 社1955-1959

リュ リー、 ア リソ ン 『衣服 の記 号論 』木 幡和 枝訳 、文 化 出版局1987

ル ドルフ スキー 、バ ーナ ー ド 『み っ と もない人体』加 藤秀 俊 ・多 田道太 郎訳 、鹿 島出版 会1979

鷲 田清 一 「人 はなぜ服 を着 るのか』日本 放 送出版 協会1998

渡 辺博 史 『コミュニ テ ィ形 成 と学習 活動』学 分社2000

三 原 ミッ カズ 「DOLL」 祥伝 社 『フ ィール ヤ ング』1998年6月 号 ～2002年4月 号

矢 沢あ い 「ご近所 物語 」集英社 『りぼん』1995年2月 号 ～1997年10月 号

矢 沢あ い 「ParadiseKiss」祥 伝社 『Zipper』1999年5月 号 ～2003年5月 号

矢 沢あ い 「NANA」 集英 社 『cookie』1999年1月 号 ～
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[一 次資料]

*雑 誌

『GOTHIC&LOLITAバ イ ブル 』 第1号2001.2バ ウハ ウ ス、 第2号 ～6号200LO8～2002.09ヌ ー ベ ル

グー 、第7号 ～10号2002.ll～2003.10イ ンデ ックス ・マ ガジ ンズ

『AliceDoll』ラ ンキ ング大好 き9月1日 増 刊、2001年9月 ぶ んか社

『GothicTaste』TH叢 書No.17、2002年6月 ア トリエサ ー ド

『夜想 』特 集#『 ゴス』、2003年9月 ス テ ユデ ィオ ・パ ラボ リカ

『つ くっち ゃお1手 作 りゴ シ ック&ロ リー タ』レデ ィブ テ ィック シ リーズ2045号2003年8月 ブテ ィ ッ

ク社

『ゴスロ リ』～bl.1～Vbl.5レ デ ィブテ ィ ックシ リーズ2106号 、2004年1月2005年4月 ブ テ ィック社

『COSMO』 第1号2002年9月 ～ 第3号2003年6月 イ ンフ ォ レス ト株 式 会社

『CUTiE』1988～11CC出 版

『STREET』1985.12～2000.3、2002.4～ ス トリー ト編 集室.

「Fruits』1998～ ス トリー ト編集 室

『KERA!マ ニア ック ス』20033～ イ ンデ ックス ・マ ガジ ンズ

『Gothic&正011taヘ ア&メ イ クBible一 は じめて の ロ リー タメ イク は、この本 にまか せ て』イ ンデ ックス ・

マ ガジ ンズ(2004/08)

『ゴスロ リ&パ ンクス タイルROCOCO』 辰 巳出版(2004/9/15)

『ゴスロ リ&パ ンク ス タイルROCOCOVbL2』 辰 巳出版(2004/12/4)

『ゴシ ック ・ロ リー タ&パ ンク ブラ ン ドBOOKVol.1』 辰 巳出版(2005/5/16)

『ゴシ ック ・ロ リー タ&パ ンク ブ ラン ドBOOK秋 冬号 』辰 巳出版(2005/10/29)

『ClaraBowVOL1一 永 遠少 女 のた めの フ ァッシ ョンマ ガ ジ ン』バ ウハ ウス(2005/10)

『ClaraBowVOL2一 永 遠 少女 のた めの フ ァッシ ョンマ ガ ジ ン』バ ウハ ウス(2006/01)

『ロ リー タ 衣 装道 楽』マ ーブル トロ ン(2005/02)植 田 裕子

『ロ リー タ 衣装道 楽IIForRelax』 マ ーブ ル トロ ン(2006/1/24)植 田 裕 子

『メゾ ン～ ゴシ ック&ロ リー タSTY聡BOOK』 学習研 究社(2004/9/11)

*ホ ー ム ペ ー ジ

・概 説 作 成 の 際 に 参 照 し たHP

『象 牙 の 塔 』http:〃members.at.infbseek.co.lp/latourdivoire/top.htm1

『ポ ジ パ ンDI』http:〃home.att.nejp/delta/insighter/musics/positivepunkDI,htm

『ビ ジ ュ ア ル 系 デ ー タ ベ ー ス ーVkDBjp一 』http:〃www.vkdbjp/index・cgi?page=%C7%AF%C9%BD%2F%7

E正989

『ビ ジ ュ ア ル 系 総 合 オ フ ィ シ ャ ル サ イ ト』http:〃wwwisunavi.com/artist.html?artist_id=25

『Gothic&LolitaLoverRing,HK/哥 徳 與 羅 莉 泰 同 盟.香 港 』http=〃glloverringhk.zhootcom/

『闇 攻 瑰 』http:〃blackrose.zhoot.comノ

『Gothic*Lokita[ManaFrenchfansite】 』http:〃mana,gothic-lolita.com/
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『Goth.net』http:〃goth,net.com/

『独 善 的 批 評 集 』http:〃www.sm.rim.oLlp/一malchut/gosroli.htm

『偶 に は語 りで も。』http:〃www.kit.hi-ho.nejp/yoriyori/log/808.htm

「涼 幻 記 念 館 』http:〃www.hi-ho.nejp/一illusia/goth_memo2.htm

『真 奈 図 鑑 』http:〃www5a.biglobe,ne.jp/一lione/manazukan/htm1/lolita.htm

『毒 舌 日 記 』http;〃www.h2.dion.ne.lp/～dokuzetu/

・ リ ン ク 集 、 ウ ェ ブ リ ン ク 、BBSな ど

『ゴ シ ッ ク&ロ リ ー タ 総 合 リ ン ク 集 』http:〃www.start-link.com/goth-loli/

『Goth&Loli}{eaven』http:〃members.at.infoseek,co.lp/glheaven/

『検 索 少 女 』http:〃www,lapucelle.net/

http:〃edge.ee.tokushima-u.ac.lp/urls/word/g/o/thic+/101ita-jp.html

『Gothi¢ †LolitaRING』http:〃www.geocities.co.lp/Milano-Killer/4528/union/ring.htm

『不 思 議 の 國 の お 茶 会 』http:〃www.geocities.cojp/HeartLand-Renge/2021/

『一Noir+Angelique一 』http:〃www.geocities.co.lp/Milkyway-Orion/9991/

『ゴ ス1コ リBBS』http:〃wwwl,ezbbs.net/27/touka/

『ロ リ ィ タ フ ァ ッ シ ョ ン † ラ ン キ ン グ"』http:〃www.p-sunu.netヶank/ranking.cgi～board=BABYSSB&id=322

48320

フ リー 百 科 事 典 『ウ ィキ ペ デ ィア(Wikipedia)』 ゴ シ ッ ク ・ア ン ド ・ロ リー タhttp:〃ja.wikipedia.org/wiki/

%E3%82%B4%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB96E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%89

%E3%83%BB%E3%83%AD%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%BF#,E6.B7.B7.B6.B2.8C.E3.81.

A8.E3.81.97.E3.81.9F.E7.8A.B6.E6.B3,81

・フ ァ ッ シ ョ ン用 語

『週 間 フ ァ ッ シ ョ ン情 報 』http:〃www.fashion-」.coIn/bb/gothic.html

『コ ス チ ュ ー ム 用 語 辞 典 』http;〃www,costume.tv/cdid274-275.html

『フ ァ ッ シ ョ ン用 語 一 繊 研 新 聞 』http:〃www.senken.co.jp/yougo/yuglist.htm

[注]

1

2

3

「メタル服」などと呼 ばれる。ス リムな革のパ ンツにサテン素材の シャッを着 ることが多い。色は黒、紫、赤

な ど原色系。ロ ングブー ッを合わせ、髪を伸 ば しているこ とが多い。

『ゴシック&ロ リー タバイブル』第9巻 「大槻ケ ンヂ ×ゴスロ リモデル座談会」内での紫泉 の発 言 「ピンクハウ

スはロリじゃないんじゃない。あれは ピンクハ ウスっていうジャンルだね(笑)」

金子功のデザイ ンの方針が 「大 人の女性の為 の少女趣味」であ り、「ヨー ロッパの田園」を強調す るイメージ写

真を掲載す るなどしていることに手がか りがある。PinkHouseの 想定する 「少女」は 「自然」と結 びつ くもので
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あった。 さらに、この 「少女=自 然」「ヨーロ ッパの田園」イメージは、日本人男性 による 「想像」の産物 である。

この点については、ライターの夏一葉、大阪大学lessicaBauwensに 示唆いただいた。

バ ンドの熱烈 なファンのこ と。 「バ ンギャル」「バ ンギャ」と略され る。「追 っかけ」「グルーピー」と呼ばれるこ

ともある。

「ヴィジュアル系」のバ ンドのファンだか らといって、「ゴスロ リ」の服を着 ている とは限らない。「ゴスロリ」

の服 を着 てい るか らといって 「ヴ ィジュアル系」のファンだ とは限 らない。二つ の集 団が混同 されることが多

いが、必ず しも子 の二つの集団は重 なりを見せているわけで はない。

小 泉恭子 「高校生 とポピュラー音楽」(『鳴 り響 く性』1999勁 草書房)参 照。北川はMALICEMIZER、LUNASEA、

GLAYと いった人気 ヴィジュアル系バ ン ドのコスプレをして楽 しむ女子高校生が急増 したのは、1998年 に入 っ

てか らであ り、バ ン ドの コスプ レの歴 史は1990年 前後か らXIAPANの 熱狂的な ファンが少 しで もメ ンバ ーの

存在 に近づ きたいという願いか ら始 まったと している。

集英社 『マーガ レット」1988年9月 号～1989年7月 号

祥伝社 『フィールヤ ング』1998年6月 号～2002年4月 号

集英社 『りぼん』1995年2月 号 ～1997年10月 号

祥伝社 『Zipper』1999年5月 号～2003年5月 号

集英社 『cookie』1999年1月 号～

国書刊行会1989年 、 『花形文化通信』(92年6月 号～97年9月 号)『花形文化通信』は1989年 ～1997年 に発行 され

たフリーペーパーで全100号

小説の初巻 につ いては、深田恭子 と、土屋 アンナというキ ャス トで映画化 され、2004年(平 成16年)5月29

日より公 開された。当初は40館 規模の公開予定であったが、評判 を呼び156館 での公開に拡大 された。 また、

2004年(平 成16年)5月 にカンヌ国際映画祭 に併設されたフィルム ・マーケ ットで、「KamikazeGirls」(神風 ガー

ルズ)と 題 して上 映されると評判 になり、7力 国で上映が決定 し、公 開され た。 この後、多 くの映画祭 に招待

され、上映 された国 も増えた可能性があ る。2006年 、 カンヌ国際映画祭 と平行 して行 われ たカ.ンヌIrフ ェス

テ ィバル(青 少年 向け映画の コンペ)に て邦画初 となるグランプ リを獲得。 フランスで邦画 としては過去最大

となる約100館 での上映が決定 した。なお、主役 の2人 は多 くの映画賞を受賞 した。 この映画には、ロリータ

・ファッシ ョンで来館 した者には、特別割引になる特典があ り、話題になった。(ウ ィキペディア)

当時の状況 を反映す る雑誌 として 『宝 島』ならびにその姉妹誌である 『CUTiE』がある。IICC出 版1988～

イ ンデックス ・マガジンズ1998.6～

ヴ ィジュアル系の ミュージシャンの服飾を模倣す ることを 「ヴィジュ ・コス」と呼ぶが表記 は 「Vコス」とす る。

模倣する特定のメ ンバーの名前 をとって 「○○ コス」とした りする。

第1号 バウハウス200L2、 第2号 ～6号 ヌーベルグー2001.08～2002.09、 第7号 ～10号 イ ンデ ックス ・マガジ

ンズ2002.11～2003.10、

「レデ ィブティックシリーズ」通巻2045号 『つ くっちゃお1手 作 りゴシック&ロ リータ』2003年8月 、同シリー

ズ通巻2106号 『ゴスロリVol.1』2004年1月 、 ともにブテ ィック社

『COSMO』 インフォレス ト株 式会社2002年9月 第一号発行～2003年6月 第三号、 『COSMO』 は コスプレ専 門誌

であるが、その中に 「ゴスロリ風」の衣装の製作方法が紹介 されてい る。

イラス トの検索エ ンジ ンの中には 「ゴスロリ」という検索項 目が定着 している。 またアダル ト目的のコスプレ

サイ ト ・写真集 ・DVDな どで も、モデルが 「今流行のゴスロリ」を着 きたモデルが登場 している。

www.quiltingmom.co.kr/way-cart/101ita.htm
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http〃blueviolet.x-y」net/

ボークス社 より販売、「SD」と表記される

www.iwebschool,net/%7efazzie/cgi-bin/irisnxl4/irisnx.cgi

イベン ト告知用のB6サ イズのチ ラシ

2003年 ネッ ト上で知 り合った ドイツか らの留学生マルセルの情報提供によると、 ドイツには 「ロリ」はいない、

ということである。

イ ンデックス ・マガジンズ

「集会」2回(名 古屋市中区栄 ・テ レビ塔周辺)2002/10/13(日)ア ンケー ト回答2名 、2002/10/27(日)ア ンケー

ト回答8名 、「橋」2回(東 京都 ・原宿駅周辺 ・神宮橋周辺)2003/2/9(日)ア ンケー ト回答7名 、2003/8/22(金)

ア ンケー ト回答5名 、「クラブ」(名古屋市 内にあるクラブで行 なわれたゴシック ・イベ ン ト)開 催 日ごとの定期

的な参加、ア ンケー ト未実施

「○○○ さんへの100の 質 問」という形で100個 の質問を並べ たフォーマ ッ トを作 り、趣味 を同 じくするものが

自分のサ イ トにダウンロー ドして、 回答を公開す るもの

佐藤郁也 『暴走族のエスノグラフィー一モー ドの叛乱 と文化の呪縛』新曜社1984

メ ンバーのManaが ヴ ァンパ イア ・マニアであることが知 られてお り、吸血鬼 が血 を媒介 に仲 間を増やす とさ

れていることに由来す るのではないか と推測される。

情報提供者30代 女性、 インタビュー 日時、2004年6月27日

情報提供者20代 女性、 インタビュー 日時、2006年7月30日

情報提供者20代 女性、 インタビュー 日時、2006年3月31日

情報提供者20代 女性、イ ンタビュー 日時、2005年9月20日

2006年2月11日 開催、12名 の うち、男性は1名 。私のほか は10代 後半か ら20代 前半で構 成されていた。

青井和夫 『小集 団の社 会学』現代社 会学叢書、東京大学出版会1980、 川村 雷雨 『都 市コ ミュニティ論一機能的

コ ミュニティの研究』世界思想社1982、 佐藤慶幸 「アソシエ ーシ ョンの社会学一行為論の展開』早稲田大学出

版部1994、 渡辺博 史 『コ ミュニテ ィ形成 と学習活動』学分社2000を 参照。

「Metamorphosetempsde丘lle」 のデザイナーである加藤訓仁子 は自身の日記サ イ ト『毒舌 日記』で、 ロリー タを

身にまとうことについて 「自分 じゃない 自分 にな りたい」「着飾 ることで武装 しているのわけではな く、 自分 を

解放 しようとしている」とい う思 いを持 っている人が多いので はないか と述べ ている。(「メ タモルフォーゼの

つ くりかた2・ 運命をあやつれ」)また店頭 に立 って接客を した経験か ら、ロ リィタを着る少女たちの心の闇

についての独 自の見解が述べ られてお り(同 、「メタモルフォーゼのつ くりかた10・ ロリー タファッション

にまつわる見ざる ・言わ ざる的裏 の部分について」)参考 になった。

名前、住所、メールア ドレス、ホームペー ジア ドレスといった内容 の他 に、何 のバ ン ドの ファンであるか、そ

のバ ン ドの誰のコスプレをしているかが明記 されていた り、背景画像 に憧れの ミュージシャンの写真や 自分の

コスプレ画像 を使った り、 プリクラを貼 った り、 ゴス ロリテイス トあふれる画像(十 字架、髑髏、ハー ト、薬

のカプセル、魔女、蝶)が 使用 されていた り、あるいは退廃的 ・破滅 的な印象 を与える自作 の詩が されていた

りする。 また選択 された紙 の色 や質感(白 、黒、青、透明、光沢のある なし)、 レイアウ トや フォン トの選択

も重要である。

上下関係 とい う意味ではな く、 ロリィタかゴスか、 ロリィタで も甘 ロリなのか黒ロリなのか などといった 「種

類」の所属である。

もちろん本論 で使用 してい る 「アイデ ンティティ」という言葉 はこれ までの多岐にわたるアイデンテ ィテ ィ論
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の用法 とは多少異 なるもので ある。私が本論で この言葉 を使用する にあたって最 も影響 を受けたのは、アー

ウィング ・ゴフマ ンと、 ならびにシュッワー ト・ホール、 フランツ ・ファノ ン、 トリン ・ミンハ といった政治

的一文化 的なアイデ ンテ ィティについての論を構築 してい る人び とによるテクス トである。本論では 「アイデ

ンテ ィティ」はその場その場で構 築されるものであ り、積極的 に利用されもし、 また逸脱 もす るような もの と

して考 えてい る。特定の政治的な状況 に置かれた人 々にとっては、 こうした戦略 的なアイデ ンテ ィテ ィのパ

フォーマ ンスは生 きて い くために必要不可欠 なものであ る。現代の 日本に生 きる10代 の女性 にとって も、そ

の状況は同じであると考 える。
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